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　　　第一章　短気のショートステイ







　これはカナタ・エイジがミソラたちと出会う以前の物語だ。




　ふーん、ここが《ミストガン》ね。

　学園浮遊都市《ミストガン》。第十一番区発着場。

　そこには飛ひ空くう艇ていから降りたばかりの、一人の少女の姿があった。

　金色のモールなどの装そう飾しよくが施ほどこされた青いベストに、真っ白なボトムス。

　若干天然パーマがかかったふわふわの桃色の髪かみに、きゅっと引ひき締しまった桜色の唇くちびる。

　体格は小こ柄がらで、背せ丈たけも女の子の平均身長より大分低い。

　それでも存在感を感じてしまうのは、その少女が纏まとう風格によるところが大きい。気高く咲さき誇ほこる一輪の薔ば薇らのように。来るものを寄せつけぬ棘とげのような雰ふん囲い気きと、誇りの高さを窺うかがわせた。

　彼女の名は、ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフ。学園浮遊都市《ファルシオン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの所属だ。

　学年は、今年から本科一年。《ファルシオン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでは、本科生一年生には、短期留学が義務づけられている。提てい携けいしている学園浮遊都市の中から一つを訪問し、異文化交流を図るのが目的だ。

　その訪問先として、ノエルは《ミストガン》を選び、とある小隊との交流を希望していた。

　それは、《黒クのロ剣ノ聖ス》という二つ名を持つ人物のいる小隊だ。

　ノエルがその小隊のことを知ったのは、昨年に行われた交流学校のあとのことだ。

　かつて《ファルシオン》と《ミストガン》が交流戦で対決した際。《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれる人物が所属するＢランク小隊は、《ファルシオン》の代表小隊を撃げき破はしていたのだ。《ミストガン》は予科生四人で、《ファルシオン》は本科生五人。人数差をものともしない見事な勝利だったという。

　決まった勝負と侮あなどり、観戦していなかったノエルにとって。それはまさしく、寝ね耳みみに水みずだった。

　素人しろうと目めには大したことに映らないだろうが。人数差のある予科生の集団が、本科生のみで構成された《ファルシオン》の代表小隊を倒たおすなど、簡単にできることではない。しかも敗北した小隊は、ノエルが生しよう涯がいのライバルと見込む、ファルディオが率いていた。年は、ノエルより一個上。サーベルを使わせたら右に出る者はいないという腕うで前まえで、指揮官としても極めて有能な人物だ。

　しかし、その彼があっさりと負けてしまったのだ。当時、数合わせと思われていた《ミストガン》のＢ１２８小隊に。

　観戦者の話では、《ファルシオン》側が油断していたとのことだが。ノエルは違ちがうと断言した。いくら油断していたとはいえ、人数に劣おとるＢランク小隊が、《ファルシオン》の代表を倒すのは至難の業わざだ。

　気になったノエルは、敗北したファルディオに話を聞きに行ったりもした。彼はしばらく沈ちん黙もくを保ち、語ろうとしなかったが……やがて「……《黒クのロ剣ノ聖ス》にやられた。完全な実力差だ」と小さく告げた。

　あのファルディオに、こうまで言わしめる小隊がいるなんて……

　それこそ、ノエルが《ミストガン》を選んだ理由だ。

　そして彼女は出で迎むかえの学生に促うながされるがまま、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室へ向かった。







　午前十一時頃ごろ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室。

「《ファルシオン》所属の優ゆう秀しゆうな候補生をお迎むかえすることができて、光栄です」

　握あく手しゆを求めてきたのは、新任の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーである──フロン・フラメルだ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの本科二年生らしい。

　今年就任したばかりという話だが、なかなかに貫かん禄ろくがある。

「こちらこそ、短期留学を受け入れてもらい、感謝します」

　毅き然ぜんとノエルは対応した。

《ミストガン》に比べ、《ファルシオン》は規律に厳しく統制がある。

　ゆえに学園の雰囲気自体、きびきびしたものなのだが。そこでも十分に通用するほど、フロンも厳しさを持っている。

「さて。もうすぐあなたが受け入れを希望する小隊の隊長が来るから楽にしていてちょうだい」

「はい。ではお言葉に甘えて、休ませて頂きます」

　言葉とは裏腹に、ノエルは姿勢を崩くずさなかった。

　短期留学に際し、ノエルが希望したのは《黒クのロ剣ノ聖ス》がいる小隊で勉強させてもらうことだ。その狙ねらいは、《黒クのロ剣ノ聖ス》に近づき、学ばせてもらうことにある。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーからは、それだけはやめたほうがいい、と言われたが。こちらの希望を強引に押し通す形でお願いを通してある。

　さて、もうすぐ小隊長が来るとの話だ。Ａ１２８小隊の隊長である少女に、ノエルは想いを馳はせる。あらかじめ眼を通してある簡単な資料によれば、その少女は《寂滅姫ニルヴアーナ》という荘そう厳ごんな二つ名を持ち、乱砲撃ガンビツトスタイルが売りらしい。

　ノエルの脳裏では、自おのずと好戦的な気性の荒あらい女性を想像していた。

　だからこそ、入室してきたその女性を実際目もく撃げきしたときは、誰だれよこの女……？　と思わず首を傾かしげてしまった。

「空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年、Ａ１２８小隊隊長、クロエ・セヴェニーです」

　ノエルに向かい、天使のようににっこりとした笑顔を浮うかべるクロエ。

　とてもではないが。殴なぐり合あい上等の乱砲撃ガンビツトスタイルの使い手──《黒クのロ剣ノ聖ス》と双そう璧へきを成すと言われている好戦的な少女には見えない。

　この女が、本当にあの《寂滅姫ニルヴアーナ》？　──いや、もしかしたら猫ねこを被かぶってるかもしれないわね。

　イメージとの差異ギヤツプに戸と惑まどいながらも、ノエルは名乗る。

「学園浮遊都市《ファルシオン》の第十九期留学生、ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフです」

「の、のえる、る、さんすーしる、で、であ……？」

　その長ったらしい名前を覚えられず、つぶやくクロエ。

　ここぞとばかりノエルが不ふ機き嫌げんそうな声で言げん及きゆうする。

「ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフです。頭悪いんじゃないですか、《ミストガン》の空士は」

　高たか飛び車しやな態度で。さも不機嫌そうな声音に、挑ちよう発はつ的な文句を重ねた。

　どう？　これだけ言えば、あなたも隠かくされた爪つめを露あらわにするんじゃない？

　ノエルが確信する一方で。クロエが穏おだやかな笑みを崩さず、

「うん、よろしくね。ドワーフちゃん」

「……………………」

　よしよし、とクロエはノエルの頭を撫なで始める。

「～～～～～～～っ！」

　な、なによ。この馴なれ馴れしいおっとり女はっ!?　よりにもよって、あのあだ名を呼んでくるなんて……っ!?

　背が小さいことと、名前が微び妙みように調和マツチしてしまっていること。それはノエルのコンプレックスであり、逆げき鱗りんでもある。

「だ、誰が小人ドワーフよ……っ!?」

　怒いかりながら手を振ふり払はらい、ノエルは相手を睨にらみつける。

　対するクロエは、きょとんとした様子で、

「どうしたのかな？　急に怒おこって？」

「……な、なんでもありません」

　いけない。相手のペースに巻き込まれた。もしかして、わたしを試そうとしているのかしら。

　クロエの悪意のなさを、ノエルはそう解かい釈しやくした。あの交流戦で、大おお番ばん狂くるわせをした小隊の隊員が、こんなおっとりとした性格のわけがないのだ。

　気を取り直して、ノエルが言う。

「そんなことより、小隊の仲間たちのところへ案内してください」







　小隊棟とう。Ａ１２８小隊室。

「はい、みんな注目。《ファルシオン》からの短期留学生を紹しよう介かいします」

　ホワイトボードの前に立つクロエ。そんな彼女の傍かたわらには、ちょこんとした背丈の少女の姿があった。

「学園浮遊都市《ファルシオン》所属。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年、ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフです」

　気品のある声で、ノエルはさっと自己紹介した。

「サンスーシって……。あのサンスーシ家の方ですか……っ!?」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年──ユーリ・フロストルが驚いた。

「たしか都市間交易で財をなした富ふ豪ごうですよね」

　短く整えられたブロンド髪の少年。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年──ロイド・オールウィンが言った。それにしても、なかなかユニークな名前だな、と思いながら……

「そういえばロイド。カナタはどこにいるの？」

「ああ。カナタならお昼を買いに──」

　言いかけ、小隊室のドアががらりと開く。

　そこには、ホットドッグを手にした長身瘦そう軀くの少年の姿があった。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年──カナタ・エイジだ。

「へっ、ロイド。下した店みせでホットドッグが売ってたぞ。これ売り切れ前のラス一……」

　言いかけ、カナタが気づく。

　小隊室に見慣れぬ服装の学生がいることを。

「んっ、誰だよこいつ？」

「《ファルシオン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年からの留学生。ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフさんです」

　淀よどみなく、その名を教えるユーリ。

　じつは失礼がないように、何度か胸中でつぶやいていたのだ。

「なんだか、すっげー長い名前だな」

　名前も知らぬ男に、自分の名を馬ば鹿かにされ、貌かおをしかめるノエル。

　そこへすかさず、ロイドがおちょくり出す。

「せっかくですから、あだ名でも考えてあげたらどうですか？　その人となりが、一言でわかるようなものをつけてあげるといいかもしれません」

「うーん、あだ名ね……」

　不ぶ躾しつけな視線をノエルに浴びせるカナタ。注目したのは、同じ学年のクロエより、頭ひとつ小さいその背せ丈たけと、長い名前の一番最後にある句フレーズ。それらから、あれを連想してしまったカナタが言う。

「やっぱ──小人ドワーフとかか」

「誰が小人ドワーフよ……っ!?」

　むかっとしたノエルが咄とつ嗟さに、カナタのボディーに一発浴びせる。

「ぐは……っ！」

　くの字に折れ曲がったカナタの襟えり首くびを摑つかみあげ、足を刈かって、放り投げる。不意打ちをもろに受けたカナタは、頭から床ゆかへと叩たたきつけられた。

「失礼なあだ名をつけるからですよ……」

　歩み寄ったユーリが介かい抱ほうしながら諫いさめ、ロイドはくすくすと笑ってみせた。

「まあ、この馬鹿の狼ろう藉ぜきはこれで勘かん弁べんしてやることにするわ」

　いつの間にか、ノエルの口調が砕くだけていた。軽くカナタをあしらったあとで、ノエルが本題へと話を進めようとする。わざわざ留学先に《ミストガン》を選んだのは、あの《黒クのロ剣ノ聖ス》に会いたかったからなのだ。

　自らのライバルを、戦力的劣れつ勢せいをものともせず跳はね返してみせた存在に。それはきっと凄すご腕うでの空士なのだろうと思う。仙せん人にんのような澄すんだ眼まな差ざしで、その言動の一つ一つが洗練されていて。規律正しく、模も範はん生せいとして尊敬に値する──

「それで《黒クのロ剣ノ聖ス》はどこ？　今日は休みなの？」

「えっ!?　《黒クのロ剣ノ聖ス》ですか……っ!?」

　意外そうな声を上げるユーリ。

　そういえばノエル以外は、まだ自己紹介をしていなかったことをこの時点で気づく。

　自然と仲間たちの視線は、床へ転がったカナタへ注がれた。

「この人が《黒クのロ剣ノ聖ス》こと、カナタ・エイジ先せん輩ぱいです」

　強打した後頭部を摩さすりながら、起き上がろうとする失礼な少年。その人物を見やり、あろうことかユーリがその名を呼んでいた。じーっとノエルが凝ぎよう視しする。ぼさぼさの髪かみに、覇は気きにかける顔つきは、彼女の思おもい描えがいた理想像とあまりにかけ離はなれすぎていた。

「……こ、これが。この間ま抜ぬけそうな男が《黒クのロ剣ノ聖ス》……っ!?」

「んっ、言わなかったか？　俺が《黒クのロ剣ノ聖ス》ことカナタ・エイジだって」

「言ってないわよっっっ！」

　激情のままにノエルが叫さけぶ。

　おかしい。絶対におかしい。《黒クのロ剣ノ聖ス》といえば、交流戦の中で一番いい動きをした空士のはずだ。ノエル自身は直接目撃してこそいないが、その戦い方は、最早鮮せん烈れつの一言に尽つきるらしい。絶対的な窮きゆう地ちの中で、たった一人で盤ばん面めんを覆くつがえす英雄ヒーローのような存在のはずだ。

　だというのに。遅ち刻こくして、ホットドッグを手に歩いていた男が《黒クのロ剣ノ聖ス》……っ!?

「うわっ！　俺のホットドッグ、床に落ちちゃったじゃん。どうしてくれるんだよ……っ!?」

　しかも床から拾い上げたホットドッグの埃ほこりを払い、あらためて口にする始末。

　こんな低てい俗ぞくな男は《ファルシオン》では見たことがない、とノエルは呆あつ気けに取られる。

「それで短期留学に際し、ノエルちゃんの身の回りのお世話を担当する隊員なんだけど。かねてからの希望通り──」

　続くクロエの言葉を聞き、ノエルは不安を感じずにはいられなかった。







　午後三時頃ごろ。三番区。

　アーケードと活気がある町並みの中には、一組の男女の姿があった。

　一人は、カナタ・エイジ。短期留学生の視察の手伝いとして、《ミストガン》を歩き回る彼は、とても活いき活きとしていた。もう一人は、短期留学生のノエル。彼女はむすっと不機嫌そうな表情で、カナタになにやら文句を言っていた。

　ノエルから滲にじみ出る迫はく力りよくに、道行く学生たちが次々と振り向く。しかし、ノエル自身はもうそんな些さ末まつなことになど関わっていられなかった。というのも──

「ねえ、どうしてわたしたちがこんな商店街を歩いてるの？」

「げっ、商店街じゃダメなのか？　じゃあ四番区にあるボーリング場とか、カラオケ店とか娯ご楽らく施し設せつのほうがよかった？」

「だ・か・ら、そういう問題じゃないって言ってるの」

　むすっとした態度で、ノエルは嫌いや味みったらしい響ひびきで言う。

「わたしは短期留学で来てるの。だから万融錬金科アルケミストの工こう房ぼうとか、地下プラントとかもっと視察すべきところを、ちゃんと紹介しなさい」

「だからさ、俺もちゃんと紹介してるじゃんか」

　しれっとカナタが言う。

「さっきだっておいしいピザ屋に寄ったし、そのあとおしゃれな服を買ったし。これでいったいどこに不満があるんだよ？」

「……飲食店や衣料品店ブテイツク巡めぐりをしてるだけじゃないの」

　何度目かの不毛なやり取りに、ノエルは息切れしたかのように黙だまり込む。

　本来視察というのは、もっとお堅かたいものを見学することのはずだ。《ファルシオン》からの助成金で短期留学に来ている以上、それなりのノウハウや成果を持ち帰らなければならないのだ。

　だというのに、この男ときたら……かたっ苦しいのは嫌きらいなんだよと言い、《ミストガン》の観光を始める始末。気になったノエルは何度か問とい詰つめたのだが。飄ひよう々ひようとしたカナタと、気性が荒あらいノエルでは相性が悪く、話が進まなかった。

　そのあと噴ふん水すい広場に着き、カナタが口を開く。

「そんなことよりさ、ここの屋台のソフトクリームが美う味まいから食べてくぞ」

　そう言って、ノエルを引き連れ、屋台へ向かおうとする。

　なんでこんなやつが《黒クのロ剣ノ聖ス》なんて言われてるの……？　不満顔でノエルが呆あきれ返かえっていたとき、不意に声がかかった。

「あっ！　カナタ先輩、ようやく見つけましたよ」

　ノエルが見やると、こちらへ駆かけ寄よってくるユーリとロイドの姿があった。

　腰こしに手を当てたユーリが、カナタへ注意する。

「もう。こんなところで一体なにしてるんですかっ!?　視察先からいつ来るんだと確認の連れん絡らくが来てますよ……っ!?」

　その言葉を聞いたとたん、ノエルが三さん白ぱく眼がんでカナタを睨にらみつける。

「やっぱりあなた、スケジュールを無視していたのね」

「んっ？　言わなかったか？　これは俺が考えたスケジュールなんだよ」

「言ってないわよっっっ！」

　こいつ、本当にあの《黒クのロ剣ノ聖ス》なの……？

　良く言えば、自由人フリーマン。悪く言えば、能天気な男だ。少なくとも小隊という組織の中で、貢こう献けんできる人間には見えない。小隊戦せん闘とうで一番大事なのは、規律から生み出される協調性だというのに。

　ノエルが疑念を深める一方で──

「ははは。僕はこっちのほうが面白いからいいと思いますよ」

「ロ、ロイド先輩、身勝手なことを言わないでください。先方も時間をとってくださってるんですよ。先輩がそんなことでは困ります……っ!?」

「ユーリ。お前な、あんまりがみがみ言ってると将来小じわが増えるぞ。そうかっかすんなよ」

「よ、余計なお世話です……っ！」

　そのあと、じと眼になったユーリが小さな声でつぶやく。

「ノエルさんと二人っきりで、視察と称しようして遊んでるだけじゃないですか。こんなデートみたいな……」

「んっ、なんか言ったか？」

「なんでもありません……っ！」

　ムキになって反論するユーリ。

　このユーリって子は少しまともかしら……。ノエルがきちんとした視察の再開を期待したとき、カナタが悪あく魔まの囁ささやきを発した。

「そういやさユーリ。俺たちはこれからここのソフトクリームを食べるけど、お前はどうする？」

「どういう意味ですか？　わたしはこのあと実技訓練を……」

「あのさ、ユーリも一いつ緒しよに食べてけよ？　俺の奢おごりだぜ」

「えっ!?　い、一緒に食べてもいいんですか……っ!?」

　意外な流れで、カナタと一緒にいる機会を得られ、ユーリが声を弾はずませる。

　しかし、律りち儀ぎな彼女は思いとどまり、

「で、ですが、ごちそうしてもらうわけには……っ!?」

「遠えん慮りよすんなって。じつはさ、俺いまけっこうお金があるんだよね」

　そう言って、カナタは財布を取り出して見せた。中は、クーナ紙し幣へいで溢あふれている。

「ど、どこからそんな大金を……っ!?」

「そいつは内ない緒しよ。……そんで、ユーリ。お前はソフトクリームを食べるのとこれから実技訓練するのとどっちを選ぶ？」

　ここぞとばかりに、カナタが言いい募つのる。

　さらにずっと話を聞いていたロイドまでもが、

「ユーリ。ここは素直に奢ってもらいましょう。もちろん僕にもいただけるんですよね？　カナタ」

　そんなこんなで、結局ユーリとロイドも加えて、ソフトクリームを食べることとなった。

　なんなのよ、この小隊は……とノエルは頭を抱えたくなる。

「くだらないわね。あなたたちだけで、いつまでも遊んでなさい」

　嫌味たっぷりの刺とげ々とげしい口調だ。

　そう言ってノエルは踵きびすを返し、単独で視察へと向かおうとする。

　しかし。立ち去ろうとする彼女の腕うでを、カナタが素早く摑つかんだ。

「なによこの手は……？」

「こらこら。《ファルシオン》の空士は団体行動もできねーのか？」

「……アホな《ミストガン》の空士が、なんて言ったのかしら？」

　こめかみあたりをひくつかせ、三白眼で睨みつけるノエル。全マ力ジで喧けん嘩かする五秒前のような貌つきだった。

　だが、カナタはまるで気にする素そ振ぶりを見せず、

「ま、そうつんけんすんなよ。ほら、せっかくだから一口食べてみろよ。ここのソフトクリームは絶品なんだぜ」

　評判高いソフトクリームをノエルに差し出す。不意に甘いものを出され、ノエルの不ふ機き嫌げんが若干和やわらいだようだ。せっかくだから一口だけ、とノエルがぺろりとひと舐なめすると、口の中にふわっとした甘味が広がった。

「ふーん、いい味ね。これならあなたが勧すすめる理由もわからなくないわ」

「へっ、そうだろ」

「ここのソフトクリームは本当においしいですよね」

　奢ってもらったソフトクリームにぱくつきながら、ユーリが微笑ほほえみかけてきた。

　しれっとカナタがそそのかす。

「長旅のあとで疲つかれてるだろ。今日ぐらいは羽はねを伸のばしたって罰ばちは当たんねーんじゃねーか」

　甘いものを食べ、ノエルは知らず知らずのうちに上機嫌になっていたかもしれない。

　その後。これといった反論をせず、彼女はカナタたちと観光を満まん喫きつした。ユーリと一緒に雑貨屋を回ったり、ロイドが持ち前のトーク術で値切りの腕を披ひ露ろうしたり。なかなかに青春を満喫した一日となった。







　た、堪たん能のうしてしまった……っ!?

　留学初日終しゆう了りよう後。滞たい在ざい用のマンションの一室。

　そこには机の上に置かれた一枚の書類と向き合うノエルの姿があった。

　ちょうどいま。この日の報告書をしたためているのだが。これといって書くべき内容がみつからない。まさか。留学の助成金まで出して頂いて、《ミストガン》を観光していましたと書くわけにはいかないだろう。そんなことをしたら、ノエルの信しん頼らいは地に堕おちる。

　そもそも、だ。彼女の目的は《黒クのロ剣ノ聖ス》こと、カナタ・エイジの強さの秘密に迫せまるのが目的だったはずだ。だというのに……このままでは、カナタ・エイジが腑ふ抜ぬけであることを証明するにすぎない。

　まずいわね。明日あしたはこっちから行動を起こさないと……

　交流戦で《ファルシオン》の代表小隊を倒たおした実力の一いつ端たんに迫るため、ノエルは一計を案じることにした。







　短期留学二日目。Ａ１２８小隊室。

　時刻は、午前九時頃。

　小隊室のドアががらりと開き、ノエルが姿を現した。

「あっ！　ノエルちゃん、おはよう」

　クロエの挨あい拶さつは耳に入らなかったらしい。ノエルは返事をせずに、ずかずかと足を進める。そして『《ミストガン》のタウンガイド』を熟読するカナタの前に立つと、

「スケジュール変へん更こうを要求するわ」

「いったいどうしたんだよ？　昨日の視察、愉たのしかっただろ？」

　タウンガイドから眼を離はなし、カナタがノエルを見み据すえた。

「愉しい愉しくないの問題じゃなくて。このままじゃ何も得るものがないからよ」

「《ミストガン》を観光した想い出とかが残ると思うけど」

「そういうのは、望んでない……っ！」

「そう？　お前さ、昨日はけっこう愉しんでたじゃんか」

「愉しむのと勉強するのは別なのよ。《ミストガン》の空士はそんなこともわかんないの」

　カナタとしては心から言っているのだが……。そんなことを知りようもないノエルは、茶化されたような不快感を抱いだきながら告げる。

「と・に・か・く。この短期留学の目的は《ミストガン》の優れた文化を、《ファルシオン》に持ち帰ることにあるの。わたしは、Ａ１２８小隊の訓練視察を希望するわ」

「訓練視察、ね」

　カナタがクロエを見る。おっとりとクロエが頷うなずいた。

「そうだな。じゃあ今日は、俺の仲間たちも時間が空いてるし、せっかくだから実技訓練でもするか」

　そうしてＡ１２８小隊の訓練を、ついに見学することになったノエル。これで《黒クのロ剣ノ聖ス》の強さに迫れる、と期待に胸を弾ませたのだが……







　第一訓練空域。高度三〇〇〇。

　そこでは、Ａ１２８小隊の隊員たちが空を舞まっていた。クロエを中心に、仲間たちに声をかけながら、アルケナル級飛翔標的ダミーバードを素早く撃げき墜ついしていく。

『次行くよ。ユーリ、ロイド』

『了りよう解かいですクロエ先せん輩ぱい』

『やれやれ、最近デスクワークばかりで体がなまっているんですよね』

『はいはい、ロイド。なまってるなら、無む駄だ口ぐちを叩たたかずに、もっと元気一いつ杯ぱい動き回ろっか』

　お互たがいにコミュニケーションを取りながら、淀よどみのない動きで連れん携けいを取るクロエたち。魔ま砲ほう士しであるクロエを、ユーリとロイドが常に援護フオローし続ける。

『これがＡ１２８小隊の動き……』

　遠くからその光景を眺ながめ、ノエルがつぶやいた。

　たしかに強い。しかし、ノエルは思う。これぐらいの動きなら《ファルシオン》の上位ランクにだっている。身内贔びい屓きではなく、本当にずば抜ぬけた実力の集団ではないのだ。

　この短期留学で、いったいなにを学べるのか？　とノエルは不ふ安あんに駆かられる。さらにもう一つの事実が致ち命めい的てきなまでに彼女を苛いら立だたせていた。それは──

『なんだよ。せっかくお前の希望通り訓練を見学してんのに、機き嫌げん悪そうだな』

『と・う・ぜ・んよ……っ！』

　不快そうに眉まゆをつり上げた彼女の眼には、〈ホウキ〉の上で日向ひなたぼっこ中のカナタの姿があった。

『なんであなたは訓練しないのよ？　他の仲間たちはみんな訓練してるのに、いったいどうして高見の見物を決め込んでるの？』

　不機嫌さが滲にじみ出るむすっとした声で、ノエルが言う。

『この能天気サボり魔ま……っ！』

『えー。今日は一年の中でもとりわけ天気がいい日だから、俺だけ別メニューを希望したんだよ』

『別メニューって……。ただ〈ホウキ〉に腰こしかけてるだけじゃないの』

　不覚だった。まさか《黒クのロ剣ノ聖ス》が訓練をしないだなんて。しかも周りの仲間が、それをすんなりと受け入れるとは……。『なんで注意しないのよ？』とクロエに尋たずねると『あれがカナタ流なんだよ』と、やんわりと返された。

〈ホウキ〉に腰かけるのが……訓練？　《ファルシオン》だと、周りの足並みを乱す行こう為いは厳げん罰ばつものだ。《ミストガン》の空士ってぬるいわね、とノエルはその平和さを嘆なげく。

　そんなとき、カナタが尋ねてくる。

『期待してた小隊と違ちがったか？』

『……そうね。正直、がっかりだわ』

　態度に現れていたのだろう。嫌いや味みったらしい声で告げたあと、ノエルの本音が漏もれる。

『とんでもなくハードな訓練をしていると思ってたのに。交流戦で《ファルシオン》に勝てた要素が微み塵じんも見当たらないもの』

『そりゃ悪かったな。お前が言うような訓練だって必要なときはあるよ。でも、今の俺にとって一番大事な訓練はそれじゃない』

『なに言ってるのよ。ただサボってるだけのくせに……』

『んっ、俺の中ではこれも大事な訓練なんだよ。……そうだな。ほら、ここに座ってみろよ』

〈ホウキ〉の隣となりを、カナタに勧められる。一いつ瞬しゆん貌かおをしかめたが、ノエルはそこに座った。

『こんな天気のいい日はさ、〈ホウキ〉の上でゆっくりと日向ひなたぼっこするんだよ。そんで大事なことを思い出すんだ。ほら、下を見てみろよ』

　言われた通り、下を見やる。足元の遥はるか下に──小さく映る浮遊都市の姿があった。

『あそこにあるのが《ミストガン》。こうしてみると、すごく小さく見えるけどさ、そこで大勢の人間が暮らしてる。空の上に人の生活がある。そういう人々の暮らしを俺たちが護まもらなくちゃならない。今日はさ、そういうのを確認してんの。なんで戦うのか？　誰だれのために戦うのか？　空士としての心構えって大事だろ』

『体ていよくサボる理由をこじつけてるだけじゃないの』

　呆あきれたかのように、ノエルが嘆く。

　これでは短期留学した意味がぜんぜんない。こんな能天気で飄ひよう々ひようとした奴やつが、規律を順守する《ファルシオン》の空士を倒せるわけがないのだから。

　もう認めるほかないだろう。やはりあの勝利は偶ぐう然ぜんだったのだ。

『せっかくだから、クロエたちと一いつ緒しよに混ざって訓練して来いよ。きっと愉しいぜ』

『けっこうよ。あんな訓練するだけ時間の無む駄だだもの……』

　交流戦でファルディオを倒せる要素が微塵も見当たらない。

　カナタは気持ちよさそうに日向ぼっこを愉しむ。一方で《ミストガン》に短期留学に来たのは失敗だった、とノエルは心底後こう悔かいした。







　そして時間は経たち。短期留学五日目。哨しよう戒かい空域。高度三〇〇〇。

　要所を観光し尽つくしたノエルは、この日カナタたちと、簡単な哨戒任務に就ついていた。

『お前さ、《ミストガン》に来てからずっとつまんねー貌してるぜ？』

『……あなたには関係ないことよ』

　最早ノエルは、失望を隠かくそうともしない。

　ここ数日一緒に居て、カナタ・エイジの人となりはよくわかった。結論から言って、彼が交流戦で《ファルシオン》の代表小隊に勝てたのは、なにかの間ま違ちがいだろう。

　あんな規律も規則も重んじない、自由主義者がいて。《ファルシオン》の代表小隊に敵かなうわけがない。周りが言うとおり、《ファルシオン》代表が負けたのは油断していたからに違いない。ファルディオの発言も、おちょくるための演技だったのだろう。

　ノエルがそのように結論づけていたとき、耳元の通信結けつ晶しようが鳴った。

『緊きん急きゆう連れん絡らく。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、フロン・フラメルより。哨戒任務中の各小隊へ。繰くり返かえす緊急連絡よ──』

　それは、哨戒中の各小隊へ向けた緊急配備の連れん絡らくだった。

　情報によると、哨戒中に変キ異メ種ラを含ふくむ有力な魔ま甲こう蟲ちゆうの群れと遭そう遇ぐうした小隊があるらしい。形勢不利のため、救きゆう援えん要よう請せいが入っているとのことだ。

『了解です。ただちに現場へ急行します』

　クロエが返事をし、カナタたちは指定された座標へ急行する。

　一番乗りで現場に辿たどりついた彼らを迎むかえたのは、魔甲蟲の群れだ。アルケナル級に加え、巨きよ大だいなカマキリのような形状をしたプロキオン級や、毒鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらす蛾がのような形状をしたラランド級の姿もある。群れの規模は、数量でも種類の上でも有力な規模だ。

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーからの指示は？』

『ヘタに魔甲蟲を刺し激げきせず、増ぞう援えんを待ってから対処しろって……』

　そう連絡するクロエの声からは、無念さが滲み出ていた。

　魔甲蟲は軍団規模だが、こちらは一個小隊。包囲奮戦中の小隊の救助は困難だ。逆に救助する側が敵に包囲され、二次災害、三次災害を招く可能性が大きい。

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの指示は、合理的だ。

　しかし、カナタはぼそりと言う。

『……それじゃ間に合わねーな』

　孤軍奮戦中の小隊は、そう長くは保もたないだろう。

　そう判断し、カナタはすぐさま連絡を取った。

『こちらＡ１２８小隊所属、カナタ・エイジ。増援部隊の責任者との連絡を乞こう』

『こちらＡ５１２小隊隊長、アーネスト・ゼフィランサス。……用件は何だ？』

『このまま静観していたら、追つい撃げきされている部隊が全ぜん滅めつする。攻撃許可を乞う』

『いくら貴様たちでも、これだけの変キ異メ種ラを中ちゆう核かくとした敵勢力を処理することは不可能だ。俺たちが合流するまで待機してくれ』

　そう言って、通信が途と切ぎれた。

　どうやら、上の見解は覆くつがえらないらしい。

『わたしも同意見よ。あなたのチカラじゃ不可能』

　憮ぶ然ぜんとした面持ちのカナタに口を挟はさんだのは、状じよう況きようを静観していたノエルだった。

『あの群れは、軍団規模の群れよ。指令型の変キ異メ種ラだっている。たった一個小隊じゃ何もできないわよ』

　不ふ機き嫌げんさが滲み出る声だが、指し摘てきは的を射ている。

　だが、ノエルの具申を聞いても……カナタ・エイジは考えを変えなかった。

『ふーん。《ファルシオン》の空士って大したことねーんだな』

　虚きよ勢せいともとれるカナタの発言に、ノエルはもう苛いら立だつことはない。

　一度失望してしまった心に、弱者の挑ちよう発はつは響ひびかないのだ。しかし、それゆえにノエルは気づけなかった。

　カナタの纏まとう雰ふん囲い気きが一変し、空士の風格が漂ただよい始めていることに。

『カナタ。ノエルちゃんにその言い方は……』

　その機き微びを敏びん感かんに感じ取ったクロエがやんわりと窘たしなめる。

　しかし、カナタは返事をせず。こちらを睨にらみつけるノエルを見やり、

『その眼、言いたいことがあるみたいだな。……でも、いまはお前と言い争ってるときじゃねーんだ。ここはやっぱ、俺たちの出番だろ』

　そう言って、カナタは軍団規模の魔甲蟲を見やる。

『……あなたね、なにやろうとしているかわかってるっ!?　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの指示を無視して、増援部隊の責任者の指示を無視して、たった一人で英えい雄ゆう気取りのつもりっ!?　ただの隊員がそういうことをすると、小隊全体が崩ほう壊かいするわ。分ぶを弁わきまえなさい』

『立場がどうとか、人を助けるのに関係あるのか？』

　確固たる意志を持った瞳ひとみで、カナタが告げる。

『上の指示だからって理由で、《ファルシオン》の空士は、あいつらを見捨てるのか？　いまは上に伺うかがいを立ててる時間なんてない。やれる奴が動かないでどーすんだよ。追撃されてる仲間を見捨てて、なにが空士だ』

『だからって、この状況じゃなにも……』

　しかし、ノエルの言葉は無視された。

　カナタは魔ま砲ほう剣けんを展開し、単独で敵てき陣じんへ突とつ入にゆうしていく。

　遠ざかる彼から通信が入った。

『クロエたちは戦せん況きようを見て、突入してきてくれ。必ず敵の動きを攪かく乱らんしてみせる』

『うん。了りよう解かい』

　さくっとクロエが受じゆ諾だくし、

『任せてください、カナタ先せん輩ぱい』

『やれやれ、また尻しり拭ぬぐい担当ですか』

　ユーリが生き真ま面じ目めに返事をし、ロイドが軽口を叩たたく。

　Ａ１２８小隊の隊員たちは、誰だれ一人ひとりカナタをひきとめるつもりはないらしい。

『む、無茶よ。待ちなさい……っ!?』

　慌あわててノエルが制止するが、カナタは止まらない。

　無理、無茶、無む謀ぼう……。ノエルの脳内がそんな言葉で埋うめ尽くされる。ありとあらゆる要素を突つき詰つめて、不可能だという結論が導き出されている。だというのに──

『何してるの、早く救助に行くわよっ！　このままじゃ《黒クのロ剣ノ聖ス》が……っ!?』

『──落ち着いてノエルちゃん。カナタなら大だい丈じよう夫ぶだから』

　確信を持った瞳で、クロエが返事をしてくる。同じ小隊の仲間たちは、相変わらずカナタをひきとめず、遠巻きに状況を見守るだけだ。

　その間カナタは、一いち途ずに魔甲蟲の群れを目指し続ける。

　漆しつ黒こくの防護服プロテクターを纏まとって空を翔かけるその姿は黒こく狼ろうを思わせた。俊しゆん敏びんさとしなやかさを併あわせ持もつ、狡こう猾かつな肉食動物だ。

　彼は撤てつ退たいする小隊を追撃する魔甲蟲の群れに、側面から鋭するどく接近した。まずはプロキオン級に狙ねらいをつけ、手に持つ巨大な牙きば──魔砲剣〈グラディウス〉を振ふりかざす。一いち撃げきで標的の頭部を切断した。さらに無む警けい戒かいで飛行していたラランド級に素早く照準を合わせ、発はつ砲ぽう。数発の魔ま力りよく砲ほう撃げきが命中し、瞬またたく間まに撃げき墜ついしてみせた。

　すぐに、カナタに気づいたアルケナル級が一いつ斉せいに襲おそい掛かかってきた。

　黒い霧きりにでも覆おおわれたかのように、カナタの姿が見えづらくなる。彼は必死に抵てい抗こうしているようだが、明らかに多勢に無勢だ。やがて黒い霧は密度を増し、カナタの姿は確認できなくなった。

『《寂滅姫ニルヴアーナ》っ！　早く《黒クのロ剣ノ聖ス》を……っ!?』

　焦あせったノエルが叫さけんだ。

　この状況で見守るなんてっ!?　このままじゃ《黒クのロ剣ノ聖ス》が墜おちるわ……っ!?

　しかしクロエは──

『まだだよ。カナタは、まだ大丈夫。必要なときは仲間を呼ぶから』

　焦るノエルとは対照的に、クロエはあくまで穏おだやかな態度を崩くずさなかった。







　高度三〇〇〇。魔甲蟲との交戦空域──

　んー、すっかり囲まれちまったな……

　周囲には、無数の小型種が犇ひしめき合うように飛び、さらにその外がい郭かくには中型原種であるプロキオン級やラランド級の姿も確認できる。如い何かにカナタといえど、これら全ての魔甲蟲は相手にできない。

　しかし、カナタの狙いはもとより殲せん滅めつではないのだ。

　さてと。やつはどこだ？

　激しい戦せん闘とう機動で宙を舞まうカナタ。彼の目標ターゲツトは、むろん変キ異メ種ラ。だが、ここは軍団規模の魔甲蟲の中だ。アルケナル級の攻こう撃げきを躱かわすのに必死で、捜そう索さく活動などできるわけもない。

　変キ異メ種ラとて、自分が狙われることを考こう慮りよし、発見されにくい場所へ隠れていることだろう。木を隠すには森の中というが。軍団規模の群れの中から、一体の変キ異メ種ラを探し出すのは至難の業わざだ。

　しかし、勝算のない戦いは、彼の流りゆう儀ぎに反した。

　四し面めん楚そ歌かの中でカナタ・エイジが戦っているからには、何か意図があるはずなのだ。

　激しい動きで追撃から逃にげ惑まどう中、彼がへっと不敵な笑みを浮うかべる。

　見つけた……！

　カナタの視界に入ったのは、一体のアルケナル級の姿。無数に飛び交うアルケナル級の中で、カナタを追い回さず、じっくりと観察し、群れの奥深くへ退ひこうとする個体だ。

　その個体の役割は、伝令。指令型の変キ異メ種ラに戦況を伝えるのがサポート役だ。

　狙い通どおりだぜ……っ！

　カナタはすぐさま、その伝令役を追つい尾びする。

　追撃の最中、大小様々な魔甲蟲が妨ぼう害がいするが、カナタは容よう赦しやなく立ちはだかる障害を排はい除じよし続けた。その戦う様は、まるで鬼き神しんの如ごとく激しいものだった。そして伝令役を追い続けたカナタは、ついにそこへ辿りつく。

　護衛のように円えん陣じんを組む中型原種だ。その円陣の隙すき間まから、緑りよく苔たいの生えた巨大な胡桃くるみに、口と触しよく手しゆをつけたような変キ異メ種ラ──《キメラ・デネブ》の姿が垣かい間ま見みえた。







　戦闘空域。上空──

　どうなったのよ？　不安が、ノエルの脳裏を過よぎる。

　魔甲蟲の群れに取り込まれて以来、カナタの状況は不明だ。ひょっとしたら、もう喰くわれているかもしれない。

　そんなとき。カナタから通信が入った。

『クロエ、指令型の変キ異メ種ラを見つけた。合図をしたら、援えん護ごを頼たのむ』

　どうやら《黒クのロ剣ノ聖ス》は無事だったらしい。

　しかし、変キ異メ種ラを見つけたとは……？　聞きき間ま違ちがいだろうか。

『うん、任せて』

　おっとりと返事をし、クロエは当たり前のように指示を出す。

『ユーリとロイドは、わたしの援えん護ご砲ほう撃げきと同時に、カナタを援護フオローして。絶対に変キ異メ種ラを撃げき破はするよ』

『『了解です……っ！』』

　ユーリとロイドが表情を引き締しめた。そこで、ようやくノエルが状況を把は握あくする。

　先程のカナタからの通信内容。信じられないことだが、つまり──

『ま、まさかっ!?　軍団規模の魔ま甲こう蟲ちゆうの中から、変キ異メ種ラの居場所を探し出したの……っ!?』

　事の真しん偽ぎはいまだ不明だ。しかし、その情報を是ぜとしてＡ１２８小隊は動き出している。

　本当に同じ空士なのか……っ!?

　命令違い反はんし、単独で魔甲蟲の中へ飛び込むなど実戦慣れしていない素人しろうとの行こう為いだと決めつけていた。だが、もし彼がただの素人でないとしたら……。軍団規模の群れの中に飛び込むなど、死を覚かく悟ごした者か。相当な信念を持った者にしかできない。

　ノエルが茫ぼう然ぜんとたたずんでいると、魔甲蟲の群れの中からカナタが急きゆう上じよう昇しようして、姿を現した。

『場所はこの辺りだ。俺ごとでいいから、強力なやつを撃うちこんでくれ』

　そのあと追つい撃げきするアルケナル級に追い立てられるようにして、カナタの姿は魔甲蟲の群れの中へ消えた。

『カナタ、援護砲撃行くよ……っ！』

『ああ、頼む』

　ま、まさか本当に味方ごと……っ!?　ノエルの懸け念ねんは的中した。




　魔ま砲ほう杖じよう戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　クロエの魔砲杖から放たれた紅あかい光こう渦か。それはカナタを含ふくむ魔甲蟲の群れの中へ、容赦なく叩き込まれた。突とつ如じよとして降り注いだ痛つう烈れつな光に、魔甲蟲が混乱する。群れの裂さけ目めから、一いつ瞬しゆんだけちらっとカナタの姿が見えた。そこへ、

『いまだよ、ユーリ、ロイド。カナタを援護……っ！』

『任せてくださいクロエ先輩……っ！』

『これで僕も命令違反は確実ですね』

　ユーリとロイドが襲いかかった。二人は敵に一撃を浴びせると、すぐさま離り脱だつし、囮おとり役を演じてみせる。作戦を相談してすらいないのに、その行動に微み塵じんも迷いを感じさせない。

　本物の空士でさえも、身み震ぶるいする作戦に従事しているというのに……戦いに対する心構えがまるで違ちがう。いままで見てきたどんな小隊よりも、Ａ１２８小隊は強い『空士の絆きずな』で結ばれていた。そうでなければ、仲間ごと砲ほう撃げきを放ったり、たった四人で軍団規模の魔甲蟲と戦闘するなどできない。

　クロエが砲撃を連射。すると軍団規模の巨きよ大だいな黒い塊かたまりの一部だけ、アルケナル級の密度が薄うすくなった。

《キメラ・デネブ》の姿が視認できるようになる。

『カナタ先輩、あとは任せます』

『勝っても負けても、命令違反で罰ばつせられる戦いは好みじゃないんですがね』

　ユーリとロイドが敵を引きつけ、方々に散っていく。

『へっ、文句がある奴はあとで昼飯奢おごるから黙だまっててくれ』

『ふふっ、わたしはナポリタンね』

『じゃあ僕はチーズドリアでも奢ってもらいましょうか』

『あの、先せん輩ぱい方。戦闘中にそういう話をするのは不ふ謹きん慎しんです』

　こんな死と隣となり合あわせの状じよう況きようで。冗じよう談だんを交わし合えるほど実戦慣れした小隊を、ノエルは見たことがなかった。

『さてと』

　息いき継つぎでもするかのように、カナタは再度上昇。そのあと勢いをつけて、標的へ急降下していく。

『へっ、これで終わりだぜ……っ！』

　不敵な笑みを零こぼしながら、カナタは魔ま砲ほう剣けんを《キメラ・デネブ》へと叩たたきつけた……！







　短期留学七日目。第十一番区。飛ひ空くう艇てい発着場のラウンジ。

　……見損なっていたわ。

　ベンチに着くノエルの傍そばには、大きなキャリーケースがあった。《ファルシオン》への帰路に就つくための飛空艇を待っているのだ。

　あの哨しよう戒かい戦以来、カナタたちとは話をしていない。というのも、命令違反して戦闘を行った経けい緯いについて、尋じん問もんされているらしい。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから聞いた話だと、カナタの暴走はいつものことらしい。しかも、周りの指示に従わない癖くせに結果を出すから、厳しく処しよ罰ばつするわけにもいかないのだとか。

　それにしてもだ。カナタの戦闘に対する嗅きゆう覚かくは、素晴らしいの一言に尽つきる。もし《ファルシオン》の学生たちが、戦闘中の彼の姿を目もく撃げきしたら。カナタのもとで指導を受けたいと殺さつ到とうしたことだろう。

　日常生活では自由人過ぎるが、戦いくさは拙せつ速そくそのもの。あの状じよう況きよう下かで、カナタが上から許可を取ってから行動を起こしていたら、追撃されていた小隊は絶対に救えなかった。

《ミストガン》の連中は気づいていないわね。あの男の価値を……

　カナタの真価は、戦闘力ではない。その真価は、型に捉とらわれない戦術眼にこそある。

　さて。そろそろ時間だ。ラウンジを出ようと、ノエルが立ちあがったときのことだった。

「ったく。ユーリがありのまま起こったことを報告するから、二日もかかったんだぞ」

「違いますよ。カナタ先輩の反省文が少なすぎなんです。なんですか『現場として適切な判断を下した』って。大おお雑ざつ把ぱに書きすぎるから、ねちねちと嫌いやらしい査問が続いたんです」

「まあまあ、二人とも落ち着いて」

「そうですよ。カナタのスタンドプレーは今に始まったことじゃないですし。……あっ、ユーリ、ひょっとして妬やいてるんですか？　カナタがノエルと一いつ緒しよに過ごしていたから」

「～～～～～～～っ!?　ち、違いますっ!?　そんなんじゃありません……っ!?」

「ふふっ。声が裏返ってるよユーリ」

「ク、クロエ先輩まで……っ!?」

　などと聞きなれた声が耳に入り、ノエルが振ふり返かえる。

「な、なんであなたたちがここに……」

　彼女の視線の先には、カナタたちの姿があった。

「なんでって見送りに来たからに決まってるだろ」

　飄ひよう々ひようとカナタが告げる。本来なら、ここはノエルが笑顔を零こぼすところだ。しかし、ノエルは不ふ機き嫌げんそうな表情を崩くずさなかった。

　憧あこがれの《黒クのロ剣ノ聖ス》が見送りに来てくれたことは、正直うれしい。しかし一度見損なった以上、ノエルにも体面があって、素直になれなかったのだ。

「そんな不機嫌そうな貌かおをすんなよ」

　そう言って、カナタがノエルのもとへと歩いてくる。

「へっ、今日でお別れだって聞いたからな。まだ事情聴ちよう取しゆの途と中ちゆうだったけど、お別れの挨あい拶さつに行きたいって言ったら特別に許可してくれたんだ」

「お前じゃないわ。わたしの名前は──」

　ノエルの言葉を遮さえぎり、カナタは彼女の頭の上にぽんっと手を置く。

「ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフ、だろ」

「～～～～～～～っ!?　や、やるじゃないの……っ!?」

　機先を制されたまま、桃もも色いろの髪かみをわしゃわしゃと撫なでられる。

　天然パーマの髪を触ふれられるのは嫌きらいだ。毎日時間をかけて、ストレートになるように櫛くしを通している。

　しかし、眼の前の男に撫でられるのは不思議と嫌な気がしなかった。それどころか、そこはかとなく幸せな気持ちになってくる。

　からかうようにカナタが言う。

「ったく。お前は本当に小人ドワーフだな」

「小人ドワーフ言うなっっっ！」

「もうちょっと肩かたのチカラを抜ぬけよ。最初から思ってたんだけどさ、お前、チカラ入りすぎなんだよ」

　告げられ、ノエルは気を取り直して尋たずねる。

「一つ聞かせてほしいことがあるの。教えてもらえるかしら。視察のスケジュールを勝手に変へん更こうしたのはどうして？」

「お前との研修のスケジュールに、哨戒任務があっただろ」

　カナタは平然と言う。

「もしかしたら、戦せん闘とうになることだって考えられた。そんとき見ず知らずの奴と命いのち懸がけの戦闘を、俺はしたくないだろうし。お前だってしたくないだろ。だからさ、視察のスケジュールは《ミストガン》の観光に変更したんだよ。そのほうがお互たがいのことを理解できるし、なにより愉たのしいじゃん」

　最悪の事態を想定して、行動していたということね。この男、教官になったら本当にすごい優ゆう秀しゆうかもしれないわ。

　能天気で自由気ままで。飄々としてなに考えているかわからない。

　でも、いまになって思えばあのときの訓練だって……




　──今日はさ、そういうのを確認してんの。なんで戦うのか？　誰だれのために戦うのか？　空士としての心構えって大事だろ




　認めたくはないが、哨戒任務中の遭そう遇ぐう戦せんを可か及きゆう的てき速すみやかに対処したことといい……空士としての心構えが違う。

　いざとなったら。仲間の為ためにその身を挺ていする覚かく悟ごができている空士なのだ。《ミストガン》の《黒クのロ剣ノ聖ス》という男は……。そしてノエル自身は、結局はこの男の掌てのひらで転がされていただけだった。そう思うと、ふっと肩のチカラが抜けた。

　そしてカナタの前に恭うやうやしく傅かしずくと、

「いつかあなたがお困りになられた際は、いかなる利害も考こう慮りよせずに、一度だけ無条件であなたを救うことを、サンスーシ家の名めい誉よに懸けて誓ちかわせて頂きます」

　誓いの言葉を捧ささげた。

　そのあと何事もなかったかのように、ふんっと鼻を鳴らし、ノエルはずかずかとラウンジを後にしていった。それから一年後。二人は空戦武踏祭エリアルソードで出会うことになるが。それはまた別の話だ。







　後日。Ａ１２８小隊室。

　ロイドから受け取った小隊の帳ちよう簿ぼを見やり、クロエが腰こしに手を当てて尋ねた。

「ねえカナタ。小隊の運営予算が大きく減ったってロイドから連れん絡らくがあったけど、いったいなにに使ったの？」

「さーな。でも買い物って意外と金がかかるんだよ」

「うん。わかった。ちょっと廊ろう下かで話を聞かせてもらおっかな。金額も金額だし」

「ちょ、ちょっと待てクロエ。俺は短期留学生に対し、有益な案内をだな──」


（初出：空戦魔導士候補生の教官０）









　　　第二章　微笑みのドランカー







　実技訓練終しゆう了りよう後ご。Ｅ６０１小隊室。

　ふふっ、頑がん張ばった自分へのご褒ほう美びに、なにかおいしいものを食べたいなー。

　頰ほお杖づえを突つきながら、そんなことを考える黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさき色のリボンをした少女──クロエ・セヴェニーは、ミソラたちとともにあった。

　空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦が終わり、教官補ほ佐さの任を終えた彼女だが、友人として、空戦武踏祭エリアルソード本戦出場を控える　ミソラたちの訓練に付き合っていたのだ。

「みなさん。解散する前に、わたしから諸注意をさせてください」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、透すき通るようなエメラルドブルーの瞳ひとみをした少女──ユーリ・フロストルが教きよう卓たくの前に立って告げる。

「じつは四番区で、トランシットが取り引きされているそうです。この薬物は一時的に魔ま力りよくを高めますが、健康被ひ害がいがあるため、使用が禁止されています。そのため、わたしと〈レイブンネスト〉が、現在合同で捜そう査さにあたっています。取引組織は〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉と名乗っているらしく、腕うでに紅あかいリストバンドをつけているのが特とく徴ちようです。みなさんも気をつけてくださいね」

　明日からの休日に浮うかれるミソラたちに、釘くぎをさしていた。

　トランシットは《ミストガン》で製造されていない薬物だ。浮ふ遊ゆう都市間の交易便に紛まぎれて、流入してしまったのかもしれない。特務小隊ロイヤルガードとしてユーリが協力している案件のようだ。

　ユーリの傍かたわらでは、長身瘦そう軀くの黒髪の少年──カナタ・エイジが聞いているのかいないのか、興味のなさそうな様子で頷うなずいていた。

「つーことで、四番区には娯ご楽らく施し設せつが集中してるけど、なるべく近づかないようにすること。あと、明日から休日だけど、午後から実技訓練はするからそのつもりで」

　そう言って、カナタはミソラたちを見回し、

「最近はさ、空戦武踏祭エリアルソード関係でずっとピリピリしてたじゃんか。そういうときに休みがあると、羽目を外し過ぎることがあるから気をつけるように。普ふ段だんから真ま面じ目めな奴やつに限って、ロクなことにならねーからな」

　注意を促うながして、すぐに解散させる。通学鞄かばんを片手にミソラたちが退室していく最さ中なか、クロエがぽつんとカナタの前に立った。

「ねえカナタ。わたし、ピーチパイが食べたいなー」

「……いきなりだな」

　要は、買いものに付き合えということだろう。裏切り者になる以前は、カナタも訓練帰りに、しばしば遊びに行ったものだ。

「どこの店のやつだよ？」

「四番区にある、キャメロットっていうお店のもの。零こぼれんばかりの山盛りピーチが売りなんだよ」

「おいおい、四番区ってさっきユーリが治安わりーって話をしたばっかじゃん」

「でも、わたしはカナタの教え子じゃないから、指示に従う必要はないし。それにもう本科二年生だから、休日前夜に羽目を外しすぎたりはしないよ」

「……ま、そりゃそうだな」

「うん。だから、いまから付き合ってくれない？」

「いまからだと夜の街に繰くり出すことになるから、明日でいいじゃんか。たかがお菓か子しだし」

「──たかがお菓子？」

　カナタの発言を聞き、クロエの雰ふん囲い気きが一変した。

「まさかわたしが今週ずっと愉たのしみにしていたキャメロットのピーチパイのことを、『たかがお菓子』って言ったの？」

　天使のように微笑ほほえむクロエ。しかし彼女の眼めは、笑っていなかった。歴戦の空士たるカナタをして、怯おびえさせる異様な眼力を帯びている。

　やばっ、地じ雷らい踏ふんだな……とカナタは瞬しゆん時じに察知した。

「ま、まさか、そういうつもりじゃねーって。……でも、教え子たちに自重を促してるのに、教官が率そつ先せんして四番区に行くのはヘンだからさ、お前一人で行けばいいじゃん。お前なら不良が十人二十人襲おそいかかってきても、指向性魔力弾だんで殲せん滅めつできるし」

「殲滅しちゃったら……わたしが〈レイブンネスト〉に拘こう束そくされちゃうじゃないの。そういう状じよう況きように陥おちいるのを防ぐのが、男の子の役割でしょ」

　そのあと両手を合わせて、拝み倒たおす仕草をされる。

「ねえ、ダメかな？」

「……仕方ねーなー」

　頭の後ろを搔かきながら、カナタがぼやいた。

　裏切りの一件以来、クロエには迷めい惑わくをかけっぱなしだった。少しぐらい彼女に付き合うのが筋かもしれない。

「たまにはお前の気まぐれに付き合うことにするか。ミソラたちは、先に帰っててくれ」

　かくしてカナタは、クロエとともに夜の歓かん楽らく街がいへと繰り出すことになった。







　夜間。四番区。大通り。

「うーん。この辺り、少し雰囲気が変わったな」

　ボウリング場やゲームセンターなど、派手なネオンサインがやたら眼につく。不良たちの溜たまり場になりそうな店が軒のきを連ねる通りに、カナタたちの姿はあった。

「週末前夜だからって、少し浮かれ過ぎてる気がするな」

「うん。ちょっとガラの悪そうな学生たちの姿が増えたね」

　クロエの視線の先には、制服を着き崩くずした学生たちの姿があった。ピアスやブレスレットなどの装そう飾しよく品を過度につけ、往来を憚はばからず仲間うちで騒さわぎ立てている。その連中の腕には、紅いリストバンドが巻かれていた。

「ユーリたちが内ない偵てい中の案件だから、首を突つっ込むなよ。それに、お前は不良に舐なめられるタイプだからな」

「ええ。そうかなー」

　口元に指を当て、不満そうにクロエがつぶやいた。

「そうなんだよ。《ミストガン》最強の《寂滅姫ニルヴアーナ》なのに、お前って威い圧あつ感とか迫はく力りよくとかぜんぜんないじゃんか。それに女性だから、なおさら勘かん違ちがいさんたちから舐められる。ま、実力行使さえすれば、勘違いさんたちもお前の実力がわかるんだけど……」

　そのときは、身の程ほどを弁わきまえぬ相手が揃そろって病院送りだ。ヘタしたら、クロエも過か剰じよう防衛で在学が危あやうくなるかもしれない。

　クロエを宥なだめながら歩くと、角かど地ちに面した緑色の建物が眼についた。キャメロットという看板が掲かかげられたお菓子屋だ。

「ほら、中に入るぞ」

　クロエとともに、カナタはお店の中へ入る。

　数分後、キャメロットの軒先にはカナタと、ほくほく貌がおで白い紙かみ袋ぶくろを抱かかえたクロエの姿があった。

「ふふっ、ぎりぎりセーフだったね」

「ああ。最後の一個が買えてよかったな。……じゃあとっとと帰るぞ。問題が起きそうなところに、長居するのはなしだ」

　いまにもスキップしそうなほど上じよう機き嫌げんで歩くクロエ。そんな彼女を見やり、浮かれているな、とカナタが思った矢先のことだ。

　左手の曲がり角から、突とつ如じよとして。白い紙袋を提さげ、首に髑どく髏ろのネックレスをした学生が現れたのは。

　お互たがいに出会い頭がしらで、気づいたときには避さけようがなかった。クロエと髑髏ネックレスの学生がぶつかり合い、お互いに尻しり餅もちをつく。同時に、両者が持っていた白い紙袋が宙を舞まった。

「あいたたた……っ！」

　お尻を摩さすりながらクロエは立ち上がり、尋たずねる。

「あの、すみません。大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　だがクロエの気き遣づかいを、髑髏のネックレスをした学生は無視した。彼は落とした紙袋を拾い上げると、大おお慌あわてでこの場を去っていく。

　まるで大事な約束に遅おくれてしまうかのようだった。

「どうしたんだろ？　紙袋を抱えて行っちゃった……」

「さーな。ま、怒おこられることもなかったし、いいじゃんか」

　きょとんとするクロエに、カナタが声をかける。

　と。クロエの表情に徐じよ々じよに影かげが差し、青ざめていくのに気づいた。

「どうしたんだよ？」

「あのさ。さっき尻餅ついちゃったとき、ピーチパイどうなったと思う？」

「型かた崩くずれは確実だろうな。零れんばかりのピーチもとっくに零れちまって、箱の中で散らばっただろ。でも、買い直すにしても、それがラス一だし……」

　言いかけ、カナタが気づく。クロエはピーチパイが入っている箱を取り出し、中身を検あらためようとしていることに。

「うーん、中身が若じやつ干かん重くなった気がする」

「気のせいだろ。それとさクロエ」

「なにかな？」

「さっきから中の様子を確かめようとしてるみたいだけど、往来で箱を開けるなよ。埃ほこりがつくぞ」

「むぅ……」

　クロエは名残なごり惜おしそうに箱を白い紙袋へ戻もどすと、カナタへ向き直る。

「ねえ。せっかく四番区まで来たんだから、どこかで遊んでいかない？」

「そうだな……」

　尋ねられ、カナタは黙もつ考こうする。さきほどまで舞い上がっていたクロエの身にかかった不幸は、同情に値あたいした。

　このまま帰るだけじゃ少し不ふ憫びんかな、とカナタは思った。

「しょうがねーなー。でも四番区は治安が悪くなってるって話だから、少しだけだぞ」

「うん。……ねえ、じゃああれはどうかな？」

　クロエが指さした先には、煌きらびやかなネオンサインを掲げた建物があった。そこに描えがかれているのは、どこかしら愛あい嬌きようがある八本足の侵しん略りやく生物だ。

　軒先に置かれた筺きよう体たいが、ときおり喧けん騒そうを伝えてくる。

「あそこってゲームセンターだぞ」

「それぐらいは、わたしでも知ってるよ」

　そう言って、クロエがこちらを見やり、

「じつはわたしさ、一度ああいうお店に行ってみたかったんだよね」

「そういや。お前ン家ちの親、躾しつけが厳しいから、あの手の店に行くことがなかったんだよな」

　それでクロエの機嫌が直るなら、とカナタは考え、

「せっかくだから、行ってみるか」




　　　　※※※




　四番区。ショットバー。

　煙草たばこの煙けむりが立ち込め、アルコールが振ふる舞われる店内。テーブル席の一番奥には、ガラの悪そうな学生たちの姿があった。

「まずはそっちから見せてもらおうか」

　両腕に紅いリストバンドをし、首に髑髏のネックレスをした学生──ブルース・レストがテーブルを挟はさんで向かいにいる学生たちを促す。その学生たちはお互いに貌を見やると、一人がぼろそうな紙袋をすっとテーブルの上に置いた。

「調べろ」

　そう言って、ブルースが顎あごをしゃくった。彼の仲間がぼろそうな紙袋の中身を検める。外見に反し、中はクーナ紙し幣へいで溢あふれていた。

「約束通りの金額を揃そろえてきたようだな」

「まあな。〈レイブンネスト〉が警けい戒かいしているから、容いれ物ものは工く夫ふうする必要があった。……次はそちらの番だ」

　取引相手から言われ、ブルースが足元に置いてあった白い紙袋を手に取り、

「こっちも容れ物は工夫している」

　その紙袋の中から箱を取り出し、テーブルの上に載のせ、

「あんたらがほしいのはこれだろ」

　そう言って、ブルースが蓋ふたを開けて、中身を披ひ露ろうする。

　箱こそ、《ミストガン》で流通しているお菓子屋のものだが。中身はいま世間を騒がせている、魔力増強剤ざい──トランシット入りのボトルだ。

「これのどこが我々の望む品だ。ふざけているのか？」

「………………っ!?」

　取引相手が怪け訝げんな眼をこちらへ向けるのに気づき、ブルースが箱を見る。激しい衝しよう撃げきを与あたえたがゆえに、箱の中で山盛りのピーチがちらばった結果、無残な姿になったピーチパイがそこにあった……！




　　　　※※※




　四番区。ゲームセンター。

「うわー、すごい賑にぎやかだね……っ！」

　眼を輝かがやかせるクロエの視線の先には、賑やかな電子音を響ひびかす筺体があった。ＵＦＯキャッチャーや格かく闘とうゲーム、プリクラなどを興奮がちに眺ながめている。

　休日前夜ということもあってか、ゲームセンターには大勢の学生たちの姿があった。

「見て、お菓子を獲とるクレーンゲームがあるよ。これなら、わたしでも獲れそうだね」

　そう言って、クロエは喜んで丸い筺体へ駆かけ寄っていく。

　子供のようにはしゃぐクロエを見やり、カナタはふっと微笑んだ。

　再び上機嫌に戻ってくれてよかったと思う。

　と。荷物持ちとしてピーチパイの入った白い紙袋を提げるカナタの眼に、不ふ審しん者しやが映った。制服を着崩し、紅いリストバンドを巻いた学生だ。彼はクロエを見やり、大慌てでゲーセンの外へ出ていく。

　クロエのファンが仲間でも呼びに行ったのか？　にしては、妙みような動きだな。

　そんなとき、クロエが声をかけてきた。

「ねえカナタ、この機械ってどうやって動かすの？」

「硬こう貨かを投入してボタンを押すだけだよ。説明書きが貼はり付けてあるだろ」

　浮かれるクロエのお世話をするために、カナタは隣となりに立った。

　さきほどの学生の動きは気になったが、トラブルの種を抱えているわけでもない。

　ま、大丈夫だろ。そう判断したカナタの隣では、山積みのお菓子を器用に落としてみせたクロエの姿があった。取り出し口から、かわいらしい洋酒の瓶びんをデフォルメした一口大のチョコレートが大量に出てくる。

「ふふっ、見て見てカナタ。いっぱい獲れたっ！」

「へえー、やるじゃんか」

「うん。自分でも上出来だと思う」

　えへんとクロエは胸を張った。そのあと戦利品のチョコレートに巻かれた包み紙を解くと、うれしそうに口へ運ぶ。

　そんなクロエを見やり、カナタが気を弛ゆるめたのも束つかの間ま。

　予想外のトラブルが発生した。

「お前、なんだか貌が紅くなってないか？」

「そうかも。なんだか体が熱くなってきちゃった」

　そう言って、クロエは夏季制服を第二ボタンまではずし、どこかとろんとした眼まな差ざしを向けてきた。彼女の貌はうっすらと上気し、ひとつひとつの所作が妙に艶あでやかだ。普段はおっとりしっかりで通る彼女だが、ほろ酔よいのせいか、セクシーなお姉さんの雰囲気を纏まとっていた。

「…………っ!?　クロエ、それを一個貸してくれ……っ!?」

　慌ててクロエが手にするチョコレートを調べるカナタ。ウィスキーボトルのような独特の形状をしたそのお菓子の名は──ウィスキーボンボン。

　こいつが犯人かっ!?　カナタが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような貌をする。クロエがアルコールを摂とると、厄やつ介かいなことになるんだよな。

《ミストガン》の予科三年生だった当時、Ｂランクへの昇しよう格かく祝いの席で、クロエはブランデーケーキを食べたことがあった。ほんの僅わずかなブランデーしか含ふくまれていないものだったが、そのあとは最悪だった。結論だけ言うと、祝いの席は狂きよう乱らんの宴うたげへと様変わりし、重傷を負ったカナタが病院へ救急搬はん送そうされたのだ。

　普段真面目な人間に限って、羽目を外しすぎると大変なことになるというが……酔っぱらったクロエはまさにそれだった。理性のたがが外れた彼女は、気に入らないことがあるととんでもないことをする悪あく癖へきがあるのだ。

「ねえ見てカナタ。あれ、すごくかわいい……っ！」

　警戒するカナタの脇わきをすり抜ぬけ、クロエは別の筺体へと向かっていく。そこにあったのは、様々な景品の入ったＵＦＯキャッチャーだ。中でもクロエの眼を惹ひいたのは、箱ものとして入っている女の子向けのコスプレだ。

　筺体の中に、かわいらしいコスプレ衣い装しようが飾かざられ、それのすぐ近くにコスプレ入りの箱が置かれている。

「ねえカナタ、あれがほしいんだけど。獲ってくれるよね？」

　天使のようににこにこと、クロエが微笑んでくる。

　難易度は高めだが、獲れないことはない。箱の位置取りや、アームの移動範はん囲いなどを考こう慮りよし、いけるとカナタは踏んでいた。

　だが、問題は別にある。

「なあクロエ、お前本当にこれがほしいの？」

「うん。そうだよ」

「……でもさ、お前普段からこんな服着たりしないだろ」

「獲ってくれないの？」

　ほろ酔い気分で、クロエが尋ねてくる。右手の人差し指に、指向性魔力弾を宿して。

「……あ、ああ。いまから獲るよ」

　啞あ然ぜんとしながら、カナタが応じる。

　これこそがクロエの悪癖だ。なんと彼女はほろ酔い状態だと、指向性魔力弾を乱発してしまうのだ。もちろん威い力りよくは、折り紙つき。手加減しても、訓練された空士を一いち撃げきで気絶させる威力がある。

　この程度のことで、指向性魔力弾を撃うち込まれたらたまらない。

　カナタは大慌てで、硬貨を投入し、アームを操作する。その操作は命いのち懸がけそのもの。彼は六回の操作で二箱をゲットするという、稀まれに見る快挙を成し遂とげた。

「やった、ありがとっ！　……じゃあ今から着き替がえてくるね」

「お、おいっ!?　ここで着替えるのか……っ!?」

　カナタの制止も聞かず、クロエは着替えをしにトイレに向かってしまう。

　やれやれ、と呆あきれたカナタが周囲を見回す。

　すると紅いリストバンドの学生たちが、こちらを見ていることに気づく。さきほど外に出て行った学生が仲間を呼んだのだろう。

　どうもただのファンじゃないみたいだな……とカナタが考えていると、着替えを終えたクロエが戻ってきた。

「ふふっ、どうかな？」

　そう言うクロエは、明るく活発な服装をしていた。

　黒のハイソックスに、鮮あざやかな朱しゆ色いろのプリーツのミニスカート。上半身には、ミニスカートと同じ鮮やかな朱色の半袖そでのショートシャツ。深いＶネックからは、大きな胸の谷間が覗のぞき、丈たけの短さゆえにおへそも丸出しだ。ぽんぽんさえ持てば誰だれの眼にも明らかなその様は──

「チアリーダーか。悪くねーんじゃねーか」

　普段のクロエからは想像もつかないような大だい胆たんな姿を見やり、一瞬眼のやり場に困ったあと、カナタが言った。その辺の男子なら、間違いなくノックアウトであろう。見み目め麗うるわしいその様は、華はな々ばなしく艶えん美びな舞い姿をたやすく連想させる。

　だが、幼おさな馴な染じみという枠わくを崩すほどの破は壊かい力はない。

　カナタはすぐに飄ひよう々ひようとした表情へ戻っていた。

「もう。そういう返事をする人は嫌きらい。かわいいの？　それとも、かわいくないの？」

　胸むな元もとを大きくはだけたクロエが詰つめ寄ってくる。酔っぱらっているせいか、いつもより距きよ離りがだいぶ近い。

　間近に迫せまるクロエを、カナタはちらっとだけ見やり、

「……かわいいよ」

「うん。よくできました」

　背せ伸のびしたクロエに頭を撫なで撫なでされ、カナタが無言で貌を赤らめる。

　……どうも調子が狂くるうな。

　クロエが妙に積極的過ぎる気がする。

　そんなときだった。クロエの扱あつかいに困るカナタのもとへ、制服を着崩した学生たち三人が近づいてきた。

「誰だよ、あんたたち」

　新手の恐きよう喝かつか？　警戒するカナタの前で、不良学生の一人が言う。

「その袋をこっちに渡わたしてもらおうか」

　不良が指さしたのは、カナタが提げている白い紙袋だ。ゲーセンで入手した景品の他ほかに、クロエのお気に入りのピーチパイが詰まっている。

　カナタがクロエに尋ねる。

「だってさ、どうする？」

「絶対にやだ」

　そう言って、彼女は不良たちへ向き直り、

「崩れてるかもしれないけど、キャメロットのピーチパイなんだよ。山盛りのピーチと、濃のう厚こうなクリームのバランスが絶妙で、ものすごく食べたかったんだから。あのね、キャメロットは《ミストガン》パイ好きにとっては、超ちよう有名店で──」

　酔いの勢いに任せて、チアリーダーの恰かつ好こうをしたクロエが捲まくし立てる。不良学生たちは一瞬きょとんとしたが、すぐにクロエを指して、はははと腹を抱えて笑い始めた。

　不良たちにとって、コスプレイヤー一人の身ぐるみを引っぺがすなどわけない。

　彼らの眼には、クロエが休日前に羽目を外し過ぎた勘違いさん──恐喝すべきカモにしか映らなかったのだろう。

　しかし、カナタはどちらが真の勘違いさんか知っている。

　おいおい、気づけよ。こんなイカれた恰好してるけど、《ミストガニルヴン》最強アーナだぞ……っ!?

　そんな内心での警告は虚むなしく、

「へっ、こんな華きや奢しやな女から取り上げるなんてわけないぜ」

　不良たちは強硬策に出ようとする。

　一方で。じつは気に入っていたチアリーダーの恰好を馬ば鹿かにされたクロエは、

「ムカつき」

　その喧けん嘩か買うぞ、とでもいうかのように一歩前に出る。

「おうおう、むかついたら今度はどうするんだ？」

　華奢なクロエを嘲あざ笑わらうかのように、不良たちの中から一人が前に出る。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気。待った、とカナタが声をかけるより先に、

「え……っ!?」

　不良の一人が、間抜けな声をあげた。その男の貌かおは、白く華奢な手でがっしりと握にぎり潰され、体を持ち上げられていた。クロエによるアイアンクローだ。

　頭部からめりめりと骨が軋きしむ音を立てる不良を見やり、あれ、すっげー痛いんだよなー、と傍かたわらで見守っているカナタは思う。

　次の瞬しゆん間かん。侮あなどってかかってきた男をクロエはやすやすと放ほうり投げ、絡からんできた不良連中へとぶつけた。

「がは……っ!?」

　仲間を受け止めきれず、不良たちが尻餅をつく。そんな彼らの足元へ、クロエは指向性魔ま力りよく弾だんをたたんっ！　と叩たたき込んでみせた。弾だん痕こんが穿うがたれた床ゆかを一いち瞥べつし、怯ひるむ不良たちは、一目散に退散していった。

「さてと。ねえカナタ」

　何事もなかったかのように、クロエが告げた。

「一いつ緒しよにプリクラ撮とろっか」

　プリクラの筺体の前で、クロエが妙に貌を紅あかくしたため、カナタは怪訝に思った。







　四番区。大通り。

「ふふっ、愉たのしかったねー」

「ま、まあな」

　満面の笑えみを浮うかべるクロエの傍らには、引き攣つった表情のカナタの姿があった。

　結局プリクラを撮ったあと、ゲームセンターをそそくさと後にしていた。一連のやり取りを見ていた客たちの眼めが、気になり始めたからだ。

　これ以上のトラブルは御ご免めんだ。

　仏ぶつ頂ちよう面づらのカナタと一緒に写るプリクラを見て、悦えつに入いるクロエ。そんな彼女へ、カナタはいそいそと切りだす。

「それじゃクロエ。もう充じゆう分ぶん愉しんだみたいだし、そろそろ──」

「あっ、あれ見て。ボウリング場だ」

　カナタの言を遮さえぎり、クロエが顎に手をやりながら、

「そういえばわたしさ、一度ボウリングしてみたかったんだよね」

　と、カナタを誘さそってくる。指先に、指向性魔力弾を宿して。

「ねえ、わたしと一緒にボウリング場に行こうよ。いいでしょ？」

　天使のように、クロエが微笑ほほえみかけてきた。

　むろん、断るものなら指向性魔力弾を叩き込まれることだろう。

　苦い貌をするカナタの前で、殺気だった気配がし、彼はそちらを見やる。

　シャッターが下ろされた店の軒のき先さきで、紅いリストバンドをつけた学生たちが「仲間がやられた」とか「チアリーダーの恰好をしたふざけた女が犯人だ」などと話す声が聞こえた。

　……うわー、もろクロエのことじゃねーか。

「さ、さてとクロエ。ボウリング場に行くぞ」

　慌ててクロエの手首を摑み、カナタが歩き出す。もちろん、トラブルを避さけるためである。

　素す早ばやくカナタたちはボウリング場の中へ。

　レンタルシューズやらの手続きを済ませ、二人はレーンに着いた。ビギナーであるクロエにやり方を説明し、ゲームを開始して間もなく。滑なめらかに転がるボールが、十本のピンを盛せい大だいに弾はじき飛ばす。

「うんっ、これで三連続ストライクだね」

「いきなりターキーかよ。ビギナーズラックって言葉じゃ説明がつかないな」

　筋のいいクロエを見やり、カナタが微笑みを零こぼす。ほろ酔い状態とはいえ、普ふ段だんから体を鍛きたえているだけあって、運動能力は抜ばつ群ぐんだ。

　その後、しばしカナタと一緒に遊行に興じる。

「そういえば、チョコレートが食べたくなっちゃった」

　クロエは椅い子すから立ち上がると、白い紙かみ袋ぶくろの前でしゃがみ込む。それからその袋の中を漁あさりだし、ゲーセンで獲ったチョコが入ったビニール袋を取り出した。

「ふふっ、これでまた元気が出る」

　そう喜ぶのも束の間。すぐにクロエの脇から手が伸びて、ビニール袋を取り上げられる。クロエが立ち上がり、不満そうに後ろを見やると、

「やめとけよ。食べすぎだって」

　そこには、眼を細めてクロエを見やるカナタの姿があった。

「ねえ、わたしが獲ったチョコレートだよそれ。返して」

「いや、ダメだって」

　心配したカナタがビニール袋を持った手を遠とお退のける。

「もーう、渡して……っ！」

「ダメだ。いまのお前に渡すわけにはいかねーよ」

「えー、意地悪しないでよ」

「意地悪じゃねーって……げっ!?　おい……っ!?」

　寄りかかってくるクロエのためにバランスを崩くずし、カナタはフロアへと倒たおれ込む。つられるようにクロエも倒れ込み、豊満な胸がカナタへと押しつけられる。

「～～～～～っ!?」

　後頭部を強打した痛みも忘れ、突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどうカナタ。

　一方でクロエは、

「ふふっ、チョコレートゲット～っ！」

　カナタに跨またがったままビニール袋を掲かかげ、クロエは微笑みを零す。

「クロエ」

「なにかな？」

「俺の負けだから、どいてくれ」

「そこまで言うなら、仕方ないかな」

　そう言ってクロエは椅子に座り、ゲームの合間を縫ぬってウィスキーボンボンを食べ始める。カナタが横目で様子を窺うかがいつつ、しばらくして──

「うんうん、やっぱりこのチョコはおいしいね」

　酔いを深めたクロエが、すっと寄り添そって来て告げる。

「こうやって遊んでいると完全にカップルだね。ねえ、そう思わない？」

「まあ。そう見えなくはないだろうな」

　答えながら、今日のクロエはなんだかヘンだ、とカナタは思う。

　アルコールを摂せつ取しゆしたせいだろうか。やたらと、カナタに色気づいたアピールをしてくるのだ。まるで意中の殿との方がたでも落とすかのようだった。

　意図を測りかねるカナタの耳元で、クロエが囁ささやく。

「じゃあキスしてあげようか？」

「なっ!?　お前、なに言って……っ!?」

「ふふっ、冗じよう談だん」

　クロエが無む邪じや気きに微笑み、くすくすと笑った。

「……お前な、俺をからかうのも大たい概がいにしろよ」

「からかう？　ねえ、本当にからかってると思う？」

　不意に真しん剣けん味に溢あふれる声で、クロエが言う。その差し迫った声こわ色いろは、心臓に短剣でも突つき刺ささったかのように、カナタの心をかき乱す。

　酔いが回っているせいだろうか、本気か冗談かの区別が付かない。

　妖よう艶えんな眼をしたクロエが、こちらを見やり、

「カナタはさ、いまでもわたしのことをただの幼馴染だと考えてるみたいだけど。わたしはもう……」

　アルコールの勢いで、大事な言葉を口にしようとしたときだ。

　さきほど街中で、クロエを捜さがしていた紅いリストバンドの連中が、こちらへ近づいてきたのは。

「こいつが、噂うわさのチアリーダーか」

　不良学生たちが、カナタとクロエを囲いこんでくる。

　げっ!?　しつこいんだよ。こいつら、相手はクロエだぞ。

　頼たのむから身の程ほどを弁わきまえろ、とでもいうかのようにカナタが口を開いた。

「あのさ、お前らこいつが誰かわかって──」

「も～う、なんでわたしたちを追い回すの？　あなたたち、一体何者？」

　カナタが警告するより先に、クロエが席を立った。

「へっ、俺たちか。俺たちは〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉だ」

「〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉？　どこかで聞いたことがある気が……」

「ほら、ユーリが言ってた件だよ。魔力増強剤ざいを売り捌さばいてるっていう」

「ああ。悪いことをしている人たちだね」

　おそらくゲーセンでクロエに絡んで来た人物も、その一味だったのだろう。

〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉の一人が言う。

「俺たちはさ、そこにある白い紙袋に用があるわけよ。いい加減、俺たちにそいつを返せや。そうすりゃ痛い目に遭あわせないでやるよ」

　こいつら、なんでそんなにピーチパイに固こ執しつするんだろ？　ひょっとしてこいつらのリーダー、無類のパイ好きなのか？　見当違ちがいの疑念を抱いだきながら、カナタが言う。

「クロエ、不満があるのはわかるけどさ。ここでトラブル起こすと、俺たちまで捕つかまるから」

「だから？」

「全力で逃にげるぞ」

　そう言って、カナタは眼の前の男に足あし払ばらいを浴びせ転てん倒とうさせた。さらに傍らにいた男に背負い投げを喰くらわせ、連中を怯ませる。その隙すきにクロエの手を引き、ボウリング場を後にした。

「ちょ、ちょっとカナタ……っ!?」

「待てやコラーっ!?　おい、お前ら、追いかけろ……っ！」

　夜の繁はん華か街がいに怒ど声せいが木こ霊だました。







　四番区。噴ふん水すい広場前。

「ハァーハァー、馬鹿みたいに走った」

「うん。本当に汗あせでびっしょりだよー」

　汗だくになったカナタたちが、ようやく一息吐つく。どこをどう逃げ回ったかは覚えていない。ただ相当逃げ回っていたと思う。

　もう夜も遅おそくなってしまっているためか、周囲に人ひと気けはなく、静かな夜が広がっていた。噴水が水のせせらぎを伝え、心を安らかにさせる。

　噴水広場にあったベンチで休もうとすると、クロエは「走り回ったから、エネルギー補給しよっと」とつぶやき、ポケットからウィスキーボンボンを取り出す。

「おいおい、いい加減にしろよ。食べ過ぎだ、こっちに寄こせって」

「わたしからチョコを取り上げようっていうのっ！」

　むっとしたクロエが、こちらを見やる。むろん、指向性魔力弾を宿した指先を、こちらへ向けて。

「……まさか、そんなわけないだろ」

「うん、そうだよね」

　根負けしたカナタは、身の安全を優先した。その結果、

「ふふっ、これで最後の一個。……うん、完食」

　手持ちのウィスキーボンボンを、クロエは満足そうに食べ尽つくした。すると頰ほおが上気し、眼がとろんとし始めた。もとからアルコールに弱い体質に加え、走り回って血行が良くなっていることで、酔よいが早く回ったのだろう。

　クロエは妖艶な微笑みを零し、ショートシャツの胸元へ手を伸ばすと、

「なんだか体がすごく熱くなってきちゃった。走ったからすごい汗も搔かいちゃった。服もべったり。……ねえ、ここで着替えるから、人が来ないように見張ってて」

　そう言って、クロエは白い紙袋を漁り、ゲーセンで獲とったもうひとつのコスプレに着替え始める。

　ここで着替えるのかよ、とカナタは呆れるが、もう夜も遅いため人の気配はない。

　カナタは回れ右をして、静かに眼を閉じた。後ろからごそごそと衣きぬ擦ずれの音がする。いま自分の背後では、クロエがあられもない姿を晒さらしていることだろう。やがて、

「ねえカナタ。着替えが終わったから、もう後ろを向いていいよ」

　そう言われ、カナタが後ろを振ふり向く。するとそこには、真っ白なウェディングドレスを纏まとったクロエの姿があった。ゲーセンの景品ゆえ布地は安っぽく、絹シルクの光こう沢たくを真ま似ねた模造品レプリカだ。

　だが、クロエがその身に纏うだけで、それは豪ごう華か絢けん爛らんな衣い装しように早変わりする。

　いまカナタの眼前にいるのは、一輪の花のような花はな嫁よめだった。

「………………っ!?」

　一瞬、カナタは呼吸すら忘れ、眼を奪うばわれた。

　その姿は蠱こ惑わく的、幼馴染でなければ、気が狂ふれていたかもしれない。

　人の心をひきつけ、惑わす圧倒的な魅み力りよくがあった。

　そして何より、この世界で目撃した何者よりも、その姿は──美しかった。

「ねえ、どうかな？」

　そこで声をかけられ、はっと我に返ったカナタが口を開いた。

「そういやお前、子供の頃ころ『大きくなったら、カナタのお嫁さんになりたい』って言ってたよな」

　気き恥はずかしさを隠かくすために、茶々を入れる。ただし今回のものはこれまでと違い、自分の冷静さを保つための意味合いもあった。

「えー、そんなこと言ったかなー？」

「まあな。そしたらうちの母親とお前の母さんが本気にして、大変なことになったんだよ。あんときはたしか、お前がうちの母親の指導のもとで、花嫁修しゆ業ぎようをすることになって。そしたら娘むすめがいないことを嘆なげいたお前の父さんが、うちに怒ど鳴なりこんできて……」

「あっ!?　思い出した。たしかにそんなことがあったよね。それで両家間の抗こう争そうに発展して──」

　それから二人はベンチに座り、昔話に花を咲さかせる。普段のクロエなら恥ずかしがる内容だったが、この日の彼女は本当に愉しそうに口を動かしていた。

　夜空を見上げながら、クロエが語りかけてくる。
















「ねえカナタ、夜空が綺き麗れいだね」

「ああ。そうだな」

「夏の夜空ってさ、星が綺麗に見えて、わたしはすごく好きなんだよね。スピカ、デネブ、アルタイル、ベガ……輝かがやきが強くて見つけやすい星座も多い。なんだかさ、わたしって星座を見るとけっこう幸せな気分になるんだ」

　そのあとトーンを落とし、クロエがこう付け足す。

「……でも、最近まではそうじゃなかった」

「……………………」

　一瞬、カナタは言葉を失った。

　クロエの奇き行こうに振り回されて、すっかり頭から抜ぬけ落ちていたが。つい最近まで、クロエはカナタに負い目を感じていたのだ。

　昨年にカナタが裏切り者になって以来、ずっとだ。

　カナタはしばし黙だまっていたが、やがておずおずと口を開いた。

「あのときこうしていればなんてのはさ、いまがあるから思えるんだよ。そしていま考えても、過去は変えようがない」

　そう言って、カナタはクロエを見やり、飄ひよう々ひようとした微笑みを向けた。

「俺はいまもすごい愉しい。ミソラたちの教官をやれて、充実した日々を過ごしてる。それでいいじゃんか」

「……うん」

　小さく返事をし、クロエは弱々しく微笑んだ。

　彼女にとっては、ようやく『救い』があったのかもしれない。

　それから二人は静かに夜空を眺ながめていた。噴水が伝える水音が、輝く星々を天の川に想おもわせる。

　悠ゆう久きゆうな時の流れは、時として人を慈いつくしみ、癒いやしを与あたえる。

「あっ、流れ星……っ!?」

　空を奔はしる一筋の光に、クロエは祈いのりを捧ささげた。胸の前で両手を組み、必死に祈り、それが叶かなうことを切望する。

　ウェディングドレスを纏うクロエは、まるで祈りを捧げる聖女のようだった。

　そんな姿を眺め、カナタが尋たずねる。

「何を願ったんだよ？」

「内ない緒しよ」

「いいじゃんか。教えてくれたって」

　軽い気持ちでカナタが二ふた度たび尋たずねる。

　するとクロエが差し迫せまった表情を浮うかべ、こちらを見つめてきた。

　その切なそうな瞳ひとみは妖艶な輝きを放ち、見る者を激しく居いた堪たまれなくさせる。見つめ返すカナタは、心臓が早はや鐘がねを打つように鼓こ動どうし──どうにかなってしまいそうだった。

　どれほど見つめ合っていたのか。一瞬の時間が永遠に感じられて、定さだかではない。

　だが、次の瞬間。クロエの唇くちびるが言葉を紡つむいだ。

「じつはね。あの事故以来、カナタのことでずっと考えていたことがあったんだ。わたしにとってカナタはただの幼おさな馴な染じみなのかって。いくら考えても答えは出なかったけどさ、この前ミソラちゃんに、カナタを託たくしたときにはっきりと気づいたんだ」

「……………………」

「ねえ。わたしさ、いつの間にかカナタのことを……」

　彼女が大事なことを口にしようとする刹せつ那な──

「ちょっと待て。クロエ」

　険しい表情で、カナタは周囲に眼めをやった。すると路地の陰かげから密ひそかにこちらを見張っていた人ひと影かげを見つける。いや、路地の陰だけではない。針葉樹の陰や自じ販はん機の陰など、噴水広場にいるカナタたちを囲うように人影があった。

　ふつーここまでピーチパイに固執しねーよな……

　カナタは足元に置いてある白い紙かみ袋ぶくろを見やる。クロエに見えないように、紙袋からピーチパイの箱を出さず、開かい封ふうシールを爪つめで剝はがした。

　そしてピーチパイの中身を検あらため、カナタが愕がく然ぜんとする。

「な……っ!?」

　そこにあったのは、トランシットと書かれた白いボトルだ。

　なるほど。道理でこいつらも、必死なわけだ。まさかピーチパイの中身が、違い法ほう薬物とは……

　そんなとき。カナタたちを囲むように、そこかしこから紅あかいリストバンドをつけた学生たちがじわじわと近づき始めた。カナタたちを包囲すると、首に髑どく髏ろのネックレスをした金きん髪ぱつの学生──ブルース・レストが一歩前に出る。

「見つけたぞ、お前ら」

「もー、しつこいなー。なんでわたしたちの邪じや魔まをするの」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな返事をし、彼女はベンチから立ち上がった。悪酔いし始めたクロエは、とろんとした眼をして相手を見み据すえる。

「なんでだとっ!?　俺から盗ぬすんだ物を返しやがれ……っ!?」

「盗んだって一体なんのこと？」

「恍とぼけるんじゃねえ。その白い紙袋のことだ」

　ブルースの部下たちが、カナタたちを見やり言う。

「こいつだ。花嫁衣装を着ているが、俺をぼこぼこにした女だ」

「へへっ、服装があれだがいい女だな」

「この時間までいちゃつくとは、なかなか熱いカップルじゃんか」

「ふふっ、カップルに見えるんだって」

　そう言って、クロエは天使のようににこにこと微笑ほほえむ。しかし、眼だけは笑っていなかった。

「でも、せっかくいい雰ふん囲い気きを邪魔したのは腹が立つかな。いつまでも付き纏ってくるのも嫌きらい」

　その発言を聞き、カナタが内心で嘆なげく。これはもうとめられねーな。厄やつ介かいなことに首をつっこみやがって……

　ベンチに座ったまま、カナタは憐あわれみを込こめた眼で襲しゆう撃げき者たちを見やり、

「あのさー、お前ら。ここで問題起こしたら、まずいのどっちかわかってる？」

「なに。殺しはしねーさ」

　舌なめずりしたあと、ブルースは魔ま剣けんを展開し、

「せっかくだから、今晩は俺たちに付き合ってもらうことになるけどな」

　その言葉に応じて、彼の仲間たちがそれぞれ魔ま槍そうやら魔ま戦せん斧ぷを掲げた。

　親切心から警告してやったんだけどなー、とカナタは頭の後ろを搔かく。二十人前後の武装集団に囲まれたにも拘かかわらず、クロエは微み塵じんも怯ひるむ姿をみせない。

「わたしさ。こういう風に、数にものをいわせてる我わが儘ままな人たちって、一番嫌いなんだよね」

「つれねえこと言うなよ」

　ブルースが言うと、彼の仲間たちがげらげらと笑った。

　花嫁姿のいかれた女の子一人、倒すのはわけないと思っているのだろう。

「せっかくだ。決けつ闘とうで勝負しようぜ。俺が勝ったら、そいつを渡わたして、あんたたちにもきついお仕置きをさせてもらう」

　やめとけよ、とカナタは声に出さなかった。

　相手が悪である以上、相応の報むくいを受けてもらう必要がある。

「いいよ。でも、わたしが勝ったら……」

　ブルースとその取り巻きたちを見やり、クロエがふふっと微笑む。

「みんな容よう赦しやなく叩たたきのめすから覚かく悟ごしてね」

　その直後、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

「丸まる腰ごしだからって恨うらむなよ」

　不意を突ついて、ブルースがクロエに斬きりかかってきた。予想以上に鋭するどい斬ざん撃げきに、クロエは慌あわてて身を退ひく。身を捻ひねって半身になりながら、流れるように斬撃を躱かわし続ける。

　しかし、ブルースはしたたかだった。彼はクロエのウェディングドレスの裾すそを踏ふみつけ、身動きさせ辛づらくした上で、クロエに斬りかかってくる。

　回かい避ひ不能の刃やいば。それをクロエは、

「甘いよ」

　ふふっと微笑みながら、右手の人指し指と中指で止めてみせた。

「なっ!?　は、離はなせこの……っ!?」

　ブルースが必死で魔剣を動かそうとするが、クロエの指に挟はさまれた魔剣はびくともしない。

「お、俺の魔剣を指二本で止めるなんて、お前いったい何者だ……っ!?」

　常人には不可能な戦闘センスを目まの当たりにし、その異常さに気づいたらしい。だが、ブルースとその取り巻きたちは気づくのが遅おそすぎた。

　眼前に立ち塞ふさがるのが、《ミストガン》最強であることに……！

　花嫁姿のクロエは少し考え込みながら、

「んー、わたし？　カナタの花嫁さんかなー」

　おっとりと言い放ち、空いている手の人差し指をブルースへ向ける。指先には、指向性魔ま力りよく弾だんが宿っている。

「ふふっ、死なない程度に手加減してあげるけど。その分、死ぬほど痛いからね」

　そう言って、クロエは指向性魔力弾を発はつ砲ぽう。

　直撃を受けたブルースは、六、七メートル弾はじき飛ばされ、地面に転がり、気絶した。指先で持つ魔剣を捨て、クロエは残りの敵を見据える。代表が倒され、戸と惑まどう〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉のメンバーに対し、

「次はあなたたちだよ」

　天使のように微笑みかけた。むろん、両手の指先全すべてに、指向性魔力弾を宿して。

　その後、現場は大混乱だった。半数がクロエに一いつ斉せいに襲おそいかかり、もう半数がその強大な戦闘力に立ち竦すくむ。しかし彼らは、機関銃じゆうのように乱射される指向性魔力弾によって、容赦なく、一方的に、圧あつ倒とう的に叩きのめされた。

　無数の悲鳴、怒ど号ごう、絶ぜつ叫きようが飛び交かう。〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉に、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図を叩きつけた。するとそこへ、さらなる一団が乱入してきた。騒さわぎを聞きつけた〈レイブンネスト〉だ。

「なにをしてるんですかっ！　争いをやめなさい……っ！」

　その中に、陣じん頭とう指し揮きを執とるユーリの姿を見つけ、カナタはこの場を任せることに決めた。そしてクロエの手を引いて、大急ぎでその場を後にした。







　アルテミア寮りようへの帰り道。

「うん、今日は本当に愉たのしかったね～っ！」

「そんなわけあるか。クロエ。お前、もう少しで捕つかまるところだったぞ……っ!?」

「そうだった？　でも、やっぱり愉しかったからいいじゃないの」

　静かな夜を、二人っきりで歩いた。柔やわらかな月明かりと街灯が、優やさしく二人を照らし出す。

　そんなとき、しれっとカナタが切り出した。

「あっ!?　そういや忘れ物をしてきちまった」

「どうしたの？」

「わりー、ピーチパイが入った白い紙袋をあの場に忘れて来ちまった」

「うっわー、ひっどーい」

　衝しよう撃げきを受けたかのようにクロエは口にする。

　だが、彼女はすぐにふふっと微笑み、

「でもいいかな。今日は久しぶりにカナタと遊ぶことができたし」

「そっか。赦ゆるしてくれてありがとよ」

「うん。その代わりさ、カナタ。おんぶして？」

「おんぶ？　もうちょいでアルテミア寮だから我が慢まんしろよ」

「ダメ。もう疲つかれた～。ねえ、おんぶして？」

　カナタが無視すると、クロエが足を止め、振り向く。

「疲れたから。ねえ、お願い」

「ったく仕方ねーなー。ほら、乗れよ」

「ふふっ、ありがと」

　根負けして膝ひざを屈かがめたカナタが背を向ける。そこへクロエがそっと抱だきついた。首に手を回すと、カナタが足を固定して立ち上がる。

　背中に豊かな双そう丘きゆうの感かん触しよくを覚えながら、カナタはゆっくりと歩みを進める。

　カナタの大きく逞たくましい背中の感触を堪たん能のうしながら、クロエが上機嫌で言う。

「ねえ。カナタ。流れ星になにお願いしたか教えてあげよっか？」

「なんだよ？　さっきは教えてくれなかったのに、今度は教えてくれるのか？」

「うん。おんぶしてくれたお礼だよ」

　普ふ段だんより少し高い景色に感謝し、カナタの耳元でクロエが言う。

「じつはね。カナタと将来結けつ婚こんできますようにって祈ったんだ」

「どうせ冗じよう談だんだよとか言うんだろ」

「もー、カナタは女心がわかってないんだから」

「こら、背中で暴れるなよっ!?」

　いきなり首に回されている手から圧力がかかり、カナタは首に圧あつ迫ぱく感を覚えた。クロエが体を激しく揺ゆさぶったためだ。

　そのあとクロエが急に落ち着きを取り戻もどし、小さな声で、

「ううん。さっき言ったのはね、冗談じゃなくて……」

　その続きはなかった。気になったカナタが首を捻ると、クロエはすやすやと寝ね息いきを立てていた。

「…………。ま、べつにいいや」

　かくして真実は藪やぶの中となった。







　翌日。Ｅ６０１小隊室。

　そこには、机に広げた新聞を囲むミソラたちの姿があった。

「昨日はずいぶんと大おお捕とりものがあったらしいわね」

「ああ。知っている。〈レイブンネスト〉が、〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉を一斉摘てき発はつしたのだろう」

「取引現場を押さえて、トランシットも無事に回収したんですよね」

「うぬ。ユーリ先せん輩ぱい、大手て柄がらですな。そういえば多勢を相手に、どのように戦ったのですか？」

　ミソラ、リコ、レクティ、ブレアが眼を輝かがやかせて、ユーリを見やる。彼女はミソラたちの視線に気づき、事情を説明し始めた。

「それが……〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉は、わたしが到とう着ちやくした時点ですでにぼろぼろの状態だったんです」

「そのぅ……どういう意味ですか？」

「うぬ。ユーリ先輩が成敗なさったのではないですか？」

「詳くわしくはわかりません。〈紅き無法者たちレツドバンデイツツ〉は異様に怯おびえていて、口を開けば『花はな嫁よめにやられた』とか『花嫁コワイ』としか言わないんです」

「「「「花嫁……？」」」」

　ミソラたちがきょとんと首をかしげる一方で。

　教きよう卓たくに座るカナタへ、クロエが話しかけている。

「ねえ。今朝起きたとき、わたしウェディングドレスを着てたんだけど、なんでか知ってる？」

「さーな。昨日の記き憶おくはどこまであるんだよ？」

「うーん、どこまでだろう。昨日ゲームセンターで遊んだところまでは覚えてるんだけど、そこから先が曖あい昧まいなんだよね。思い出そうとすると頭ががんがんして。たしかピーチパイを買ったはずなんだけど……」

「覚えてないってことは、そこまで重要じゃないことだろ。忘れていいことなんじゃねーか？」

「そうかなー」

　口元に指先を当てて、クロエがつぶやいた。

「ねえ。そういえば昨日の夜にわたしさ、何か大事なことを口にしなかった？」

　その言葉を聞いたとたん、カナタの表情が僅わずかに緊きん張ちようする。

　思いっきし、心当たりがあったからだ。

　だが、どう反応すればいいか判断に困る。

『告白』っぽい雰囲気の件は、アルコールの影響があったことだし、なかったことにしよう。

　どう対処すればいいかわからず、カナタは無難にやり過ごすことにする。

「いや、覚えてねーけど」

「もしかしたら夢かもしれないんだけど。昨日カナタの背におんぶされて帰ったような気がするんだよね。そこでとても大切なことを言いかけたような……。ねえカナタ、何か覚えている？」

　何喰くわぬ貌かおをするカナタの表情が若じやつ干かん歪ゆがむ。だが、彼は相変わらず──

「いいや。俺は覚えてねーよ」

　しれっと誤ご魔ま化かそうとする。

　すると、クロエがじと眼でこちらを見ていることに気づいた。

「？　なんだよ？」

「さあね。ただ意外と男の子ってヘタれなんだと思っただけ」

「待てよ、お前それってどういう……」

　困ったようにカナタが見やる。すると、

「ふふっ、内緒。教えてあげない」

　窓まど際ぎわで、後ろ手を組んでうーんと伸のびをしながら、クロエが微笑んでみせた。


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年５月号）









　　　第三章　大真面目なベイビーメーカー







　夜の帳とばりが下り、多くの学生が寝ね静しずまった時間帯。

　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。アルテミア寮りよう。

　うぬ。主あるじといま以上に仲良くなるには、これしかあるまい。

　暗室の中で、月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪かみを持つ少女──ブレア・アイゼナッハは、電気スタンドの明かりを頼たよりに、ところどころ黄ばんだ年季の入った羊皮紙に眼めを通していた。

　空戦武踏祭エリアルソードの学内予選を終え、本戦に向けてますます訓練が激しくなる中、いまブレアが眼を通しているのは、実家から譲り受けたアイゼナッハ流本家に代々伝わりし秘伝の巻物だ。

　すでに夫ふう婦ふである──少なくともブレアはそう思っている──カナタとの関係を発展させるには、どうすればいいか。苦く慮りよのすえにブレアが頼った巻物には、今後の彼女を左右する大きな心構えが記されていた。




　アイゼナッハ本家の秘伝の巻物曰いわく──アイゼナッハの女は、主と決めた殿との方がたと添そい遂とげ、子作りに励はげむべし




　子作り、か。

　うぬ、とブレアは小さく頷うなずいた。

　たしかに夫婦で乳ち吞のみ児ごを育てる光景は、健すこやかな関係を想おもわせよう。社会的に観みても、円満の夫婦関係を示す証左といって過言ではあるまい。さすがはアイゼナッハ本家に代々伝わる秘伝の巻物である。

　非の打ち所がないと感心したブレア。だが次の瞬しゆん間かん、なぜか彼女はおもむろに腕うでを組み、難しい表情を浮うかべてみせた。

　ブレアがこういう表情をするのも珍めずらしい。

　アイゼナッハ流本家の嫡ちやく女じよであるブレアは、魔ま双そう剣けん術の専門家スペシヤリストだ。午後に受ける、大たい抵ていの実技訓練ならば、鼻歌交じりにこなせよう。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生として、それは彼女が有能であり、頼りになる人物であることを証明している。

　そんなブレアが眉み間けんに皺しわをよせ、むぅと唸うなっているのだ。これは異常事態だ。誰だれもが思わず、どうしたんだ？　と声をかけたくなるようなタイミングで、彼女は胸中で困こん窮きゆうしたようにこう唱えた。

　子作りとは、いったいどうやるのだ？







　翌日のお昼休み。

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「はあー、今日も外は暑いわね」

　エアコンの効いた室内で、艶つややかな紅あかく長い髪の少女──ミソラ・ホイットテールがほっとひと心ごこ地ちつく。

「最高気温は三十度を超こえるらしいですよ。熱中症しように注意しないといけませんね」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルがエアコンのリモコンを弄いじった。設定温度が下がり、冷気がミソラたちの肌はだをそっと冷やしていく。

「ふっ、わたしはもう熱中症だ。今日の訓練は、絶対無理だな」

　女め神がみの現うつし身のような少女──リコ・フラメルがさっと後ろ髪を搔かきあげた。

「あうあうっ!?　リ、リコさん。しっかりしてください……っ!?」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが、慌あわてて団扇うちわで扇あおぎだした。如い何かにも涼すずしげな貌かおをするリコを見やり、ミソラが呆あきれたように言う。

「レクティ、いちいちリコの言うことを真まに受けなくていいわよ。リコは冗じよう談だんで言ってるんだから……」

　冗談。それは人間関係において、意外と重要な役割を果たしている。適度に緊きん張ちようした場を和なごませ、大らかな人間関係を築く礎いしずえとなるのだ。

　しかしＥ６０１小隊には、冗談が一いつ切さい通じず、大真ま面じ目めにとんでもないことを言い出す人物が一人いた。がらりとドアが開き、その人物が姿を現す。

「うぬ、今日もよろしく頼たのむぞ」

　ブレアは小隊室の中を見み渡わたし、教きよう卓たくに誰も座っていないことを確かく認にんする。

「ぬぅ。主はまだいらっしゃらぬのか」

「なにかあったの？」

「本来ならば主に教えて頂きたかったのだが、不在ならばやむをえん」

　ミソラたちを見回して、ブレアが言う。

「じつは、皆みなに教えてほしいことがあるのだ。いきなりで悪いが、説明をお願いできないだろうか」

「あのぅ……ブレアさん。急にあらたまってどうしたんですか？」

「なにか質問があるんですよね。わたしたちで教えられる範はん囲いなら、全力で協力しますよ」

「ふっ、女神なわたしに答えられない問いなどない」

「かたじけない。では、単刀直入に伺うかがわせてもらう」

　好意的な言を受け、ブレアがおもむろに口を開く。

「主と子作りをしたいのだが、子供の作り方がわからぬ。どうやって子供を作ればいいか教えてくれ」

「ブ、ブブブ、ブレアっ!?　あ、あんた、なに言ってるの……っ!?」

「そうだ。なにを言っているんだブレア……っ!?」

「そ、そうですよブレアさんっ!?　い、いきなり何を言い出すんですか……っ!?」
















　驚きよう愕がくするミソラ、リコ、ユーリ。ブレアの質問の答えを知らないのか、レクティだけはきょとんと首をかしげていた。

　そんな中、ブレアが怪け訝げんな貌で問う。

「なんだ、みなまで聞き取れなかったのか？　『子供の作り方がわからぬ。どうやって子供を作ればいいか教えてくれ』と言ったのだが」

　に、二度も言わなくていいわよ……っ!?　ミソラが内心でつっこんだ。

　リコのように冗談を言っている……というわけではないだろう。ひょっとしたら猛もう暑しよのせいで頭がおかしくなった可能性も疑うべきかもしれないが、ブレアは普ふ段だんから鍛たん錬れんを積んでおり、体は頑がん丈じようだ。となれば──

「むぅ。なにゆえ皆、答えてくれぬのだ？　私は子供の作り方を教えてくれと言っておるのだぞ。そなたらは『教えられる範囲なら、全力で協力しますよ』と申しておったではないか？」

　咎とがめるように、ブレアがこちらを見てきた。

　どういう事情があるかは知らないが、ブレアが子供の作り方を知りたいというのは一大事だ。

　なにせミソラたちは思春期の真まっ只ただ中なか。性教育を受けることはあっても、施ほどこすことはまずない。というか、その手の話をするのは恥はずかしくて、到とう底てい他人に説明できるものではないのだ。

　ミソラ、リコ、ユーリの三人は申し合わせたかのように一いつ斉せいに、たんっ！と立ち上がると、小隊室の隅すみでスクラムを組む。レクティは話について行けず、二ふた度たび首をかしげていた。

「（な、なんでブレアはそういうことを知らないのよ……っ!?）」

　貌を真っ赤にしたミソラが、恥ずかしそうに口にした。

「（ふつーこういうことって、もう知ってていい年ねん齢れいよね。同じクラスの女の子だって、みんな知ってるわよ）」

　同じく貌を真っ赤にしたユーリが、生き真面目に補足する。

「（《ミストガン》の座学課程では、そういうことは予科三年に一コマだけ習うことになっています。ですが実態としては、ミソラさんの言う通りのはずです）」

　リコは、呆れたように眼を細める。

「（おそらくは本当に知らないのだろう。レクティもだな。……それにしてもだ。アイゼナッハ本家の伝統と称しようして、あの男に接キ吻スを迫せまったブレアが、子作りに興味を持つのは問題だろう）」

　と。ひとしきり認識を共有したところで、ミソラたちが横目で、ブレアを窺うかがう。かわいさの中に鋭するどさを持つその双そう眸ぼうからは、微み塵じんの悪意も感じられない。

　だが、いや、しかし、だからこそ──ミソラたちは思う。なんでアイゼナッハって、性教育をきちんとしないんだろ？　魔双剣術の名門なんだから、武術以外の嗜たしなみとか教えなさいよ？

「「「はあー……」」」

「ぬぅ。い、いったいなぜこちらを見て、溜ため息を吐つくのだ……っ!?」

　ミソラたちはお互たがいに眼を見合わせる。言外に、どうするこの子？　といった様子だ。そんな仕草を見やり、ブレアはむぅと唸るように考え込む。

　ミソラたちは答えを知っているようである。だというのに、なぜ私に答えを教えず、ひそひそ話しこむのだ？　ひょっとして意地悪をしているのではなかろうか？

　カナタの妻を自称するなど、ブレアは節操がない。そんな彼女に、自分がとても恥ずかしいことを訊きいている自覚など、あるはずもなかった。

「もうよい。そなたらが意地悪して教えてくれぬなら、やはり主に訊く」

　拗すねたようにそっぽを向くブレア。じつはお馬ば鹿かだと思っていたミソラすら知っていることを知らないことが、ちょっとだけ自尊心を傷つけていた。

「あ、あいつに訊いていいわけないでしょ……っ!?」

　ミソラが慌てて咎めた。

　いくら教官でも、カナタは青少年だ。教官と教え子という線分けはしっかりしているとはいえ、対応に苦慮するのは眼に浮かぶ。そんなとき、小隊室のドアががらりと開いた。

「俺に何か質問でもあるのか？」

「主。じつはですね、子供の作り──」

　ブレアが例の質問を投げかけようとしたとき、閃せん光こうの如ごとく駆かけ寄ったミソラが後ろから口を塞ふさいだ。同時にユーリが暴れようとするブレアを拘こう束そくし、ミソラとともに教室の隅へと引きずり込んだ。

「子供がどうしたって？」

「あははは。な、なんでもないわよっ!?　こ、こっちの話……っ!?」

　ミソラが笑って誤ご魔ま化かし、カナタの問いかけを一いつ蹴しゆうしようとする。そんな最さ中なか、口を塞がれたブレアが「むーむーむー」ともごもごと口くち籠ごもった声を出す。この場を逃のがれるため、ミソラはしぶしぶブレアの耳元で囁ささやいた。

「（あとでちゃんと教えてあげるから。あいつに訊くのだけはよしなさい）」







　ブレアの一件から、さらに翌日のお昼休み。

　小隊棟。Ｅ６０１小隊室。

「うぬ。ユーリ先せん輩ぱいは早く来ぬだろうか？」

　期待に胸を弾はずませて、ユーリが来るのを待つブレア。そんな彼女を見やり、ミソラとリコが口を開く。

「ちゃんと教育を施すって言ったけど、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「ユーリは先輩だからな、多少は心得ているだろう」

　ユーリが性教育の先生に決まったのは、昨晩のことだ。訓練終しゆう了りよう後ごに立ち寄った喫きつ茶さ店で、ミソラたちは今後の対応を検討。ブレアにきちんとした教育を施すべきだという話の流れになり、その先生としてユーリに白羽の矢が立ったのだ。

　むろん、性教育の先生就任に際し、ユーリは終始嫌いやがっていた。「わ、わたしには無理です……っ!?」などと粘ねばっていたが、ミソラとリコから、そういう座学を受けた唯ゆい一いつの経験者であることで推おされ、あえなく人柱となった。

「お待たせしました、ブレアさん」

　小隊室のドアが開き、ユーリ・フロストル先生が入室してきた。堂々と教卓の前に立った彼女は、子供の作り方に関する指導を開始する。

「では、プリントを配りますから眼を通してください。ブレアさん、ミソラさんにも配ってあげてくれますか」

「わざわざ資料を用意なさってくださるとは、流石さすがはユーリ先輩ですな」

　ミソラたちにプリントを配ったあと、ブレアはプリントに眼を通す。まず表面には、ペリカンのように大きくて黄色い嘴くちばしを持つ、白鳥の姿が写っていた。実際の大きさは定さだかではないが、嘴の根元のあたりに大きな風ふ呂ろ敷しきのようなものをぶら下げ、そこに人間の赤ん坊ぼうが入っている。

「これは……トリ、ですか？」

「ええ。コウノトリといいます」

　子供の作り方について説明するのになぜコウノトリ？　とミソラとリコが首をかしげた。

　コウノトリに注目するブレアを見やり、ユーリが説明する。

「ブレアさんはご存じなかったかもしれませんが、人間の子供──すなわち赤ちゃんは、じつはコウノトリが運んで来てくれるんです」

　えっ!?　な、なにを言ってるんですかユーリさん……っ!?　傍かたわらで見守っていたミソラが驚おどろく。ここはそういうので妥だ協きようするんじゃなくて、もっと現実的な、それこそ人間の雄おしべと雌めしべについて話をするはずでは……っ!?

　ミソラが必死にアイコンタクトで訴うつたえると、ユーリと視線が合った。が、ユーリは恥ずかしそうに眼を逸そらし、胸中で謝罪する。

　ごめんなさいミソラさん。いくらわたしでも、そういう踏ふみ込んだ話は……恥ずかしいです……っ！

　頼たよりになる先輩にも、できないことがあるらしい。

　呆れるミソラとリコの前で、ユーリは古くから伝わるコウノトリの言い伝えについて説明し始める。それによると、仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふが慎つつましく暮らしていると、ある日コウノトリが赤ん坊をつりさげて、連れて来てくれたそうだ。

「──よって、カナタ先輩とブレアさんが清せい廉れん潔けつ白ぱくで、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しないお付き合いをしていれば、ある日忽こつ然ぜんと、コウノトリが赤ちゃんを連れてきてくれるわけです」

「なるほど。コウノトリが赤ちゃんを連れて来てくれるのですね」

　ブレアがうぬと頷うなずいた。

　ふぅ、これでどうにかわかって頂けたようですね。熱弁を終えたユーリが額の汗あせを拭ぬぐう。ユーリの説明を聞いたブレアは、どこかひっかかるような表情をしたあと、すっと挙手した。

「ユーリ先輩、質問があります」

「なんでしょうかブレアさん？」

「はい」

　起立したブレアが、大真面目に尋たずねる。

「コウノトリが連れてくる赤ちゃんは、どこで作られるのでしょうか？　ひょっとして誘ゆう拐かいされてきているのでは？」

「「………………（そこをつっこむかーーーっ！）」」

　ブレアの背後では、ミソラとリコの表情に陰りが現れた。

「そ、そんなことはありませんっ!?　コ、コウノトリが赤ちゃんを誘拐してきてるなんて、大問題じゃないですか……っ!?」

　真っ向から返され、意表を突つかれたユーリが慌てる。そこへ──

「では、赤ちゃんはどうやって作られるのですか？」

「そ、それはですね……あ、赤ちゃんはキャベツ畑から生まれてくるんです……っ！」

「なんとっ!?　では、赤ちゃんは植物なのですか……っ!?」

「ち、違ちがいますっ！　赤ちゃんは人間です、間違いありません……っ！」

「ならば、なにゆえキャベツ畑から生まれるのですか？」

「その……キャ、キャベツ畑は間違いでしたっ!?　赤ちゃんが生まれるのは、その……え、えーっと……」

　うぅっ!?　い、意外と説明し辛づらいですね……っ!?

　その後もユーリが四苦八苦して説明するが、いまいち要領を得ない。古くからの言い伝えは、ある程度の常識を備えたブレアの前に一蹴されていた。

　かといって子供の作り方を知らぬブレアは、渋しぶい表情をする。

「ぬぅ。どうもユーリ先輩のおっしゃることは、言い伝えばかりで要領を得ません。どうして私に意地悪をするのですか？」

「うぅっ!?　い、意地悪をしているつもりはないんですが……っ!?」

「では、子供の作り方についてきちんと教えてください」

　むっとブレアから睨にらみつけられ、ユーリは言葉に詰つまった。

「あ、あの……お、教えてさしあげたいのはやまやまなんですが……」

　困窮したユーリが、ミソラとリコを見やる。視線に気づいた二人は、小さく頷いた。それが本当のことを教えてやれというサインであることは、ユーリも重々承知している。

　し、しかし、しかしですっ!?　その、わ、わたしでも……直接的にああゆうことを言ったりしたら……は、恥ずかしいというかっ!?　い、いえっ!?　これはあくまで指導なんですから、もっとちゃんとした子供の作り方を教えてあげないと。もしこのままブレアさんが大人になったら、大変ことに……っ!?

　しばしの葛かつ藤とう。その後額からだらだらと脂あぶら汗あせを搔かいたユーリが、あらんことを言う。




「お、男の子と女の子が、て、手を繫つなぐと、あ、赤ちゃんができるんです……っ！」




「なんとっ!?　主と私が手を繫ぐことで、子供ができるのですか……っ!?」

　驚きよう嘆たんするブレア。そんなブレアの背後では、ミソラとブレアが見下げ果てたような表情で、ユーリを見ていた。

　うぅ！　で、ですけど、いくらわたしでも、その……エ、エッチな話は……っ!?

　ユーリが表情を引き攣つらせていると、レクティがすっと挙手をした。

「あ、あのぅ……わたし、そのぅ……カナタさんと手を繫いだことがあります……っ!?」

「な、なにっ!?　それで、主との子供はできたのか……っ!?」

「い、いえっ!?　何も変化なかったと思いますけど。そ、そのぅ……コウノトリさんもきませんでしたし……」

「むぅ。そういえば、私も主と手を繫いだことがあるような……」

「お、おそらく繫いだ時間が短かったからだと思いますっ!?　も、もっと長い時間繫げば、き、きっと……っ!?」

　ユーリがもう自分でもわけがわからなくなっていたとき、小隊室のドアが開く。

「何の話をしてるんだよ？」

「カ、カナタ先輩……っ!?」

　そこにいたのは、まぎれもなくカナタだ。慌あわててユーリが壁かべ時計を見ると、もう昼休みも終わりにさしかかっていた。

　えっ!?　も、もしかして今までの話を聞かれてましたっ!?　い、いかがわしい女だと思われたらどうしよう……っ!?　焦あせるユーリの前で、ブレアは立ち上がり、カナタのもとへ歩み寄った。

「主、失礼します」

「んっ、どうしたんだブレア？」

　不意にブレアから手を握にぎられ、カナタが怪け訝げんそうに尋ねると、ブレアが大真ま面じ目めに答える。

「じつは主の手を握ればいいと、ちょうどユーリ先輩から教わったところなのです」

「俺の手を握ればいいって、何の為ために？」

「主と子作りする為にです」

「……………………」

　無言でカナタは、ユーリを見やる。すると、ユーリが明らかに狼ろう狽ばいしてみせた。

「ち、違いますっ!?　こ、これには色々と事情があって……」

「……なあブレア。ユーリは他ほかになんて言ってたか覚えてるか？」

「主よ。ユーリ先輩は『コウノトリが赤ん坊を連れてくる』旨むねをおっしゃっておりました。それから『赤ん坊はキャベツ畑で作られる』とも。他にも──」

　続くブレアの説明を聞いたあと、カナタは「はあー」と溜め息を吐いた。

「ユーリ。お前ちょっとこっち来い。コーヒー吞のめないお子様嗜し好こうなのはわかってたけど、お前、なんつーかその……本当に知らねーの？」

「ち、違うんですっ!?　カナタ先輩、聞いてくださいっ!?　ほ、本当にわたしは違うんですっ!?　た、正しい方法だって、ちゃんと知ってます……!?」

「じゃあ、正しい方法を言ってみろよ」

「正しい方法はその……」

　カナタにじっと見つめられ、ユーリの頰ほおが瞬またたく間に紅潮する。

　ここでカナタ先輩に言わなければ、わたしはそういう知識においても、ずっとお子様扱あつかいを。だからこそ、ここはきちんと言わなくては……っ!?

　ユーリは決意を固め、肺一いつ杯ぱいに息を吸い込む。だが、

「そ、そんなことこの場で言えるわけないじゃないですかっ!?　カナタ先輩の馬鹿ぁーーーっ!?」

　涙なみだを浮うかべたユーリは目元を袖そでで覆おおうようにして、小隊室を飛び出して行った。







　うぬぅ～。いったいどうすれば子供を作れるのであろうか？

　小隊棟。Ｅ６０１小隊室。

　なぜかユーリ先輩はお伽とぎ話ばなししかせんかったし、おそらく最後に申しておった、手を繫ぐというのも噓うそであろう。主にあしらわれておったからな。

　それにしても子供の作り方を問うと、なぜみんな妙みようにそわそわして、教えてくれぬのだろう？　──知っておるくせに教えぬとは、やはり意地悪であろうな。

　などとブレアが考え込んでいる最中、

「まあ、絶ぜつ渦か輪りん廻ね丸がんを喰くらって入院するよりはましだろう」

「ブレアって、たまに恐おそろしい事態を引き起こすことがあるわね」

　リコとミソラが、ユーリの悲運を嘆なげいていた。カナタは状じよう況きようがよく吞み込めていなかったが、教官としていちおうユーリを捜さがしに出かけていた。

「どうしてユーリさんは、泣き叫さけんで教室を出て行ったんでしょうか？」

「うぬ。私にもよくわからぬ」

　しかし。ユーリ先輩がいなくなったのは問題だ、と思ったブレアが室内を見回す。すると、頰ほお杖づえを突くリコと眼が合った。

「リコ。そなたが代わりに説明してくれ」

「ふっ、仕方ないな」

　自分じゃなくてよかった、と安あん堵どするミソラの前で、リコはどうするべきか思案し、一いつ旦たん小隊室を後にした。そのあと小隊室に戻もどってきたリコの手には、小さな段ボール箱が握られていた。

　教きよう卓たくの前に立ったリコは、段ボールの中から一冊の資料を取り出した。クレヨンで描かいたような優やさしいタッチの子供のイラストが描かれている。

「子供を作るには、まずこれを読む必要がある。保健体育の教科書だ」

「なんと、教科書があったのか。では、なぜユーリ先輩は教科書を使わなかったのだ？」

「おそらくは指導内容ばかりに気を取られ、教科書の存在を忘れていたのだろう。他には……諸事情により、最初から指導を放ほう棄きしていた可能性があるな。とまあ、ここにブレアが求める子供の作り方について記き載さいがあるわけだが」

「うぬ。それを私に読ませてくれれば、問題解決であるな」

　うんうんとミソラも見守る中で、リコはブレアに掲かかげていた教科書を、ぽいっと後ろのゴミ箱に放り投げた。

「なっ!?　貴重な書物になにをするのだっ!?　それを私に寄こすがよい……っ!?」

「違うな、間違っているぞブレア。このようなものに頼るようでは、正しい子供の作り方など勉強することはできない」

「な、なんとっ!?　教科書には噓が書かれておるのか……っ!?」

「ちょ、ちょっとリコっ!?　自分でハードル上げて、どういうつもりよ……っ!?」

　たまらずミソラも口を挟はさむが、リコは泰たい然ぜんと言い放つ。

「大丈夫だ。問題ない。細かいことは気にせず、わたしに任せておけ。……さてブレア、いまから言うことをよく覚えるように──」

　そう断ってリコは、ブレアに幾いくつかの知識を吹ふき込み、謎なぞの人形をポケットに仕し舞まわせ、小隊室を後にした。







「ではここで、臨時講師の登場だ」

　昼下がりの空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの執しつ務む室。

　執務に忙ぼう殺さつされそうな空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルの視線の先には、Ｅ６０１小隊の隊員たちの姿があった。

「臨時講師のフロン・フラメル先生だ。ブレア、キミの疑問を解決するにはこの人物が最適だ」

「うぬ。よろしくお願いします、フロン先輩」

「なんでわたしが臨時講師なのよ？」

　不ふ機き嫌げんそうにフロンが言い放った。鋭するどい三白眼で、リコたちを睨みつけて言い放つ。

「そもそもなぜあなたたちがここにいるの？　わたしは忙いそがしいのだけれど」

　執務机の上には、タワーのように積み上げられた書類が三束。この中には、リコ・フラメルの素行不良による反省文も含ふくまれていた。

「気にするな。そんなことより、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのいたいけな学生の悩なやみに答えてやれ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーなんだから、配下の学生の悩みに答えるのは当然だろう」

「あなたに指示されるのは腹が立つわね。分を弁わきまえなさい」

「仕方ないだろう。弁えていても、わたしは常に目立ってしまうんだ。女め神がみだからな。それに臨時講師とはいえ、ブレアの質問一つに答えるだけだ。それとも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは、たった一つの質問に答えぬほど、狭きよう量りようなのか？」

「……まあ、いいわ」

　狭量かという挑ちよう発はつに、フロンが乗ったわけではない。自分たちの科に所属する学生の悩みを解決するのは、もとより空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの務めである。それにＥ６０１小隊には、三位一体の変異種との戦いの際、救きゆう援えんに来てもらった借りがあった。

「それで、何について知りたいの？」

　とっとと質問に答えて、書類仕事をこなそう。そう考えるフロンの前で、ブレアが一歩前に出た。

「単刀直入にお尋ねします空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー。いったいどうやって子供を作るのですか？」

「子供？　なんの子供よ？」

「人間の子供──赤ん坊のことです」

「……………………」

　……この子、わたしに嫌がらせをしに来たの？　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであるわたしを舐なめる予科生なんて、うちの妹ぐらいだと思ってたわ。

　当然のことながら、ブレアが子作りの仕方を尋ねてくるのは、低てい俗ぞくな嫌がらせにしか思えない。

　フロンは鋭い双そう眸ぼうで、ブレアの瞳ひとみを覗のぞき込む。しかし、そこにあるのは曇くもりなき真まっ直すぐな眼まなこであり、一いつ片ぺんとして悪意は感じられない。そのまま、フロンは視線を後ろに立つ三人に移す。レクティはきょとんとし、ミソラははらはらとし、リコは一見ポーカーフェイスを保っているように見える。

　だがフロンが睨みつけると、リコは対応に苦く慮りよするこちらを嘲あざ笑わらうかのように眼めを細め、ふっと鼻で笑ってみせた。

　……そういうことね、とわかった瞬しゆん間かん。フロンが怒いかりを押し殺した声を出す。

「……ブレア・アイゼナッハ、レクティ・アイゼナッハ。ちょっと部屋の外に出てもらっていいかしら」

「うぬ。構いません。さあ、行くぞレクティ」

　二人の姿が執務室から見えなくなった瞬間。フロンは勢いよく立ちあがり、抜ばつ刀とう。腰こしに帯たい剣けんしてある魔ま剣けんを相手の喉のどもとへ向ける。むろん、矛ほこ先さきはミソラたちだ。

「二人とも、どういうつもりかしら？　返答次し第だいでは斬るわよ」

「あ、あのっ!?　え、えっーと…っ!?」

「ブレアの為だ」

　説明に窮きゆうしたミソラに代わり、リコがすぱんと説明する。

「ブレアが子供の作り方を知らないため、確かな性教育を施ほどこす必要がある。今後の健全な育成の為にも、生命の神秘ぐらいは知っておいた方がいいだろう」

「なら、あなたたちで教えればいいじゃないの」

「女神なわたしも、この手の話題はどうも苦手でな。年長者のチカラを借りようと思ったわけだ」

「なるほど。嫌がらせ目的ではないのね」

　いちおう筋の通った話に、フロンが矛を納めた。

「ミソラ・ホイットテール。ブレア・アイゼナッハたちをここへ。時間が惜おしいから、わたしなりに簡単に指導させてもらうわ」

　怯おびえたミソラがブレアたちを呼びに行く間に、フロンは執務室の戸と棚だなの中を漁あさる。そこに並べられた本の中から、ある一冊を取りだし、中を検あらためる。

　これで問題ないわね。

　確かく認にんを終えたフロンが、入室してきたブレアに書しよ籍せきを渡わたす。

「この本に眼を通しなさい。そうすれば、あなたの疑問については解消されるはずよ。基本的な知識についてはきちんと書いてある。あとはもう少し幅はば広ひろい教養を身につけて……」

　説明途と中ちゆうで、フロンが口を閉じる。なぜなら、保健の教科書を受け取ったブレアの表情が明らかに曇っていたからだ。なんというか、こちらに対する不信感が見て取れた。

「どうしたの？」

「うぬ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー。この保健体育の教科書についてですが、リコが『このようなものに頼るようでは、正しい子供の作り方など勉強することはできない』と申しておりました」

　ど、どういうつもりよ……っ!?　こめかみのあたりをひくつかせながら、フロンは、リコを見やる。

　しかし、ここに来るまであらかじめ仕込みを済ませていたリコは全く動じない。

　気を取り直して、フロンが説明を再開する。

「でも、これが一番わかりやすい方法よ。他に代案なんで浮かばないでしょ？」

「いいえ。リコはこうも申しておりました。『物事には順序がある、こういうのは実際の体験談を聞くのが一番だ』と」

「た、体験談を聞くのが一番……っ!?」

　もしかして、わ、わたしの体験談を聞きたいのっ!?　裏返った声を上げ、フロンの頰が赤く染まり出す。で、でも、いくらわたしでもまだそういう体験は……っ!?

　何人か気になる男性はいたが、その怜れい悧りな頭脳と、持ち前の責任感の強さから距きよ離りを取られ、フロンは男日照りの日々を過ごしていたのだ。

　真剣な瞳でこちらを見やるブレアに気づき、フロンは僅わずかに俯うつむく。

　……わ、わたしだって経験ないことは、語れないわよっ!?

　普ふ段だんの厳格な態度はどこへやら。《ミストガン》の空士全員を統すべる空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが、冷静さを失っていた。

　くっ、お、落ち着きなさいわたしっ!?　ここは冷静さを保って、ウィットに富んだ返しを。例えば『体験談なら、そこにいる自じ称しよう女神のほうが豊富よ』などと嫌がらせを含んだ返しを、とフロンが口を開こうとしたとき、

「あとこちらはリコがもしもの時の為にと用意してくれた、父上と母上の人形になります。『もし体験談が聞けなかったときは、これを使って指導してくれるだろう』と」

　眼の前に、そういうときの指導に使う人形が現れる。ブレアがスカートのポケットに収めていたらしい。

　わ、わたしにこれで実演しろとっ!?　いや。い、いくら指導とはいえ、この子たちの前でこれを使って……っ!?

　羞しゆう恥ちと怒りで、フロンは耳たぶまで真っ赤に染め上げる。しかし彼女は超ちよう人じん的な精神力でどうにか堪こらえた。あくまでこれはブレアへの指導と言い聞かせて……

「ということで空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、子供の作り方について教えてください。よろしくお願いします」

「え、ええ。こ、子供の作り方よね」

　非常に珍めずらしいことに、フロンが額から夥おびただしい脂汗を垂れ流す。

「ど、どうやって作るかというと……」

　一度だけ困ったようにブレアを見やる。彼女は、フロンの説明を聞こうと真剣な眼まな差ざしだった。如い何かに妹に嵌はめられたとはいえ、ここで迷える子羊を導かぬのは、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの沽こ券けんに関かかわる。だが、

　は、恥はずかしいっ!?　そもそもなぜわたしが、ここで子供の作り方について説明するの……っ!?　ここで説明しなければ、ブレア・アイゼナッハの将来に不安を残すことに。それは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとしてあるまじき行こう為いだ。

　しばしの葛かつ藤とう。そして額からだらだらと脂汗を搔かいたフロンが、あらんことを言う。




「お、男の子と女の子がその……キ、接キ吻スすると子供が生まれるわ……っ!?」




「な、なんとっ!?　主あるじと私が接せつ吻ぷんをすることで子供が生まれるのですか……っ!?」

　唇くちびるを合わせた人形同士を見やり、驚嘆の声を出すブレア。しかし傍かたわらに立つミソラは、フロンに対し呆あきれたような目線を浴びせてくる。

　し、しかたないのよっ!?　い、いくらわたしでもこういうエッチな話は……っ!?

　この手の話に関しては、フロンも乙女おとめだったらしい。

　そんなとき、不意におっとりとした声がした。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、いったいなにをなさっているんですか？」

「ク、クロエ・セヴェニーっ!?　どうしてここに……っ!?」

　ドアのほうを見ると、黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニーが立っていた。

「ノックをしてもお返事がなかったので、勝手に入らせて頂きました。ご迷めい惑わくだったでしょうか？」

「……め、迷惑なわけないわ」

　ぎこちない返事を聞きながら、クロエが執務机のほうへ近づいてくる。

「机にあるのは、お人形ですか？　……でも、これって……？　保健体育の授業で使うものじゃ？　いったい何をなさっているんですか？」

「こ、これはね──」

　重い口振りで、フロンが説明しようとする。だが、それを遮さえぎってブレアが口を開く。

「うぬ。じつは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに、子供の作り方について教えてもらっていたところなのです。愛し合う男女がこうやって接吻することで生まれるらしいと学びました」

「へえー。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、意外と乙女チックなんですね」

「ち、違ちがうのよクロエ・セヴェニーっ!?　こ、これには本当に深い事情があるのよ……っ!?」

　慌てて体てい裁さいを取り繕つくろおうとするフロン。そのすぐあとに彼女の怒りは、この難題を持ち込んだ妹に向けられた。







「うぬぅ。いったいなにがいけなかったのだろうか？」

　結局、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが教えてくれた方法も噓だった。そのことを残念に思うブレアが、困ったようにつぶやいた。

　おそらく執務室では、いまも姉妹しまいでの乱らん闘とうの真っ最中だろう。リコがブレアを出しに、フロンをからかったことが原因だ。しかし鉄火場に慣れているブレアは、姉妹喧げん嘩かなど一いつ切さい気にせず、当初の要件が達成できないとわかると、早々に退散していた。

　困ったブレアが、小隊室の中を見渡す。

　ユーリもリコもいないが、そこにはもう一人真実を知る人間がいた。その少女が座っている机を向き、ブレアは声をかけた。

「ミソラ」

「……………………」

　確実に聞こえているが、ミソラは眼を合わせようとしない。

「ミソラ」

「……………………」

　必死に知らん振りをする。

「ミソラ」

「……………………」

　根こん性じようで無視する。痺しびれを切らしたブレアは、のしのしとミソラの机に向かい、彼女の頰をつねあげる。

「い、痛いじゃないのよ……っ!?」

「そなたが私を無視するからだ。次はそなたが先生を務める番だぞ」

「やっぱりそうなるわよね……」

　ぬぅ。こやつは小隊長の癖くせに意地悪気であるな、とでも咎とがめるかのように、ブレアがミソラを睨にらみつけてくる。

　しかしミソラとしては、正直もう関わりたくないというのが本音だ。

「そうだ。折角だから、ミソラの父親に訊きけばいいのではなかろうか？　それなら子供の作り方も簡単に──」

「それは絶対にダメっっっ！　ブレア、もしそれをやったら、あたしと絶交だからね……っ!?」

　厳しい口調でミソラが反対すると、ブレアは「むぅ、ここでも意地悪か」と唸うなる。

　ミソラには意地悪してるつもりなんて微み塵じんもないが、恥ずかしくて説明したくないのだ。

「あのぅ……ミ、ミソラさん。わ、わたし、子供の作り方がわかったかもしれません……っ!?」

　いままで沈ちん黙もくしていたレクティが声を上げた。




「そのぅ……子供って、卵から生まれるんじゃないでしょうかっ!?　ピヨちゃんが生まれたのは、卵からですし……っ!?」




　いったいレクティはなにを言いたいんだろう？　突とつ如じよあらぬことを言い出したレクティを、ミソラが見やる。すると──

「そ、そのぅ……わ、わたし、ピヨちゃんの子供が欲ほしいですっ！　もう一匹ぴきピヨちゃんみたいな元気のいいヒヨコを育てられたら、きっと愉たのしいと思います……っ！」

《ミストガン》的には、大問題よ……っ！

「なるほど。人間同士だけでなく、人間と動物の子供を作ることも可能であったか」

「ごめんねレクティ。あのね、今日はもうこれ以上出番ないからね……」

　話がこんがらがりそうになり、ミソラはとりあえずレクティを黙だまらせる。

「ではミソラ、子供が生まれる卵はどこでとれるのだ？」

「ど、どこって……」

　そもそも人間は胎たい生せいであり、卵生ではない。生物の根本的な認にん識しきについて間違っていることは明らかだ。しかしさりとて、ミソラは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明しようという気が起きなかった。

　だってブレアに説明したら、この問題に巻き込まれるのは確定もんだ。

「ま、まさか私たちから卵がとれるというのではないだろうな？　私は鶏にわとりではないぞ。はっ、ではまさか、ニワトリの卵を人間が温めれば、人間が生まれるのか……っ!?」

「なに言ってるのよ。人間の赤ん坊ぼうなんだから、人間の卵じゃないと生まれるわけないじゃないの……っ！」

　とんちんかんなことを口にしたブレアに、思わず反論するミソラ。その瞬間、しまったっ！　と思ったが、すでに手て遅おくれのようだ。

「ならばミソラ、人間の卵はどこにあるのだ？」

「ど、どこって……」

　問いかけられ、ミソラは明らかに口くち籠ごもる。そして、答えを知っているのに教えようとしない態度は、ブレアにも伝わったようだ。

「なぜそなたも意地悪をするのだ？　この卑ひ怯きよう者め」

「ひ、卑怯者……っ!?」

　あ、あたしだって、は、恥ずかしいことがあるのよっ！　それなのに、卑怯者だなんて……っ!?

「知っているのに教えないのは卑怯者のすることであろう」

　頭に血が上ったミソラが、思わず言いかける。

「い、いいじゃないの、教えてあげるわよっ！　人間の卵っていうのは──。に、人間の卵っていうのは……」

　お、落ち着け。ユーリさんも、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーも、乙女チック路線を貫つらぬこうとして失敗した。ならあたしは、ここで現実的な話をしないとっ!?　そうしないと、ブレアの将来が……っ!?

　しばしの葛藤。そして前車の徹てつを踏ふまんとするミソラが、逆切れ気味に言う。




「い、言えるわけないじゃないのよ……っ！」




　そんなとき、小隊室のドアががらりと開く。そこにはカナタに加え、必死に弁明を続けた末、涙なみだで目元を紅あかく腫はらしたユーリと、もみじのように紅く腫らした頰ほおを摩さすっているリコの姿があった。

「こらミソラ。お前、なに小隊室で叫さけんでるんだよ？」

「だ、だって……」

　思わずミソラが反論する。

「ブレアがあたしに、すごく恥ずかしいことを言わせようとするんだもん……っ!?」

「ミソラ。もしやそなた、私にすごく恥ずかしいことを教えようとしたのか？」

　いまだに意地悪を疑っているブレアが、咎めるようにミソラを見た。

「は、恥ずかしいって……」

　言葉に詰つまるミソラが、仲間たちに助けを求める。

「ふふっ、わたしより恥ずかしい思いをした人なんているんでしょうか……」

「ふっ、わたしも頰を紅く腫らしたし。ミソラも同じ運命を辿たどらせてやろう」

　ユーリとリコの二人には、援護してくれる素振りが微塵もなかった。

　ど、どうしようっ!?　困窮し、判断に苦慮するミソラ。そんな中、ブレアが一歩前に出た。その視線の先には、カナタの姿があった。

　ま、まさか……っ!?　と思うミソラの前で、ブレアがあらぬことを口にする。

「主よ。いったいどうすれば主との子供を作ることができるのですか？」

　ああ、終わったわね、とミソラは思った。

　ミソラの知る限り、これはまあ……告白に近い。ブレアは気づいていないだろうが、転校初日でカナタに誓せい約やくと称して接キ吻スしようとしたことといい、控ひかえめに見ても問題児扱あつかいされることは間違いないだろう。

　うーんと首を捻ひねり、カナタが尋たずねる。

「あのさ。ブレアはどうして赤ん坊を作りたいの？」

「その……主ともっと仲良くなりたいからです」

「ふーん。なら、今夜はさ、俺の部屋に来いよ」

「なんとっ!?　そこで子供の作り方を教えてくれるのですね……っ!?」

　えっ!?　いいの……っ!?　と驚きよう嘆たんしたのは、ミソラだけではない。カナタの背後に控える、ユーリとリコも同様だ。

「そこでお前の願いを叶かなえてやるよ」

「ありがとうございます主よ」

　そんなやり取りを聞いたミソラたちが驚きよう愕がくする。

「あ、あり得ないわ……っ!?」

「カ、カナタ先せん輩ぱいがブレアさんと……」

　衝しよう撃げきの事実に耐たえ切れず、気絶したユーリが椅い子すから転げ落ちた。

「あうあうっ!?　ユ、ユーリさん、しっかりしてください……っ!?」

「ふむ。こういう結果になるとは、少し遊びすぎたか」

　慌ててレクティが介かい抱ほうに向かい、リコは弱ったようにつぶやいた。







　アルテミア寮りよう。中庭。

　月の光が明るく照らし出す晩。男子寮と女子寮の間にある中庭には、ミソラたちの姿があった。気配を殺して茂しげみに潜ひそんでいるミソラたちの頭上では、飛行魔術を駆く使ししたブレアが窓からカナタの部屋に入っていく。

「主よ、夜よ這ばいに参りました」

　風に乗ってブレアが挨あい拶さつする声が聞こえたあと、カナタが窓の外を見回し、カーテンを閉めた。

　あいつがブレアの夜這いを受け入れるだなんて……っ!?　ただならぬ事態にミソラたちの表情が凍こおりつく。

　ま、まさかあいつとブレアが本当に……その、あ、あんなことを……っ!?　いや、あり得ないことではない。カナタ・エイジも教官とはいえ男性だ。しかも思春期真っ只ただ中なかの。カーテンを挟はさんだ向こうで行われている、ベッドがぎしぎしと唸る赤せき裸ら々らな行為を想像し、ミソラは頰を赤く染め上げる。

　このままじゃ、気になって夜も眠ねむれないわ……っ!?

「ミ。ミソラさんっ!?　け、けけけ、気配を殺したまま、ま、窓辺に取りつきましょう……っ!?」

「ユーリさん、あたしもそうするつもりですけど。も、もう少し落ち着きましょう」

「あのぅ……どうして中に入って行かないんですか？　みんなもブレアさんと一緒に子作りしたらいいと思うんですけど」

「「できるかーーーっ！」」

「ひぃぃぃっ！　そ、そのぅ……ごめんなさい……っ!?」

「落ち着けミソラ、ユーリ。静かに移動するぞ」

　状じよう況きようがよくわかっていないレクティを引き連れ、ミソラたちは一いつ斉せいに飛行魔術を発動し、窓辺へと取りつく。

　すると屋内での会話が漏もれ聞こえてきた。

「……あ、主よ。……ベッドの上でするのですか？」

「まあな。……ここじゃないとダメだろ……」

「それで……ここから、どうやればいいの……でしょうか？」

「そっか。お前はこういうことを……ぜんぜん知らないんだったな」

「うぬ。申し訳ございません主よ」

「いいよ。俺がここで手取り足取り教えてやるよ」

　なっ!?　なにをやってるのよーーーーーっ!?　子作りする為ために夜這いして……ベッドの上で、手取り足取り教えちゃうものって……っ!?

　ミソラ、リコ、ユーリの三人の貌かおに、衝撃が奔はしる。レクティだけは訳がわからず、きょとんとした表情を浮うかべていた。

「……あ、主よ。……どうですか？」

「……ああ。なかなか上う手まいぞ……」

「うむ……。……これを……こうやればいいのですか？」

「そ。いい感じだよブレア。……初めてにしては上手いじゃん」

「……なら、次はもっと頑がん張ばります」

　初めてにしては上手いわけーーーっ!?　次はもっと頑張るーーーっ!?　ミソラたちの脳のう裏りを、核かく爆ばく発はつのようなものが駆かけ抜ぬけていく。

　暗あん黙もくの倫りん理り基準が超破壊オーバードライブしたような言葉の連打に、ミソラたちは武力介かい入にゆうを決意する。彼女たちはこくんと頷うなずき合うと、たまらずカーテンの向こうへ飛び込んだ。

「こ、こらっ！　あ、あんたたちなにやってるのよ……っ!?」

　そこにあったのは──

「なにって、ババ抜きだけど」

　ベッドの上でお互たがいにカードを持ったまま、きょとんとするカナタたちの姿だった。

「ブレアが俺と子作りしたがってた理由は、俺ともっと仲良くなりたかったからだっていうし。だったらさ俺と一緒にトランプで遊べばいいってことになったんだよ。ブレアは修しゆ行ぎようばっかでカード遊びした経験がないっていうし」

「じゃ、じゃあベッドの上でとかいう会話は？」

「ああ。部屋の中が散らかってて、遊べそうな場所がここしかなかったんだよ。ついでにさっきからお前たちが聞いてたのは、全部ババ抜きの話な」

「うぬ。私は子供の頃ころから鍛たん錬れんに明け暮れていたせいで遊ゆう戯ぎをしたことがなくてな。札遊びの方法を、主から教えて頂いたところなのだ」

　満足そうにブレアが言い放った。

　あらかじめミソラたちの気配を察知していたのだろうカナタが、不敵な表情で問う。

「そんなことより、お前たちこそなにしてるんだよ？　なんか如何いかがわしいことでもしていると思ってたのか？」

　その言を受け、ミソラたちは困こん惑わくしたようにお互いを見やる。

　ま、まずいことしちゃったかしら……っ!?　ブレアの一件が気になってマークしていたのだが、これといって問題はなかったようだ。むしろ、カナタが問題を解決してくれたようで、自分たちはお邪じや魔ま虫むしだったようだ。

　しかし、カナタはきちんと落とし所を考えていてくれたらしい。

「ま、いいや。せっかく来たんだし、俺たちと一緒に遊ぼうぜ。いいよなブレア？」

　カナタから声をかけられ、ブレアは思う。

　せっかく主と二人っきりで遊べる機会だ。これを機に、主ともっと仲良くなり、周りに差をつけたいと思う。だが、それは意地悪ではないか？　もう子供の作り方などに興味はないが、仲間に知っていることを教えてくれない──意地悪されて、嫌いやな思いをする気持ちは、非常に辛つらかった。そして、自分がされて嫌なことを他人にしてはいけないという。

　だからこそ、ブレアはこう言い放った。

「私だけ主と仲良くなるのは、卑怯であるからな。それに主は、私だけでなく、みんなと仲良くなったほうがきっと愉しいであろう」

　えっへんと胸を張りながら、ブレアが言い放つ。

「全員でかかってくるがよいぞ、私のババ抜きの腕うで前まえを披ひ露ろうしてやろう！」

「ありがとうブレア」

　ミソラが代表して御お礼れいを言うと、大人数でも苦もなく遊べるように部屋の掃そう除じをし出す。

　そんな後ろ姿を見やり、カナタがブレアの頭に手を置いた。

「いいことを言うじゃんか、ブレア」

「うぬ。お褒ほめに与あずかり光栄です、主よ」

　大好きな主からわしゃわしゃと頭を撫なでられ、ブレアは満面の笑えみを零こぼした。

　カナタの部屋にはトランプの他ほかにも、幾つかのカードゲームやモノポリーのようなボードゲームが置かれてあり、ブレアは一晩中ゲームにふけった。




「それにしてもだ。皆みなと仲良くなれたのはいいが、結局子作りの仕方についてはわからずじまいだったな。せめて方法だけは教わっておくべきであった。誰だれか教えてくれるような人は……おお、あれはっ！」

「あれ、ブレアちゃん。どうしたの？」

「うぬ。クロエ先輩、質問があるのです。じつは子作りとはいったいどうやるのですか？」

「ふふっ。ブレアちゃん、その悪戯いたずら、誰からわたしにやれって教わったのかな。カナタかな？　（にこにこにこにこ）」

　後日、カナタ・エイジに大波乱が押し寄せることになるが、それはまた別の話だ。


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年11月号）









　　　第四章　威厳なきチャイルドアダルト







　第一人工空島メガフロート。地下都市。アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「亡命者、ですか？」

　豪ごう奢しやな法衣ローブを纏まとい、つぶらな瞳ひとみをした金きん髪ぱつの幼女──アンネローゼ・サザーランド・ベベルが尋たずね返した。執務椅い子すに腰こしかける彼女の視線の先には、二人の男性の姿があった。

　一人は、片眼鏡モノクルをつけ、カールした髭ひげを生やした中年男性──ハルトマン・エンディケウス。もう一人は金髪碧へき眼がんで鳶とび色の瞳の少年──リバー・エンディケウスだ。浮ふ遊ゆう都市連合評議会議長であるハルトマンと、近この衛えのリバーは親子であり、二世代に亘わたって、アンネローゼに仕える忠臣である。

「どうやら魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えいも一枚岩ではないようです。先日の一件で、クリスティーナ・バルクホルンさんを味方にできたことといい、人型魔甲蟲の中にも、人類に協力する意思のある個体が存在するみたいですね」

「うぬ。だが、リバーよ。大多数の人型魔甲蟲は、ゼスの味方だ。人類に協力する個体がいるなど、非常に稀まれなケースであると評すべきであろう」

　リバーの言を受け、ハルトマンが言い放った。

　なるほど、ハルトマンさんの言に一理ありますね、とアンネローゼは思う。

　クリスティーナ・バルクホルンの件は、稀なケースだ。彼女の場合には、人類に協力すべき特別な事情があった。もしそれがなければ、いまだに人類と敵対する立場であっただろう。そして新たな亡命者にも、そのような事情があるとは限らない。

　むしろ……

「それで教皇陛下アークビシヨツプ、如い何かなる判断をなさるおつもりですかな？　最悪その者が、魔甲蟲勢力の手先であり、スパイや暗殺者であるという可能性も否定できませんからな」

「ですが、もし本当に協力者ならば、こちらに有益な人材を見み逃のがすことになります」

　ハルトマンとリバーの進言を聞き、アンネローゼは小さな顎あごに手を当て、しばし熟考。そして、

「そうですね。一度会って話を聞いてみましょう。その上で、わたしが直接判断します。この容姿なら、きっと相手も油断するでしょうから」

　その新たな亡命者……エミリー・ウィットベルンを、アンネローゼが直々に面接することが決定した。










　アンネローゼの面接決定から、一週間後。

　客間にある長机の一番奥の席に、アンネローゼはちょこんと腰かけている。そんな彼女のもとへ、ドアを挟はさんで向こうの廊ろう下かから話し声が聞こえてきた。

「それで、今日はどの人に会えばいいのん？」

「アンネローゼ・サザーランド・ベベル。僕たちの教皇陛下アークビシヨツプです」

　返事をしたのはリバーで、質問したのは例の亡命者だろう。その人物の声は女性のもので、しかもやたらと艶つやっぽい声だった。

　とんとんとドアがノックされる。

「失礼します。エミリー・ウィットベルンさんをお連れいたしました」

「いいですよ。入ってください」

　アンネローゼが入室を促うながし、ドアが開く。入ってきたのはリバーと、亡命者である少女だ。その少女はボルドーのジャケットを羽織っているがボタンはかけておらず、中にワイシャツを着こんでいるものの、第五ボタンしかかけていないため、胸むな元もとがはだけ、ピンク色のブラが覗のぞいている。

　ふーん、この方が亡命者ですか。

　身なりを見る限りでは、締しまりがなく、貞てい操そう観念が薄うすいように見える。

　これが近衛の採用面接だったら、この時点で不採用決定だ。しかし、いまはエミリーが人類の味方であるかどうか判断する場だ。

　アンネローゼは身なりを整えてください、と注意したくなるのをぐっと堪こらえて、

「御ご苦く労ろうさまです。では、リバーさん、そこに控ひかえてください」

　念のためにエミリーが暗殺者であり、こちらの隙すきを突ついて襲おそいかかってくる可能性を考こう慮りよし、リバーを自らの傍かたわらに控えさせる。

　そしてアンネローゼは、一見軽けい薄はくそうだが、妖よう艶えんで底知れぬ、奥深い輝かがやきを放つ緑色の瞳をした少女──エミリー・ウィットベルンに向き直り、着席を促そうとした。だがそれよりも先に、なぜか上座にいる自分のもとへ、エミリーが近づいてきた。

「あのね、お嬢じようちゃん」

　腰に手を当て、エミリーが呆あきれたように注意してくる。

「どこの偉えらい人のお孫さんか知らないけど、お姉ちゃんたちはこれから大事な話をするの。だから、そこの席は空けなさいん」

「エ、エミリーさんっ!?　こ、こちらにいる方は……っ!?」

　リバーが貌かおを青くするが『お嬢ちゃん』呼ばわりされた程度で、アンネローゼは腹を立てたりなどはしない。

　まあ、初見ではわたしが教皇だとは思わないでしょうね。

　むしろ、それこそがこの面接の狙ねらいであり、一見軽薄そうなエミリーの本ほん性しようを見み極きわめる手段でもあった。

「あのねリバーちゃんもダメよん。偉い人のお孫さんかもしれないけどん、礼節も知らない子に『そこに控えてください』って言われて、そのまま従っちゃうようじゃ……。それと、お嬢ちゃんもお嬢ちゃんよ。分を弁わきまえなさい。偉そうな態度で年上に指図するんじゃないの」

　なるほど。軽薄そうな見た目に反して、意外と筋が通った方のようですね。

　人類勢力の要人から不興を買う恐おそれがあるにもかかわらず、その孫と思おぼしき人物へ礼れい儀ぎを教えようとするとは──この人なら信用できそうですね、と教皇であるアンネローゼは心を赦ゆるしかけた。しかしそのとき、あろうことかエミリーが、とんでもないことを言い出す。

「さてと、じゃあわかったのなら、その席を譲ゆずりなさい。そこはわたしの席よん」

　あれ、なにかいまおかしいことを言ったような……？　聞き間ま違ちがいかと怪け訝げん貌がおをするアンネローゼに、エミリーが言い放つ。

「そこはわたしの席って言ってるじゃないの。とっととその場所を譲りなさいん」

　やはり聞き間違いではないらしい。

「お断りします。ここはわたしの席ですから」

　するとエミリーがやれやれという手の仕草をし、呆れたように言う。

「まったく。最近のおこちゃまは躾しつけがなってないわね」

「お、おこちゃまですか……っ!?」

『お嬢ちゃん』はいい。確かにこの見た目では、その言葉が相応ふさわしいだろう。だが『おこちゃま』とはどういうつもりだ？　まるで自分に対する侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようが感じられるではないか？

　ふふーんとした澄すまし貌をするエミリーを、ほんの一いつ瞬しゆんだけきっと睨にらみつけるアンネローゼ。だが、その敵意にエミリーが気づきかけた瞬間、アンネローゼはすぐに我に返り、自分に言い聞かせる。

　こ、ここは我が慢まんのときですっ!?　いまエミリーさんを、こちらの陣営に引き入れることができれば、人類勢力の基き盤ばんがより強固なものになります。『おこちゃま』発言と、エミリーさんが魔甲蟲勢力の手先であることは全く関係ないことですから、ここは人類勢力の長おさとして、寛かん大だいな心を持たなければ……っ!?

　こめかみがひくつこうとするのを抑おさえ、アンネローゼはぎこちない笑えみを浮うかべ、

「あのですねエミリーさん。じつはわたしは……」

　と、正体を明かそうとした時のことだった。ひょいっと手が伸のびて、法衣ローブの首根っこの辺りを摑つかまれ、アンネローゼの小さな体が宙を舞まった。

「は、離はなしてくださいっ!?　これでも、わたしは──」

　片手で軽々と摑みあげるエミリーに、アンネローゼが必死に訴うつたえた。するとその直後、ぱっとエミリーが手を離し、アンネローゼは尻しりもちを突くようにして、ぽとんと床ゆかに落ちる。

「痛たた……」

　まさか、離してください、という言葉を真に受けたわけではないだろう。不満そうに見上げるアンネローゼの瞳には、自分が座っていた上座の席に腰を下ろすエミリーの姿があった。

「ふふっ、こうやって教皇陛下アークビシヨツプを待ち受けるのが筋っていうものよねん」

　椅子に座って腕うでと足を組みながら、エミリーが勝手なことを言う。

「それにしても、わたしを待たせるだなんて、教皇陛下アークビシヨツプっていったいどれだけ貌と態度が大きいのかしらん」

　むっとしたアンネローゼが拗すねたように言い放つ。

「あなたよりは小顔ですし、態度も小さいですよ」

「あれ、このおこちゃままだいたのん？」

「またおこちゃまって言いましたねっ!?　お嬢ちゃんならまだしも、このわたしのことを、二度もおこちゃまと言うなんて……っ!?」

　わなわなと震ふるえるアンネローゼを見やり、エミリーがまたも呆れたように言う。

「まったく。このおこちゃまは、いったいどんな要人の子なのかしら？」

「教皇陛下アークビシヨツプですよ」

　状じよう況きようの推移を見守っていたリバーが、おもむろに口を開いた。

「うーん？　リバーちゃん、お姉ちゃんになにか言ったかしらん？」

「ええ、言いましたよエミリーさん」

　困った表情でアンネローゼを一いち瞥べつしたあと、リバーが説明する。

「いまエミリーさんが押し退のけて、椅子を奪うばい取った方が、教皇陛下アークビシヨツプだと申し上げたんです」

「またまたー、リバーちゃんもいつの間にか冗じよう談だんが上う手まくなったわねん。……あら？　もしかしてこのおこちゃまが、教皇陛下アークビシヨツプの子供って意味かしらん？」

　むっとしたアンネローゼを一瞥し、エミリーが口にした言葉は……

「じゃあ、キミにお願いするわん。ねえ、パパかママを呼んできてくれる？」

　そのあまりに不躾なもの言いに、アンネローゼがかちんっ！　と来て、完全にこめかみをひくつかせる。気づいたリバーが慌あわてて仲ちゆう裁さいに入った。

「そ、そういう意味ではありませんエミリーさんっ!?　こ、この手の問題に関して、冗談を言えば不敬罪に当たりますっ!?　エミリーさん、お願いですから、教皇陛下アークビシヨツプに謝ってください……っ!?」

「えっ？　なによリバーちゃん。もしかしてあなた、このおこちゃまが教皇陛下アークビシヨツプだって言いたいのん？」

　そう言ったあとアンネローゼをじーっと見て、エミリーははたと気づいたようにぽんっ！　と手を打つ。

　ようやくわかってくれたようですね、とアンネローゼが今後の待たい遇ぐうとおこちゃま扱あつかいの改善を期待したとき、エミリーは再びアンネローゼの首根っこを捕つかまえ、その小こ柄がらな体たい軀くを自分の膝ひざの上に置き、次の瞬間──

「ふふっ、こんなおこちゃまが人類勢力の最高責任者だったら、超ちようウケるわん」

　そう言って、容よう赦しやなくアンネローゼに頰ほお擦ずりし始めた。

「～～～～～っ!?」

　こめかみをひくつかせながら、なされるがままに頰擦りされるアンネローゼを見やり、リバーがすっかり貌を青くする。完全にお人形扱いだ。直後、ぺしっ！　という間ま抜ぬけな音が響ひびいた。嫌いやがるアンネローゼが、エミリーの額にしっぺを浴びせた音だ。

　やってしまった……っ!?　とリバーが貌で語るが、彼にはもうどうしようもない。

「もーう痛いじゃないの？　なにするのよん？」

「『超ウケ』て悪かったですね……っ！」

　エミリーの膝もとをどうにか離れ、わなわなと怒いかりに肩かたを震わせたアンネローゼが言い放った。それでも彼女は、人類の未来のために怒りを押し殺し、必死に平静を装よそおい告げる。

「名乗るのが遅れました。浮遊都市連合最高責任者──アンネローゼ・サザーランド・ベベルといいます」

　ここまで言われれば、如何に礼儀を知らぬ不作法者でさえ、すぐに謝罪に及およぶだろう。そうすれば、寛容で寛大な心を持つ教皇として、今回の件は水に流そう、とアンネローゼは心に誓ちかう。

　しかし、エミリーの口から紡つむがれた言葉は謝罪ではなく、驚きよう愕がくだった。

「ええーっ!?　じゃあ本当にこのおこちゃまが教皇陛下アークビシヨツプなのん……っ!?」

「ですから、わたしはおこちゃまではなく──」

　その後も、アンネローゼのことをおこちゃま扱いし、笑い飛ばしまくる始末。ついに我慢の限界を迎むかえたアンネローゼの怒りが炸さく裂れつしようとしたそのとき、慌ててリバーが間に入り、一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟むことにした。







　アリエスの離宮。教皇の執務室。

　不ま味ずいな、相性が悪すぎる、と思いながら、冷や汗をかいたリバーが尋ねる。

「それで、教皇陛下アークビシヨツプ。エミリーさんが魔甲蟲勢力の手先である可能性についてどのように判断なさいますか？」

「まだ、なんとも言えません。初見でどうこう判断できるような相手ではないようです。少し様子を見ましょう」

　その反応を見やり、リバーはほっと安あん堵どする。少なくとも表面上は、怒おこっているように見えない。教皇を『おこちゃま』扱いしたエミリーには、リバーが部屋の外で待つように告げ、一旦廊下で待機してもらっている。

「リバーさん。あなたから見て、エミリーさんはどういう方ですか？」

「僕から見て、ですか。そうですね」

　何度かエミリーと接触コンタクトしたことがあるリバーが告げる。

「一見能天気そうに見えて、何か考えがあるような気もしないこともないです。でも、九割以上は能天気で占しめている気がしますね。魔甲蟲勢力に固い忠誠を誓っているわけでもない感じですし、人類勢力にも固い忠誠を誓うことはないと思います。なんていうか、自由人といった方ですから」

　リバーが窓の外を見ると、つられてアンネローゼも窓の外を見た。

　そこでは、なぜかアリエスの離宮を囲む城じよう壁へきに、大量のペンキで、自らの貌を描かき出すエミリーの姿があった。無断で歩き回ったのだろう。飛行魔術を発動したエミリーの下には、困こん惑わくした様子のアンネローゼの側そば仕づかえたちの姿がある。

　この壁かべの後始末をどうするか。注意しても聞かないエミリーに手を焼いているようだ。

「たしかにエミリーさんは能天気そうに見えますね。リバーさんの言う通り、九割以上は能天気で間違いないでしょう」

　突とつ拍ぴよう子しもないことをするエミリーを見やり、アンネローゼが言った。

　どうやらエミリーさんが、魔甲蟲勢力の手先である可能性は否定されたらしい。ほっと安堵するリバー。しかし、アンネローゼの言葉には続きがあった。

「ただ、エミリーさんに関しては、ひとつだけ言えることがあります。彼女には──裏の貌があるということです」

　えっ!?　と戸と惑まどうリバーの前で、アンネローゼがぐっと小さな握にぎりこぶしを作り、力説する。ゴゴゴゴゴ……ッ！　アンネローゼの背景が、突とつ如じよとして燃え立つ怒りの炎ほのおに切り替かわる。

「わたしの直感が告げてます。あの人はほぼ間違いなく、いえ、絶対に悪人です。わたしの言葉は託たく宣せんと同義、本当に間違いないんですよ。ええ」

　それってきっと、おこちゃま扱いされた腹いせですよね、リバーが内心でつっこんだ。

　声に出さないのは、自分から蜂はちの巣を突つつきたくなかったのと、どの角度から分ぶん析せきしてもしょうもないこの問題が、じつはデリケートであり、リバーの不用意な一言で全すべてが水すい泡ほうに帰しかねないからだ。

　まさか教皇陛下アークビシヨツプがおこちゃま扱いされたことが原因で、人類への協力者を粛しゆく清せいし、人類の利益を損そこねる結果になってしまったら──後世の人類たちに申し訳ない。

　最悪の可能性を危き惧ぐし、リバーが貌を青くする。

　しかし、アンネローゼは、完全にエミリーを敵視してしまっていた。

「そうだ。わたしがあの女の化けの皮を剝はいでやります。リバーさん、いまから言う書類を用意したあと、エミリーさんをここに連れてきてください。書類については──」

　続くアンネローゼの言葉を聞き、ええー、これは嫌がらせなのでは……っ!?　とリバーが苦い表情を浮かべていた。







　アリエスの離宮。教皇の執務室。

「それで、わたしはここでどうすればいいのよん？」

「しばらくこの部屋で待っていてください。急な書類仕事が入ってしまって……」

「ふーん、まあそれなら仕方ないわねん」

　執務室にあるソファーにどっと腰こしかけ、背もたれにおもいっきり寄りかかるエミリー。やはり礼節がなってないですね、とさりげなく監かん視ししながら、アンネローゼは書類仕事を進めていく。

　と。最初は室内を興味深そうに見回していたエミリーの視線が、自分に注がれていることに気づいた。

「そんなにこちらをジロジロ見て、どうしたんですか？」

「決まっているじゃないの。アンネローゼちゃんと仲良くなりたいっていう視線メツセージを送ってるのよん」

　なにを馬ば鹿かな、と思いながら、アンネローゼが返事をする。

「『最近のおこちゃまは躾がなってない』と、わたしのことを嫌きらっていたようにお見受けしましたが……」

「あら、嫌いな子と仲良くなるのが面おも白しろいんじゃないのん」

　嫌いな子と仲良くなるのが面白い？

　それはあれだろうか、市井しせいでよく聞く、あ、あんたのこと好きなんじゃないからね……っ！　というツンデレ？　それとも、女の子を落とすジゴロの手口？

　突拍子もないエミリーの言動に、アンネローゼの思考が一瞬混乱したが、彼女はすぐにかぶりを振ふった。

　まあ、いいでしょう。部屋の外には、リバーさんを控えさせてあります。

　有事の際は、彼がすぐに駆かけつけてきてくれて、エミリーを武力制圧する手て筈はずだ。

　飽あきやすい性分のエミリーは、ソファーを立ち、書類仕事をするアンネローゼのもとへ近づいてきた。予定通りだ、とアンネローゼが小さく口の端はをつりあげる。

「で、いまはどんな書類を処理してるのん？」

　エミリーは、アンネローゼの書類を覗き込んできた。その瞬間、かかった……っ！　と内なるアンネローゼがにやりと笑う。

　いま手元にある書類は、人型魔甲蟲エミリー・ウィットベルンの調査書だ。のり付けされた写真とともに、彼女が敵勢力の手先である可能性について、多方面から検討されている。

　もしエミリーが魔甲蟲勢力の手先なら、いや、手先でなくとも……少なからず冷やりとするはずだ。穢けがれなき幼い容姿の中に、腹黒い一物を抱かかえ、アンネローゼはエミリーを見やる。

「こ、これはんっ!?　ま、まさか本当に……っ!?」

　案の定、書類に目を通したエミリーが驚愕の声をあげた。

　ふっふっふっ、わたしのことをおこちゃま扱いした仕返しです、と勝ち誇ほこるアンネローゼ。だが、次の瞬間。続くエミリーの言葉を聞き、彼女は逆に眼めを瞠みはらされることになる。

「アンネローゼちゃん、おこちゃまのくせに、本当に字が読めるなんて……っ!?」

「は、はい……っ!?」

「しかも自分のお名前を、筆記体でサインすることもできるなんて思わなかったわっ！　すごいわねアンネローゼちゃん、わたしが先生なら花丸をプレゼントしてるところよん……っ！」

　などと言って、エミリーがアンネローゼの頭を撫なでてくる。

「…………………」

　えっ!?　書類に目を通したはずですよねっ!?　エミリーさん、もしかして気づかなかったんでしょうか？　いや、気づきながらも敢あえて気づいていない振りをして、平静を装ったという可能性も……

　その能天気そうな表情から、エミリーの胸中が読み切れなかったアンネローゼが尋たずねる。

「あ、あのエミリーさん。その書類は……」

「うーん、これだと写真写りがあんまりよくないのよねん」

　自分の調査書に眼を通しながら、エミリーがおもむろにボルドーのジャケットとワイシャツを脱ぬぎ始める。なにをするつもりなんですか？　と怪訝に思うアンネローゼの前で、下着姿になったエミリーは両手を頭の後ろへ回し、胸を強調するセクシーポーズを取ると、

「ねえ、せっかくだからここで写真を撮とってくれないかしらん。いまならお姉ちゃんのセクシーショットも撮り放題よん」

　などと、ぬかすではないか。

　き、効いてないっ!?　この資料に眼を通したというのに、微み塵じんも動どう揺ようしないだなんて……っ!?

　エミリーの豪ごう胆たんさに意表を突かれるアンネローゼ。彼女は眼をぱちくりさせたあと、はっと我に返り、冷静さと威い厳げんを以もつて𠮟しつ責せきする。

「……わたしの前で、いきなり露ろ出しゆつするのはよしてください」

「ねえ、他ほかにどんな書類があるのん？　見せて見せて」

「あ、あのっ!?　勝手に書類を──」

　アンネローゼが咎とがめる声も聞かず、エミリーは未処理の書類の束を取ると、その中からリバー宛あての作戦指示書を見つけ、すうっと接せつ吻ぷんした。エミリーが付けた口紅色をしたキスマークが浮かび上がる。

「ふふっ、見て見て。キスマークを付けてあげたわ。これでこの書類をもらったリバーちゃんは、大人の色気でイ・チ・コ・ロ。アンネローゼちゃんにも、一生の忠誠を誓うはずよん」

「～～～～～っ!?　そんなことをしたら、わたしが色気で部下を誑たらし込もうとする痴ち女じよだって噂うわさになるじゃないですか……っ！」

「あら、その可能性もあるかもしれないわねん」

「それ以外の可能性が考えられません……っ！」

　思わず感情的になり、ばんっ！　と机を叩たたいて、アンネローゼが言い返した。しかし、エミリーは「ふふっ」と鼻で笑い、こう言い放つ。

「この程度でむきになっちゃうなんて、やっぱりまだおこちゃまね」

　小馬鹿にするような笑みを零こぼすエミリーに、貌かおを真っ赤にしたアンネローゼが、ぷくっと頰を膨ふくらませていた。










　アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「誰だれがむきになってるっていうんですか……っ!?」

　先さき程ほどの出来事を思い返し、おこちゃま扱いを根に持つアンネローゼが叫さけんだ。

　一度エミリーには退室してもらい、アンネローゼはリバーと作戦会議をしていた。といっても、一方的にアンネローゼがリバーに作戦を指示するだけなのだが。

「次はですね──」

　新たな作戦を聞いたリバーが、なんだかなーとあまり気乗りしない表情で尋ねる。

「教皇陛下アークビシヨツプ、本当にそれでよろしいのですか？」

「かまいません。あの女め狐ぎつねの化けの皮を剝いでやります」

「ですが、あの方との会食に、エミリーさんを招待するとなると、予想もつかない事態に……」

「かまいません。眼には眼を、嫌いやな人には嫌な人をです。これで、あのエミリー・ウィットベルンとかいう痴女も醜しゆう態たいを晒さらすことでしょう」

　ふっふっふっ、と影かげ線せんの入った含ふくみ笑いを零すアンネローゼを見やり、リバーが言う。

「あの教皇陛下アークビシヨツプ、なんだかキャラが変わってませんか？」

「気のせいですよリバーさん」

「いえ、ですがさっきのは……」

「気のせいですよリバーさん」

「……………………」

「そんなことより、わたしのお願いについてはどうなんですかリバーさん？聞いて頂けないなら、教皇陛下アークビシヨツプとしてお願いするしかなくなるんですが」

　ぼ、僕には選せん択たく肢しがないじゃないですか……とリバーは呆あきれながらも、

「畏かしこまりました教皇陛下アークビシヨツプ。では、おっしゃる通りに会食の席を手配いたします」

　おこちゃま扱いが原因で、人類への協力者を無下にする結果は避さけたい、とリバーはとりあえずアンネローゼの御ご機き嫌げんを取ることにした。エミリーへの仕返しが遂すい行こうされれば、アンネローゼも平常運転に戻ると信じて……

　アンネローゼは指示通りにリバーが動いたことに頷うなずいたあと、窓の外を見る。そこには、離宮の廊下に飾かざってあるはずの騎き士し甲かつ冑ちゆうと大たい剣けんを纏まとって、庭園の手入れをするエミリーの姿があった。大剣で大おお雑ざつ把ぱにずばっと草木を刈かるため、仕事中だった庭師が呆然としている。

「ふふっ、覚かく悟ごしてくださいねエミリーさん。このわたしをおこちゃま扱いしたことを後こう悔かいさせてあげます……っ！」







　アリエスの離宮。客間。

「教皇陛下アークビシヨツプ、この度たびは拝はい謁えつの名めい誉よを賜たまわり、光栄に存じます」

「そんなに畏まらなくてもいいですよダンベルクールさん。あまり畏まってしまうと、お互たがいに言いたいことが言えなくなるじゃないですか」

　髭ひげを生やしたオールバックの中年男性──ジャミラ・ダンベルクールに、アンネローゼが愛想よく接した。むろん、一見社交辞令そうに聞こえるアンネローゼの発言の狙ねらいは、魔ま甲こう蟲ちゆうを忌き避ひするダンベルクールに、敢えて敵意をぶつけさせることだ。

「まさか。わたしは普ふ段だんから言いたいことを申し上げておりますが……」

「いえいえ、遠えん慮りよなさらなくていいんですよダンベルクールさん」

《ベベル》に巣食う人型魔甲蟲を、市民にいくら被ひ害がいが出ようが殲せん滅めつせんとする強きよう硬こう派はのダンベルクールに対し、普段のアンネローゼは粘ねばり強くいなし、表だって対立することなく主張を退ける姿勢を貫つらぬいてきた。

　しかし、この日ばかりは宗しゆう旨し替がえしたように、

「ダンベルクールさんが普段から遠慮して、言いたいことを言えず胸の内に溜ためているのは重々承知しています。ですから今日の食事会では、日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんや不満、わたしの前では上う手まく言えないことなどを口にしていいんですよ」

「おおっ、教皇陛下アークビシヨツプ。お心遣づかい、感謝いたします」

　鼻息荒あらくするダンベルクールを見やり、闇やみ墜おちしてしまった内なるアンネローゼが酷こく薄はくな笑みを浮うかべる。ふふっ、これで今度こそエミリーさんの出方を確かめることができます。

　これでもアンネローゼは、教皇。老練な評議員たちを相手に政界を渡わたり歩く彼女にとって、人の心を操あやつることなど造作もないことだ。

「ふーん、なんだか教皇陛下アークビシヨツプって食事時どきに難しい話をするようなのねん」

　ダンベルクールとの会食の席に居合わせたエミリーは、テーブルに並ぶ熱々の湯気が上がるスープカレーやパエリヤなどのご馳ち走そうを見やり、

「ほらほら、どんどんご飯をもってきていいわよ。お姉ちゃん、大おお喰ぐらいだからん。デザートとかも一いつ緒しよでＯＫ」

　そう言って、会食そっちのけで、一人で食事を始めてしまった。エミリーの指示を受け、リバーが食事の準備に奔ほん走そうする。

　無遠慮なエミリーを一いち瞥べつし、ダンベルクールは眉まゆを顰ひそめたが、何者かわからぬ存在への対応よりも先に、アンネローゼへの直じき訴そを優先するようだ。

「教皇陛下アークビシヨツプ、わたしが常々申し上げたいと思っているのは、《ベベル》に巣食う人型魔甲蟲どもに対し──」

「待ってくださいダンベルクールさん。その前に、こちらの方を紹しよう介かいさせて頂きます」

　このままでは、自分がダンベルクールの話を延々と聞くはめになると思ったアンネローゼが、すぐさま軌き道どう修正する。

「こちらにいるのは、エミリー・ウィットベルンさんと言って、つい先日魔甲蟲勢力を裏切り、人類勢力に味方するといって亡命して来た人型魔甲蟲です」

「な、なんですと……っ!?」

　とびっきりの驚きよう嘆たんした声が響く。

　だが、エミリーは我関せずと、きらきらと輝かがやくパフェを口にしていた。

　敵を目まの当たりにしたダンベルクールが勢いよく責め立てる。

「貴様、いったいどういうつもりだっ！　まさか人類勢力に亡命する振りをして、魔甲蟲勢力に情報を流すつもりではないだろうな……っ！」

　そうそう。こういうのが聞きたかったんですよね。

「そもそも人型魔甲蟲の分際でわたしたちと同じ空気を吸うとは何様だ……っ！」

　こうやって嫌味な言動で、重圧プレツシヤーをかけていけば、嫌がらせを受けた相手は、些さ細さいな言動から本音を漏もらすことが多い。

　ふふっ、これでエミリーさんの本音がわかるはず……

「大体なんだその破は廉れん恥ちな恰かつ好こうはっ！　貴様、教皇陛下アークビシヨツプの前だというのに礼節を弁わきまえんか……っ！」とか「どうした小こ娘むすめ？　食事ばかりしてないで、なんとか言ったらどうだっ！　この穢れた存在め……っ！」とか、どんどん重圧プレツシヤーをかけていく。

　最初は我関せずと豪ごう華かな食事に夢中だったエミリーも、次し第だいに苛いら立だちを露あらわにし、不意にパフェを食べる手を止め、嫌そうに眼を細めてダンベルクールを向き、

「もう、うるさいわね。黙だまりなさいよん、この偏へん屈くつ爺じじい」

　と嫌そうに口にした。

　へ、偏屈爺～っ♪　不覚にもアンネローゼは堪こらえ切れず、ぷぷぷと微かすかに笑いを零す。

「へ、偏屈爺だと……っ!?」

　当のダンベルクールは、貌を真っ赤にして茹ゆで蛸たこのようになっていた。生まれてこの方、大富豪の家で育ってきた彼に対して、面と向かって悪口を言う者はいなかったのだ。

「貴様、たかが人型魔甲蟲の分際で……っ！」

「うっさいわねん。人型魔甲蟲だろうとなんだろうと、わたしから見れば、あなたはただの偏屈爺なのよん。ヘ・ン・ク・ツ・ジ・ジ・イ。言ってることがわかるかしらん」

「小娘、貴様ーーー……っ！」

　がっ！　と席を立ちあがりエミリーへ摑つかみかかる。しかし、相手は女性とはいえ、呪じゆ力りよくを扱あつかう人型魔甲蟲である。迫せまるダンベルクールの襟えり首くびを摑むと、エミリーは足あし払ばらいをかけ、ダンベルクールを軽々と床ゆかに叩きつけてみせた。おそるおそる貌をあげたダンベルクールの前で「次暴力を振るったら、呪殺するわよん」と妖よう艶えんな笑みで囁ささやく。

　完全に臆おくしたダンベルクールは「ぐぬぬぬぬ……っ！」と不満があるように唸うなるも、エミリーに「わあ……っ！」と叫ばれ、全速力でこの客間を飛び出して行った。

「文句があるなら、次は男らしく拳こぶしで語りなさいなん」

　ダンベルクールの後ろ姿を見送ったあと、エミリーが誇らしげに言い放った。

　一方でアンネローゼは、なるほど。こういういなし方もあるんですね、と感心していた。ダンベルクールが失敗に終わったのは残念だが、これはこれでアンネローゼにも学ぶところがあったからよしとする。

「それにしても、偏屈爺が残していった料理が勿もつ体たいないわね」

　手つかずのスープカレーを見やり、エミリーが閃ひらめく。

「そうだ、この料理味付けがちょっと物足りないと思っていたのよねん。せっかくだから、わたしがアンネローゼちゃんにご馳走してあげるわん。ちょっと厨ちゆう房ぼうを借りるわよん」

「えっ!?　ちょ、ちょっと……っ!?」

　アンネローゼの制止も聞かず、エミリーは料理を手に客間の外へと出て行った。何の脈みやく絡らくもない行動の連続に、戸と惑まどうアンネローゼ。やがて戻もどってきたエミリーは、新しいスープカレーをアンネローゼに差し出してきた。

「ほら、アンネローゼちゃん。これを召めし上がってみなさいなん」

　くんくん。この匂においは美お味いしそうですね。一口食べ、味を確かめる。うん、以前よりピリッとスパイスが効いていて、これは美味しいですね、などとアンネローゼが思っていると、

「ふっふっふっ、食べたわねん」

　眼前に立つエミリーが、不敵な笑えみを零していた。

　はっと我に返ったアンネローゼが思う。し、しまったっ!?　ひょっとして、これには毒が……っ!?

　ダンベルクールの件で忘れていたが、エミリーはゼスの息がかかっている恐おそれがある。

　この食べ物に毒が盛られていれば、教皇暗殺が成立してしまうのだ。

　貌を青くするアンネローゼに、エミリーが問いかけてくる。

「さて、お味はどうかしらん？」

「……………………」

　これが死の味だとでも言いたいのだろうか？

　絶句するアンネローゼを見て、エミリーが怪け訝げんそうに言う。

「あっれー、おかしいわねん。そんなに不ま味ずい味付けをしたつもりはないんだけど」

　そう断り、エミリーはスプーンでひと匙さじすくい、スープカレーを口に運ぶ。

「う～～～ん、スパイスが効いてて美味しいじゃないのん……っ！」

　その味付けを自画自賛し、エミリーが満足そうな貌をする。そのあと彼女はおもむろにアンネローゼを見やり、何かに気づいたようにぽんっと手を打つと、

「ああ。ひょっとして、この味がわからなかったのかしらん？　スープカレーを辛から口くちにしてみたんだけど、おこちゃまは甘口しか食べないものよね」

　小馬鹿にするような笑みを零すエミリーに、スプーンを握にぎるアンネローゼの手は、怒いかりで震ふるえが止まらなかった。







　アリエスの離宮。教皇の執務室。

「リバーさん、なんでわたしがあの料理を食べる前に毒味しようとしなかったんですかっ！　エミリーさんが暗殺者だったら、わたしが死んでいたところですよ……っ！」

　先程の出来事を思い返し、おこちゃま扱いを根に持つアンネローゼが叫んだ。

　ええーっ！　逆ギレですか……っ!?

　傍かたわらに控ひかえるリバーが、理り不ふ尽じんだ、と思いながら、自らの正当性を主張する。

「その……僭せん越えつですが、教皇陛下アークビシヨツプ自ら歓よろこんでお召し上がりになる状じよう況きようで、毒味をしろと申されましても。せめて最初に僕に毒味させるように振って頂かないと」

「そ、それはっ!?　たしかにわたしにも悪いところがあったと思いますけど……じゃ、じゃあ今後はリバーさんも気をつけてください……っ!?」

　いったいどう気をつけろというのだろうか？

　理不尽さに半ば呆あきれながらも、リバーは根気強くアンネローゼに付き合う。

　教皇に仕える近この衛えとして、アンネローゼの意に逆らうわけにはいかない。

「では、今後の作戦について練り直しますよ」

　まだやるんですか？　と一いつ瞬しゆん面めん倒どうそうな表情をしたリバーに気づかず、アンネローゼが説明する。

「通常の方法では、エミリー・ウィットベルンの醜悪な本ほん性しようを暴あばくことはできません。ですがあの一見おちゃらけた仮面の奥には、きっと悪魔のように残酷で残ざん虐ぎやくで、ロリ系美少女を虐いじめては愉たのしむ鬼き畜ちくな性分が隠かくれているはずなんですっ！　それはもうボンテージ衣い装しようで、裸はだかにした幼女を前に鞭むちを打つレベルの鬼畜さです……っ！」

　いや、さすがに無理がありますよね。

　熱弁を振るうアンネローゼに、リバーが控えめに主張する。

「教皇陛下アークビシヨツプ、失礼ですが、僕にはそのような人物には見えませんでしたが」

「それはもうリバーさんが、あの痴女のような容姿を前に、籠ろう絡らくされているからです……っ！」

　リバーの忠言は、火に油を注ぐ結果となった。

「だいたいなんですか、あの裸みたいな恰好はっ!?　いまどきの若い子は、彼女のように慎つつしみがないんでしょうかっ!?　リバーさんも見ましたよね、エミリーさんの服装。だらしがない上に、ピンク色のブラジャーが見えてるんですよ……っ!?」

　その後もがみがみがみがみ。生活指導の教きよう諭ゆか、学内秩ちつ序じよの乱れを憂うれう教頭のような口調で、アンネローゼが自らの風紀観を語り出す。そんな最中、執務室のドアがノックされた。メイド服を纏った側そば仕づかえの少女が、レモンティーを運んで来たのだ。むろん、それはアンネローゼに少しでも落ち着いてもらおうというリバーの配慮だが、予想外の方向に作用する。

　なぜならば、アンネローゼはメイド服を凝ぎよう視しし、天てん啓けいを受けたのような貌をしたからだ。

「そうですっ！　あの手がありました。これならあのエミリーさんの化けの皮を剝はいで、徹てつ底てい的に追い落とせるはずです……っ！」

　そもそもエミリーさんが、人類の味方かどうかを判断する場だったはずですよね？　リバーは甚はなはだ疑念を抱いだくも、続くアンネローゼの指示に従い、新たな作戦の用意をした。







　アリエスの離宮。客間。

「ふふっ、必要なのは奉ほう仕しの心です」

　白いフリルのついた濃のう紺こん色のメイド服を纏ったアンネローゼが胸を張る。その視線の先には、はだけた姿でボルドーのジャケットを纏うエミリーの姿があった。

「エミリーさん、あなたに人類に奉仕する心はありますか？」

　メイド服を纏ったアンネローゼが言い放つ。

「如い何かに教皇が浮ふ遊ゆう都市連合の最高責任者とはいえ、わたしは人類全すべてに奉仕する身です。わたしは常に、この世界の人々の御お世話をする覚悟があります。あなたにその覚悟がありますか。この世界の為ために、このメイド服を着る覚悟が」

　そう言って、エミリーのために用意したメイド服を、アンネローゼはまるで凶きよう悪あくな武器のように掲かかげてみせた。その言動にエミリーは首を傾かしげたが、なにを勘かん違ちがいしたか、アンネローゼが内心で勝ち誇ほこる。

　くっくっくっ、躊ちゆう躇ちよしているようですね。これでエミリーさんが、人類の味方でないことが証明できます。

　周りに誰かいれば、あんたなに言ってるんだ、とツッコミを入れそうな状況で、エミリーが淡たん々たんと言う。

「べつにいいわよん」

「え……っ!?」

「だからいいって言ったのよ。まあ、そういうかわいらしい服っていうのはわたしの趣しゆ味みじゃないんだけどねん」

「ほ、本当にいいんですかっ!?　フリフリついてますよ、露ろ出しゆつとか少ないですよ……っ!?」

「だからいいって言ってるじゃないのん」

「……………………」

　沈ちん黙もくするアンネローゼの前で、エミリーは当たり前のように服を脱ぬぐと、メイド服に着き替がえてみせた。

「それで、これからなにをすればいいの？」

「その……リバーさんへの奉仕です」

　部屋の外で待機させていたリバーを招き入れ、エミリーが言う。

「あなたが人類代表であるリバーさんに、わたしと同じようにきちんと奉仕することができるかどうか確かめさせてもらいます。もしエミリーさんが、わたしよりリバーさんに献けん身しん的な奉仕をすることができるなら、あなたのことを少しは認めて差し上げましょう」

「ふふっ、少しでなくて、全部認めてくれてもいいわよん」

「では、リバーさん。ご奉仕させて頂きます」

　エミリーの言を無視し、アンネローゼが指先をぱちんと鳴らす。するとたちまち客間のドアが開いて、側仕えの少女がリバーの前のテーブルに、オムライスとトマトケチャップを置いた。

　アンネローゼはおもむろに、トマトケチャップを手にとり、

「おいしくな～れ。おいしくな～れ」

　そう言って、オムライスにリバーの名前を書いてみせた。

「どうですかリバーさん、うれしいですか？」

「ええ。その……まあ」

　主から逆に奉仕を受けるという立場に戸惑いながら、リバーが尋たずねる。

「し、失礼ですが教皇陛下アークビシヨツプ、この手の情報をどこから仕入れて……？」

「ハルトマンさんからもらった一いつ般ぱん教養の本の中に、市井しせいでは最近、こういう奉仕が流行だとありました」

「教皇陛下アークビシヨツプ、お詫わびにあとで父上の首をお届けします」

「？　どういう意味ですか？」

　アンネローゼの問いに答えず、悲ひ壮そうな覚悟を固めるリバー。そんな中、腕うでを組んだエミリーが不敵な笑みを浮かべる。

「ふーん、奉仕ね。なら、わたしのほうがアンネローゼちゃんより上よん」

「それはないでしょう。はっきり言って、大おお雑ざつ把ぱな性格のあなたに、誰だれかを満足させるような奉仕ができるとは思えません」

「さあね。でも、おこちゃまにはできない奉仕っていうのもあるのよん」

「またおこちゃまと……」

「ふふっ、リバーちゃん。今日はたっぷりご奉仕してあげるわん」

　そう言って、エミリーはおもむろにメイド服を脱ぎ始めた。

「「い、いったいなにを……っ!?」」

　思わずそうつぶやいたアンネローゼとリバー。下着姿になったエミリーはぐっと胸を寄せ、リバーへ迫る。

「ねえ、リバーちゃん。お姉ちゃんのおっぱい、み・た・い？」

　と言いつつ、ふくよかな胸のふくらみを、リバーの二の腕へ押しつけてくるではないか。

「エ、エミリーさんっ!?　ふ、服を着てください……っ!?」

「いいえ、まだよ。まだ服を着るわけにはいかないわん」

　貌かおを真っ赤にしたリバーが主張するも、エミリーは聞く耳を持たない。

「ねえ、リバーちゃん。わたしとアンネローゼちゃんと、どっちのご奉仕のほうが満足度が高いかしらん？」

「ひ、卑ひ怯きようなっ!?　エミリーさん、なんて姑こ息そくな手を使うんですかっ!?　な、なら、わたしも……っ!?」

　傍らで見守っていたアンネローゼが、エミリーと同様、下着姿になり、胸を強調しようとする。だが、服を脱いだ直後、エミリーが見下したようにアンネローゼの真っ平らな、まるで草原のような胸を見やり、

「ふふっ、おこちゃまの分際で色気なんて百年早いわよ。その草原のどこに、セクシーフェロモンが住んでるのん？」

「～～～～～～～っ!?　セ、セクシーフェロモン……っ!?」

　復讐心ふくしゆうに燃えるアンネローゼだが、反論の余地がなく、むしろあられもない自分の姿に貌を真っ赤にして俯うつむいた。完全に意気消沈の体ていである。
















　その間に、エミリーは容よう赦しやなくリバーへ迫り、あろうことかブラジャーを脱ぎ捨て、手ブラで乳ち首くびを隠し出すではないか。

「それでリバーちゃん。わたしとアンネローゼちゃんと、どっちのご奉仕が上だったのかしらん。もちろん、わたしに服を着てほしいなら、どっちを選ぶべきなのかわかってるわよね？　ああーん、それとも、この手を外してみてほ・し・い・の・ん？」

　まさか誘ゆう惑わくに乗るわけにもいかず、さりとてこの状況が続くのは風紀上望ましくなく、リバーはエミリーの勝ちを宣言。勝ち誇った様子のエミリーに、完敗を喫きつしたアンネローゼは、生しよう涯がい癒いえぬであろう屈くつ辱じよく感を覚えていた。




　　　　※※※




　アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「あ、あんまりですっ！　あんな色欲女、絶対魔ま甲こう蟲ちゆうの手先に決まってます……っ！」

　いまにも泣き出しそうな表情で、傷心したアンネローゼが悲ひ嘆たんにくれる。

　なにせ『おこちゃま』扱いの仕返しをしようとする都度、逆に自らがおこちゃまとしてあしらわれるはめになったのだ。

　教皇として普ふ段だんから莫ばく大だいな責任とストレスに苛さいなまれるアンネローゼだ。些さ細さいなストレスがきっかけで、とてつもない暴挙に出る恐れだってある。

　しかし、今回の問題の根源は、リバーからすれば、とてもつもなくしょうもない。

　この際、事務的対応で押し切るのが吉きちではないだろうか、とリバーが口を開く。

「ですが、教皇陛下アークビシヨツプ。個人的な感情を抜ぬきに見れば、エミリーさんが魔甲蟲勢力の手先である可能性は極きわめて低いとお気づきになられたのではないでしょうか？」

　いくら重圧プレツシヤーをかけても、エミリーはボロひとつださない。それどころか絶好のアンネローゼ暗殺の好機を棒に振ふっており、アンネローゼに敵意を抱いている存在でないことは明らかだ。

　しかし、

「うるさいですリバーさんっ！　エミリーさんの胸に視線が釘くぎ付づけだったくせに……っ!?」

「うぅ……っ!?」

「そもそも、わたしのことを、おこちゃま扱いする子を認めるわけにはいかないじゃないですか……っ！」

　感情的になったアンネローゼが、目元に涙なみだを浮うかべて語った。

「ア、教皇陛下アークビシヨツプっ!?　お、お気を確かにっ!?　その程度のことで、人類への協力者を無下にするおつもりですか……っ!?」

「その程度のことっ!?　その程度のことってなんですかリバーさんっ!?　浮遊都市連合の長おさで教皇でもあるわたしが、よりにもよってあんな痴ち女じよにおこちゃま扱いされてるんですよっ!?　それをその程度のことだなんて……っ!?」

　くっ、地じ雷らいを踏ふんでしまったっ!?　こ、これは最も早はや、全面戦争突とつ入にゆうだろうか……っ!?　後世の人類たちになんて言い訳したら、とリバーが焦あせる。

　そんなとき、執務室のドアがばっと開かれた。

「なるほど、そういうことねん。話は聞かせてもらったわ」

「エ、エミリーさん……っ!?」

　ずかずかと執務室に足を踏み入れてきたエミリーが告げる。

「アンネローゼちゃんは、わたしからおこちゃま扱いされてることが気に入らなかったみたいね。じゃあ、これからは大人として接してあげるわん」

　どんっ！　そう言って、エミリーは執務机の上に、ワインボトルを置いた。いったいどうやって盗ぬすみ出したのか、エミリーが手にしていたのは、アリエスの離宮地下にある、ワイナリーに納められていた年代物だ。

「じゃあ、一いつ緒しよにお姉ちゃんと飲みましょう。そして今晩は飲んで語り明かしましょう。同じ大人同士、色いろ恋こいや愚ぐ痴ちを言い合いましょうよ」

「エ、エミリーさん……」

　感かん極きわまったように、アンネローゼがつぶやいた。

　傍らに控えるリバーが思う。

　騙だまされてますよ教皇陛下アークビシヨツプ。エミリーさんは、何かにつけて酒盛りする悪あく癖へきがあるだけです。しかも、教皇陛下アークビシヨツプの苦労話を酒の肴さかなにするつもりですよ……っ！

　ある程度付き合いのあるリバーは、エミリーの真意を一瞬で見抜いてみせた。しかし、喜んでいるアンネローゼの姿を見て、口を挟はさめない。

　そんな中で、アンネローゼとエミリーの酒しゆ宴えんが開始された。







　弱ったことになったな、エミリーさんのせいで全く先が読めない。難しい表情をするリバーの視線の先には、晩ばん酌しやくする二人の要人の姿があった。

「ふーん、おつまみのチーズもいい味じゃないのん」

「ええ。教皇への献けん上じよう品ひんは、常に最高級のものですから」

　何気ない会話に注意するリバー。なにせこのままアンネローゼとエミリーが喧けん嘩か別れになり、やはりエミリーがゼスに仕えるなんて結果になったら、極ごく秘ひである地下都市の存在が敵に知られてしまう。

　そしてアルコールの席で、時に人は理性のたがが外れ、予想もつかない行動をすることがある。

　最悪、このまま世界を巻き込む全面戦争に陥おちいる恐れすらあった。

「それでー、アンネローゼちゃん。恋とかしたことはあるのん？」

「それは、ありますよ。でも、わたし、教皇っていう立場がありますから、胸に秘ひめた想おもいのひとつやふたつ──」

「うんうん。そうよねー。アンネローゼちゃんの気持ちは、お姉ちゃんにもわかるわん」

「ちょっと、本当にわたしの話を聞いてますか？」

「それにしても、このお酒は美お味いしいわねー」

「もうぜんぜん聞いてないじゃないですか。エミリーさん、わたしにもお酒をください」

「ダメよ。おこちゃま……もとい、アンネローゼちゃんにはまだ早いわん」

　一人でワインを吞のみ、ほろ酔よい気分に浸ひたっているエミリーを見やり、アンネローゼは、少しは気を遣つかってくれてるんでしょうか？　と若じやつ干かん見直す眼まな差ざしを浮かべた。おこちゃまを言い直す辺り、僅わずかな気遣いが感じられるようだ。

　しかしそれでも、アンネローゼが微かすかに下した唇くちびるを嚙かんだ。彼女の視線の先には、口にすることが赦ゆるされないワインボトルがあった。

「教皇陛下アークビシヨツプ、アルコールを摂せつ取しゆしたい気持ちはわかりますが、いまのお姿ではアルコールは毒です。摂取を控えるのがよろしいかと」

　傍らに控えるリバーが口を挟んだ。しかし、

「毒なんかじゃありません、いまのわたしにとって、アルコールは救いなんです」

　そう言って、アンネローゼは自分のグラスになみなみとワインを注ぐと、勢いよくグラスを呷あおった。

「ア、教皇陛下アークビシヨツプ……っ!?」

「へえー、いい吞みっぷりじゃないのん」

　啞あ然ぜんとするリバーと感心するエミリーの前で、グラスを一気に吞み干したアンネローゼが上じよう機き嫌げんで言う。

「美味しいですね、もう一杯ぱいください」

「そんなペースで吞んで大だい丈じよう夫ぶなのん？」

「ええ。ぜんぜん大丈夫です」

「へえー、アンネローゼちゃん意外とイケる口なのね」

「当然です。これでも淑女レデイですから」

「うんうん。さすがは淑女レデイよねん」

　容姿に反し、アンネローゼがお酒を吞めることに、エミリーは気を良くしたのだろう。それからアンネローゼは幾いくつもの話をし、自然な流れで、エミリーの亡命事情を聞き出すことができた。

「（ひっくひっく）そうなんですか～、人型魔甲蟲の子供たちを保護することを条件に～、（ひっく）エミリーさんは人類勢力に協力してくれるんですね～（ひっくひっく）」

「そうなのよんアンネローゼちゃん。というわけで、この世界に人型魔甲蟲の子供たちの住すみ処かを提供してくれないかしらん？」

「いいですよ～（ひっく）、子供たちが可哀かわい想そうですからね～（ひっくひっく）」

「まあっ！　アンネローゼちゃんは寛かん大だいなのねっ！　お姉ちゃん、うれしいわんっ！　さすがアンネローゼちゃんはぴちぴちのお肌はだをしてるだけはあるわね……っ！」

　そう言って、ぎゅっとアンネローゼを抱だきしめるエミリー。傍らに控えるリバーは、すごいっ!?　完全に教皇陛下アークビシヨツプを手玉に取っている……っ!?と驚きよう愕がくの表情になる。

　もしかしたらアンネローゼをおこちゃまと小こ馬ば鹿かにし続けたのは、この交こう渉しようの為の布石だったのかもしれない。

　そういえばエミリーさんは、執務室で書類仕事をする教皇陛下アークビシヨツプと二人きりだったとき、




　──あら、嫌きらいな子と仲良くなるのが面おも白しろいんじゃないのん




　って言ってたし。もしかしたら、最初からこのおねだりをするために、敢あえて落として持ちあげる手法を使って……

　エミリーにそこまでの計画性があるかは定さだかではないが、この一手を狙ねらっていたのではないか、とリバーに思わせるほど心得た振る舞まいだった。

　肩かたのチカラを抜き、ほっと安あん堵どしたエミリーが言う。

「それにしても、アンネローゼちゃん。かなりイケる口なのね」

「まあ（ひっく）、ワインは吞み慣れてますからね～（ひっく）」

「吞み慣れてるって、アンネローゼちゃん、いったい何歳からお酒吞んでるのよ」

　あははは、と笑いかけるエミリー。それは本当に何気ない会話だったのだが、ここからアンネローゼの大逆転劇が生まれる。

「うーん（ひっく）、何歳からでしたっけ～？　たしか（ひっく）三十年ぐらい前だったと思いますけど（ひっく）」

「ふーん、三十年前ね。ふふっ、お姉ちゃんを騙だますにしては噓うそが下手過ぎるわよん。三十年も前に、アンネローゼちゃんが生まれてるわけないじゃないの」

「まさか～、そんなによいしょしなくても（ひっく）、大丈夫ですよ（ひっくひっく）。エミリーさんも、そこまで気を遣わなくても（ひっくひっく）」

　教皇としてアンネローゼに便べん宜ぎを図はかってもらったエミリーは席を立つと、酔いが回って眼めの焦しよう点てんが定まらなくなってきているアンネローゼのことを抱きかかえて、アンネローゼの席に座った。エミリーは自分の膝ひざの上に座らせたアンネローゼの頭を、よしよしと優やさしく撫なでてやる。

「ええ～、お姉ちゃんによいしょしてるつもりは全然ないんだけどなー。だってアンネローゼちゃんの肌って、すごい若くてみずみずしいじゃないのん。わたしも色々と工く夫ふうしてるけど、こんなお肌は子供のときだけよん」

「そんなこと言って～（ひっく）。わたしがエミリーさんよりも（ひっく）年上なのを気づいているんでしょう（ひっくひっく）」

「ふふっ、だからその噓はもう発ば覚れてるわよん」

「噓なんかじゃありませんよ（ひっくひっく）。だって、わたし、チカラで身体年ねん齢れいを操あやつることができるんですから～（ひっく）」

　その瞬しゆん間かん、エミリーの表情が凍こおり付いた。

「えっ!?　ちょ、ちょっとそれってどういうことよん……っ!?」

　異常に気付いたエミリーは、徐じよ々じよに酔いが醒さめていくが、酔っ払ぱらっているアンネローゼは気づかない。

「あれ～、本当に知らなかったんれすか～。じつは～、わたしはとある事情があって、いまは子供みたいな容姿をしてますけど（ひっく）ほんとうは～、エミリーさんよりもずっと大人なんれす～（ひっくひっく）」

「ま、またまた。お姉ちゃんをからかうにしては冗じよう談だんが過ぎるわよん。ねえリバーちゃん？」

「いいえ、エミリーさん。教皇陛下アークビシヨツプは、こういう身なりですけど、間ま違ちがいなくエミリーさんより年上ですよ」

「えっ!?　本当なのん……っ!?」

　生き真ま面じ目めなリバーに指し摘てきされ、エミリーが呆あつ気けにとられたように、アンネローゼを見る。

「じゃ、じゃあなにリバーちゃん。アンネローゼちゃんは、わたしよりも年上のくせに、こんなに若くてぴちぴちのお肌を保っているわけん……っ!?」

「ええ、考えようによればそうなりますね」

　ほぼ酔い潰つぶれたアンネローゼを、エミリーが凝ぎよう視ししながら、きっと歯嚙みする。

「ゆ、赦せない……」

「？　エミリーさん……？」

　怪け訝げん貌がおでリバーが尋ねた直後、エミリーがアンネローゼの頰ほおをぺちぺち叩たたきだした。

「起きなさいこのロリババアっ!?　わたしよりも年上のくせに若いだなんてどういうことよん……っ!?」

「お、落ち着いてくださいエミリーさんっ!?　相手は教皇陛下アークビシヨツプですよ……っ!?」

「は、離はなしなさいリバーちゃんっ!?　お姉ちゃんにだってね、赦せないことのひとつやふたつあるのよん……っ!?」

　慌あわててエミリーを後ろから羽は交がい絞じめにするリバー。

「ふふっ、エミリーさん。優しいれす～」

　酔い潰れたアンネローゼは、エミリーの膝の上で、幸せな表情をしていた。







　翌日。アリエスの離宮。謁えつ見けんの間。

「では、エミリー・ウィットベルンを人類勢力の仲間として認めます。今後は人類の為に励はげんでくださいね、エミリーさん」

　和解したアンネローゼが朗ほがらかな笑え顔がおで、エミリーを迎むかえ入れる。

　一方で、玉座に座るアンネローゼを見やるエミリーの表情は冴さえない。

「…………………」

「どうかしたんですか？」

「あの……エミリーさんは、昨夜教皇陛下アークビシヨツプと一緒に酒宴を開けたことの光栄さに、言葉が出ないそうです。そうですよね、エミリーさん？」

　敢えてエミリーの隣となりに控えていたリバーが同意を求める。

　昨晩の一件、リバーの知る限りでは、アンネローゼの記き憶おくは曖あい昧まいだ。少なくとも、エミリーの暴挙については記憶に残っていない。せっかく表向きは和解できたのだから、リバーとしては、都合が悪いことはなかったことにするつもりだ。

「（リバーちゃん、教皇陛下アークビシヨツプがロリババアだなんて聞いてないわよん……っ!?）」

「（ロリババアは、おこちゃまよりも禁句ですエミリーさん。せっかく仲良くなれたんですから、これでいいじゃないですか。人型魔甲蟲の子供たちの安全の為ためにも、ここで問題を起こさないでください）」

　小声で囁ささやき合うエミリーとリバー。怪訝に思ったアンネローゼが尋たずねる。

「どうしたんですか？」

「いえ、なんでもありません教皇陛下アークビシヨツプ」

　不満が残るエミリーの代わりに、リバーが爽さわやかな笑顔で答えた。このあと解散してしまえば、どうにかこの協力関係を維い持じすることができる、とリバーは考えていた。

　だが、アンネローゼの言葉に続きがあった。

「それにしても、昨晩はとても気持ちよかったですね」

　まるで情熱的な初夜を過ごしたかのような、幸せそうな表情で、アンネローゼが言う。

「わたし、エミリーさんとあんなに打ち解けるだなんて思ってもみませんでした。じつは最初出会ったときは、わたしのことを『おこちゃま』扱いしてきて、頭に来てたんです。でも、最後は『淑女レデイ』として扱ってもらって、本当にうれしかったんですよ。お肌のことも誉ほめられましたし」

　ま、まずいっ!?　とリバーが思う最中、エミリーが尋ねる。

「ね、ねえアンネローゼちゃん。ひとつだけ確かく認にんさせてもらっていい？」

「なんですか？」

「アンネローゼちゃんっていま何歳なのん？」

「えっ!?　わたしの年齢ですか」

　もじもじしながら、アンネローゼが言う。

「じつはその、お恥はずかしながら──歳ですけど」

「そう……」

　そうつぶやいたあと、エミリーはしばらく黙もつ考こうする。そしてリバーが見守る中で、ぷいっとエミリーはそっぽを向き、あらぬことを言う。

「やっぱりやだ。人類勢力に味方するのやめるわん」

「どういうことですかっ!?　やはりエミリーさんは、魔甲蟲勢力の手先だったということですか……っ!?」

「いいえ、違うわん」

　リバーが最悪の発言を危き惧ぐする中、エミリーがこう言い放った。

「今度はわたしがアンネローゼちゃんのことを気に入らないのよん。このロリババア……っ！」




　後日。アンネローゼとエミリーが再度和解するまでの間、リバーは気が気でなく、一いつ切さいの食事が喉のどを通らなかったという。


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年５月号）









　　　第五章　微笑みのデモンインストラクター







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。第三訓練空域。

　映はえ渡わたる夕焼け空を背景に、教官の下もとに教え子たちが集合していた。

「ねえ、明日はどんな訓練するの？」

　艶つややかな長い深しん紅くの髪かみをした少女──ミソラ・ホイットテールから週末の訓練メニューを訊きかれ、長身瘦そう軀くで黒髪の少年──カナタ・エイジは腕うでを組んだまま答える。

「明日か。じつはさ、明日俺、戦技教官エキスパート向けの講習会があって貌かおを出せないんだよね」

　その直後、ミソラたちの表情が、緊きん張ちようの糸でも切れたかのように弛ゆるみ出した。

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルがさっと後ろ髪を搔かきあげる。

「ふっ、これで明日の特訓は休みで決定だな」

「リコさん、休みじゃなくて自主練です。でも、特訓を警けい戒かいせずに済むのは嬉うれしいですね」

　さらっとした濃のう紺こん色の髪にエメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女──ユーリ・フロストルが微笑ほほえみを浮うかべて言った。

「あのぅ……休日は特訓をすることが多いですから、不安でした」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハがほっと胸を撫なでおろし、

「うぬ。休日は奇き想そう天てん外がいな指導であることが多いからな」

　月の光を集めたかのように輝かがやく白銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハがこくりと頷うなずく。

　ふーん。こいつらは俺の〝特訓〟を警戒してたのか。

　必要であるから特訓を施ほどこすのだが、それを必要以上に警戒され、普ふ段だんの訓練を疎おろそかにするのは避さけたい。しかし、自主練では刺し激げきが不足し、マンネリ化は避けられない。

　かといって、ミソラたちにはそれぞれ課題があり、越こえるように努力してもらう必要があった。そんなとき、カナタの脳のう裏りにある考えが浮かぶ。

「まさか。空戦武踏祭エリアルソードまでの残り少ない時間を、俺の都合だけで無む駄だにさせるわけにはいかないじゃんか。代理の教官を依い頼らいしておくよ」

「誰だれに頼たのむのよ？」

「そうだな……クロエなんかどうだ？」

「クロエさん、ね」

　過去にクロエから指導を受けたことがあるミソラがつぶやいた。

「いいじゃないの、あたしは賛成よ。クロエさんの訓練は多少スパルタだったけど、すごく思いやりのあるものだったわ。訓練内容はシンプルで、目的もはっきりしていた。お陰かげで、あたしは幻想イリユー加ジヨン速アクセルを習得マスターできたし」

「そういえば、ミソラはクロエから指導を受けたことがあるんだったな」

　もとよりクロエは教官補ほ佐さを務めていた身。ミソラたち全員と貌見知りである。しかしあくまで教官補佐であり、ミソラが指導を受けたと思っている内容も、実のところ導入プロローグ的なものに過ぎない。

「ユーリ、キミも受けたことがあるんじゃないか？」

「いえ、わたしはクロエ先せん輩ぱいから指導を受けたことがないんです。小隊単位でのフォーメーション訓練ならともかく、基本的に同じ前衛のカナタ先輩から教わってましたから」

「ふーん。そっか、ユーリもクロエから指導を受けたことがないのか」

　カナタはうっすらと口の端はをつりあげて、

「なら、クロエ教官の指導を愉たのしみにしてろよ。クロエはさ、子供の頃ころから要領が悪かったから、できない子をできる子にする指導をしてくれると思うぜ」

　きっと優やさしく、寄り添そうような指導をしてくれるんだろうな。にこにこにこにこ、まるで天使のような微笑みを普段から零こぼすクロエの姿を想像し、安あん堵どするミソラたち。これでようやくまともな訓練を受けられると確信しているようだった。

　しかし、カナタは最後にこう言い添える。

「ああ、それと本当にどうにもならなくなったら、知ち恵えを絞しぼって問題に対処しろよ」

「？　いったいなにが起こるのよ？」

　疑問を口にするミソラたち。これから彼女たちを待ち受ける大苦難について、この時点では知る由よしもなかった。







　翌日。《ミストガン》の訓練グラウンド。

「みんな、今日限定の教官だけどよろしくね」

　防護服プロテクターを纏まとい、黒髪のポニーテールに薄うす紫むらさき色のリボンをした少女──クロエ・セヴェニーが、ミソラたちににこっと微笑みかける。

「こちらこそよろしくお願いします、クロエさん」

　ミソラを始めとした、Ｅ６０１小隊の面々も挨あい拶さつする。

「ふっ、わたしは自主練でもよかったんだがな」

「そのぅ……クロエさんから指導を受けられて、とてもうれしいです」

「うぬ。《寂滅姫ニルヴアーナ》と名高きクロエ先輩から直じかに指導を受けるとは光栄の極きわみです」

「クロエ先輩、今日はお手て柔やわらかにお願いしますね」

「うん、任せておいて」

　あははは、とクロエは笑ったあと、

「といっても、わたしはカナタみたいにトリッキーな指導はできないから、わりとありふれた指導になるけどね」

「そういうのを待っていたんですよ」

　にこにこと微笑むクロエに、ミソラが元気よく返事をした。

　なるほど。カナタの特訓は相当癖くせがあるから、警戒する気持ちもわからなくないかなー、とクロエは思うとともに、これから待望の教官職を務めることもあり、胸の弾はずみが抑おさえられない。

「ふふっ、ミソラちゃんは相変わらず元気いっぱいでいいね。他のみんなも、よろしくね。……じゃあ一通り挨拶も済んだところで、これからクロエ教官の一日限定特別指導を始めます。まあみんな初めてだから、基本的な訓練をしよっか。どんな内容にしよっかなー」

　カナタが〝特訓〟を発表するときと比べ、極めて穏おだやかな表情をするミソラたち。そんな中で、クロエの視線は和なごやかにリコを捉とらえた。

「そうだ、まずはリコちゃんにスタミナが付くようにできるだけ体を動かすウォーミングアップにしようね。リコちゃんはスタミナ不足が欠点だったからね」

　クロエはにこにこと微笑みながら、

「じゃあ早さつ速そくだけど、これから《ミストガン》の哨しよう戒かい半径をぐるっと一周してこよっか。高度は変えないけど、全域飛行ね」

「「「「「……………………」」」」」

　えっ!?　それなんて死の行進デスマーチ……っ!?　とでも言いたげな表情で、ミソラたちが絶句した。

《ミストガン》では警戒すべき空域を幾いくつかに分け、複数の小隊で哨戒に励はげむ。それは四方八方を警戒すべき『空』という領域があまりにも広大なため、一個小隊では手に負えないという事実と同時に、一個小隊の体力に限界があるということを意味する。

　そしてクロエの言う『哨戒半径をぐるっと一周』というのは、陸上でいえばフルマラソンを走るに等しい。

「じょ、冗じよう談だんですよねクロエさんっ!?　それのどこがウォーミングアップなんですか……っ!?」

　どう考えても体力ゲージが一気に空になるメニューに、ミソラが戸と惑まどいながらもツッコミを入れた。

「えっ!?　……あ、そっか。ごめん。これじゃおかしかったよね。ミソラちゃんたちの実力なら、重ウエイトりは必ひつ須すだよね。両手両足に二・五キロずつの負ふ荷かをかけてね」

　さ、さらに負荷が増えたーーーっ！　とミソラたちが驚きよう愕がくする中、リコがさっと後ろ髪を搔きあげて言い放つ。

「そんなことできるわけないだろう、わたしの体力を甘く──」

　見るな、と言いかけたのだろうが、最後まで口にすることはできなかった。なぜならば、リコの横顔を掠かすめるようにして、深紅の弾だん丸がんのようなものが猛もうスピードで駆かけ抜ぬけていったからだ。

「ダメだよリコちゃん。今日はわたしが教官だから言うこと聞かないとおしおきしちゃうよ」

　指先から魔ま力りよく弾を放ったクロエが、にこにこと微笑みながら口にした。この時になって、ようやくミソラたちは事態の深刻さに気づく。天使のような微笑みを崩くずさぬクロエの前で、彼女たちは慌あわてて円えん陣じんを組んだ。

「（あの……お、思い出したことがあります）」

　額に脂あぶら汗あせを滲にじませて口にしたのは、ユーリだ。

「（以前、ロイド先輩から聞いたことがあります。予科一年生の頃、クロエ先輩が訓練メニューを考えていた時期に、クロエ先輩はただひたすらに己おのが限界を突とつ破ぱするメニューのみを提唱し、パワー系限界突破女子としてカナタ先輩たちから怖おそれられた話を……）」

「（あのぅ……あのカナタさんが怖れるって、相当のことですよね？）」

「（ええ。とてつもなくハードな訓練をクロエ先輩は情熱とともに一人黙もく々もくとこなし続け、現在の高みへと至ったそうです。一方でカナタ先輩たちはついていけなかったそうですが、途リ中タ脱イ落アしようとすると容よう赦しやなく指向性魔力弾を撃うたれ、一時期訓練嫌ぎらいになったこともあるとかないとか）」

「（そんな化け物じみた訓練についていけるか）」

　そう言って、真っ先に眼めをつけられたリコが円陣を離はなれ、クロエをすっと指さす。

「ふっ、女め神がみなわたしがキミの言う通りに訓練すると思ったら、大間ま違ちがい──」

　しかし、慌ててミソラがリコの口を塞ふさぎ、ユーリが後ろから羽は交がい絞じめにした。

「（リ、リコっ!?　よしておきなさいっ!?　クロエさんは本当に容赦しないわよ……っ!?）」

「（そ、そうですっ!?　リコさんは知らないかもしれませんが、クロエ先輩は一度決めたことは覆くつがえさない主義です……っ!?）」

「（ぬぅ。クロエ先輩はおっとりしているようで芯しんがあるのだな）」

「（そのぅ……それだと、わたしたちは絶対にクロエさんの訓練をこなさないといけないっていうことですか）」

「（くっ、だがわたしの体力でその訓練メニューは……）」

「こらこら、教官を無視して、なに内ない緒しよ話をしてるの？」

　円陣を組んで内緒話をするミソラたちに対し、クロエがやんわりと注意した。
















　その後、

「じゃあ、誰も不満はないみたいだし、さくっとウォーミングアップを済ませよっか」

　かくして地じ獄ごくのような訓練が幕を開けた。







《ミストガン》哨戒空域。Ｅフィールド。

　これのどこがさくっとなんでしょうか？　パワーリストとパワーアンクルをつけ、玉の汗を搔かきながら、ユーリが嘆なげいた。ミソラたちより高学年で特務でもある彼女には、まだ周りを見る余よ裕ゆうがある。

　問題があるとすれば──

『レクティ、ブレア。しっかりしなさい、顎あごを引かないと疲つかれるわよ』

『あのぅ……ミソラさん。わたしたちはまだなんとかなりますが……』

『ぬぅ。リコが不ま味ずいのではないか？』

　そう言って、ミソラたちが遥はるか後方でふらふらと飛行するリコを見やった。

　二時間を越す長時間飛行ロングフライトに疲ひ弊へいするミソラたち。中でも、体力に難ありのリコはすでにふらふらしていて、いつ気絶してもおかしくないように見えた。

『さて、ようやく体があったまってきたね』

　リコの傍かたわらでは、付き添うようにして飛びながら、平然と同じ訓練をこなすクロエの姿がある。クロエは特務小隊ロイヤルガードの隊長だけあって、規格外の訓練も平気らしい。

　い、いえ。あったまると言うか、もうリコさんが虫の息なんですが……

　念のため、ユーリがリコのもとへと飛び寄る。すると、

『くっ、ユーリ。すまないが、わたしはそろそろ……』

『ク、クロエ先輩っ!?　このままだとリコさんが……っ!?』

　リコからの救難要よう請せいを、ユーリが報告した。

　もし現時点でカナタが教官を務める場合、安全への配はい慮りよからここでリコは途リ中タ脱イ落アさせるだろう。しかし、クロエのようなパワー系限界突破女子に、そのような概がい念ねんは存在しない。

『うーん、わたしが予科生の頃は自主練でこれぐらいの訓練は毎日してたけど、少しキツ過ぎたかな』

　いったいこの人、普段からどれだけ訓練してるのよ……っ!?　通信を聞いていたミソラたちが内心で突つっ込んだ。

『その……少しどころではないと思うんですが。というか、見てわかりますよねっ!?　この訓練、明らかにリコさんの限界を迎むかえてますよ……っ!?』

『うん、確かに限界を迎えてるみたいだね』

　そう言って、クロエはまるで貧ひん血けつでも起こしかけているかのようにふらふらと飛行するリコを見つめる。如い何かにクロエ先輩がパワー系限界突破女子とはいえ、いまのリコさんの状態なら無理はさせないはず、とユーリは高を括くくっていた。だが、

『リコちゃん、本当にもう飛べないのかな？』

『どういうことだ？』

　リコの隣となりを飛びながら、あろうことかクロエが説得を試み始めた。

『リコちゃんが初めて〝神憑きツヌグイ〟を発動して多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバーストを放ったときを思い出してみて。苦しいときに頑がん張ばること。これ以上無理だっていうときに、ほんのひと握にぎりのチカラを振ふり絞ることで、道が拓ひらけることだってあるんだよ』

『そういうこともあるかもしれないが、このままでは……』

『うん。このままじゃ墜おちるだろうね。それに、リコちゃんは理性的で合理的な考えの持ち主だから、わたしみたいな古ふる臭くさいタイプの考えは向いてなかったのかもしれない』

『まあな。これはわたし向きの訓練ではない』

『ごめんね、完全にわたしの失敗だった』

　こんな会話を繰くり広げたあと、いよいよ説得を断念するだろう、と思うユーリ。このあとの会話の流れは『じゃあ今日はここまでで途リ中タ脱イ落アしよっか──』などが定番だろう。

　しかし、パワー系限界突破女子は一度決めたことを曲げたりはしない。

『でも、リコちゃん。体力はいざっていうときに必ず役に立つよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー名言集三頁ページに「飛べない空士は墜ちるだけよ。特に女神と自じ称しようする子は体力不足で必ず墜ちるわね」っていう格言もあるくらいだしね』

　傍らで見守っていたユーリがツッコむ。それって確実にリコさんのことですよねっ!?　というか、名言というより単なる悪口なのでは……っ!?

『それに、わたしはリコちゃんならこの程度の訓練こなせるって信じてるんだ』

　一点の曇くもりなき眼で、語りかけるクロエ。その瞬しゆん間かんユーリは、えっ!?　この流れは……と不ふ吉きつな予感を覚えた。そして案の定、クロエはにこにこと微笑ほほえみながら、

『じゃあ、今日は限界を突破してみよっか。大だい丈じよう夫ぶ、墜ちたときは海上で休めば回復できるって。わたし、念のために遭そう難なん用の浮うき輪も携けい帯たいしてきているから。さあリコちゃん、一緒に飛ぼう』

　こ、この状況シチユエーシヨンで限界突破指示ですか……っ!?　笑顔のスパルタ天使。クロエの二つ名は、これが相応ふさわしい気がした。

　むろん、リコは拒こばもうとする。

『し、しかし、わたしはもう……』

『動けないの？　なら、わたしがこれを使って後ろから発破をかけてあげる』

　そう言って、クロエは指先に縮退魔力の弾丸を素す早ばやく生成。海上へ向かって発はつ砲ぽうすると、どかーん！　と巨きよ大だいな水柱を作ってみせた。

『もしどうしても動けないようであれば、わたしがこれをリコちゃんに撃ち込んで、気合を注入してあげる』

　き、気合って次元じゃないですクロエ先輩っ!?　しかし、戦せん慄りつしたユーリは想おもいを素直に声に出すことはできなかった。下手に逆らえば撃たれる……っ!?　という恐きよう怖ふ心しんが彼女から声を奪うばったのだ。

『リ、リコさんっ!?　ここはわたしがサポートしますから頑張りましょう……っ！』

『くっ、し、仕方がないな……』

　大空を舞まう笑顔のスパルタ天使を前に、リコとユーリは抵てい抗こうする意思を奪われた。







　それから数時間後。訓練グラウンド。

「も、もう一生分空を飛んだ気がする……」

「わ、わたしもです……」

　グラウンドには、背中合わせで地べたに座り込むリコとユーリの姿があった。なぜユーリもかというと、途と中ちゆうでチカラ尽つきたリコを脇わきから支え続けゴールした結果である。リコの負担を肩かた代がわりした結果、ユーリも疲労が限界に達してしまったのだ。

「うんうん。リコちゃんもユーリも、すごく頑張ったね。お疲れさま」

　疲れ切った二人の頭を優やさしく撫なで、クロエが労をねぎらった。

　ふふっ、いい感じだね。特にリコちゃんは自分の限界を突破するって経験をできたし、きっと今後の自信になるよ。

　パワー系限界突破女子は、一生懸けん命めい頑張る教え子には寛かん容ようらしい。

「さて、次はどんな訓練をしよっかなー」

　そう言って、クロエは顎に手を当て、ミソラたちを見み渡わたした。すると、ミソラ、レクティ、ブレアの三人が揃そろって怯おびえたように一瞬びくんと体を震ふるわせた。

「どうしたの三人とも？　なにか怖こわいものでも見たの？」

「あ、あのぅ……な、なんでもです。そのぅ……ご、ごめんなさい」

　なぜか半分涙なみだ目めのレクティからぺこりと頭を下げられ、クロエは頭に疑問符ふを浮かべ、

「もしかしてわたし、みんなから怖がられてるの？」

　徐おもむろにクロエが口にする。

「じつは予科一年生の頃、当時のＥ１２８小隊の訓練メニューをわたしが考えていた時期があったんだけど。そのとき、カナタとロイドが、いまのミソラちゃんたちと同じ表情をしていたような。ねえレクティちゃん、もしかしてわたしの訓練嫌いやかな？」

　むろん、ウォーミングアップが終わった時点で、すでに体力が尽きかけてるミソラたちにとって、次にクロエが施ほどこそうとする訓練が畏い怖ふの対象であることは言うまでもない。

　だが心優しいレクティは、一生懸命仕事をするクロエの想いを無下にできず、

「そ、そのぅ……い、嫌じゃないです（ぐすん）。あ、あのぅ……ク、クロエさんに指導してもらってうれしいです（ぐすんぐすん）」

　などと返事をしてしまうではないか。これに気を良くしたクロエはにこにこと微笑みながら、

「じゃあ次の訓練だけど──」

　そう言ってクロエはミソラたちを見回した。ミソラが慌てて視線を逸そらすが、身構えているレクティとブレアとは視線が合った。その瞬間、クロエの脳のう裏りで次の訓練メニューが決定する。

「そうだ、次はレクティちゃんとブレアちゃんを重点的に強化するメニューにしよっか」

　がーんっ！　と衝しよう撃げきを受けているレクティとブレアに、クロエが言い放つ。

「じゃあ二人一組になって、戦技の練習をしよっか。相手が放った戦技を、こっちも戦技で相そう殺さいする。もちろん、レクティちゃんとブレアちゃんで組んでちょうだいね」

　クロエの指示を聞き、疲れ切ったリコとユーリがのろのろと立ち上がり始める。必然的に余ったミソラはクロエと組むか、見学扱あつかいのどちらかだろう。

「あ、あのぅ……その練習って何回ぐらい繰り返すんですか？」

「うぬ。私もその点が気にかかりましたが」

「うーん、そうだね。普段だと戦技はどのくらい発動するの？」

「あのぅ……一日の訓練でだいたい三十回ぐらいですかね」

「う、うぬ。仮に同じ時間の実戦があるとしたら、十五回も戦技を放てれば多いほうであろうな」

　レクティとブレアが慎しん重ちような眼まな差ざしで、クロエの表情を窺うかがってくる。

　戦技の発動には、集中力と膨ぼう大だいな魔力を必要とする。近接系は射砲撃系と比べ、魔力消費量は少ないが、それでも一回の戦せん闘とうで使える戦技の回数が限られるのだ。

　しかも訓練と違い実戦では、命のやり取りという並々ならぬ緊きん張ちようと恐怖に苛さいなまれ、空士の疲労も訓練の比ではない。

《ミストガン》の戦闘教義ドクトリンでは、戦技はあくまで有事の際の切り札にとっておき、通常戦闘で魔ま甲こう蟲ちゆうを殲せん滅めつすることが推すい奨しようされている。これは対魔甲蟲戦における継けい戦せん能力を重視し、如何に疲労を減らして戦うかを考こう慮りよしているためだ。一回の戦闘中に戦技を乱発してしまうと魔力生成が追いつかなくなり、一気に疲労感が押し寄せ、魔力切れの危険リスクが高まる。

　カナタの訓練は戦技にはあまり重点を置かず、ミソラたちのチームワークに重点を置くものだった。だが、パワー系限界突破女子クロエにとって破は壊かい力はなによりも重点を置くべきものだ。しかるに──

「それだときりが悪いかなー」

　にこにこと微笑みながら、クロエが告げる。

「そうだ、自分の限界に挑ちよう戦せんするっていう意気込みを込めて、今日は百回に挑戦してみよっか。もちろん、レクティちゃんとブレアちゃんが持つ戦技の中で一番打撃力があるものを百回ね」

　とんでもないことを平気で口にしたが、クロエの眼は本気だった。










　お昼過ぎ。訓練グラウンド。

「い、行きますブレアさん……っ!?」

　地を這はう燕つばめのような構えをしたレクティが一気に間合いを詰つめる。相対するブレアも同じ構えで受けて立ち、両者は同時に突きを放つ。




　アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん戦技──飛炎衝天撃

　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛炎衝天撃




　灼しやく熱ねつを纏まとう強きよう烈れつな突き同士が直撃。轟ごう音おんとともに、辺り一面に熱風を撒まき散らした。爆ばく心しん地ちの中央に立つブレアが苦しげな表情を浮かべる。

「ぬぅ、これで二十回目か」

「そのぅ……ぜんぜん数が足りませんね」

　八の字眉まゆのレクティが困ったようにつぶやいた。

　正直、腕うでが限界でもうあがらない。戦技の余波である熱風を連続して浴びているせいで、髪かみがちりちりと焦こげ、体中の水分が雑ぞう巾きんでも絞しぼるかのようにぎゅっと抜ぬけ出している。

　カナタさんの特訓より、この訓練のほうがずっと厳しいんですけど。それにそのぅ……このままではもうすぐ魔力切れになるんですが……

　そんなとき、

「ほら、二人とも。休まないで頑張って続けよっか」

　レクティとブレアの訓練を見守っていたクロエが声をかけてきた。クロエは今回の訓練ではレクティとブレアの強化に重点を置いているため、二人につきっきりだ。

　クロエの背後では、気絶したリコとユーリを、ミソラが必死にタオルを扇あおいで介かい抱ほうしていた。

　クロエの指示に従い、レクティとブレアは数度飛炎衝天撃を放ったあと、遂ついに困こん窮きゆうした表情でクロエを見た。

「ク、クロエさん。そのぅ……大変申し訳ないんですが……」

「うぬ。これ以上戦技を放つのは困難です。もう魔力が限界を迎えてしまっております」

「うん、確かに限界を迎えているみたいだね」

　そう言ってクロエは、大量の汗あせを搔き呼吸を荒あらげてしまっているレクティたちを見つめ、こう問いかけてきた。

「ねえレクティちゃん、ブレアちゃん。本当にもう戦技を放てないのかな？」

「そのぅ……どういうことでしょうか？」

　リ、リコさんの時と同じ流れのような……と説得を試みてくるクロエに対し、レクティが警けい戒かいした。しかし、

「いままでの戦技が必要だった状じよう況きようを思い出してみて。中でも二人が持つ中で、最高の破壊力がある飛炎衝天撃が必要だった状況を」

　レクティの脳裏に浮かんだのは、むろん《メルキア》との交流戦。ブレアと一いつ騎き打うちの際に放った、生しよう涯がい最高の一撃だ。

「交流戦での最後の一撃は、あの日二人が見せた戦いの中でも素晴らしいの一言に尽きる一撃だった。絶体絶命の状況で、逆転を狙ねらうための最後の一撃。本当に戦技が必要な状況はいつも苦しかったでしょ。それでも、ない魔力を振り絞って戦技を放たないといけない状況はやってくる。だからこそ、これ以上無理だっていう状況下で頑張ることに意味があるんだよ」

「クロエ先せん輩ぱい、まさかそこまで私たちのことを考えてくれていらしたとは……」

　ブレアが感かん銘めいを受けたかのように言う。クロエが本気で自分たちのために言ってくれているのが伝わり、レクティも思わず感激していた。しかし、はっと我に返った彼女は慌あわてて首を横に振る。

　なぜなら、これ以上クロエの訓練に付き合うことは死活問題なのだ。

「でも、普ふ段だんは気弱で控ひかえめな性格のレクティちゃんが限界だっていうくらいだから、本当にこれ以上は無理なんだろうね」

「そのぅ……申し訳ないですけど、その通りです」

「うん。ごめん、完全にわたしの失敗だった」

　ふぅ、これでどうにかこの異常にスパルタな訓練を止やめることができた、とレクティがほっと安あん堵どしたとき、クロエが予想外の一言を放つ。

「でも、もう疲れてどうしようもないときに戦技を放つ経験は必ず役に立つよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー名言集七頁『戦技の一撃は信念を貫つらぬく。今年の交流戦はじつに見事だったわ。お疲れさま』っていう格言もあるくらいだしね」

　えっ!?　あ、あのぅ……それってわたしのことですよねっ!?　それに名言ではなく、単なる感想ではっ!?　というか、こここ、この流れは……っ!?　動どう揺ようするレクティの前で、クロエはにこにこと天使のような笑みを崩くずさぬまま、

「ということで、今日は限界を突とつ破ぱしてみよっか。安心して、もし二人のうちどちらかが相殺に失敗しそうになったら、わたしが割って入るから」

　あ、あのぅ……もう動けないっていうのに限界突破指示なんですか……っ!?　人の話を聞かないクロエに戸と惑まどうレクティ。もう一度だけクロエに抗議してみようと、レクティが勇気を振り絞ろうとした矢先、

「それとどうあっても動けなくなったときは、わたしがこれを使って気合を注入してあげる」

　指先に魔力弾だんを宿らせて、クロエがにこにこと笑みを零こぼす。

　この時点で、レクティは抵抗を断念した。元より弱気な彼女に、教官に抗あらがう気力はない。一方でブレアはというと、クロエのパワー系独特の情熱に乗せられ、本気で戦技百回に挑戦するべく鼻を鳴らしていた。

『行くぞレクティ。クロエ先輩の期待に応こたえねばなるまい』

『そのぅ……が、頑張ります。頑張りますけど……』

　あのぅ……どう考えてもわたしには無理だと思うんですけど。疑念を抱いだきながらも、クロエへの恐怖心から、レクティは半泣きになりながらも戦技を放ち続けた。







　それから数時間後。

「そのぅ……もう一生分戦技を放った気がします」

「うぬ。もう一歩も動けぬ」

　あろうことか訓練グラウンドには、クロエの課題を完かん遂すいしきってみせたレクティとブレアの姿があった。途中何度か魔力は明らかに切れたが、クロエへの恐怖心と想いに応えたいという気持ちが、二人を最後まで支えていたのだ。

「ふふっ、二人とも本当にお疲れさま。よく頑張ったね」

　度たび重なる炎えん熱ねつと熱風のせいで焦げ臭くさくなった二人の頭を、クロエはそれぞれ優しく撫でてやった。疲れ切ったレクティとブレアに、急ぎで買ってきたスポーツドリンクを与あたえ、手厚く介抱してやる。完全にへとへとになって動けないレクティには、クロエが直接給水する。

「中でもレクティちゃんはへとへとになるまでよく頑張ったね」

　哺ほ乳にゆう瓶びんでも口にするかのように補水したレクティはぐびぐびぷはっ！　と生き返ったかのように息を吐はいた。

「それにしても、レクティちゃんは本当にかわいいね」

　まだロクに身動きのできないレクティを抱かかえ、クロエはベンチの上に座った。頑張ったレクティをそっと後ろから抱ほう擁ようし、その頑張りを讃たたえてあげる。

　汗でぐっしょりしているとか、土で汚よごれているとかは関係ない。頑張った教え子は全力で讃えるのがクロエの流りゆう儀ぎだ。

　レクティちゃんもブレアちゃんも限界以上のチカラを出し切るって経験ができたし、これは今後二人が新しいチカラを得るきっかけになりそうだね。

　クロエ・セヴェニー。彼女は本気で教え子たちが限界突破することを信じて指導を施しており、カナタとは明らかに異なるスタイルだが、教官としての信念は本物なのだ。誠実といってもよいだろう。

　しかし、教え子であるミソラたち──中でも、唯ゆい一いつターゲットにされていないミソラにとっては、処しよ刑けい台だいで刑の執しつ行こうを待つ囚しゆう人じんの気分であった。

「さて、最後はミソラちゃんのための訓練だね」

「えっ!?　あ、あたしですか……っ!?」

　にこにこと微笑みながらクロエが見やると、ミソラはぎょっとし、

「あ、あたしはその……え、遠慮しておきますっ!?　あたしの分も、他のみんなに指導をしてあげてください……っ!?」

「こらこら、ミソラちゃん。遠慮する必要なんてないよ」

「え、遠慮なんかじゃ──」

　などとミソラが否定しようとした矢先、クロエは包み込むような温かい眼差しで、

「ミソラちゃんが努力家なのは知ってるし、強くなりたい気持ちが人一倍強いことも知ってる。だからさ、本当に遠慮する必要なんてないんだよ」

「クロエさん……」

　クロエの心からの呼びかけに、一瞬揺ゆれるミソラ。すかさずクロエがおっとりと、だが元気に言い放つ。

「だから、ミソラちゃんには特別に、他のみんなよりちょっとだけハードなメニューを用意してあげるね」







　高度四〇〇〇。第三訓練空域。

『えっ!?　あ、あの、ちょ、ちょっと待ってくださいクロエさん……っ!?』

『うーん、やっぱり最後はこれだよね』

　額からだらだらと脂あぶら汗あせを流すミソラの視線の先には、魔ま砲ほう杖じよう〈ベネトナシュ〉で照準をつけてくるクロエの姿があった。

『ミソラちゃん。今回は幻想イリユー加ジヨン速アクセルを習得したときと違ちがって、偏へん差さ射しや撃げきも込こみで容よう赦しやなく撃うつよ。これから撃つ千発砲ほう撃げきを全部躱かわしてみせて。一発でも当たると怪け我がをするから、緊張感を以もつて臨んでね。じゃあ、いっくよー』

　景気のいい声とともに、深しん紅くの砲撃が放たれる。

　訓練用の手加減を一いつ切さい感じないそれがミソラに命中すれば、致命的な一撃クリテイカルヒツトは確実だ。

　ゆえに、ミソラは本気だった。本気で命の危険を感じ取っていた。

　ま、まずいっ!?　この訓練は本当にまずいわ……っ!?

　咄とつ嗟さに回かい避ひ。全身からどっと汗が噴ふき出て、疲ひ労ろう物資に満たされた体を少しでも軽くしようとする。生存本能が為なすその生理現象は見事回避を成功させることに繫つながったが、しかしミソラに安あん寧ねいの時が訪おとずれることはなかった。

　なぜなら一撃必殺のクロエの砲撃が、立て続けに放たれてくるのだ。

　鋭するどく、激しく、険しい砲撃。それは差さし詰ずめ砲撃の嵐あらし。クロエの砲撃を躱し続けることは、言うなれば嵐で大おお時し化けの海を、貧ひん相そうなゴムボートで渡わたり切れと指示されたに等しい。一瞬でも気が弛ゆるめば、ゴムボートは波に吞のまれ転てん覆ぷくする。また気が弛まなくとも、その荒あら波なみに吞まれれば転覆。集中力を切らさずとも、運が悪ければ墜おちる。

　これがクロエの言う『ちょっとだけハード』の実情らしい。

『うん、ミソラちゃんその調子で避よけてね』

　し、死ぬ……っ!?

『この訓練は実戦と同じ緊張感を維い持じすることで、鋭い戦闘機動を身につけられるんだよ』

　し、死ぬ……っ!?

『それに、いざっていうときの咄嗟の状況判断力を鍛きたえることができるんだ。よかったね』

　ぜ、ぜんぜんよくないんですけどっ!?　本当によくないんですけど……っ!?

　声を出す暇ひまもないほど高速機動を続けるミソラが、加圧と酸欠に耐たえながら心で訴うつたえる。するとそんなミソラの心の叫さけびが届いたのか、あろうことかクロエの砲撃が止むではないか。

　い、いったいなにが……っ!?　戸惑うミソラの前で、クロエが他の仲間たちに問う。

『リコちゃんたちは見てるだけでいいの？　暇だったら、ミソラちゃんと一いつ緒しよに訓練に参加していいよ』

　仲間が加われば、当然ローテーション制になり、ミソラの負担が減る。それは願ってもない申し出オフアーであり、ミソラにとってはまさに救いであった。

『み、みんな……』

　一いち縷るの望みをかけて、ミソラが共に艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえてきた仲間たちに訴える眼差しも向ける。だが、

『ふっ、わたしはまだ疲つかれ切っている』

『そのぅ……ミソラさん。ごめんなさい』

『うぬ。まだ疲れきっていて動けぬのだ』

『ミソラさん、ミソラさんならできますよ』

　は、薄はく情じよう者ものーーーっ!?　『空士の絆きずな』はクロエという怪かい物ぶつの前に、あっさりと砕くだけ散った。

『こらこらミソラちゃん。他よ所そ見みしてると危ないよ』

『く……っ!?』

　嵐のような砲撃が再開される。このまま避け続けても切りがない。息が上がらないうちに、ミソラが必死に訴える。

『ク、クロエさんっ!?　そろそろあたしも限界を迎むかえてて……っ!?』

『うん、確かに限界を迎えているみたいだね』

　き、来た……っ!?　クロエによる奮起の説得を警戒するミソラに、クロエが温かく包み込むような微笑ほほえみを浮うかべ、

『でも、本当にもう回避することはできないのかな？　これが魔甲蟲との戦闘で、自分が動かなければ、仲間が墜ちちゃうかもしれない。──そんな状況だったら、ミソラちゃんはどうする？』

　たしかにその状況ならば動けないなどと言っている場合ではないが、いまここで是ぜと唱えてしまえば、他の仲間たちの二の舞まいは必至。

　だから、ここは断固として拒きよ否ひするのが正解のはず……そう考え、ミソラはぐっとクロエを見返そうとしたが、視線を交えることはできない。なぜならば──

　い、言えないわ……っ！

　クロエの指導は、方向こそ明後日を向きすぎているが、その熱意は本物だ。一生懸けん命めい自分たちに指導してくれる教官の気持ちを無下にできない。それに下手にクロエに逆らえば、容赦のない指向性魔力弾が待っている。

　ミソラが言葉に詰まったその瞬間、

『いままで回避が必要だった状況を思い出してみて。ミソラちゃんの幻想イリユー加ジヨン速アクセルが必要だった状況を』

　クロエに説得を試みられてしまった。

　穏おだやかだが芯しんのある言葉に促うながされ、ミソラの脳のう裏りに浮かんだのは、カナタを託たくすに値あたいすると認められた、クロエとの一騎打ちの光景だ。

『生死を懸かけた戦場を翔かける幻げん影えい。変則的加速チエンジオブペースが齎もたらしたのは、紙かみ一ひと重えの、けどそれは本当に価値がある奇き跡せきだったでしょ。いまこの瞬間の奇跡を実戦で出すためにも、ここが踏ふん張りどころだよ』

『クロエさん……』

『でも、頑がん張ばり屋のミソラちゃんが限界を口にするくらいだから、これ以上はもうよしておいたほうがいいかもしれないね』

　思わず感銘を受けていたミソラが、はっ！と我に返り、慌ててこの流れを絶とうとする。だが、

『けど、過か酷こくな状況で幻想イリユー加ジヨン速アクセルを行使し続けた経験は必ず役に立つよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー名言集三十頁ページ「攻こう撃げきが最大の防ぼう御ぎよ？　──笑わせないで。攻撃は防御じゃないでしょ。回避こそ最大の防御よ」っていう格言もあるしね』

　えっ!?　なんかすごく微び妙みようなんですけどっ!?　というかクロエさん、それ本当に名言だと思ってるんですか……っ!?

　にこにこと天使のような微笑みを浮かべて、クロエ・セヴェニーが愛想よく言った。

『ということで、今日は頑張って限界を突破してみよっか。大だい丈じよう夫ぶ、ミソラちゃんなら必ずできるって』

　ミソラには二度死を覚かく悟ごしたときがある。一度目は、初うい陣じんで魔甲蟲に虚きよを突つかれたとき、そして二度目が──いまこの瞬間だ。







　それから数時間。夕焼け空のもと。

「ふふっ、ミソラちゃんも本当によく頑張ったね」

　命からがら逃にげ切ったミソラのことを、クロエがぎゅっと抱だき締しめていた。ミソラは眼めが完全にぐるぐると回っており、すでに意識があるのかどうかすら定さだかではない。

　しかし結果として、生命の危機を感じ取ったミソラは普段発揮することのない、底力に継つぐ底力を披ひ露ろうし、クロエの砲撃をどうにか躱し切っていた。

　これがミソラちゃんのいいところなんだよね。

　もう指先すら満足に動かせないミソラを抱き締めながら、クロエは思う。

　ほかのＥ６０１小隊の隊員に比べ、ミソラちゃんには圧あつ倒とう的才能がない。リコちゃんのようなセンスと頭脳も、レクティちゃんやブレアちゃんのような鮮せん烈れつな剣けん技ぎも、ユーリのような磨みがき抜ぬかれた総合力も持ち合わせていない。

　そのことをミソラ自身が一番よく自覚しているからこそ、彼女は極限まで足あ搔がき粘ねばる。この粘り強さこそが、ミソラの一番の武器だ。

　しかし得心するクロエとは裏腹に、正気を取り戻もどしクロエから解放されたミソラは、仲間たちのもとへ向かうと真っ先にこうつぶやいた。

「もう無理。もうやだ。あいつの訓練のほうが百倍マシだった……」

　その発言に異を唱える者はいなかった。

　そんなミソラたちの胸中を露つゆ知らず、クロエはよくやったね、と褒ほめるかのようにミソラたちを見渡し、教導を締めくくる。

「さてと、じゃあこれで今日の訓練を終わりにします」

　ああ、ようやくこの地じ獄ごくから解放される、とでも言うかのように、なぜかミソラたちが一瞬、救われたかのような表情をしたが、気にせずクロエは言い放つ。

「って言いたいところだけど、せっかくカナタからミソラちゃんたちを預かったわけだし、この程度の訓練じゃまだ足りないよね。ね、ミソラちゃん」

「え……っ!?」

「ミソラちゃんたちが、わたしの指導にちゃんとついてきてくれるから、なんだかやりがいを感じちゃって。これからみんなの自主練、付き合ってあげる。Ｅ６０１小隊はこれから空戦武踏祭エリアルソードに出場するんだから、もちろん自主練するよね」

　天使のような微笑みを浮かべて言い放った。







　天使のような悪あく魔まの笑顔を前に、ミソラは返事に窮きゆうした。

　断れ。断れ。リコたちが必死に目線を送り、訴うつたえてくる。

　体力自じ慢まんのミソラも、次にクロエの訓練を受ければ、死ぬ自信がある。だからこそ、ミソラも腹を括くくって、しかしやんわりと伝える。

「あっ、あのクロエさんっ!?　なんだか今日はみんな疲れてるみたいですし、この辺にしておいたらどうですか……っ!?」

　だが、彼女たちの真意を、クロエは微み塵じんも解すことがなかった。

「まさか、遠えん慮りよなんかしなくていいよ。みんなまだやれるよね」

　も、もう嫌いや────────────────────っ!?

　ミソラたちは、人生最大の危機に立ち向かうため、とっさにスクラムを組んだ。

「（ミソラ、そなた小隊長なのだ。どうにかするがよいぞ）」

「（どうにかしろって言われても、いったいどうすればいいのよ）」

「（たしかあの男は……知ち恵えを絞しぼって問題に対処しろと言っていたような……）」

「（知恵を絞ってって言われても……。ユーリさん、何か思い当たることはないんですか？）」

「（その……わたしはこれといって思い当たる節が……）」

　などと苦く悶もんする最中、ミソラはレクティがやたら青あお褪ざめた表情をしていることに気づく。

「（レクティ、あんた顔色が……）」

「（そのぅ……ミソラさん。ご、ごめんなさい。わたしはもう体力が……）」

　そう口にした刹せつ那な、レクティの体がすっとスクラムを離はなれ、くずおれた。

「レ、レクティーーーっ!?」

　スクラムを解除し、ミソラたちが慌あわてて介かい抱ほうする。そこへクロエも近寄り、事情を尋たずねた。

「あ、あれっ!?　レクティちゃん、どうしたの……っ!?」

「そのぅ……ク、クロエさん。ちょっと疲れてしまって調子が……」

「うーん。じゃあ残念だけど、レクティちゃんは今日は休もうか」

　本当に疲ひ労ろう困こん憊ぱいそうなレクティを見やり、クロエが休養の判断をする。クロエからお赦ゆるしをもらったレクティはまるで天に召めされたかのように眠ねむりについた。

　その瞬しゆん間かん、ミソラたちは直感する。

　あ、あれしかない……っ!?

「ふっ、女め神がみなわたしは貧ひん血けつだ」

「ぬぅ、私は腹痛である」

「クロエ先せん輩ぱいごめんなさい。わたしは、風か邪ぜを引いてしまったようで……」

「あれあれ、どうしたの？　急に体調不良かな？」

　リコ、ブレア、ユーリの三人が次々と病名を口にしながらその場に倒たおれ始めた。教え子たちが倒れる都度、困こん惑わくするクロエ。一方でミソラは咄嗟に思いつく病名を周りの仲間たちに口にされ尽くしてしまい、取り残されていた。

　ちょ、ちょっとっ!?　あんたたち、あたしのために簡単なやつを残しておいてよ……っ!?

　いまにも泣き出したいミソラを、クロエが見つめてくる。むろん、ミソラだけは頑がん丈じようだから、自主練をすると信じているのだろう。そのことを証明するかのように、クロエはこう問いかけてきた。

「なんだかみんな急に体調不良になったようだけど、ミソラちゃんは大丈夫だよね？」

　ここで肯こう定ていの返事をしたら死ぬ、とわかっているミソラは、

「あ、あたしは……気絶です」

　ごめんなさいクロエさん。でも、あなたの指導にはもうついていけません。内心でお詫わびしながら、ミソラはその場に倒れてみせた。

「「「「「「……………………」」」」」

　誰だれのものとも思えぬ沈ちん黙もくがあたりを包む中、クロエの指導は静かに終しゆう了りようを迎えた。それは本当にＥ６０１小隊らしく、締まりのない終わり方であった。










　翌日。小隊棟とう。

「ようクロエ、昨日はどうだった？」

「うん、みんな一生懸命ですごくいい子たちだったよ」

　途と中ちゆうで合流したクロエとともに、カナタはＥ６０１小隊の小隊室へ向かっていた。

「ミソラちゃんたちには、わたしの流りゆう儀ぎに則のつとって、それぞれに限界突とつ破ぱに挑ちよう戦せんしてもらったよ。みんな一生懸命頑張って限界突破に成功したんだけど、最後はへとへとになって動けなくなっちゃったんだ。怪我とかはなかったようだけど」

「そっか。なら問題なさそうだな」

　へっと不敵な笑みを浮かべ、カナタは小隊室のドアを開ける。

「よっ、昨日はお疲れさま」

　カナタを見たとき、ミソラたちはぱあっ！　と表情を輝かがやかせた。まるで大親友か、天使にでもあったかのように。しかし、

「みんな、昨日は疲れて大変だったね。本当にお疲れさまでした」

　遅おくれて入ってきたクロエを見やり、ミソラたちの表情がずーん！　と沈しずみに沈む。まるで地獄の使いか、悪魔にでもあったかのように。

「どうしたんだお前ら？」

「そ、そのっ!?　ク、クロエさんがどうしてここにいるの……っ!?」

　意地悪な質問をするカナタに気づかず、ミソラが差し迫せまった表情で尋ねてきた。

　よくも悪くも刺し激げきを受けたみたいだな、と思いながら、カナタが答える。

「じつはクロエが継けい続ぞくして教官をやりたいっていうから、ついてきてもらったんだ」

　すると、ミソラたちがまるで地獄行きを知らされたかのように顔が曇くもった。それぞれが悲ひ愴そう感に打ちひしがれ、気弱なレクティに至ってはいまにも泣き出しそうなくらい瞳ひとみをうるませている。

　ついからかってしまったカナタが訂てい正せいする。

「噓うそ、じつはクロエはただ書類を取りについて来ただけ」

　すると、ミソラたちの表情が再びぱあっ！　と輝きだした。ふっと鼻で笑ったカナタは、いじりがいがあるけど、いい加減この辺にするか、と思い直し淡たん々たんと告げる。

「さてと今日から、また俺が教官をするわけだけど、なんか言いたいことはある？」

「「「「「よろしくお願いします……っ！」」」」」

「うん。いい返事だな。さてと、じゃあ今日も気合を入れて訓練をやろうか」

　まるで菩ぼ薩さつでも崇あがめるかのような表情をするミソラたちに、カナタはやっぱあの訓練は強烈だよなー、と共感を覚えていた。










「ねえねえ、ミソラちゃん。今週末もカナタのスケジュールが悪いそうなんだけど、わたしに教官をやらせてもらってもいい？」

「あ、あたしっ!?　その日は突発性群発頭痛が発生する予定なんで、週末は休みます……っ！　（言い訳成功）」


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年７月号）









　　　第六章　偽りなきトゥルーレポート







　ある日の午後。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「これがＥ６０１小隊の内ない偵てい報告書、ね」

　ぴりぴりとした厳げん粛しゆくな空気に包まれたそこで、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルが、わたしの提出した資料に目を通されている。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから依い頼らいを受けてここ一週間、とある小隊を内偵した成果だ。

「あなた、本当にＥ６０１小隊を内偵して来たのよね」

　やがて資料に目を通すのをやめ、フロンがわたしこと──空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科三年ガッツ・トロルを見み据すえた。縁ふちのないスクエアの眼鏡に、オールバックの黒くろ髪かみであるわたしに、見る者を震ふるえ上がらせるような鋭するどい眼光を向けてくる。

「なら、この報告書はいったいなに？　どうしてこんな結論に至ったの？」







　ことの発ほつ端たんは、一週間前に遡さかのぼる。

「素行調査ですか？」

「ええ。あなたもいろいろ知っているだろうけど、色々と問題のある小隊でしょ」

　いつものように呼び出され、わたしは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから内偵を仰おおせつかっていた。

　学園内にいるやる気のない小隊や不法行こう為いに加担したと噂うわさされる小隊に近づき、噂の真しん偽ぎを確かめ、必要があれば空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに告発するのがわたしの役割だ。

　わたしという内偵役の存在は、形式上は〈レイブンネスト〉の所属になっているが、わたしの情報は伏ふせられ、その存在と素す性じようを知るのは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのみ。

　今回、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから調査を指示されたのは、Ｅ６０１小隊。落ちこぼれを意味するＦランク小隊呼ばわりされていた小隊で、すでに解散は半ば決定事じ項こうであった。

　しかし、存続を懸かけたＢランク小隊との模も擬ぎ戦せんで勝利し、代表小隊として学園浮ふ遊ゆう都市間での交流戦に参加し他校の代表小隊を倒たおし名をあげたと思えば、続くランキング戦では不調続き。試合中に四人が眠ねむりこけ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの妹であるリコは眠るため教官とともに帰宅するなんて事態もあった。

　しかも率いるのは、裏切り者であるカナタ・エイジ。話題性には事欠かず、様々な憶おく測そくと噂を飛び交かわせる、問題のある小隊だった。

　この学園の秩ちつ序じよを護まもる〈レイブンネスト〉として見過ごせるものではない。

「あなたも色々と噂を聞いたことがあると思うけど、悪い噂が大半を占しめる小隊よ。そんな小隊が存続し続けて、他の小隊に悪影えい響きようを与あたえることがあってはならないの。《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》とまで呼ばれるあなたなら、言ってることはわかるわね？」

「はっ！　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの発言は、充じゆう分ぶんに理解しているつもりであります」

《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》とは、〈レイブンネスト〉の中でも最も責任ある職務に就つく存在であるわたしについたコードネーム。いわば二つ名のようなものだ。魔ま甲こう蟲ちゆう戦で戦傷を負ったわたしは前線を離はなれ、特別インヴエ調査ステイ官ゲーターとして汚よごれ仕事を請うけ負っている。

「……あなたの人間を見み極きわめるチカラは的確よ。それに勤勉なその性格も高く評価している。だからこそ、Ｅ６０１小隊の面々を一週間かけて観察して、不正や問題があればわたしに報告しなさい」

「はっ！　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのおっしゃる通りに……っ！」

「では、あなたはＥ６０１小隊の熱ねつ烈れつなファンを装よそおって潜せん入にゆう調査しなさい」

「わかりました。全力を以もつて任務に当たります」

　承しよう諾だくしたわたしは、すぐさまＥ６０１小隊について下調べをし、潜入を図はかった。







　内偵報告書一日目。

　カナタ・エイジに接触コンタクトを実じつ施し。当初の予定通り、ファンを装い、接近を試みた。なお、事前情報によれば、カナタは教官職にはあまり関心がなく、その指導内容に多くの疑義を内包するとのこと。

　Ｅ６０１小隊関係者全員の調査には、一週間程度の日数が必要と判断する。初日の調査の結果、対象のコードネームを、無能インポシな教ツブル・官マスターと命名、その名に相応ふさわしき働きをしていることを把は握あくした。




　小隊棟とう前。昼休みの終わり頃ころ。

「カナタさんですね。初めまして、ガッツ・トロルと言います」

　あくまで爽さわやかな学生を装って、わたしは愛想よく挨あい拶さつした。

　眼前にいる長身瘦そう軀くで黒髪の教官──カナタ・エイジはこれから教きよう鞭べんをとりに行くところだった。

　カナタ・エイジ。彼は空士としては本当に優ゆう秀しゆうで、空戦技能スキルはもとより、戦術的発想にも優すぐれた風雲児であった。合理的にして奇き抜ばつともいえるその戦いぶりと、その発想力の高さにわたしも眼めを瞠みはらせられていたものだ。Ｓランク昇しよう格かくがかかったランキング戦で、派手な無断欠場をした彼の裏切りは、《ミストガン》の誰だれもが知るところとなっているが、あれさえなければ間ま違ちがいなく彼は……

　おっと話がそれたようだ。調査の件だが、数年に亘わたり調査官をしているわたしは、経験的に優秀な教官を見極められるようになっている。

　大たい抵てい優秀な教官には三つの要素がある。具体的には、気力、観察力、求心力だ。気力はやる気のこと、熱意を持つ教官のもとには、優秀な教え子がいることが多い。観察力は変化に気づくこと。優秀な教官は教え子の些さ細さいな変化に気づく眼を持っている。そして最後に求心力。教え子を導くために必要なカリスマ性だ。

　それまでの栄光はさておき、現在の彼が《ミストガン》にとって有用な存在か、特別インヴエ調査ステイ官ゲーターとして詳くわしく調べる必要があるだろう。優秀な空士が優秀な教官になるとは限らない。いや、むしろそうでないことのほうが多い。

　カナタは現在教官として活かつ躍やくしているようだが、やる気がないとの噂が幾いくつもあがっていた。なんでも気弱な教え子に特訓と称しようしてコスプレさせたり、手のつけられない奔ほん放ぽうな教え子を放置したりしていたらしい。

　当然ながら、貌かおを見たことがないわたしに声をかけられ、カナタは、誰だよこいつ？　と言いたげにこちらを見やる。だが興味がなかったようで、

「あっそ。じゃあ俺急いでるからこの辺で……」

　わたしからの挨拶をあっさりと無視スルーし、カナタは小隊棟の中へと入って行こうとした。

「ま、待ってください……っ!?」

「なんだよ、急いでるって言っただろ」

　慌あわてて袖そでを摑つかむと、カナタが面めん倒どうくさそうにこちらを振ふり向いた。

「そ、それはわかりますが、少し話を聞いてください」

　最初から任務失敗になるところだった。

　これまでの情報から判断するとさしてやる気のない教官だから、訓練なんてどうでもいいの姿勢スタンスだと思ったのだが……

　むぅ。ここは作戦変へん更こうだ。少し積極的に出てみるか。

「じつはわたし、Ｅ６０１小隊のファンなんです。だから、ミソラちゃんたちの訓練を見学させてください」

「Ｅ６０１小隊のファン？」

　見学なんて、こいつ何言ってるんだ？　とでも言いたげにカナタが凝ぎよう視ししてきた。

「ええ、それも大ファンなんです」

　勘かんがいい人物でなくても怪あやしむだろう。だからこそ、噓うそを見破られぬように、わたしは矢や継つぎ早ばやに口にする。

「いいですよね、あなたの教え子たち。なかなか個性豊かで、これぞっていうユニークな存在が揃そろってますよね」

　すると、カナタが興味ありそうな眼を向けてきた。

　いける……っ!?

　特別インヴエ調査ステイ官ゲーターとして、これまで多くの学生の素行調査を行ってきたわたしの経験が告げていた。教え子たちのことで熱意を示せば、カナタとお近づきになれる、と。

「ミソラさんは、Ｂランクとの模擬戦のときは収束ストラ魔イクブ砲ラスターで上手にリリィさんを罠わなに嵌はめてましたし、それができたのはリコさんの援えん護ご射しや撃げきと、レクティさんの魔ま双そう剣けん術じゆつがあったからで。さらに新加入したユーリさんの槍そう撃げきやブレアさんの魔双剣術も素晴らしく……」

「ふーん。あんた、わかってるじゃん」

　どうやらカナタに、わたしの噓を見破る観察力はなかったらしい。観察力がないのは教官として問題ありだ。

「そういえば学科はどこ？」

「はい、後方支援科ロジステイクスです」

「いいよ、好きなだけ見学しにこいよ。ミソラたちだって喜ぶと思うし」

「ありがとうございます……っ！」

　そう言って、わたしはカナタとともにＥ６０１小隊室へ入り、彼の教え子たちに熱烈なファンとして紹しよう介かいされた。

　教きよう壇だんに立つカナタは、なんだか飄ひよう々ひようとした態度で摑みどころがなく、教え子たちを導くべき教官にあるべき『びしっ！』とした覇は気きがないのだ。これまで幾人もの教官を見てきたが、カナタのように摑みどころがないタイプは、総じて求心力が低い教官しかいなかった。

　つまり、カナタは大事な三要素をどれも備えてない空っぽの教官なのだ。そんな教官から指導を受ける教え子たちは厳しく調査する必要があるだろう。







　内偵報告書一日目続き。

　カナタに続き、Ｅ６０１小隊の隊長であるミソラ・ホイットテールの調査を実施。事前調査によれば、ミソラは魔甲蟲との市街戦の際、どさくさに紛まぎれ、自宅に収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放ち、戦災保険金を騙だまし取った疑ぎ惑わくあり。調査の結果、対象のコードネームを、一人愚かミス・フーリツシユ祭り女・フエステイバルと命名、真正の阿あ呆ほうと評価を下す。




　午後の実技訓練時間。

　訓練グラウンドへ移動する際中、深しん紅くの艶あでやかで長い髪の少女──ミソラ・ホイットテールがわたしに声をかけてきた。

「ファンの方が見学に来てくれるなんてうれしいです……っ！」

　興奮冷めやらぬといった調子だ。

　すでに小隊室でカナタに紹介された際、彼の教え子たち全員と挨拶を済ませており、貌見知りだ。

　ところで、わたしの経験上、小隊長という存在は、隊員たちの人心を掌しよう握あくし、小隊の進むべき道を決定する舵かじ取り役だ。どんな小隊においてもそれは変わらず、また小隊全体の運命を背負うことを仲間たちから信任される、究極の責任者だ。

　つまり、何が言いたいかと言うと、Ｅ６０１小隊について知りたければ、小隊長を見ろ、といっても過言ではないのだ。

　果たして、Ｅ６０１小隊の彼女はどうだろうか？

　ミソラが嬉き々きとして言う。

「あの、ガッツさん。あたしたちのどこに魅み力りよくを感じたんですか？」

「そうですね、ミソラさんたちが一生懸けん命めい戦っている様に、心躍おどりました。そういえば、わたしの他ほかにどの程度ファンがついているんですか？」

「直接見学に来たファンはガッツさんが初めてですけど、あたしたちのファン自体はこれまで何人か見かけたことがあります」

「えっ!?　わたしの他にもファンの方とお会いしたことがあるんですか？」

　どんな人だろう、とわたしは好奇心から尋たずねてみる。すると、ミソラが意気揚よう々ようと口にした。

「なんだかあたしたちが勝つことが賭と博ばくの対象になってるらしくて『今日のランキング戦はＦランク小隊が勝つことに賭かけてやったからな、がははは』って応援してくれる人がたまにいて」

　いや、それをファンとは呼ばないだろう……っ！

　ランキング戦が賭博の対象になっていることも問題だ。《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》と呼ばれしわたしにはそれが赦ゆるせない。しかしその件よりも先に、ひょっとしてこの子はお馬ば鹿かなのでは？　との疑惑がわたしの脳内で生まれていた。

　特別インヴエ調査ステイ官ゲーターであるわたしの直感が告げているのだ。

　そして実際、第三訓練空域で演習が始まると、

『えっ!?　なんであたしの動きがおかしいの……っ!?』

『だから、お前の動きだと、リコとちょうど対角線上に相手を挟はさみこんでるだろうが』

　強敵相手に挟きよう撃げきを仕し掛かける想定で演習をしていた際、カナタから呆あきれたように注意されていた。だが、ミソラは射しや砲ほう撃げき系の空士がその動きを絶対にやってはいけないことを理解していないらしい。

『逃にげる相手を挟撃する訓練をしているんだから、当然じゃないの』

『じゃあれか、お前はリコが撃うってきた射撃を相手が躱かわしたとき、自分で喰くらうことも当然だっていうのか……っ!?』

『あっ……』

『ミソラ。火線は交こう錯さくしたほうが命中させやすいけど、交錯した先に自分がいちゃダメなの。お前さ、小隊長やるなら、そのくらいのことは覚えとけよ』

　などといった初歩的なミスを注意され、周りの仲間たちからも白い眼で見られていた。

　演習が終わった後、訓練グラウンドのベンチでどんよりと沈しずむミソラにスポーツドリンクを差し入れし励はげますと、彼女は俯うつむきながら語り出す。

「じつはあたし、以前にも大ポカをしたことがあって……」

　そこから先はお馬鹿な言動の連続だった。

「実戦中に収束ストラ魔イクブ砲ラスターで自宅を破は壊かいしたり、威い嚇かくするつもりが命中弾だんを浴びせたり、この前の訓練では砲撃をレクティが掠かすめたりして、撃げき墜ついには至らなかったんですけど……」

　申し訳なさそうに、しかしとんでもないことを口にするミソラの言葉を聞きながら、わたしは戸と惑まどいながら励ますことにする。

「ま、まああれです。人生色々ありますから、元気を出してください」

　おざなりな言葉で慰なぐさめながら、わたしは思う。いったいどうしてこの子が小隊長なのだ？　少なくともわたしが隊員なら、この子にだけは部隊の命運を委ゆだねず、解リ任コ請ー求ルをして、別の信しん頼らいできる人物が小隊長になることを切望するはずだ。

　落第点だ。明らかに能力不足の小隊長を前に、わたしは特別インヴエ調査ステイ官ゲーターとして落第点を付けざるを得なかった。







　内偵報告書二日目。

　教官、隊長に続き、隊員たちへの調査へ移行することとする。

　この日は、隊員であるリコ・フラメルの調査を実施。事前情報によれば、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの妹ではあるが、本職としては公明正大な調査を心がけるため、調査に基もとづく事実のみを記き載さいする。調査の結果、対象のコードネームを偉大なるグレート・ジー驚愕の女神ザス・ゴツドネスと命名、《ミストガン》創設以来の問題児と断定する。




　午後の実技訓練時間。訓練グラウンド。

「あの、リコさん。訓練をサボってていいんですか？」

「ああ、疲つかれたからな」

　手鏡に映る自分の容よう貌ぼうに見み惚とれる、まるでビーナス像のような少女──リコ・フラメルに、わたしは困惑したように声をかけた。

　手鏡に映る自分の容貌に見惚れる彼女の上空では、同じ小隊の仲間たちが激しい斬ざん撃げきと砲撃を放ち、鬩せめぎ合っている。

　そう。現在は休きゆう憩けい時間中ではなく、訓練時間だ。だというのに、リコは『疲れた』といって自分だけ訓練を抜ぬけ出したあとは、自分の容貌に酔よいしれてしまっていた。

　普ふ通つう、同じ小隊の仲間が一生懸命訓練するときは、自分も負けまいと闘とう争そう心を燃やし一層訓練に励み、ひいてはそれが小隊全体の実力向上へと繫つながるのだが……平気で訓練をサボるとは、この子はいったいどんな神経しているんだ？

　下調べ通りの情報だが、実際に見るとそのあまりの堂に入ったサボりっぷりに驚きよう愕がくすら覚える。《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》のわたしにとっては、この時点でアウトだ。しかも、

「ふっ、女め神がみなわたしは今日も美しい」

「……………………」

　ことあるごとに発する女神という発言については、数あま多たの学生を観察してきたわたしも絶句せざるを得ない。それほどまでに異常な学生なのだ。

　とりあえずわたしは気を取り直すために、一いつ旦たんベンチを離れ、自じ販はん機まで行ってコーヒー牛乳を買ってくると、ベンチでそれを呷あおった。

　糖分を補給し、現状を冷静に分ぶん析せきする。

　隣となりに座るリコは確かに絶世の美女だが、なにゆえ女神なんだ？

「んっ、わたしにご馳ち走そうしてはくれないのか？」

　わたしの視線に気づいたリコが、やや意外そうに口にした。

　かわいい後こう輩はいからせがまれると奢おごってやりたい気持ちにならんでもないが、ここは敢あえて断っておくことにする。調査対象と必要以上に親しくするのは禁止だからだ。

　そんなことより──

「あの、本当にいいんですか？　疲れたっていって訓練を抜け出して……」

「まあな。あの男から許可をもらって休んでいる」

　カナタは確かに許可を出していたが、果たしてそれを本当に真に受けていいものだろうか。教官が教官なら、教え子も教え子だな、とわたしは心底呆れていた。

「あの、さっきからユーリさんがこっちをちらちら見てますけど、早く訓練に戻もどれって言ってるんじゃないですか？」

「言いたい奴やつには言わせておけばいい。文句がある奴は大抵小物だから、気にする必要はない」

　貴様に言わせたら、世界中の人々全員が小物になるんじゃないか？

　まるで宇宙人でも見るかのような眼まな差ざしをリコに向けるが、彼女は微み塵じんも動じることなくわたしに言い放つ。

「そんなことより、肩かたでも揉もんでくれ」

　この子はどれだけ偉えらいのだろうか？　そもそも空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生が、訓練をサボることなどあってはならないのだっ！　絶対に赦せん……っ！

　さしものわたしも我が慢まんが限界に達しようとしていたとき、

「リコ、調子は戻ったか？」

　上空で訓練を監かん督とくしていたカナタが降下してきた。

「また肩が凝こっている。キミにマッサージをお願いしたい」

　いや、教官が訓練中に教え子の肩を揉むなどありえないだろう。さすがのカナタも、ここまでなめた態度をとる教え子には、がつんっ！　と一発お見み舞まいするはずだ、とわたしは調子に乗っているリコが痛い目を見ることを望んでいたのだが、

「仕方ねーな。ちょっとだけだぞ」

　そう言ってカナタは、訓練中にもかかわらず、リコの肩を揉み解ほぐすではないか。

「も、揉むのかっっっ！」

　思わず声に出して素すの口調でツッコんでしまったわたし。しかし、リコは微塵も気に留めることなく、上空を見やり、通信結けつ晶しようで仲間に檄げきを飛ばす。

『こら、ユーリ。何度もこちらをちら見するな。訓練に専念しろ』

　年長者に対し、全く敬意を感じさせないこの大物じみた、もとい女神じみた振る舞い。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの妹で、才能にも溢あふれているというのに……自称女神。驚おどろくべき才能の無む駄だ遣づかいに、わたしは頭痛を堪こらえるのに必死だった。







　内偵報告書二日目続き。

　リコに加えて、この日はユーリ・フロストルについても調査を実施。事前情報によれば、ユーリは特務でありながら、カナタとの賭けに起因し、Ｅ６０１小隊に所属することになった経緯あり。調査の結果、対象のコードネームを恋に悩むたおラブシツク・グレイやかな乙女スフル・メイデンと命名、良識を有するものの、カナタの指導に逆らえぬ事情があることが判明した。なお、当とう該がい事じ項こうに関しては《ミストガン》へ及およぼす甚じん大だいな影響を鑑かんがみ、機密扱あつかいを推すい奨しようする。




「お疲れ様ですユーリさん。どうやら先さき程ほどからリコさんが休んでることに不満だったみたいですね」

「当然です」

　小休止になり、わたしは地上で休むユーリに声をかけた。水で濡ぬらしたタオルを首の後ろに回し、彼女は優やさしい木こ漏もれ日が降り注ぐ木こ陰かげで、木の幹に背を預けるようにして休んでいる。

「リコさんは頑がん張ばればもっとできる子なのに、カナタ先輩はリコさんを甘やかし過ぎなんです」

　生き真ま面じ目めにユーリが説明する。

「断っておきますが、わたしは決してリコさんを嫌きらってるわけじゃありません。入隊以来、リコさんとは色々ありましたが、もう仲良しだと思ってます。だからこそ、リコさんに期待してしまうんです」

「うーん、ユーリさんがリコさんのことを想おもっているのはわかりましたが……」

　思わず熱が入ったユーリの言葉を聞き終え、わたしは尋ねる。

「では、なぜ教官に直じき訴そしないんですか？」

「その……していないことはないんですが、どうしてもここぞというときにその……強気に出れないと言いますか」

　さきほどの勢いはどこへやら、カナタの話になった途と端たん、ユーリは急にもじもじとし出した。

　明らかに様子がおかしい。〈レイブンネスト〉の一員でもある彼女は、秩ちつ序じよのなんたるかを、よく理解しているはずだが。いや、だが特務小隊ロイヤルガードに所属していたとき、カナタとは同じ前衛で師し弟てい関係にあったらしいからその辺りに事情はあるかもしれない。

「そういえばユーリさんは特務なのに、どうしてＥ６０１小隊に所属しているんですか？」

「どうしてというと？」

「ユーリさんは特務小隊ロイヤルガードですから、特にＥ６０１小隊に所属する必要がないと思うんですが」

「ああ。その件ですか。それは……」

　そう口にし、ユーリは同じく木陰で休む教え子たちに声をかけて回るカナタのほうをちら見した。

「詳くわしくは話せないんですが、少し込こみ入った事情がありまして……」

　Ｅ６０１小隊がＢ２２７小隊と模も擬ぎ戦した際の賭けのことだろう。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーがいる前で、カナタは自分の教え子たちの小隊が勝ったら、ユーリを隊員にするという賭けをしていたことは、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから確かく認にん済みだ。

　だが、いくら負けたとはいえ、そのまま素直に守る必要はない。いくらでもごねようがあるはずだが……

「ひょっとしてカナタさんに脅きよう迫はくされてるんですか？」

「脅迫なんてっ！　カナタ先輩はそんなことをする人じゃありません……っ！」

　ムキになった……？

「じゃあ、どうしてＥ６０１小隊に所属しているんですか？」

「それは……」

　深い沈ちん黙もく。ユーリはまたカナタをちら見し、恥はずかしそうにやや頰ほほを紅あからめ俯いた。そんな様を見やり、わたしはある事実に思い至る。

「ひょっとしてカナタさんに惚ほれてるとか？」

「なっ!?　ち、違ちがいますっ!?　い、いいい、いったいどうしてそんな話になるんですか……っ!?」

　耳まで真っ赤に染めて、ユーリは大おお慌あわてで訴うつたえ始めた。だが、人間観察を専もつぱらにするわたしの前で、それは疑ぎ惑わくを確信に変えるだけでしかない。

「なるほど。……そういうことだったんですか」

「ちょ、ちょっとそれ、どういう意味ですかっ!?　わ、わわわ、わたしはカナタ先輩のことなんか好きじゃありませんからね……っ!?」

　とうに発ば覚れてしまっていることを、ユーリが声を大にして否定する。ちょうどそのとき、教え子たちに声をかけて回っていたカナタがこちらへ近づいていた。だが、ユーリの発言を聞き、彼はくるりと踵きびすを返し、この場を足早に立ち去ろうとする。

「はっ!?　カ、カナタ先輩っ!?　ち、違いますっ!?　そ、そういうことじゃありませんから……っ!?」

　慌ててカナタを追いかけていくユーリを見やり、わたしは思う。どうやらユーリが〈レイブンネスト〉でありながらカナタに強く出れないのは、そういうことらしいな。







　内ない偵てい報告書三日目。

　レクティ・アイゼナッハについての調査を実じつ施し。事前情報によれば、対象は世界最強と呼ばれるアイゼナッハ流の魔双剣術の遣つかい手であり、信条、宗教的な偏へん向こうは特に見られない。調査の結果、対象のコードネームをピヨちゃんピヨピヨ・ピヨツの謝肉祭ト・カーニバルと命名。本件については断だん片ぺん的な情報だが、本職が知り得た限りの情報を記載することにする。




　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。午後の実技訓練時間。

「あのぅ……ピヨちゃんの件で少し気になることがあって、申し訳ないんですけどそのぅ……お世話に行きたいので、外させてもらってもいいですか？」

　この日の訓練についてカナタが説明している最中、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハがしょんぼり八の字眉まゆで発言した。

　これから実技訓練が始まるというとき、ピヨちゃんというペットのお世話とは……

　真面目な教官なら、ここは私用を後回しにし、訓練を優先するように指導をするのだが、

「いいよ、行ってこいよ」

　やはり教官が教官なら、教え子も教え子なのだ。

　本当にけしからん。

　カナタたちと直じかに触ふれ合う中で、予あらかじめこの答えに察しがついてたわたしはすぐさま挙手し、

「あの……今日はレクティさんについて回ってもいいですか？」

「えっ!?　そ、そそそ、そのぅ……わ、わわわ、わたしですか……っ!?」

「はい、ぜひお願いします」

「レクティがいいなら俺は問題ないと思うけど、どうだ？」

「あ、あのぅ……大して愉たのしめるものでもないと思いますけど、それでもよければ……」

　こうしてわたしは内偵として、訓練をサボってペットのお世話をするレクティを観察することにした。ここまでは問題なかったのだ。

　そのあとわたしたちは小隊棟を離はなれ、三番区の公園に向かった。

「それでペットのお世話っていったいなんのお世話をするんですか？」

「そのぅ……ヒヨコです」

　おそらく各小隊に当番制で任されているペットのお世話だろうか。

　ブランコや滑すべり台が設置されている公園の片かた隅すみには、たしか鶏にわとり小屋が設置されていたはずだ。読み通り、レクティはそこへ向かうように歩みを進めていたのだが、なぜかその隣に設置されている手作りのもうひとつの鶏小屋へと入って行く。

　こんな小屋あっただろうか？　と疑念を抱いだきながらわたしも入った。中には、一羽の、黄色くてふわふわした、大人になった鶏ほどの大きさのあるヒヨコの姿があった。

「きゅぴ」

「なんだか、やけに大きなヒヨコですね」

　わたしの第一印象はそれだった。

「ふふっ、この子がピヨちゃんです。かわいいですよね」

　レクティは当たり前のように巨きよ大だいなヒヨコを抱だき抱かかえると、触さわり心ここ地ちのよさそうなふわふわボディーをそっと撫なで始めた。

「きゅぴ～」

　ピヨちゃんという巨大なヒヨコはまるで絶景の露ろ天てん風ぶ呂ろにでも浸つかっているように、極ごく楽らくと言わんばかりの鳴き声を漏もらした。

　その後、巨大なヒヨコはレクティの腕うでを離れ、彼女の細い足に頰ほお擦ずりし出した。

「きゅぴっぴー、きゅぴきゅぴー」

「えっ!?　『最近遊んでくれなくて寂さびしい』。そうだったんですか、なかなか時間が取れずにごめんなさい」

　まるでヒヨコの言葉がわかるかのように接するレクティを見て、わたしは不思議な感覚に捉とらわれていた。本来ならば人間が動物の言葉を解することなどあり得ないのだが、この子たちなら通じ合ってそうな気がしたのだ。

　相あい性しよう抜ばつ群ぐん。以心伝心のコンビのように見えた。

　だが、これはいったいなんの雛ひななんだ？　怪け訝げんに思うわたしの前で、巨大なヒヨコの周りを一匹ぴきの蠅はえが飛び回った。巨大なヒヨコは纏まとわりつく蠅を嫌いやがり、おもむろに口を開くとぼうっ！と火を噴ふき、蠅は瞬またたく間に灰かい燼じんに帰した。

「い、いまっ!?　ひ、火を噴きましたよっ!?　こ、これはいったいなんのヒナなんですか……っ!?」

　驚愕したわたしが必死の形相で尋たずねると、レクティは慄おののきと困惑とが入り混じった表情で、

「そのぅ……ピヨちゃんはヒヨコです」

「うそうそうそっ!?　絶対違いますってっ!?　だいたいヒヨコが火を噴くわけないじゃないですかっ!?　なにを言っているんですかレクティさん……っ!?」

　訳の分からぬことを口にするレクティに、わたしは必死に詰つめ寄った。

　だが、レクティの様子がおかしい。

「ピ、ピヨちゃんはヒヨコじゃないんですか……っ!?」

　なぜか鶏の雛──ヒヨコであることを否定され、レクティは衝しよう撃げきとともにいまにも泣き出しそうな表情を見せた。

　飼い主の異変を感じ取った巨大なヒヨコが、何やら喚わめきだす。

「きゅぴっぴー、きゅぴっぴー」

「むっ!?　なんだかこのヒヨコ、わたしを睨にらみつけてるような──」

　その直後、巨大なヒヨコの体が突とつ然ぜん輝かがやきを放った。途端、巨大な質量を持つ何かが生まれ、わたしは強い衝撃に襲おそわれたような気がするが、じつはここで記き憶おくが途切れていて定さだかではない。

　この日、わたしが目覚めたのは夕暮れ時で、体中にべっとりとした唾だ液えきのような粘ねん液が纏まとわりついた状態で、公園のベンチで寝ねていた。傍かたわらには心配そうにこちらを見守るカナタたちと、貌かおを青くしたレクティの姿があったが、何が起こったのかわたしが尋ねても、誰だれも詳しい事情を説明してはくれなかった。

　レクティ・アイゼナッハが何か隠かくし事をしていることは間違いないのだが、これ以上の調査は時間の都合上、保留とする。







　内偵報告書四日目。

　レクティに加え、ブレア・アイゼナッハについても調査を実施。事前情報によれば、ブレアは《メルキア》で暴力的かつ威い圧あつ的な言動が目立っていたとのこと。一方でシュークリーム作りと称しようして、アルテミア寮りようを爆ばく破はしたり、隊員たちに食あたりを引き起こした疑惑もあるが、当該事項に関しては詳しよう細さい不明。調査の結果、対象のコードネームを、無垢でイノセント忠実な・ロイヤる暗殺者ル・キラーと命名。良識者の皮を被かぶった、戦せん慄りつすべき破は壊かい者と断定するものとする。







　休日。訓練グラウンド。

「ガッツ先輩、わざわざ自主練まで見学して頂き、ありがとうございます……っ！」

　わたしに一礼したあと、月の光を集めたかのように輝く銀色の髪かみの少女──ブレア・アイゼナッハが型かた稽げい古こを再開する。

　演武を舞うが如ごとく、相手の動きを想像し、八はつ双そうの構えから流りゆう麗れいな対応を演じてみせた。

　さすが最強の魔双剣術と名高き、アイゼナッハ流の遣い手といったところか。

　噂うわさに違たがわぬ実力を感じさせる武芸に、わたしは息を吞のんでいた。

　それにブレアは礼れい儀ぎ正しく、先せん輩ぱいに対して敬意を以もつて接してくる。

「如何いかがでございましょうかガッツ先輩、私の戦いざまは」

「その……一生懸けん命めいだと思います」

　Ｆランク小隊と馬ば鹿かにされるＥ６０１小隊だが、まともな人材もきちんといるな、などと、Ｅ６０１小隊の調査を始めて以来、初めてわたしが肯こう定てい的な評価を下そうとしていたとき、昼時になりブレアが休憩に入った。

「ぬぅ。今日は主あるじが時間に余よ裕ゆうがあれば、見学に来るとおっしゃっていたが……」

　ベンチにおいていたエナメルバッグから、白いランチボックスを取りだしたブレアがきょろきょろとあたりを見回しながら口にした。

「カナタさんなら、今日は模擬戦の対戦相手を探すので忙いそがしそうなので、もしかしたら難しかったのかもしれませんね」

「ぬぅ。どうやらそのようですな。じつは主のためにお弁当を作ってきたのですが、このままでは無駄になってしまいます」

「ならブレアさんが食べたらどうですか？　午後も自主練をするんですよね？」

「それはそうなのですが、じつは主の為に特別な昼ひる餉げを用意して来たのです。私の分は別に用意してありますので……」

　教官の為に昼食を用意するとは、なんと献けん身しん的な…っ！

　Ｅ６０１小隊に来てわたしは初めて尊敬リスペクトできる隊員を見つけた気がした。

　ブレアは白いランチボックスの蓋ふたを外し、中から現れたぎっしりと詰まったサンドイッチをわたしに向け、

「ガッツ先輩、僭せん越えつですが主のために用意した特製サンドイッチを召めし上がって頂けないでしょうか？　このまま捨ててしまうのも勿もつ体たいないと思いますので」

「そういうことでしたら……」

　わたしは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、ブレアの好意に甘えることにした。

　特別インヴエ調査ステイ官ゲーターという務め柄、観察対象と必要以上に仲良くすることは避さけるべきだが、ブレアはまともだから大だい丈じよう夫ぶだと思ったのだ。

　いまにして見れば、これが大きな間違いだったのだが、これはいまだから言えるのだろう。過去を顧かえりみても、現在を変えることはできない。

「頂きます。…………んっ!?」

　ブレア特製サンドイッチを一口齧かじって、ライ麦パンとともにハムやチーズやレタスを味わっていたとき、

「……………ふごっ!?」

　口の中で、爆竹でも爆発したかのような強きよう烈れつな味が一いつ瞬しゆん駆かけ抜ぬけた。まるでわたしの舌の味覚神経全ぜん般ぱんを破壊するような強烈な味だった。

「その……ブレアさん。これはいったいどんな味付けをしたんですか……っ!?」

「うぬ。お気に召したでしょうか？」

　自信満々にブレアが言い放つ。

「じつはアイゼナッハ本家秘伝の気つけ薬──絶ぜつ渦か輪りん廻ね丸がんを隠し味にしたのです。調理を手伝ってもらったレクティには止められたのですが、やはりこれがなければ周りのサンドイッチと違う、特別スペシヤルな味になりませんからな」

「……………………」

　わざとなのか……？

　このありえない味付けに、わたしは悪意を疑っていた。じつはブレアは、わたしが内偵であることを見抜き、故意に劇物入りのサンドイッチを食べさせているのではないのか、と。

　だが、ブレアの曇くもりなき眼まなこには、微塵も悪意は感じられない。純じゆん粋すいに、自分の手料理に誇ほこりと自信を持っている様子だ。

　つまり、ブレアは完全な善意から、わたしに特製サンドイッチをくれたのだ。

　だからこそわたしは、

「お、美お味いしいです。こんなに……美味しい料理を食べるなんてわたしは幸せだな」

　頂いたサンドイッチを食べ尽つくす他ほかなかった。幸いにして、絶渦輪廻丸とやらはソースの一部として塗ぬりこまれているようで、白いランチボックス一個分ならどうにか食べきれそうだし、まだ致ち死し量ではない。

　内偵として観察対象を傷つけまいと、わたしは必死の想いでどうにか平らげた。

「なんと、見事な食べっぷりですな」

「ま、まあ……。お、美味しいサンドイッチでしたから」

「それは有あり難がたいです」

　そう言って、ブレアはエナメルバッグの中からさらにランチボックスを取りだし、蓋をあけて見せる。中には隙すきなくサンドイッチが詰め込まれていた。

「じつは作り過ぎてしまいまして、こちらもどうぞ召し上がってください」

　ブレアを傷つけまいと決死の想いでサンドイッチを齧りながら、わたしは途切れ行く意識の中で思う。以前、Ｅ６０１小隊の関係者が次々と食中毒で倒たおれたという噂があったが、その犯人は間違いなくこの子だ。







　内偵報告書六日目。

　五日目は入院しており、調査不能による未記き載さい。六日目に退院し、Ｅ６０１小隊の小隊室へ向かう。するとカナタ・エイジが模擬戦の相手がＣ３３３小隊に決まった旨むねを報告。上述の小隊は、全員が射しや砲ほう撃げき系の空士で構成された射砲撃特化の小隊で、飽ほう和わ攻こう撃げきを得意とするとのこと。

　ミソラを始めとする数名がそんな攻撃避よけられないと騒さわいだ刹せつ那な、カナタ・エイジが特訓として夜遊びをすると言い出した。ここまで調査した結果、彼らの風紀は著いちじるしく乱れていると判断。特訓と称し夜遊びを推すい奨しようする教官など言語道断である。よって補導作戦ねずみラツト・ほいウエイ・ほいウエイを実施する。




　三番区。ゲームセンター。夜中。

「あっ!?　あのお菓か子し、あたし食べたい……っ！」

　山盛りのお菓子が積み上がった筐きよう体たいに向かい、ミソラが駆け寄っていく。

「ふっ、ミソラはお子ちゃまだな。ユーリ、ＵＦＯキャッチャーをするぞ」

「いいですね。あの黄色ほっぺに紅いあんよのネズミのヌイグルミがかわいいですね」

「な、なにを言っているんだユーリっ!?　あ、あれは学術的に興味深いというんだ」

　リコとユーリは、ヌイグルミに夢中らしい。

「ぬぅ、私は盛さかり場にあまり来ぬからな、どれで遊べばいいのだ？」

「そのぅ……ブレアさん、一いつ緒しよにあれをしませんか。あれで一緒に撮さつ影えいすると、写真のシールがもらえるんです」

「うぬ。背景が選べるのか。あ、主よっ!?　一緒に写真に写ってください……っ!?」

　レクティとブレアは、カナタを誘さそい、プリクラの筐体へと向かった。

　そんなＥ６０１小隊の面々の行動を見届け、わたしは思う。

　この不良学生どもめ、すぐに痛い眼めにあわせてやる……っ！

　明日に備えて休きゆう憩けいをせずに、夜遊びとは。完全にわたしの嫌きらいなタイプの学生だ。

　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》の設立目的は、魔ま甲こう蟲ちゆうと戦える絶対的な空士の養成。その目的を果たす為に、日夜鍛たん錬れんが必要とされているのに、成績最底辺のＦランク小隊が夜遊びにふけるなど、断じてあってはならないのだ。

《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》として、わたしはＥ６０１小隊に今後然しかるべき処分が下されることを期待しつつ──

「ガッツさん、そこ……っ！」

「は……っ!?」

　すこんっ！　タタタッ、タッ、タッ、ターンっ！　勝利のファンファーレのような音が鳴り響ひびき、エアホッケーの筐体を挟はさんで向かいにいるリコとユーリがハイタッチした。

「もうガッツさん、しっかりしてください」

　上の空だったわたしのことを、ミソラが注意してくる。

「その……申し訳ないです」

　面従腹背とでもいうべき態度で、わたしは表向きには穏おだやかに接しながら、そのときを待った。やがて全員が遊びつくした頃ころ、

「さてと、そろそろだな」

「そろそろ？」

「ああ、そろそろだよ。……みんな一いつ旦たん集まってくれ」

　ぼそっとつぶやいたカナタが、Ｅ６０１小隊の面々に招集をかけた。久々の遊びを愉たのしんだ教え子たちを見回し、カナタが言う。

「まだ遊び足りないって貌してるけど、外を見てみろよ」

　カナタの指示通りに、ミソラたちが窓ガラスから外を覗のぞく。すると建物の外に、盾たてが描えがかれた腕わん章しようを付けた学生の姿がちらほらと見れた。

「うっ!?　なんだかこの建物だけ〈レイブンネスト〉から集中的に見張られてない……っ!?」

　まあ当然だろう。わたしがここにいるのだからな。

　内ない偵ていの調査結果を空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに報告するまでもない。Ｅ６０１小隊の関係者全員を、この場でぎゃふんっ！と言わせてやる。

　さあ、どうする？　わたしが挑ちよう戦せん的な眼まな差ざしでカナタを見ると、彼はへっと口の端はをつりあげた。

　何か策があるのか？　わたしが身構えたとき、

「さてと、じゃあここから頑がん張ばって逃にげないとな」

「えっ!?　あんたが言い出しっぺなのにそうなるの……？」

「教官がいるから夜遊びが赦ゆるされるとは思うなよ」

　偉えらそうに言うことではあるまい。呆あきれるわたしの前で、カナタはあっさり言う。

「これから〈レイブンネスト〉の包囲を振ふり切って三番区から抜け出すぞ」

「そんなこといっても、あっちはあんなに人数がいるのよっ！　すぐに追いつかれて捕つかまるに決まってるじゃないの……っ！」

「諦あきらめるのは個人の自由だけど、捕まったら朝まで説教された上に反省文を書かされるぞ」

「「「「「うぅ……っ！」」」」」

　ミソラたちはもとより、特務であるユーリにいたっては捕まることは名めい誉よに関かかわってくる。

「念のため断っておくけど、夜遊びしたからって明日の模擬戦を寝ね坊ぼうするのは禁止だ。つまり朝帰りはするなってこと。逃げる途と中ちゆうにどこかで隠れてやり過ごすんじゃなくて、ちゃんと走って逃げきれよ。それと念のために断っておくけど、夜遊びは家に帰るまでが夜遊びだからな」

　含ふくみのあるカナタの言い方に、ミソラたちが何かを悟さとったかのように口々に言う。

「ふっ、なるほど。そういうことか」

「わたしはこういう周りに迷めい惑わくをかける特訓は好きじゃないんですが」

「あのぅ……これは逃げられないんじゃ……」

「ぬぅ。ただ逃げたのであれば捕まるな」

「逃げ方を考える必要があるわね」

　なんだか逃げるのに必死になっているようだが、すでに手て遅おくれだ。

　わたしが人員を手配した以上、どうあがこうと貴様たちはもう詰つんでいる。そう勝ち誇っていると、不意にわたしの手が摑つかまれた。気づけば、ミソラがこちらを見ている。

「じゃあ、ガッツさん。逃げますよ」

　むっ!?　わ、わたしも逃げるのか……っ!?　本来なら逃げる必要はなかったかもしれないが、まだ内偵中であるため、逡しゆん巡じゆんの末、わたしはミソラたちと行動を共にすることにした。




　ばっ！　とカナタが駆け出し、その後ろにわたしとミソラたちがついて回る。

「さてと、捕まらないように必死に逃げ回れよ……っ！」

　纏まって駆け抜けようとするカナタたちの前に、二重の横隊を組んで立ち塞ふさがる〈レイブンネスト〉。カナタたちを補導するために集まっていた彼らはここぞとばかりに立ちはだかる。

　しかし──

「へっ、甘いぜ」

　カナタは摑みかかろうとした隊員を躱かわし、次に迫せまり来た隊員の肩かたに飛び乗り、踏ふみ台にして〈レイブンネスト〉の包囲を抜け、駆け去って行く。

　多くの学生を内偵したわたしは、一目でカナタの動きを分ぶん析せきできた。

　手て練だれの不良学生のみが稀まれに発揮する、一瞬のうちに、〈レイブンネスト〉の配置や作戦意図を把は握あくし、そこから読み取れる次の行動を予測した上で逃げるという『逃とう走そうの極ごく意い』だ。

　だが、ミソラたちがそれと同じ動きができるわけもなく──

「げっ！　あいつだけもう……っ!?」

「抜けられるということはわかりましたが、同じ手は通用しないでしょう。反対方向に逃げますよ……っ！」

　ユーリの判断により、ミソラたちは〈レイブンネスト〉に背を向け、逃走を開始。しかし、追いかけっこなら、手慣れている〈レイブンネスト〉に一いち日じつの長がある。それに、Ｅ６０１小隊が逃走することを見み越こし、わたしは予あらかじめ然るべき用意をしておいたのだ。

　不ふ真ま面じ目めな学生は赦すまじ……っ！

　ミソラたちの逃走経路を見越し、追つい跡せきする〈レイブンネスト〉の何人かが脇わきにそれていく。

「回り込むつもりですね。みんな、脇から〈レイブンネスト〉の隊員が飛び出してくるかもしれません。注意してください」

　ユーリが注意をする。

　伏ふく兵へいが見抜かれたか。しかし──

「あ、あのぅ……う、後ろからワンちゃんたちが……っ!?」

　レクティが悲鳴をあげる。〈レイブンネスト〉の隊員が追跡用の犬を放ったのだ。

　同時に、

「ぬっ。ま、回り込まれた……っ!?」

　脇道から突とつ如じよとして現れた〈レイブンネスト〉の隊員たちに、ミソラ、レクティ、ブレアが足を止める。

　前後から挟きよう撃げきされ、左右を建物に囲まれたいま、ミソラたちの逃げ場が完全になくなった状態だ。飛行魔ま術じゆつを駆く使しすれば逃げることは容易たやすいが、戦せん闘とうと訓練目的以外で飛行魔術を駆使することは重罪である。まして逃走目的での使用は即そく退学だ。

　ふむ、これで詰みだな。わたしは勝利を確信したが、

「足を止めると捕まるぞ。眼を皿にして逃走経路を探せ。道は必ずある」

　そう言って、リコは手じかな壁かべを蹴けり、立ち塞がった〈レイブンネスト〉の隊員たちを飛び越える。

「いまよ……っ！」

　リコを捉えようと〈レイブンネスト〉の隊員たちの注意が逸それた瞬間、ミソラたちが突っ込み、強ごう引いんに彼らの脇をくぐり抜ける。腹立たしいことに、この非行少女たちは〈レイブンネスト〉の包囲を突破してみせたのだ……！

「なるほど、これは使えるわね」

「あのぅ……帰るまでが夜遊びっていうのは、こういうことみたいですね」

　新しい道を探し出すとは、おのれ小こ癪しやくな……っ！　その後も〈レイブンネスト〉はミソラたちを捕ほ縛ばくしようと躍やつ起きになっていた。何度か包囲し、あと一歩のところまで追い詰めたのだが、その都度ミソラたちは工く夫ふうを凝こらして包囲を突破し、終ついに三番区から脱だつ出しゆつしてみせた。







　内偵報告書七日目。

　内偵最終日。〈レイブンネスト〉の奮闘虚むなしく、昨夜はカナタたちの補導に失敗。本日は予定通り、Ｃ３３３小隊との模擬戦に移る。夜遊びにふけっていたＥ６０１小隊を待ち受けるのは、約束プロミスされド・パたーフエク完全トリー・な敗北デイフイート……




『スカウトの件でごだごだがありましたけど、容よう赦しやするつもりはありませんよ』

『当然よ……っ！』

　闘技場のフィールドでは、ミソラたちとＣ３３３小隊の面々が対たい峙じし、観戦席ではカナタとＣ３３３小隊の教官──アーネスト・ゼフィランサスが語り合う。

「ふむ、カナタ氏。その貌は自信ありげのようだな」

「まーな。お前たち向けの対策をして来てあるから」

　対策も何も夜遊びしていただけだろうが。これまでの調査で、すでにＥ６０１小隊を罷ひ免めんする充じゆう分ぶんな証しよう拠こが揃そろっている。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの意向通り、Ｅ６０１小隊を解散に追い込むことは可能だろう。

　覚かく悟ごするがいい、Ｅ６０１小隊……っ！　とわたしが想おもっていると、

「なあガッツ、ここ最近俺らを監かん視ししてどう思った？」

「なんのことですか？」

「恍とぼけるなよ。依い頼らい主ぬしはどうせ空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーだろ」

「……よくわたしの正体に気づいたものだな」

「後方支援科ロジステイクスには知り合いが多いからさ、お前がそこに所属してないことはすぐにわかったよ」

「特務の活動をサボりながら、後方支援科ロジステイクスの手伝いをしていたという噂うわさは本当だったのか」

　素すの言葉遣づかいに戻もどったわたしが宣告する。

「だが、不正を見過ごすわけにはいかない。この模も擬ぎ戦が終わったあと、Ｅ６０１小隊の件は告発させてもらう。もちろん、あなたも含ふくめて」

「不正？　──何度も言ってると思うけど、俺にとっちゃあれはミソラたちへの特訓なんだよ」

　夜遊びが特訓だと、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「疑ってるって貌かおしてるな。なら、これからその証明をしてやるよ。なあガッツ、もし俺の言ってることが本当だったらさ、お前はミソラたちの本当のファンになってくれよ」

「いいだろう。ただし、それはこの模擬戦でＥ６０１小隊が実績を残せたらの話だ」

　わたしがそう言い放った直後、カナタの教え子たちの模擬戦が開始された。それぞれの役割を持ちながら、交こう錯さくするミソラたち。やがてＣ３３３小隊の小隊長──ルイス・アーネットが巧たくみな動きで、前衛三ト人リ組オの注意を引きながら、ミソラたち全員を引っ張り回し始めた。その動きに呼応するように、Ｃ３３３小隊の面々がミソラたちを包囲するように動いた。

『いきます……っ！』

　ルイスの一声に応じ、全員が射砲撃系のＣ３３３小隊が一いつ斉せい射撃を開始する。数あま多たの小隊を殲せん滅めつして来た飽和攻撃が、ミソラたちに降りかかる。

　その光景を目まの当たりにしたアーネストが、勝利を確信したようににっと口の端をつりあげた。だが、

『甘いわ……っ！』

　包囲から一斉に放たれる射砲撃の雨の中を、ミソラたちが潜くぐり抜け始めた。Ｅランク小隊の空士なら、その飽和攻撃に戸と惑まどい、動きを止めたり、回かい避ひ軌き道どうを間ま違ちがえたりするのが当然であるにもかかわらず、全員が突如として一斉に高速飛行し、Ｃ３３３小隊にロクに狙ねらいを絞しぼらせないまま、射砲撃の雨の中にある空白地帯を駆け抜け、突破してみせたのだ。

　まるでＣ３３３小隊の包囲と狙いを把握し、その先を読んだかの如ごとく。

　その動きをわたしは知っていた。

「なっ!?　あれは『逃走の極意』……っ!?」

　手練れの不良学生が〈レイブンネスト〉の隊員を振り切る動きと同じものを見やり、わたしは不覚にも声に出して驚おどろいてしまった。

　あれは空戦にも応用が利きくものだったのか。いや、そんなことより、ミソラたちはいったいいつあんな動きを身につけたんだ……っ!?

　驚きよう愕がくするわたしの前で、カナタが言い放つ。

「言っただろ。お前が空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから依頼を受けたのには気づいてたって」

　アーネストが問う。

「どういう手品を使ったんだ？」

「さーな。でも、あいつらは昨日夜遊びを頑張ったからな。そのせいじゃないか」

「夜遊び？」

　怪け訝げん貌を浮かべるアーネスト。一方でわたしは、そのキーワードからあることを連想していた。

　それはカナタが昨晩、大逃走劇が始まる前に言っていた、




　──それと念のために断っておくけど、夜遊びは家に帰るまでが夜遊びだからな




　という発言だ。

　まだ未熟なミソラたちが、飽和攻撃を回避する実力を身につけたのは──

「ま、まさかっ!?　〈レイブンネスト〉から逃げ回ることで、飽和攻撃を回避する要領を摑ませたのか……っ!?」

　へっとカナタが口の端をつりあげた。

「いや、あり得ないはずだっ！　そんなやり方は聞いたことがない……っ！」

　型破りな指導を聞き、アーネストが朗ほがらかに誉ほめ称たたえた。

「まさかそんな鍛きたえ方があったとはな。だが、ここであっさりと敗やぶれるほどルイスたちにはぬるい鍛え方をさせてないぞ」

「へっ、ミソラたちだってこんなところで敗れるほどやわな奴やつらじゃねーよ」

　そう言って、上空で模擬戦をする教え子たちをカナタは見守る。彼の眼差しは一いつ切さいの曇くもりがなく、迷いなく、まるで宝物を見るかのような純じゆん粋すいな輝かがやきを放っている。そのとき、わたしは確信した。

　完全に見誤っていたっ!?　これが教官、カナタ・エイジ……っ!?

　飄ひよう々ひようとした態度の裏に、想像もつかない指導が隠かくれている。わたしの知るカナタは理知的にして奇き抜ばつともいえるその戦いぶりと、その発想力の高さが売りの空士だったが、彼は教官としてもその才能をいかんなく発揮しているのだ。

　その瞬しゆん間かん、わたしの中を稲いな妻ずまのようなものが駆け抜けた。すると突如として、わたしの眼には、カナタ・エイジから後光が差し、まるで天てん壌じようの至高存在者──天空神の如く、遥はるかな高みから教え子を見守っているように見え始めたのだ。

　おおっ！　なんたることかっ！　彼こそまさに教官の鑑かがみっ！　そんな彼を疑うなど、わたしはなんたる過あやまちを犯おかしていたのだ……っ!?

　天てん啓けいを得たわたしは、ふっと肩かたのチカラを抜き、踵きびすを返して闘技場をあとにする。

「どこに行くんだ？」

「赦ゆるしたまえ天空神よ、わたし如き矮わい小しようの存在には御おん身みの器量を測るチカラを持ち合わせておりません。ゆえに、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのもとへ報告しに向かおうと思います。僭せん越えつながら、ミソラさんたちにはお別れを伝えておいてください」

　ふと思い出したかのように振り向き、わたしはこう付け加えた。

「もう少し時間が経たてば、ミソラさんたちにはわたし如きよりずっと立派なファンがつくことでございましょう」







　そして物語は冒ぼう頭とうへと戻る。

　最終的にＥ６０１小隊の将来性を期待大とする報告書レポートを提出したわたしは、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに詰め寄られていた。

「だから、どうしてこの結論に至ったのか訊きいてるのよ」

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが険しい表情で尋たずねる。

「《秩序ロー・の守オブ・オ護者ーダー》であるあなたの報告書レポートにもかかわらず、前後文脈が嚙かみ合わないわ。これまでの経緯を踏まえた上で、どうして最後をこの言葉で締しめくくったの？」

「どうしてとおっしゃられましても、わたしは特別インヴエ捜査ステイ官ゲーターとして噓うそ偽いつわりのない真実のみを記すことをモットーにしております。ゆえに、事実を事実のまま記しただけのことなのです」

　実直にわたしが本音を述べると、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは苦虫を嚙み潰つぶしたような貌をした。まるで主あるじが率いるＥ６０１小隊に敗北し、屈くつ辱じよくを覚えるが如く。




　報告書総そう括かつ。カナタ・エイジは決して無能インポシな教ツブル・官マスターではなく、それどころか彼はわたしのような無能な特別インヴエ捜査ステイ官ゲーターなどが及およびもしない、遥かな高みより導きし絶対アブソリユートなリー・プロツる教フエツシヨナル官・マスターであり、大宇宙の創造主である天空神にあらせられるのだ。嗚あ呼あ、天空神よ。

　願わくば、主の教え子である一人愚ミス・フーリツシユか祭り女・フエステイバル、偉大なるグレート・ジーザ驚愕の女神ス・ゴツドネス、恋に悩むたおラブシツク・グレイやかな乙女スフル・メイデン、ピヨちゃんピヨピヨ・ピヨツの謝肉祭ト・カーニバル、無垢でイノセント忠実な・ロイヤる暗殺者ル・キラーも彼の意図を汲くみ、反映する素晴らワンダフしき教ル・ステえ子たちユーデンツであり、この中から次期空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが選ばれることをわたしは切に望む。


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年９月号）









　　　第七章　悪賢いスマイルアヴェンジャー







　とある日のお昼休み。Ｓ１２８小隊室。

　困りましたね。これはもう僕の手には余ります。

　短く整えられたブロンドの好青年──ロイド・オールウィンは、机に納まりきらず床ゆか一面に積み上げられた書類の山に、パンク寸前だった。

　特務の許可を必要とする防衛計画、訓練計画、苦情要望など……あらゆる書類が精査と決裁を待っている。空戦武踏祭エリアルソード本戦出場を控え、ますます教官としての務めに精を出すカナタに対する苦情も多いが、それ以上にその他の要望が山積しており、書類タワーがあって然しかるべき風景のように溶とけ込んでいる。

　個人の努力ではどうしようもないと思いながら、ロイドは小隊室にいる仲間たちに声をかける。

「じつは隊内事務と予算管理の件で相談があるんですが」

　黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきの色のリボンをした少女──クロエ・セヴェニーと、さらっとした濃のう紺こん色の髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルがこちらを見やる。

　二人は昼食のあと、カナタが最近の訓練で何をしているのかとか、いま流は行やりのお菓か子し屋について談だん笑しようしている最中だった。

「まず隊内事務の件ですが、僕の処理容量を超こえています。お二人の協力が必要です」

　そう前置きしたあと、事務担当としてロイドはとある事実に言げん及きゆうする。

「それと予算を管理する立場として言いたいことがあるのですが、最近不ふ透とう明めいな支出が増えています。まさか小隊予算でお菓子なんか買ったりしてませんよね？」

　ぎく……っ!?　クロエとユーリの二人の表情が一いつ瞬しゆん強こわ張ばったのを、ロイドは見み逃のがさなかった。

「クロエ、なんだか最近はピーチパイの消費量が増えてませんか？」

「えっ!?　え、ええーっと……そ、そうかな……っ!?」

　あはははと愛想笑いをするクロエの額には、脂あぶら汗あせがにじみ出ていた。

「ユーリ、なんだか最近はますますお菓子作りに精を出しているようですね。僕もおこぼれにあずかっている身ですが、Ｅ６０１小隊の分まで作っているとなると、お小こ遣づかいで本当に足りてますか？」

「た、たたた、足りてますよ……っ!?」

　どもって口にしたユーリの表情には、一いつ切さいの余よ裕ゆうが見られず、追及すればすぐに白状しそうだった。

「おやおや、お二人ともなんだか声が上うわ擦ずっていますね。大だい丈じよう夫ぶですか？　まさか夏なつ風か邪ぜでも引いたりしたんじゃないですか？」

「「ごほっ、ごほっ」」

　真実を追及されるのを恐おそれるかのように咳せき込む二人を、ロイドは一気にたたみかける。

「ところで、誰だれか時間がある方はいませんか？　この頃ごろ肩かた凝こりが酷ひどくて、この書類の山を引き受けてくれる方を探しているんですが」

　クロエとユーリはロイドの周りに山積みになった書類タワーを見やり、

「あっ、わ、わたし、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと打ち合わせがあるんだった……っ!?」

「その……も、もうすぐお昼休みも終わりですねっ!?　さ、さてＥ６０１小隊の活動に向かわないと……っ!?」

　そんなことを口にしながら、慌あわてて小隊室から逃にげ出して行く二人を見やり、ロイドは内心でつぶやく。

　この期ごに及およんで救きゆう援えんはなしですか。薄はく情じような仲間にはおしおきが必要ですね。

　怒いかりと憎にくしみに塗ぬり潰つぶされた心でなお書類仕事に取りかかると、ロイドの眼めにとてもユニークな協力依い頼らい書が飛び込んできた。彼は普ふ段だんから神を信じたことはないが、このときばかりは天の配はい剤ざいを感じざるを得なかった。

　にこっと笑えみを零こぼしたロイドは、その書類──外部向けの学園紹しよう介かい用ＰＶ撮さつ影えいの協力依頼書を決裁待ち書類の中に混ぜてクロエの机の上に置くことにした。







　それから四日後。お昼休み。Ｓ１２８小隊室。

「失礼しまーす。本日はお忙いそがしい中、ＰＶ撮影を引き受けて頂いてありがとうございますー！」

　小隊室のドアが開き、真っ赤なベレー帽ぼうを被かぶり、まるめた小冊子を手にした少女を始めとする一団がずかずかと入り込んできた。中にはビデオカメラや集音マイクを携けい行こうした者もいる。

「えっ!?　ＰＶ撮影ってなんの話ですか……？」

　驚おどろいたクロエが尋たずねるが、真っ赤なベレー帽の少女が景気のよさそうな笑みを浮うかべ、

「またまた恍とぼけちゃって。今回のＰＶ撮影は《ミストガン》に入学しようか悩なやんでいる未来の新入生やそのご家族の方に、《ミストガン》はこんな学園浮ふ遊ゆう都市ですって紹介するためのものですよ。……たまにいるんですよねー、引き受けたにもかかわらず、恥はずかしさから奥手になっちゃう方が。でも、大丈夫ですっ！　わたしは写真撮影から映像撮影まで人々の心に訴うつたえるコンテンツを作るのは大得意ですから……っ！」

　そう言って、まるめた小冊子でぽんっと手を叩たたき、カメラマンに適当にカメラを回して構図をとってくださいと指示を出し始めるが、クロエには心当たりが全く無い。

「あの……どなたか知りませんが、本当にわたしたちが撮影されるんですか？」

「えっ!?　もしかして演技とかじゃなくて、本当に覚えてませんかっ!?　……なら、これがそちらから頂いた承しよう諾だく書の控えになります。確かめてみてください。それとわたしの名前は、スージー・スミシーって言います。気軽にスージーちゃんって呼んでくださいね」

　承諾書を検あらためたユーリが口を開く。

「どうやらクロエ先せん輩ぱいがサインしたようですね」

「で、でもっ!?　決裁書類はロイドが確かく認にんを……っ!?」

「おやおや、僕がどうかしましたか？」

　いまだに終わらぬ書類の山と格かく闘とうしていたロイドが、一点の曇くもりもない笑顔を浮かべて言い放つ。

「まさか決裁待ち書類を精査せずにサインしたなんて言いませんよね？　もちろん、ＰＶ撮影に協力できないなんて言うのもなしですよ？　そしたら僕、特務小隊ロイヤルガードからいなくなるかもしれません」

「「……（お、怒おこってるーーーっ!?）」」

　ロイドの発言は、怒りや憎しみといった感情の一いつ片ぺんたりとて感じ取れぬものだった。スージー一行はむろん冗じよう談だんとして捉とらえたことであろう。だが、付き合いの長いクロエたちはすぐにわかった。

　ある種の人間は、怒りが頂点に達すると思わず笑みを零すことを。そして皮肉のきいた軽口を笑顔で叩けるこの少年が、心の底から怒っていることを……！

「ふふっ、じゃあ早さつ速そくですが撮影を始めましょうか」

　これを断れば本当にロイドが特務小隊ロイヤルガードを辞やめてしまう……っ!?　そのことを直感したクロエとユーリは慌てて首を縦に振ふった。







　午後。中央噴ふん水すい広場前。

「これなら耐たえられそうだね」

「そうですね。一時期はロイド先輩の陰いん謀ぼうかと思っていましたが、どうやら勘かん違ちがいだったようです」

　スージー指揮のもと、ＰＶ撮影は順調に進んでいた。正門から撮影をスタートして本ほん棟とうや小隊棟などの幾いくつかの主要な学内施し設せつを巡めぐりながら、クロエたちが簡単な案内兼けん解説をするという手て堅がたく無難な内容であり、これといってクロエたちに苦痛を与あたえるものではない。

　むしろ撮影の最中に、スージーが後方支援科ロジステイクスであること、カナタはいまだに《ミストガン》での反感が強いため撮影があることを知らないのはむしろ都合がいいといった情報を、雑談の中から仕入れる余裕があったほどだ。そんな具合でクロエとユーリが安心しきった頃、そろそろ仕し掛かけましょうか、とロイドが頃合いを見計らった。

「じゃあ、次は展望中庭ガーデンテラスでおいしい学食を摂とるところを──」

「ちょっといいですかスミシー監かん督とく？」

　おもむろに、ロイドがスージーに声をかけた。

「こらこらロイドさん、スージーちゃんって呼んでください」

「では、スージーさん。内々でお話があるんですが、少しいいですか？」

　愛想のいい笑顔を浮かべて窘たしなめるスージーを、ロイドはクロエたちと撮影スタッフから離はなれた自じ販はん機きの陰かげへと呼びだす。

「こんなところへ呼び出して、どうしたんですかロイドさん？」

「じつは僕、あなたが携たずさわれたことがある作品に目を通したことがあるんです。あなたは以前、強きよう烈れつな個性を持つシュールな特撮ヒーローものを作ったことがありますよね」

「さ、さあ……。な、なんのことでしょうか……っ!?」

「隠かくす必要はありませんよスージーさん。僕がＰＶ撮影依頼をクロエに引き受けさせたのは、制作責任者にあなたの名前があったからなんですから」

「……………………」

「確かにあなたの作品はバランスが悪く、視し聴ちよう者にもなにをやっているかさっぱり伝わらず売れませんでした。ですがあの作品を作ったときのあなたの情熱を、ここでぶつけてみたいとは思いませんか？」

「（ごくりっ！）　ほ、本当にそんなことをしていいんですか……っ!?」

「あの二人はこれが本当のＰＶ撮影だと疑っていませんし、気づいたとしても僕の意思に逆らうことができません」

　そう言って、ロイドは笑顔を浮かべて悪あく魔まの囁ささやきをする。

「あとはあなた次し第だいです。ここであのときの無念を果たしたいとは思いませんか？」

「で、ですけどっ!?　ここでそれをしたら、ＰＶ撮影が……っ!?」

「もう制作に充じゆう分ぶんなシーンは撮とれたはずですよ。編集で上う手まく継つぎ接はぎすれば、それっぽく見えるはずです。……さあ、あとはスージーさんのお好きなように撮影して頂いて構いませんよ。代わりにですね──」

　と、ロイドが出した交こう換かん条件を聞き、スージーは決意する。

「そういうことでしたら、引き受けさせてもらいますっ！　……それにしてもロイドさん、あなたも悪ですね」

「いえいえ、スージーさんほどではありませんよ」

　ふっふっふっ、と蜜みつ月げつの関係にある商人と悪代官のような笑みを零したあと、ロイドはスージーとともに、撮影スタッフのもとへ戻もどる。そしてスージーは衣い装しよう担当のスタッフに声をかけ、すぐに後方支援科ロジステイクスの資材室に走らせ、ある衣装を取りに行かせた。他のスタッフにもこれから撮影が大きく変わることを説明する。

　なんだか急に慌ただしくなったことにクロエたちが気づき始めた頃、衣装担当のスタッフが戻ってきた。両手に握にぎられているのは黒いスーツケース。スージーは素す早ばやくその中身を確かめたあと、安心しきったクロエたちに言い放つ。

「すみませんクロエさん、ユーリさん。次のシーンの撮影なんですが──これを着て、決め台詞ぜりふを言いながら、ポーズをとってくれませんか？」

　そう言って、スージーが掲かかげた衣装を見やり、クロエとユーリが目を瞠みはった。なぜならスージーが掲げたその衣装は、お堅い学園のＰＶには程ほど遠とおい、ファンタジー小説にも出てくるのが相応ふさわしいような魔女と騎き士しの衣装だったからだ。
















「えっ!?　ど、どうしてそんな衣装を……っ!?」

「もちろん、学園浮遊都市《ミストガン》の魅み力りよくを、世界中の入学志望者に広めるためです……っ！」

　クロエの問いに、スージーがチカラ強く説明する。

「魔ま甲こう蟲ちゆうの行動が活性化する近年、世界中の学園浮遊都市は慢まん性せい的な人材不足に苦しんでいますっ！　その苦境を打破するためには、如い何かに《ミストガン》が若者にとって魅力的な学園なのかをあまねく世界に知らしめなければなりませんっ！　そのためには、《ミストガン》の象しよう徴ちようたるあなた方が正義の執しつ行こう者しやたらんことを理解してもらう必要があるのです……っ！」

　突とつ如じよとして鼻息を荒あらくして熱弁を振るうスージーに、クロエもユーリも吞のまれてしまう。

　これは上手くいきそうですね、とロイドは心の中で笑みを零していた。薄情にも書類仕事を手伝ってくれない仲間へは制裁が必要なのだ。

　いくらロイドが事務担当とはいえ、隊長と副隊長が手伝わなくていいという道理はない。ロイドが書類仕事に忙ぼう殺さつされている間、二人はお喋しやべりに夢中だったのだから。

「わ、わかりました。その……着き替がえてくるので、ちょっと待っていてください。いこ、ユーリ」

「ええ。ま、まあＰＶ撮影ですからね」

　引き攣つった笑顔のユーリを連れて、クロエは更こう衣い棟の方向へと姿を消した。それからしばらくして──着替えを終えた二人が姿を現した。

　直後、撮影スタッフたちから嘆たん声せいが漏もれる。

『おお……っ！』

　彼らの視線の先には、ダークウィッチの恰かつ好こうをしたクロエと、新米聖騎士の恰好をしたユーリの姿があった。

　クロエは黒い三角帽に、胸むな元もとを紐ひもで縛しばるタイプの黒いコルセットドレスを纏まとっている。女め豹ひようのように引き締しまった太ももと、溢あふれんばかりの双そう丘きゆうを押さえつけるかのような胸元が特徴的だ。

　ユーリは赤いスカーフに、お臍へその辺りがあからさまに露ろ出しゆつした白のレザーアーマーを纏っている。こちらも生足が向き出しで、太ももから革かわ製のミドルブーツに至るまでの白い脚きやく線せん美びが魅力的だ。腰こしには二つ折りの可変式ソードを携えていた。

「本当にこれで合ってるんですか？」

「着こなしがよくわからなかったんですが……」

　戸と惑まどいと気恥ずかしさに貌かおを赤く染めあげたクロエとユーリを前に、すかさずスージーが口を挟はさむ。

「問題ありませんっ！　完かん璧ぺきです……っ！」

　いったいなぜ外部向けの学園紹介ＰＶ撮影で、コスプレをする必要があるのか？　保護者とそのお子さんにおふざけ学園などと思われたらどうするのか？　そんな疑念が声になる前に、スージーが次の手を打つ。

「さて、ではまず名乗りのシーンからいきましょうか」

　そう言って、クロエたちがいない間に製作した台本を手て渡わたした。ぱらぱらと眼めを通したクロエたちが困こん惑わくする。

「こ、これ、本当に言うんですか……っ!?」

「あ、あのスージーさん、わたしもクロエ先輩もこんな恥はずかしい台詞は……」

「あらあら、まさかわたしが冗談でこんな台本を用意したとでも思っているんですか？　さあお二人とも大きな声でお願いします」

　すぐにカメラを向けられ、撮さつ影えいが開始される。だが──

「「～～～～～っ！　……（ぼそぼそ）」」

　クロエとユーリは羞しゆう恥ち心の前に完全に屈くつ服ぷくしていた。

「わたしたちは真しん剣けんに作ってるんですっ！　恥ずかしがらずにお願いします……っ！」

「せ、せくしー、ぶらっきー、く、くろ……」

「ぷ、ぷりてぃー、きゅ、きゅーてぃー、ゆ、ゆ……」

「声が小さいですっ！　それに振りつけがついてませんよっ！　さあ、今度こそしっかり……っ！」

　撮影スタッフ一同からの本気の視線を浴びて、クロエとユーリは決意したように一度真剣に頷うなずき、そして──

「セクシー、ブラッキー、クロエっち☆」

「プリティー、キューティー、ユーリっち！」

　いい年して、魔法少女ものにありそうなきらっとしたピースサインの決めポーズと台詞を口にし、あまつさえそれを撮影されてしまった二人は、すぐに貌を赤くして俯うつむいてしまった。

「そう、これです。これなくしてＰＶ撮影はあり得ないのですっ！　さあ、お二人ともどんどん撮影していきますよ……っ！」

　スージーの熱意に振り回された結果、一生笑われる赤せき裸ら々らなシーンを撮影されてしまった二人を見やり、ロイドは腹を抱かかえて笑いたいのを堪こらえるので必死だった。







　展望中庭ガーデンテラスにて。

「さあ二人とも、そこで笑え顔がおを浮うかべて、ぐぐっとバストアップをカメラにください……っ！」

　なおも続く撮影に、クロエもユーリもうぅ……！　と恥ずかしそうに貌を赤らめていた。

　こ、こんなことして本当にＰＶになるのかな……っ!?　クロエは常にそんな疑念を抱いだいているのだが、周りのスタッフの真剣さに口にするのが憚はばかられていた。

　そこへさらなる苦難が襲おそいかかる。

「じゃあ次は歌いましょうか」

　これから展望中庭ガーデンテラスで、正義の新米聖騎士と悪のダークウィッチとの戦闘シーンを撮影しようとした際、唐とう突とつにスージーが口にした。

「う、歌うんですかっ!?　でも、これから戦うんじゃ……っ!?」

　戸惑うクロエに、スージーがあっさりと言う。

「なら、歌いながら戦いましょう」

「ど、どうしてそんなことを……っ!?」

「普通に戦うより、そっちのほうがすごいじゃないですかっ！　それに歌いながら戦うのは最近の流は行やりですし、ＯＰとＥＤに曲として収録することもできます……っ！」

「さ、最近の流行り……っ!?」

「が、学園紹介のＰＶにＯＰとＥＤまでつくんですか……っ!?」

　わけのわからぬ話にクロエとユーリが面めん喰くらう。いったいどんなＰＶを撮影するつもりなのか、意図が全く読めないのだが……

「細かいことは気にしないでけっこうです。監督といえば、空士で言うところの最高司令官なんです。さあ、最高司令官の指示を護まもってください」

　貌を青くしたユーリが尋たずねる。

「あの、歌はなにを歌えば？」

「そうですね。メインターゲットが若者なので、学生なら誰だれもが知っている人気のある曲がいいですね」

「学生が知ってて人気のある曲ですか……っ!?」

　そこで、なぜかマイクまで手渡されたユーリからみんなの前で歌うことになったのだが、彼女の表情は冴さえない。まるで歌いたくないとでも言うかのように。

「ほらユーリさん、歌ってください」

　スージーに促うながされ、みんなが注目する中、ユーリはおもむろに口を開き、

「さ、さいた～、さいた～、ちゅーりっぷのはなが～。なーらんだ～、なーらんだ～、あかしろきい──」

「あなたはいったい何を歌っているんですか……っ！」

　ユーリの歌を遮さえぎり、スージーがダメだしする。

「選曲のセンスがなさすぎですっ！　ふざけているんですか……っ！」

「で、ですけど……わたしは音楽のトレンドには疎うとくて。基本毎日訓練漬づけの日々ですし……」

「ふふっ、ユーリ。わたしに任せてちょうだい」

　最近の流行に疎いユーリに代わって、クロエが余よ裕ゆう綽しやく々しやくといったようにマイクを手にした。

「クロエ・セヴェニー、歌います」

　たらららら～と何かのＢＧＭが流れたあと、聞くだけで頭が痛くなり耳鳴りがやまぬような破は壊かい的絶ぜつ叫きようが響ひびく。最も早はや歌ともわからぬ騒そう音おんを前に、

「うるさいですこの音おん痴ちっ！　誰が音響衝撃破ソニツク・ブームを生み出して、学園施設を破壊しろって指示を出したんですか……っ！」

「お、音痴……っ!?」

　ぽろっとマイクを取り落としたクロエを見やり、ロイドがぷぷぷっ！　と堪え切れず笑いを零こぼした。

「まったく仕方ありませんね。歌はなしにします。さあ撮影を続けますよ」

　そんな具合で、撮影が続く。続いて戦闘シーンの演技になったのだが、もとより戦闘職の二人は、こと戦うことに関してスージーの期待を裏切ることなどない。

「うん、いい感じですね。どうですかロイドさん？」

「ええ、とてもいいＰＶになりそうですね」

　とんでもない事態を前に軽口ひとつ叩たたかず、貼はりつけたような笑みを浮かべているロイドを見やり、クロエは怪あやしいと思う。しかし同時に、ここであまりに深く追つい及きゆうしてしまうとロイドが特務小隊ロイヤルガードから去ってしまう危険もあった。

　なので、出来る限り穏おん便びんに、

「あの、さっきからロイドが映ってない気が……」

「ロイドさんは別撮りです。さあクロエさん、ユーリさん、一度休きゆう憩けいを挟んだあと、ラストスパートをかけますよ……っ！」

　やんわりとしたクロエの疑問は、気合充分のスージーの一声があっさりと搔かき消した……！




　　　　※※※




　午後の実技訓練時間。Ｓ１２８小隊室。

「ユーリ、特務が忙いそがしいなら欠席してもいいって言ったけど、休むときは──」

　事前連れん絡らくを、と言いかけ、長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジは室内が無人であることに気づく。さっと見渡したが、いまどこにいるかという書き置きは見当たらない。

　なんか今日は用事があったんだっけ？

　記き憶おくを探さぐるが、これといったスケジュールがあったとは思えない。そもそもこの小隊室に足を運ぶこと自体久しぶりのカナタに、クロエが小隊活動について詳くわしく説明する必要性もないが。

　にしても、ロイドの席は阿あ呆ほみたいに書類が溜たまってるな。

　皮肉のきいた軽口を叩く友人の席だけ書類に包囲されている。カナタはロイドが事務屋としても優ゆう秀しゆうなことを知っているが、そんな彼でも処理しきれぬほどの仕事に、忙殺されているらしい。

　今日はユーリがいないから全体訓練はできないしな。

　目の前に起きている事態に柔じゆう軟なんに対処するため、カナタは耳元にある通信結けつ晶しように手を当て、

『んっ、ミソラ聞こえる？　わりーんだけどさ、俺ちょっと用事があって──。……うん、ユーリもいないみたいだからさ、個人訓練を中心にメニューを組み直して……』

　小隊長であるミソラに指示を飛ばすと、彼は床ゆか一面に積み上げられた書類の山を見やる。

　ま、たまには手伝うぐらいはしてやらねーとな。

　特務の活動を一いつ切さい手伝わないにもかかわらず、一切文句を言わない友人のために、一ひと肌はだ脱ぬがせてもらうことにした。




　　　　※※※




　夕方。本ほん棟とう。屋上。

「その……クロエ先せん輩ぱい。なんだか段々求められる演技が過激になっているような気がするんですが」

「うん。わたしもそう思う」

　あれから実技棟の屋上にあるプールでセクシーな水着シーンの撮影をしたと思えば、なぜか自じ慢まんの一発芸の撮影をしたりとやっていることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　ユーリからの指し摘てきを受け、クロエが抗こう議ぎする。

「あの、これはもう学園紹しよう介かいＰＶじゃないと思うんですけど？」

「あははは、もう何を言ってるんですか。これはれっきとした学園紹介ＰＶの撮影ですよ。ほら、うちの撮影スタッフたちも全員頷いてますよ。ですから全然問題なしですっっっ！」

　スージーの見解を聞き、ロイドは笑顔を崩くずさなかった。それどころか、スージーの強ごう引いんな見解に、うんうんと同意してみせた。

　やっぱりロイドも一枚嚙かんでる、とクロエが確信したとき、ユーリがスージーに苦言を呈ていする。

「ス、スージーさん、で、ですがこれはその、方向性を間ま違ちがえていませんかっ!?　外部向けの学園紹介という趣しゆ旨しからずれていると思います……っ!?」

「わ、わたしもそう思います……っ！」

「ああ、やっぱりユーリさんもクロエさんもそう思ってましたか。わたしもどうも違うような気がしたんですよね」

　ふぅ、よかった……っ！　とクロエたちが安あん堵どした刹せつ那な、

「やっぱり最後は衣い装しようをぼろぼろにして、激戦を経た二人の姿を撮影することにしましょう。死し闘とうを経た二人の間に、友情を通り越こして愛情が芽生えるんですっ！　それに合わせて衣装も調整しますね。ここを引き裂さいて、こっちも引き裂いて、ダメージを演出して……うん、完璧ですね……っ！」

　ぜ、ぜんぜん完璧じゃないです……っ!?　スージーはクロエたちの言葉に耳を傾かたむけることなく、完全に自分の妄もう想そうに浸ひたっていた。

　スージーが鋏はさみを手にクロエとユーリの衣装にダメージ加工を施ほどこしたせいで、クロエは胸むね元もとの紐ひもを二、三本切られ、コルセットドレスからふくらみが零れないように必死で押さえていた。

「あはー、わくわくしますねわくわくしますねわくわくしますねっ！　新米聖騎士であるユーリさんの提案で、重傷を負ったクロエさんが助かるために必殺技わざのドレインキッスでユーリさんの魔ま力りよくを吸い取ろうとするんです……っ！　むっはー、この構図は絶対にウケますよーーーっ！」

　ダ、ダメな人だっっっ!?

　このままじゃまずいと思ったクロエが別の角度からアプローチする。

「ロ、ロイドもどうですか……っ!?」

　こうすれば傍ぼう観かんに徹てつしているロイドも加勢してくれるだろう、とクロエは考えていたのだが、

「こういう提案がありましたけど、どうですかロイドさん？」

「僕は別べつ撮どりの予定ですので、遠えん慮りよさせて頂きます」

「ではそういうことで、早さつ速そく撮影に入りましょう……っ！」

　か、完全に結けつ託たくしてる……っ！

　これ以上打つ手がなくなり、どうしよう、とクロエとユーリが貌かおを見合わせる。だが、周りの全すべてが敵に回っている以上、二人にはどうしようもない。

　スージー指示のもと、照明、マイク、カメラのスタッフが位置取りを決め始め、たちまち撮影が始まってしまう。

　飛んだり跳はねたりする演技は何の問題もなくこなせるのだが、

「カットカット。こらこら二人とも台本通りに動いてくれないと困りますよ。クロエさん、ここはダークウィッチの必殺技を使うシーンじゃないですか」

「で、でもっ!?　ひ、必殺技って……」

『キス』という単語を口にできず、クロエは恥ずかしそうに俯きかける。だが、すぐに意を決し躊躇ためらいを振ふりきって、

「いくらなんでも人前でそういうことをするなんて……。ねえ、これはさすがにロイドもおかしいと思うでしょ？」

　とその場の一同の視線がロイドに集まるが、

「いいえ、僕はいいと思いますよ」

　笑みを貼りつけたまま淀よどみなく口にする。

「スージーさんの撮影からは、溢あふれ出す熱い想おもいが伝わってきます。これは大作になること間違いなしですね」

「うおおおおおーーーっ！　そこまで言って頂けるなんて、感謝感激です……っ！　……じゃあロイドさんから激げき励れいも頂いたことですし、今日はとびっきり際きわどいところにまで挑ちよう戦せんしちゃいますよ……っ！」

　完全に火が付いたスージーは、まるで獲え物ものを貪むさぼりくらうかのような視線でクロエたちを見やり、じゅるるると舌なめずりをした。

　その異様なまでの熱の入りように、クロエとユーリは身み震ぶるいした。だが、人前で女性同士でキスをし、あまつさえそれが外部向けの学園紹介ＰＶに──将来の《ミストガン》の学生とその保護者に視し聴ちようされるとあっては、ここで潔いさぎよく退ひくわけにはいかない。

「あの、こういうシーンはやっぱりやめにしませんか？　なんていうかその……学園の風紀上望ましくない気がしますし。ね、ねえユーリ……っ!?」

「そ、そうですっ!?　みんなのお手本になるべき特務小隊ロイヤルガードが、風紀を乱す真ま似ねをしては周りに示しがつきません……っ!?」

　などと口にするが、二人の本音は、

「……（そもそもわたし、キスなんてしたことがないし……っ!?）」

「……（キ、キキキ、キスなんてしたことなんかあるわけないじゃないですか……っ！）」

　と、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　ゆえにもっともらしく理由をつけて拒こばんでみせたのだが、そんな横暴を赦ゆるさぬ人物がこの場にはいた。

「おやおや、いまどきキスくらいで風紀が乱れることなんてありませんよ」

　貼りつけたような笑みを浮かべた、ロイドがクロエたちの退路を断たとうとする。

「キスぐらいで乱れる学園の風紀などたかがしれています。むしろキスシーンが学園紹介ＰＶに入っていれば、殺さつ伐ばつとした学園生活を想像していた将来の空士たちにとっての潤うるおいになるのではないでしょうか？」

「で、でもっ!?　ま、万が一──」

「他ほかになにか拒む理由がありますか？」

　なおも抗あらがおうとするクロエの声に被かぶせて、ロイドが死し刑けい宣告を下す。

「まさか二人ともその年でキスが初めてというわけじゃないでしょう？　じつはキス一つしたことがない、純情な乙女おとめだなんて言いませんよね。いまどき、そんな子がいたらお笑い草ですよ」

　こんな言い方をされ、周りのスタッフたちから注目されたとあっては、クロエたちもまさか未経験とも言うことができず、

「し、したことくらい……あ、あるよ……っ！」

「わ、わたしも……あ、あります……っ！」

「なら、やはり何も問題ないじゃないですか。では、スージーさんお願いします」

「はい、ロイドさん。任せてください」

　気を取り直して、スージーたちが撮影を再開。クロエたちは狼おおかみの群れに囲まれた羊のように泣き出しそうな気持ちになりながら、お互たがいに向かい合う。

「……（ユ、ユーリ……っ！）」

「……（ク、クロエ先輩……っ！）」

　どうする。このまま恥ずかしさを堪えて続けるか、それともロイドが離り脱だつするのを覚かく悟ごで断るか。

　書類仕事を手伝わなかったことをきっかけに、二人が究極の決断を迫せまられたそのとき、この場にあるまじき人物の声がかかる。

「んっ、お前らそんな恰かつ好こうで何してんの？」

「カナタ……っ！」「カナタ先輩……っ！」

　クロエとユーリの視線の先には、屋上のドアのところから怪け訝げんそうな表情を浮かべて近づいてくる、ビニール袋ぶくろを提さげたカナタの姿があった。







　こいつら、どうしたんだ？

　カナタの姿を見かけるや否いなや、《ミストガン》最強の特務小隊ロイヤルガードに所属する少女二人がカナタのもとへ涙なみだぐんで駆かけ寄ってきたのだ。さしものカナタも即そく座ざには状じよう況きようがつかめなかった。

　だが、クロエと……ユーリというカップリング、そしてまるでパパラッチのようにこちらへカメラを向けているスージーたちの一団を見やり、状況を理解する。

「あっ、そういうことか」

　カナタは憐れん憫びんの眼まな差ざしでユーリを見やり、

「ユーリ、クロエが好きなのは知ってたけど、こんな場所で……」

　直後、貌を真っ赤に染め上げたユーリが、ポケットの中に入っていた日焼け止めクリームをカナタへ投げつけた。

「……なんで怒おこってるんだよ？」

　さっと躱かわしたあと、カナタが尋たずねた。

「あのねカナタ、いまはそういう状況じゃなくてわたしたちがなんていうかこう……。そ、そのね……」

「なんて言ってるか聞こえねーよ。もっと大きな声で言え」

「「その……」」

　と、二人は事情を説明しようと一度カナタを見やるが、なぜかカナタのことが気に入らなかったようで、

「言えるわけないじゃないの……っ！」

「言えるわけないじゃないですか……っ！」

　二人同時に、カナタのデリカシーの無さを咎とがめた。

「？　俺がわりーの？」

　よくわからない女性独特の感性を、面めん倒どうだなー、と思ったカナタは、

「ま、いいや。お前らに用事あってきたわけじゃないし、ほら撮さつ影えい続けて」

　助けを請こうクロエとユーリをあっさりと見捨て、ロイドのもとへ歩み寄る。

「どうしたんですか？」

　なぜか笑えみを貼りつかせているロイドに、カナタはビニール袋から取り出したものを差し出した。

「はい、これ」

「これは……」

　カナタが差し出したのは、缶かんコーヒーだ。ロイドの好みに合わせ、甘さは控ひかえめで、こくのある苦みと渋しぶみがある銘めい柄がらを選んでいる。

　なぜか呆あつ気けに取られた表情をしているロイドに、カナタはこう言い放つ。

「書類仕事が溜まってて、相当疲つかれてただろ。俺も手を付けたんだけど、まだ終わりそうにないんだ。お前にばっか負担をかけちまったみたいで悪かったな。次からは気をつけるよ」

「……………………」

「さてと、特務小隊ロイヤルガードの活動としてクロエたちがなにやってるかしらないけどさ、お前は特に用がないみたいだから、どっか遊びに行って羽を伸のばして来いよ。その間に、俺ができる分の書類は処理しちまうから」

　するとロイドの貌から貼りつけたような笑みが消え失うせ、彼はふっと頰ほおを弛ゆるめ、観念したかのようにおもいっきり肩かたを竦すくめてみせた。まるで彼を狂くるわせていた瘧おこりが落ちたかのようだった。

「いいえ、ちょうどいま羽を伸ばし終えたところです」

　カナタにそう返事をしたあと、ロイドは撮影スタッフを見み渡わたし、

「スージーさん、残念ですがここまでにしましょう。もう充じゆう分ぶんいい絵が撮れたことですし」

「えー、これからが一番愉たのしいところなのにー」

　と、盛り上がっていたスージーは残念そうだったが、

「でも、ロイドがさんがそうおっしゃるなら、ここまでにしましょうか。いい素材は集まりましたし、愉しみは次の機会にとっておくくらいがちょうどいいですしね。カナタさんを撮影するわけにはいかないので、ここでお開きにするのは理に適かなってますし」

　そう言って、じゅるりと舌なめずりしてクロエたちを見やったあと、すぐにスタッフに指示をする。

「さあ皆みなさん、惜おしいですが撤てつ収しゆうです。機材班は真っ直すぐに機材室へ、それ以外の人たちは現場の後片付けをしますよ」

　スージーたちがスムーズに撤収を始める一方で、ロイドはクロエとユーリのもとへ近づいていく。なぜか貼りつけたような笑みを浮うかべるロイドを前に、二人は膝ひざをついたままお互いに抱だき合うようにしてぶるぶると震えていた。

「おや、そんなに震えて。……なにか言いたいことはありますか？」

「「ご、ごめんなさい……っ！」」

　すぐさまロイドに土下座をして謝罪をするクロエとユーリ。だが、この時点で彼女たちは重大な事実をひとつ見落としていたのだ。そう、謝ってすめばこの世界に諍いさかいが存在しないことを……！







　ＰＶ撮影から三日後。

　お昼休み。Ｓ１２８小隊室。

　まるで生まれ変わったかのような室内で、ロイドは癒いやしを覚えていた。なぜなら、いつの間にか彼の椅い子すはマッサージチェアに、エアコンと扇せん風ぷう機きは自然の風を再現するという最高品質のものに切り替かわっていたからだ。

《ミストガン》から特務小隊ロイヤルガードに支給された予算では、ここまでの高級品を揃そろえることは困難だっただろう。下手に高価な買い物をすれば、予算不足で今後の小隊活動に支障を来きたすのは目めに見えているし、第一そんな予算の使い方が赦されるわけがない。

　しかも、

　あれだけあった書類の山も、カナタのお蔭かげでほとんどなくなりましたからね。

　彼を苦しめていた障害はすでに排はい除じよされていたのだ。

　結局、撮影が終わってから、カナタはつきっきりで書類仕事に取り組み、クロエとユーリの手伝いもあって、ほぼ書類仕事は片付いたのである。

　だが、ロイドの怖こわいところは、原因が解決したからといってうやむやにせず、薄はく情じような仲間たちにきちんと復ふく讐しゆうを果たしているところにある。

　ロイドは、メイド服姿で床ゆかの拭ふき掃そう除じをする仲間たちを見やり、

「掃除が終わったら、事務仕事が待ってますから頑がん張ばってくださいね」

　すると復讐の一いつ環かんとして掃除をさせられているクロエとユーリが、きっと不快そうに貌をあげた。だが、二人はロイドを咎められない。なぜならば──

「おやおや、そんなにこちらを見てどうしたんですか？　何か言いたいことでも？」

　従順でない仲間に、彼は脅きよう迫はく材料をちらつかせる。

「もっと過激な作品が市場に流れても構わないんですか？　いまはお二人を撮影したＰＶの健全な部分のみを加工したプロマイドを捌さばくことで、僕の懐ふところが潤っています。ですが、これ以上のものを流してしまっても構わないんですよ？　いい年して決め台詞ぜりふを口にしてポーズをとったものや、際どいセクシー映像も確保してありますが」

「「な、なんでもありません……っ!?」」

　二人が声を揃そろえて口にした直後、小隊室のドアががらりと開く。

「あのさユーリ、訓練を休むなら事前に連れん絡らくしろって前も……」

　と、三日ぶりに小隊室にきたカナタが部屋を見渡し、

「なんだかやけにくつろげる空間に仕上がってるな。……んっ、お前らはなにしてんの？」

「聞いてよカナタ、ロイドったらね──」

　と、カナタは脅迫されている事情を聞かされたのだが、どうも話が理解できないらしく、

「学園生活の想おもい出ってことで、グッズ化してもらえばいいじゃんか。べつに減るもんじゃないし」

　などと返してしまったりする。

「そういう問題じゃないの……っ！」

「そういう問題じゃありません……っ！」

　クロエとユーリが口を揃えてカナタを咎めようとするが、

「おやおや、お二人とも手が止まってますよ。もしかしたら今度は別のプロマイドを売り捌きたくなるかもしれません」

　慌あわてて掃除を再開する二人を見やり、ロイドがふっと鼻で笑った。

「愉しそうだな」

「ええ。もう少しだけ王様気分を味わわせてもらうことにしますよ」


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年11月号）









　　　第八章　姉妹のチェインオブボンズ







「きゃああああああっっっ！」

　空戦武踏祭エリアルソード本戦を終え、ミソラたちが《ミストガン》に戻ってきた頃。夜の静せい寂じやくを破る悲鳴が、アルテミア寮りようの女子部屋にあるキッチンから上がる。その叫さけび声の主が恐きよう怖ふを与あたえた存在に対処するより先に、この場に慌あわてて駆かけこんでくる者がいた。

「アリアっ！　何があった……っ！」

　月の光を集めたように輝かがやく白銀色の髪かみの少女──ブレア・アイゼナッハが鋭するどくその名を呼び、ボディーガードのように体を割り込ませてきた。

　ブレアと同じ白銀色の髪に、くりくりとした瞳ひとみの少女──部屋着にエプロン姿のアリア・アイゼナッハが、脅おびえた様子で、キッチンユニットの下を指さした。

「そ、そこ……っ！」

　アリアの指の先には、かさかさと動く黒い影かげ。ゴキブリである。か弱い少女なら、誰だれもが恐怖を覚えるその黒い影を前に、ブレアは素す早ばやく魔ま双そう剣けんを展開した。

「最愛の妹の心を傷つけた罪だ。覚かく悟ごするがよい……っ！」

　そう言って、あろうことかブレアは地を這はう燕つばめのような構えをとった。

「お、お姉ちゃんっ!?　ちょっと待って──」

　アリアが制止したが、すでに手て遅おくれであった。

　かわいく、かわいく、とてもかわいい（ここ大事）最愛の妹に不快感を覚えさせた時点で、ブレアを止めることは不可能だったのかもしれない。

　灼しやく熱ねつを纏まとうブレアの突つき技わざ──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきが、ゴキブリを捉とらえた。それは一いつ瞬しゆんにして標的を炭化させ吹ふき飛ばすだけでなく、キッチンの半分以上も吹き飛ばした……！

　屋内での巨きよ大だいな爆ばく発はつに、火災警報器が不快なブザー音を立て、破は裂れつした水道管からはどばーん！　と水が勢いよく噴ふき出す。とたんに廊ろう下かの方でどたばたと人が駆けつける音。勢いよく開かれたドアの向こうには、ユーリとレクティの姿があった。

　ユーリが尋たずねる。

「ア、アリアさんっ!?　酷ひどい有り様ですが、何があったんですか……っ!?」

「その……わたしがゴキブリに驚おどろいたら、いきなり飛炎衝天撃を」

　申し訳なさそうな俯うつむき加減のアリアと対照的に、ブレアは任務完かん了りようとでも言うように誇ほこらしげに胸を反らしている。

　レクティが尋ねる。

「あのぅ……どうしてそんなことを？」

「アリアに悲鳴を上げさせたのだ。原子の塵ちりにまで消しよう滅めつさせるのは、適切な判断であろう」

「ブレアさん、もう少し常識を身につけて、女子力を高めてください」

　えへんっ！　と口にしたブレアに、レクティが呆あきれたように口にした。

　そんな言葉を聞き、アリアは思う。確かにお姉ちゃんには、女子力が足りない。毎週欠かさずに《メルキア》に近況報告してくれる手紙の中には、教官であるカナタ・エイジを夫として慕したっていることが記されている。

　でも、カナタさんはブレアお姉ちゃんに振ふり向いていないんだよね。やっぱりお姉ちゃんに女子力が足りないのが原因だと思う。レクティとユーリに窘たしなめられながら、ブレアを見つつ、アリアはひっそりと拳こぶしを握にぎりしめる。

　お姉ちゃん。わたしがもうひと肌はだ脱ぬいでる最中だから大だい丈じよう夫ぶだよ。アイゼナッハ流本家に代々伝わりし秘伝の巻物に書かれた秘宝──勝負下着を作ってあげる……っ！







　翌日。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「あー、あれもやっぱりあんたたちの仕し業わざだったのね」

　いつものように小隊室で昼食を摂とっているミソラが呆れ果てた。

　総力戦体制へと移行した《ミストガン》はそれまでと大きく様変わりを遂とげていた。

　まず都市人口が激減していた。二線級の空士である《ミストガン》の学生たちは、全体の三割程度が故郷の浮ふ遊ゆう都市へと帰り、そこの防衛戦力として当てにされているのだ。

　また学園都市残留組には、普ふ段だんの講義体制が見直され、午前中は一いつ般ぱん教養を取り除いた専門科目の講義のみ、午後はカナタを始めとする教官たちの一層厳しい訓練で、ミソラたちは終始疲ひ労ろうを覚えざるを得なくなっていた。

　他ほかにも、幾いくつもの変化があった。

「うぬ。あのあと、アリアにまで注意されてしまった。まあ、私は姉として当然のことをしたと思っているがな」

　微み塵じんも反省していないブレアが口にした。

　ブレアの妹であるアリア・アイゼナッハが《ミストガン》にやってきて、ブレアと同じ寮部屋で共同生活を始めたのも変化の一つだ。

　空戦武踏祭エリアルソードで形式上であれ、Ｅ６０１小隊が優勝したことで、ブレアの実力がアイゼナッハ一族において認められたための特別措そ置ちらしい。

　最愛の妹とともに過ごす時間は、ブレアの心身に大きな影えい響きようを与えていた。

「あのぅ……アリアさんが来てからブレアさんは随ずい分ぶんと変わりましたよね」

「ええ。ここ最近、カナタ先せん輩ぱいの指導はますます厳しくなってきてるのに、ブレアさんは疲つかれが見えませんからね」

「ふっ、ブレアは最近肌はだ艶つやがいいな」

　レクティ、ユーリ、リコの言葉通り、ブレアには疲労の色が見えない。

「うぬ。アリアがおるからな」

　微笑ほほえみとともにブレアが肯こう定ていする。

「しかし、アリアさんは本当にいい子ですよね」

　ユーリの言葉に、ミソラはアリアへの想おもいを馳はせた。《ミストガン》に姉を追い駆けてきて以来、アリアにはＥ６０１小隊のマネージャーのような役割を担になってもらっている。誰からお願いされたでもなく、アリアが自主的に引き受け、嫌いやな貌かお一つせずに雑用をこなしてくれているのだ。

　そんなアリアの気立てのよさは、ミソラたちもよく知っていた。

「ま、ブレアの評価は置いておくとしても立派だよ」

　教きよう卓たくで水すい筒とうに口を付けたカナタも肯定した。

「そうですか。主あるじにそうおっしゃって頂けるとは、自分のことのようにうれしいです」

　ブレアは八や重え歯ばを覗のぞかせ、この日一番の笑みを零こぼした。

　そんな幸せの絶頂にいるブレアに、ミソラはふと投げかける。

「でもさ、アリアの件に関してはあんた、過保護すぎるんじゃないの？」

　アリア絡がらみのトラブルは、昨日の件だけではない。アリアが紙で指を切ったときは飛炎衝天撃、アリアが蚊かに刺さされたときは飛炎衝天撃など、高難易度の戦技をしょうもないことで連発し、周囲へ数多あまたの被ひ害がいを撒まき散らしていた。

　だが、

「なにを言っておるのだミソラ？　アリアは口では迷めい惑わくそうに言っておるが、内心では間ま違ちがいなく喜んでおる」

　アリアから嫌きらわれていないと、ブレアは信じて疑わない。

　アイゼナッハ一族って、信じられないくらい思い込みが激しいときがあるわよね。ミソラは、巨ガ怪ル鳥ダの雛ひなをヒヨコと信じて疑わないレクティを一いち瞥べつした。

　そんなとき、小隊室のドアが開く。

「おおっ！　アリアよっ！　待っておったぞ、私の膝ひざの上に座るがよい……っ！」

「お姉ちゃん、さすがにそれは恥はずかしいよぅ……」

　恥ずかしそうに言ったアリアは小隊室の隅すみに通学鞄かばんを置くと、財さい布ふだけ取り出し、

「わたしはリーゼリットちゃんとご飯食べに行くから、じゃあね」

　そう言って、やや不ふ機き嫌げんそうに小隊室を後にした。

「と、まあこんな感じだ。アリアは恥ずかしがり屋だが、問題ない」

「おもいっきし引かれてるじゃないのよ……っ！」

　ミソラがツッコむと、周りの仲間たちもうんうんと頷うなずいた。

「あんたね、あんまり過保護になっているとアリアに嫌われるわよ」

「いや、アリアに限ってそのようなことはあり得ぬ。アリアは優やさしいからな、きっと私が何か過あやまちを犯おかしても、それを窘め、受け入れ、赦ゆるしてくれる優しさを持っておるのだ。むろん、アリアの慈じ悲ひ深く穢けがれなき御み心こころは、私のものだ」

　親おや馬ば鹿かならぬ姉馬鹿。アリアのことに関して、ブレアが盲もう目もく的なのは誰の眼めにも明らかだった。

　そんなとき、

「でも、そのぅ……アリアさんの件ですが、最近夜に、こっそりと寮を抜ぬけ出している気がするんですが」

「な……っ!?」

　レクティの放った一言に、ブレアが眼を瞠みはった。あり得ない、とブレアが否定するより先に、ミソラたちが続々と肯定する。

「それ、あたしも見たことがある」

「ええ。外に遊びに行く格好でしたよね」

「そういや、俺も見たことがあるな」

「ま、まさかっ!?　アリアがそのようなことをするなどあり得ません……っ!?」

　声こわ高だかに口にするブレアの表情には、少なくない動どう揺ようが見られた。一人だけならまだしも、複数の目もく撃げき証言があったので信じざるを得なくなったのだろうか。いや、ブレアがアリアのことを信じ抜いているなら、そもそも動揺しないはずだが……

「でもあんた、最近は訓練の疲労のせいか、身の回りの世話はアリアに任せて、すぐ寝ねちゃうでしょ。あたしたちは自分のことも自分でやってるから、すぐに寝れない分、あんたより夜のアリアについて知ってるのよ」

『夜のアリア』という単語から、ブレアは何を想像したのだろうか。だが、不意に唸うなり始め、

「ぬぅぅぅぅ……。そなたらが噓うそを言っていないのはわかる」

　そう口にした直後、ブレアはあっさりと項うな垂だれた。それはあっけないほどあっさりとしていて、ミソラたちにすら意外なほどだった。

「じつはアリアが《ミストガン》に来て以来、どうも『壁かべ』があるような気がしてならないのだ。というのも私が床とこについてから、アリアがこっそり部屋の外に出るのを目撃したことがある。もっともその後すぐに寝てしまったが」

　そう言って、ブレアは渋しぶい貌で、

「ミソラ、アリアの件なんとかならぬか？」

「まあ、夜な夜などこに向かってるか調べれば、対策の講じようもあると思うけど……」

　ミソラが周りを見み渡わたすと、仲間たちは悟さとったように頷いてみせた。

「いいわ。あんたの眼を盗ぬすんでアリアが悪いことしていないか、あたしたちも調べるのを手伝ってあげる」







　そして夜。予科生の制服を着てアルテミア寮を出ていくアリアを、ミソラたちはこっそりと追つい跡せきしていた。

「ぬぅ。まさかこの眼で見ることになるとは……」

「どこかに用事があるのは間違いないみたいね」

　寮を出たアリアを追うミソラたちは、繁はん華か街がいである三番区に辿たどりついていた。《ミストガン》に不慣れなアリアを、通りの陰かげからこっそりと窺うかがうミソラが口にする。

「あれ、リコはどこに行ったのよ？」

「すみません。眠ねむいので、家に帰って寝るそうです」

「そのぅ……さすがはリコさんですね」

　ユーリの伝えた言葉に、レクティが半ば呆れた。

　まあ、リコはいつものことだし、とミソラは気にせずにアリアを追う。やがてアリアが足を止めたのは、新しん鮮せんな青果を扱あつかう露ろ店てんから、怪あやしげな占うらない師や学生御ご用よう達たしのちょっとエッチな写真集を扱う露店までが軒のきを連ねた雑多なマーケットだ。

「どうやらプライマリーマーケットに用事があるみたいですね」

　慣れた足取りでどんどん進むアリアを見ながら、ユーリが言った。少なくなった商業施し設せつを都市機能として纏まとめ、露店市にした場所だ。

　といっても、時間が時間なので客もほとんどおらず、雑貨系の露店は閉まっているものも多い。飲食系はまだ営業時間中で、通りに設置されたテーブルでは、麵めん物ものやスイーツを口にする学生の姿が見られた。

「うぬ。ですが、この時間ですと飲食以外の商売は閉まっているはず……」

　するとアリアは、どんどん奥の方へ進んでいく。周りの露店が軒並み灯あかりを消す中、そこだけぽつんと灯りがついている露店の前でアリアは立ち止まると、店主と親しげに話し始めた。

　その店では、ちゃらちゃらした学生が身につけるようなシルバーのネックレスや、鋭えい利りな眼つきの不良が好みそうなデザインのバタフライナイフを中心に、シルバーのアクセサリーや小物を扱っているのが見えた。

　営業を終えている露店の陰に隠かくれるようにして、ミソラたちはアリアのやり取りを窺っていた。

「（なんだか、あんまり真っ当な店じゃないみたいね）」

「（そのぅ……柄がらの悪いお客さんが多そうな店ですよね）」

「（もしかしてブレアさんが過保護なせいでグレたなんてことも……）」

　そんなひそひそ話をするミソラたちの脳のう裏りには、特とつ攻こう服ふくを着て口に黒いばってんの書かれたマスクをつけて、うんこ座りして着き崩くずしたアリアが[image: あ゛][image: あ゛]っんとガンを飛ばすという、なんとも時代遅れな光景が浮かぶ。
















「ア、アリアっ!?　そのような下品なことなど──」

　衝撃のあまり声高に口にしたブレアが、アリアのもとへ詰つめ寄ろうとした。慌あわててブレアの口を塞ふさぎ、露店の陰へとミソラたちは引き戻もどした。

　ミソラが露店の陰からこっそりとアリアの様子を窺うと、アリアはきょとんとした表情でこちらを振り向いたが、ミソラたちの姿に気づかず、すぐに店主との会話を再開した。

「（気づかれたらどうするのよ……っ!?）」

　ブレアを注意したあと、ミソラたちはアリアが去ったのを確かく認にんしてから、その露店に貌を出し、アリアが何を買ったのか店主に尋ねる。

「たくさんのバタフライナイフですか……っ!?」

「他にはシルバーのチェーンも買ったみたいですね」

「まるで女スケ番ばんを目指すみたいね」

「そ、そんなっ!?　ア、アリアよ……っ!?」

　最愛の妹の不良化説が僅わずかでも現実味を帯び、ブレアがその場に両膝を突つく。まるで実の娘むすめにできた、気になる男性を紹しよう介かいされた父親のようだった。

「落ち着きなさいってブレア。あのアリアが、鎖くさりばっかりつけてチャラチャラした格好で、街中を歩くと思う？」

　そんな疑念をミソラが口にした刹せつ那な、

「隠れてください」

　ユーリが鋭い声を飛ばし、ミソラたちはいかがわしい露店の看板裏あたりに姿を隠した。そんな彼女たちの視界に映ったのは、

「ふふっ、いい買い物しちゃった……っ！」

　と上機嫌で、プライマリーマーケットをスキップするアリアの姿。なぜか大量に買い込んだデザイン性に富んだ大量のバタフライナイフを器用にメタリックチェーンに通し、腰こしにじゃらじゃらと巻きつけている。

　その様は、大陸時代の荒こう野やにいたと言う腰のホルスターに幾つもリボルバーを備えた銃じゆう士しを連想させた。

「「「「……（な、なんか戦せん闘とう力高そうになってるーーーっ！）」」」」

　最愛の妹の予期せぬ一面を目撃したブレアは、

「ア、アリアっ!?　な、なんということだ……っ!?」

　つぶやくように口にし、心労のあまりその場に倒たおれてしまった。







　翌日。休日。

　午前八時半頃ごろ。訓練グラウンド。

「あれは絶対におかしいっ！　何か理由があるはずである……っ!?」

「うん。あれはまあなんていうか……ヘンよね」

　ベンチに腰掛けて休きゆう憩けいするミソラたちに、ブレアが力説していた。

「あのように可愛かわいくて、キュートなアリアがあそこまで道を外すなど不自然である」

「なんであんな格好をしてたのか直接訊きいてみる必要があると思うわ」

「うぬ」

　昨日は心労で倒れてなお、ブレアは大変だったらしい。らしい、というのはブレア自身覚えておらずミソラたちからの伝聞になるからなのだが、ブレアは延々と「うぅ……アリア、アリアよ、我が最愛の妹よ、な、なぜそなたアリアなのだ……」とうなされて口にしていたそうだ。

　うわ言で妹ラブを連呼する姉に、ミソラたちは度が過ぎていると注意して来たが、実際アリアは誰よりもかわいいから仕方あるまいとブレアは思った。

　それにしても、アリアはマネージャーとして一生懸けん命めいで、本当によき妹であるな～。

　訓練開始前の準備の一いつ環かんとして、救急箱を運んでくれているマネージャー・アリアを見やり、ブレアが八重歯を覗かせ愉ゆ悦えつに満ちた笑顔を零していた。

　この日の訓練自体は九時から開始なのだが、ミソラたちはカナタから習った訓練の復習をするため、朝七時から自主練をしていて、いまは体を休ませているところだ。周りには、ミソラたち以外にも防護服プロテクターを着た学生がおり、快晴の空に上がって行くところだった。

「でも、あんたが直接訊くのは論外よ。あたしたちの中で、誰かがそれとなく……」

　と、ミソラがブレアとの柔じゆう軟なん体操を終えた頃、ふわーと欠伸あくびをしながら、だるそうにリコがグラウンドへ姿を現した。途と端たんにミソラの表情が険しくなる。

「リコっ！　あんた昨日ブレアのことをほったらかしにしたことといい、今朝自主練をサボったことといい、いい度胸してるじゃないの……っ!?」

「いい度胸をしてるに決まっているだろう。女め神がみなわたしの体力を甘くみるな」

　あっさりと返され、周りの仲間たちからも咎とがめる声は上がらない。

　最終決戦に向けて一層厳しくなったカナタの訓練は、体力不足のリコにとっては相当きついらしい。むろんきついのはミソラたちも同じであったが……

「……まあいいわ。でもアリアに事情を尋ねる件は、あんたにも協力してもらうわよ」

　そう言って、ミソラが昨晩の出来事を説明した。

「まあ、それくらいならいいだろう」

　そんなやり取りのあと、ミソラたちはアリアを見やる。アリアは水場でスクイズボトルに水を汲くんでいる最中だった。ミソラたちの分に加え、教官であるカナタやクロエたちの分も汲んでいる。

　一人でいるいまなら声もかけやすいだろう。ミソラが仲間たちに問う。

「じゃあ、誰から行く？」

「そのぅ……ま、まずはわたしにやらせてください」

　意を決して、レクティが一歩前に出た。

「わたしとアリアさんは、昔からの付き合いがありますし話しかけやすいと思います。それにブレアさんをこれ以上不安にするわけにも行きません」

　おおっ！　レクティっ！　やはりそなたは頼たよりになるな……っ！　内心でブレアが感謝する中、スクイズボトルに水を汲むアリアにレクティが話しかける。

「そのぅ……アリアさん、昨日の夜のことについて尋ねたいことがあるんですが……」







　いま一いつ瞬しゆんぎく……っ!?　としましたね。

　レクティの視線の先には、突とつ然ぜんの問いかけにびくっ！　と眉まゆを動かしたアリアの姿があった。

　そのぅ……やはり、何か後ろめたいものがあるんでしょうか。

　レクティが真相を尋ねようとしたとき、

「ちょ!?　ちょっと待って、レクティお姉ちゃん……っ!?」

　アリアは核かく心しんに触ふれられるのを嫌いやがるように口にし、残ったスクイズボトルの水を入れ終えたあと、レクティに向き直って、

「ねえ右腕うでを出して」

「えっ!?　そのぅ……み、右腕ですか……っ!?」

　わけのわからぬまま、レクティは右手を差し出した。するとアリアはおもむろにレクティの右腕に指を当て、まるで触しよく診しんするかのように慎しん重ちように指圧を始めた。やがて、

「ここ、痛いよね」

　アリアが指し摘てきしたのは、レクティの右肘ひじだ。じつは訓練で酷こく使ししすぎたせいか、ときおりびりっとした痛みが奔はしることがある。

「ど、どうしてその怪け我がのことを……っ!?」

「昨日の訓練中から痛めてたのはわかったよ。これ、アイゼナッハ本家特製の塗ぬり薬。夜寝るときに使ってね」

「で、ですけどそのぅ……簡単に見抜けるようなものじゃ……。それに特製の塗り薬って、どうしてそんなにわたしのことを気にかけて……」

「わたしは怪我で苦しんだ身だからね。レクティお姉ちゃんに、同じ思いをしてほしくなかったんだ」

「ア、アリアさん……」

　じわっと瞳ひとみを潤うるませ、レクティは思わず号ごう泣きゆうしそうになった。後ろではミソラたちが、いつ核心に迫せまるのか気になって様子を見ているが、どうでもいい。

　そのぅ……わ、わたしはなんていい人を疑ってしまったんでしょうかっ！　こんないい人が非行に奔るわけないじゃないですか……っ！

　おお、神よ。我が過ちを赦したまえ、といった調子で、レクティが心で謝罪していたとき、アリアはレクティの全身を触診した。

「うーん、腰もけっこうきてるよね。いまのうちに鍼はりも打っておこうか。ちょっとそこのベンチで横になって」

「は、はい」

　感極きわまったレクティがアリアの指示通りにする。アリアはマネージャーとして持参したマイ救急箱から、鍼ケースを取り出し、治ち療りよう用の鍼を両手の指の間に合計八本を挟はさむようにして持つと、

「それじゃあ行くよ」

　と断った瞬間、アリアの眼が一瞬ぎらりと光り、

「はぁぁぁぁぁぁぁあぁ……っ！」

　まるで戦技でも発動するかのような気合が入った声とともに、超ちよう高速でレクティの腰へ鍼を打ち込んでいく。

『ぶすりぶすりぶすすすすす……っ！』と数え切れないほどの鍼をまるでミシンのように高速で打ち込み、レクティの腰は針はり鼠ねずみのように鍼で溢あふれていく。あっという間の出来事に、様子を探さぐっていたミソラたちの眼が点になった。

　アリアはさらに鍼を追加し、レクティの腰に[image: スマイル]マークを描えがくと。最後にとびっきり太く、鉛えん筆ぴつのように長い鍼をレクティのお尻しりに『ずぶりっ！』とぶっさした刹那、

「「「「……（い、痛そう）」」」」と傍かたわらで見守るミソラたちが震ふるえあがる。

　……一連の施せ術じゆつの光景を、横になったレクティ自身は目撃できなかったが、後でミソラたちから聞いたところ大体こんな感じだった。

　ちなみに施術自体は、じつは全すべてアイゼナッハ本家に代々伝わる秘ひ孔こうをついており、レクティは、頭に天使の輪っかのようなものをつけて、まさに昇しよう天てんしていくような気持ちであった。

　やがて施術が終わり、

「レクティお姉ちゃん、鍼治療術気持ちよかったでしょ？」

「はい。さすがアリアさんですね。そのぅ……ありがとうございます……っ！」

　レクティが仲間たちのもとに戻ると、ブレアが不安そうに尋ねてきた。

「レ、レクティ……」

　レクティは満面の笑みで、

「ブレアさん。あんなに気き遣づかいができるアリアさんが非行に奔るわけないじゃないですか」







「「「……（で、できる……っ!?）」」」

　レクティに核心を突かせることなく懐かい柔じゆうしてみせたアリアを見やり、ミソラたちは脅きよう威いを覚えていた。ブレアだけは不安な気持ちを一時的に忘れ、流石さすがはアリアであるな、と姉馬ば鹿かモードであった。

「な、なんなのよさっきのぶすぶす刺した技わざは……っ!?」

「うぬ。あれはアイゼナッハ本家に代々伝わりし鍼治療術の秘技──千せん鍼しん孔こうだ。まさかアリアが習得しておったとは……」

「そのぅ……本当に気持ちよかったです」

　施術部位の秘孔全てを一瞬で刺し激げきすることにより効果を百倍以上に引き上げる秘技についてブレアが解説する中、ミソラは思う。

　アリアって常識人で気遣いもできるけど、間ま違ちがいなくアイゼナッハ本家の遺伝子を受け継ついでるわね……っ！

　ブレアと違い、アリアは常識を弁わきまえているし、破は廉れん恥ちな恋れん愛あい術での抜ぬけがけや絶ぜつ渦か輪りん廻ね丸がんで仲間を病院送りにすることもなく、アイゼナッハ本家に受け継がれる驚きよう異いのチカラの使い方は全くもって正しい。

　正しいのだが……『思い込み』がやはり怖こわかった。レクティが巨ガ怪ル鳥ダの雛ひなをヒヨコと言い張ったり、ブレアが絶渦輪廻丸で小隊の仲間全員を病院送りにしたり、アイゼナッハの女は、いろいろと危険な存在なのだ。

「つ、次は誰だれが行くのよ……っ!?」

「わたしが行きましょう」

　脅おびえるミソラの声に応じて、ユーリが一歩前に出た。

「ユーリ先せん輩ぱい……っ！」

「任せておいてくださいブレアさん。必ずアリアさんから、真意を訊きだしてみせます」







「アリアさん、昨晩の件でお訊きしたいことがあるんですが」

　治療に使った鍼をアルコール消毒していたアリアに、ユーリが声をかけた。すると、アリアは表情が一瞬だけ引き攣つる。

　少しだけ表情が硬かたくなりましたね。やはり……あれは誰かに見られては困ることなんですか……

　確信するとともに、ユーリはアリアがじーっとこちらの様子を窺っているのに気づく。警けい戒かいさせてしまったようですね、ですがここから一気に核心を、とユーリが決意した刹那、

「その……ユーリさんはレクティお姉ちゃんほど、疲つかれているようには見えないですね。でも、頭痛持ちなんじゃないですか？　いまもちょっと調子が悪いんじゃ……？」

「えっ!?　ど、どうしてそのことを……っ!?」

　アリアに持病を見抜かれ、ユーリは思わず尋ねていた。

「訓練している姿を見れば、大体のことはわかります。わたしはずっと怪我に悩なやまされてきた人間なので、体調管理については人一倍気を遣うようになったんです」

「なるほど。それで、ブレアさんの知らないうちに鍼治療術を身に着けていたんですか」

「ですから、少しだけわたしに体を預けてもらえないでしょうか。頭痛の原因はたぶん体の歪ゆがみにあると思うんです」

　無視して核心に迫るべきか、ユーリは一瞬悩むが、

「でしたらその……お願いさせて頂いてもよろしいですか？」

　治療してもらったあとで尋ねても遅おそくない、とブレアの懸け念ねんを後回しにすることにした。

「はい、任せてください。それじゃあゆっくりお腹なかで深呼吸してください」

　言われた通りにし、ユーリの体がリラックスする。ユーリの全身が弛し緩かんする中、アリアがその身に魔ま力りよくを高めていく。

　な、なぜただの施術に魔力を……っ!?　レクティさんと同じ鍼治療術じゃないんですか？　とユーリが尋ねようとしたとき、

「……行きます」

　アリアは腕を摑つかむと、身体強化を施ほどこしたユーリの体を上空へと放ほうり投げた。

「え……っ!?」

　あっという間のことに、ユーリは何が起こったか理解できない。しかしアリアは当然のように飛行魔術を発動し、地を蹴ける。

「って、ええええええぇぇぇぇえぇぇぇ……っ!?」

　自由落下が始まりユーリが絶ぜつ叫きようし始めた頃、追いついたアリアがしゅたっとユーリの後ろへぴたっと貼はりつくように飛び、奇き跡せきの施術が炸さく裂れつする。

「はあぁぁぁぁぁああぁぁぁ……っ」

　アリアはジャブの連打のようなものを残像が見える速度で『だだだだだだ……っ！』とユーリの背中へ叩たたき込む。そのあと、アリアは『ずばっ！』とチョップをし、ユーリの体を一度沈しずめさせた後、落下するユーリの真下に回り込み蹴りあげ、体を浮うかし、そこでさらにジャブの連打。最後にユーリの正面へ回り込み、驚おどろくユーリに止とどめと言わんばかりに『しゅたたたた……っ！』と人差し指で顔面から下半身に至るまで、めまぐるしい指し突とつを放った……！

　傍はた目めには、明らかに必殺技と思われる空中コンボであった。

　……ちなみにユーリに施術の詳しよう細さいは見えず、これは、後でユーリがミソラたちから聞いた話である。

　しゅたっと着地したアリアが落下して来たユーリをさっと受け止め、

「施術完かん了りようですユーリさん」

「ユ、ユーリさん……っ!?」

　アリアのとんでもない施術に驚いたミソラたちが、慌あわててユーリのもとへ駆け寄ってきた。あんなとんでも施術では治る者も治らないと思ったのだろう。だが、

「あれ、治ってます」

　空中コンボが炸裂したというのに、不思議と体に痛みはない。いや、それどころか妙みように頭がすーすーする。

「す、すごいっ!?　治ってますアリアさんっ！　ありがとうございます……！」

「えへへっ、どういたしまして」

　照れるアリアに深々とお辞じ儀ぎをしたあと、ユーリはミソラたちのもとへ戻もどり、

「みなさん、こんなに気遣いができるアリアさんが非行に奔るなんてありえません」







　ユ、ユーリさんまで……っ!?

　衝しよう撃げきを受けたミソラがはっと我に返り、

「しっかりしてくださいユーリさん。ってか、い、いまのなによ……っ!?」

「まさかアイゼナッハ流按あん摩ま術秘技──空くう撃げき殺さつまで習得しているとは」

　それってただの殺人コンボじゃないの……っ!?

　感かん嘆たんするブレアの傍そばでは、ユーリが「あれは効きましたねー」とレクティに経験談を語っている。当初の目的などどうでもよくなったらしい。

「仕方ない。今度はわたしが行こう」

　このタイミングで、頭脳派のリコが一歩前に出た。

　突とつ拍ぴよう子しもないトラブルに柔軟に対処できるリコなら……と、ミソラは希望を見るような眼まな差ざしを向け、

「リコ、わかってるとは思うけど、速そつ攻こうで訊かないとダメよ。アリアのペースに巻き込まれたら、訊くことも訊けなくなるわ」

「ああ、わかっている」

　ミソラが注目する中、リコは軽かろやかな足取りでアリアへ近づいて、

「アリア」

「なんですかリコさん？」

「わたしもマッサージしてくれ」

　そっちかい……っ！

「もう仕方ないですねリコさんは。ほらここに横になってください」

　リコは普ふ通つうにアリアにマッサージしてもらったあと、上じよう機き嫌げんでこちらへ戻ってきた。

「さすがアリアだ。本当にいい腕前だった」

「なにやってんのよリコ……っ！」

「そんなことが聞きたくて、そなたを送り出したのではないわ……っ!?」

　ミソラとブレアから咎められるも、リコは気にする素そ振ぶりを見せない。残る隊員は──

「あーもう、仕方がないわね。ブレア、ここはあたしに任せておきなさいよ」

　最後に残ったミソラが、アリアのもとへ向かった。







「ねえアリア、昨日の夜のことについて教えてほしいんだけど」

　するとやはりアリアはびくっ！　としたあと、じーっとミソラを見み据すえてきた。

「？　どうしたの？」

「うーん、ミソラさんは色々と体の経脈がずれてますね」

　ということは、あたしにもとんでも施術があるっていうわけね。レクティとユーリのとんでも施術と成果を目まの当たりにした身としては、ついつい効能が気になり、

「試ためしに訊くんだけど、あたしもみんなみたいな治療をしたらどうなるの？」

「そうですね、ミソラさんの場合だと、上う手まく行けばものすごく頭がよくなると思います」

「え……っ!?」

「ミソラ……っ！」

　後ろで見守っていたブレアが注意してきたが、かまわずアリアが問いかける。

「ミソラさんは頭に血が上りやすいときがあるんじゃないですか？」

「うん。それはある」

　思い当たる節は大いにある。頭に血が上りさえしなければ、自宅を収束ストラ魔イクブ砲ラスターで破は壊かいすることはなかったのだ……！

「なら、今日は頭への血行を中心に治しにかかりましょう」

「わかったわ。お願いします」

「ミ、ミソラ……っ!?」

　これであたしも強くなれる、と思ったミソラに、ブレアの声は届かない。

「でも、ミソラさんの場合だと他の人とはちょっと異なる工く夫ふうをする必要があります。先さき程ほど駆く使しした二つの秘技を合わせることになりますが、それでいいですか？」

　なんだか危険そうな気がしたが、ミソラは頷うなずく。するとアリアは再び鍼を両手に構え、眼めを閉じ精神統一したあと、

「……行きます」

　ミソラの頭にずぶりと瞬またたく間に無数の鍼を突つき刺さしたあと空中に放り投げ、自身は飛行魔術を発動。自由落下するミソラを正面から抱だきしめ、そのまま錐きり揉もみ急降下で勢いよく叩き落とした。

　どごーんっ！　と地じ響ひびきがし、盛せい大だいに土ど砂しやが飛び散り、土つち埃ぼこりが舞まい上がる。

　ここでミソラの意識が途と絶だえたのだが、後で仲間たちから聞いた話によると──

「「「「ミ、ミソラ……っ!?」」」」

　心配した仲間たちが一いつ斉せいに声を上げる。傍目にはどう見てもアリアのそれは施術などには見えず、ただの殺人プロレス技であった。

　やがてグラウンドの土つち煙けむりが晴れるとそこから、知性高めなきびきびとした声が聞こえてくる。

「なんだねキミたち、そんなにこちらをジロジロと見て」

　きりっとした口調と怜れい悧りな眼つき、普段の元気さはなりを潜ひそめ、冷静で知性的な雰ふん囲い気きを宿したあのミソラがおり、どこからか取り出した紅あか縁ぶち眼鏡をくいっと押し上げて問いかけてきた。

「わたしの貌かおに何かついているのかね」

「「「「……（な、治ってるーーーっ！）」」」」







「ブレア君、こんな気遣いができるアリア君が非行に奔るなんてありえないよ」

　まさか真ミソラまで降臨させるとは……

　最愛の妹の能力に驚きよう嘆たんするのも束つかの間、ブレアに厳しい現実が突きつけられる。

「それにしてもブレア君、アリア君はキミにはもったいないくらいの妹だね」

「も、もったいないとはどういう意味だ……っ!?」

「ふっ、そうだな。できることなら、わたしの妹にしたいくらいだ」

「な、ならぬっ!?　リ、リコ、そなたにはやらぬぞ……っ!?」

「そのぅ……アリアさんは、わたしの妹ですからダメです」

「レ、レクティっ!?　そなたまで何を言っておる……っ!?」

「いいえ、アリアさんはわたしの妹にさせて頂きます」

「ユ、ユーリ先輩までアリアを御ご所しよ望もうされるのか……っ!?」

　あろうことかブレアの前で、アリアを妹にしたいと主張し始めた仲間たちに、ついにブレアがブチ切れる。

「アリアは私の妹だっ！　というか、そなたら、ちっとも役に立っておらんではないか……っ！」

　すると訓練の準備を終えたであろうアリアがこちらへ近づいてきて、

「お姉ちゃん、急に大きな声を出して……ダメじゃないの。わたしはお姉ちゃんの妹なのはわかってて、みんなからかってるだけだよ」

「ぬぅ、すまぬアリア。って、そうではなくだな……」

　いったい誰なら、アリアの事情を訊き出せるのだっ!?　清き姉として、妹が不良になる事態だけは避さけないといけないというのに……っ!?

　ブレアが焦しよう燥そうする一方で、ミソラたちはアリアを妹にしようと揃そろって声をかけていた。アリアは否定したが、もしかすると真ミソラの求心力と巧たくみな話術によって、アリアが小隊みんなの妹になってしまうことは大いに考えられることであった。

「そ、そなたらのことは、ゆ、赦ゆるさぬからな……っ！」

　輪になってアリアと談だん笑しようするミソラたちを見やり、半泣きになったブレアが叫さけんだ。







　その日の夜。アルテミア寮りよう。ブレアとアリアの部屋……の外。

「あれは確かにおかしいな」

「うぬ。やはり主あるじもそのように思いますか」

　灯あかりのついた室内を、ブレアは窓からこっそりと覗のぞいていた。ブレアから助力を請こわれて、一いつ緒しよに覗くことになったカナタも、室内の奇き怪かいな光景に戸と惑まどいを覚えている様子だ。

　ブレアが故意に部屋を出て、アリアだけになったその寮部屋の寝しん室しつは、なんとも怪あやしげだ。アリアがベッドの上で、幾いくつものメタリックチェーンを結合させて帯状にしその上にデザイン性に富んだバタフライナイフを括くくりつけているのだ。

　いったいなにを作っているのか？　時おり零こぼす愉たのしげな笑えみはなんなのか？

　ブレアの脳のう裏りでは、大量の武器を手にしたアリアが《ミストガン》にいる大勢の学生たちと路地裏で抗こう争そうし、たくさんのナイフを投げたり、斬きり付けたりして築いた屍しかばねの山を踏ふみつけ、[image: あ゛]ぁんとメンチを切る構図が浮かんでいた。

「なんつーか喧けん嘩かするなら、百人相手でも刺せそうな道具だよな。不良っていうより、もう廃すたれた存在だけど、弾だん帯たいを纏まとう機関銃じゆう兵へいってところかな。いまにも人殺せる装備だ」

「おっしゃる通りです。ですが、私が訊きいても素す直なおに答えてくれるとは思えず……」

「じゃあ、俺が訊いてみるよ」

「主よ、私も後ろで聞かせてもらってもよろしいですか」

「ああ、好きにしろよ」

　待っているがよいぞアリア……っ！　謎なぞの作業に取り組む最愛の妹を、ブレアが見据えた。







　アルテミア寮。ブレアとアリアの部屋。

「アリア、入るぞ」

「お姉ちゃん？　ちょっと待って」

　制止の声が聞こえたが、ブレアはかまわず部屋のドアを開けた。キッチンとリビングを抜けた先にある、二人分のベッドが置かれた部屋にアリアの姿はあった。が、あれだけ大量にあったナイフとシルバーのチェーンは見当たらない。

　どっかに隠かくしたんだろうな。

「あっ、カナタさんもいたんですね。では、お茶を……」

「アリア、悪いけど少し話を聞かせてもらっていいか？」

「はい、かまいません」

　ブレアのベッドにカナタは腰こしかけて、

「ブレアからなんだかここ最近夜に市街地に繰くり出してるって話を聞いたんだけど」

　と、訊き出そうとした刹せつ那な、

「ア、アリアよっ！　正直に答えてほしい……っ！」

　堪こらえ切れなくなったブレアが口を開いた。

「そなた、何か姉である私に言えぬようなことをしているのではなかろうな」

「まさか、そんなことないよ」

「わ、私にも言えぬことだと言うのか……っ!?」

「何もないよ」

「アリアよ、私は姉としてだな──」

「本当に何もないよ」

「た、頼たのむアリアっ!?　私はそなたのことを心配して──」

「だから、何もないって言ってるじゃないの」

　そして、ブレアとアリアがじっとお互たがいに見つめあったあと、ブレアの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ出し、

「ぬぅぅぅぅぅぅーーーっ！　アリアの姉不幸者……っ！」

　不意に立ち上がり、部屋から飛び出そうとするブレア。勢いに任せた彼女は、がっしゃーん！　と窓ガラスをぶち破り、外に出て行った。

　ま、怪け我がはなさそうだしいいっか。

　体には身体強化術式が施されていたし、涙で濡ぬれた目元を腕うでで覆おおってたから眼球を傷つけた危険もない、と教え子の身を案じる教官は思った。

「お、お姉ちゃん……っ!?」

「ほっとけよ。ブレアはあのくらいで怪我するような奴やつじゃないだろうし……」

　そう言ってカナタは、混乱するアリアが座るベッドの下を漁あさり、そこに隠されていた桐きりの箱を探し当てると、蓋ふたを開けて中身について尋たずねる。

「そんでアリア、これはなに？」

「えっ!?　そ、その……そ、それはですね」

「うん。だから、なに？」

「あ、あの……アイゼナッハ本家に代々伝わる──」

　観念したアリアの説明を聞くカナタ。それが噓うそでないことはわかっているのだが、彼にしては珍めずらしいまでに長い間のあと、

「……………………わかった」

　と返事をする。

　無む邪じや気きにこちらを見上げるアリアを見やり、お前もアイゼナッハの人間だってことだな、とカナタが胸中で言い添そえた。







　三番区。公園。真夜中。

「ま、待ってお姉ちゃん……っ！」

「く、来るなアリア……っ！」

　行き場をなくし、ピヨちゃんのいる鶏にわとり小屋でいじけていたところを発見されたブレアが慌てて逃とう走そうしようとする。だが、真ミソラが考案した包囲網もうの前に、ブレアは瞬く間に確保された。

　待ち伏ぶせしていたレクティとユーリに抑おさえ込まれ、ブレアは振りほどこうとじたばた足あ搔がくが、

「ブレア君、抵てい抗こうはよしたまえ。キミのチカラでは、わたしたちから逃にげるのは不可能だ」

「くっ!?　私はなんとダメな姉なのだ。最愛の妹の道すら正すことができんとは……っ!?」

　無力さを痛感し、抵抗の意思を無くしたブレア。レクティとユーリに付き添われるようにして、彼女はカナタとアリアの前に連れてこられた。

　チカラなく俯うつむくブレアに、カナタが飄ひよう々ひようと声をかけ、

「あのさブレア、アリアがお前の眼を盗ぬすんで買い物をしていたのは、贈おくり物をしたかったらしいんだよ」

「贈り物、ですか？」

　貌かおを上げて、ブレアは首を傾かしげる。まさか、アリアが作っていたものが、他人にあげるものだったとは思いも寄らなかったのだろう。ミソラたちもきょとんと首を傾げている。

「お姉ちゃん、いままでごめんね。ミソラさんたちも黙だまっていてごめんなさい」

　そう言って、アリアが手にした大きな桐の箱から、ある品を取り出した。

「じつはお姉ちゃんがこの頃ごろ暴走することが多かったから、女子力を高めてもらおうと勝負下着を作ってみたんだよ」

　そう言って、アリアが掲かかげてみせたのは、じゃらじゃらとしたシルバーチェーンを束ねて作った鎖くさり帷子かたびらのようなショーツだった。なぜかそのショーツの至る所に、大量のバタフライナイフが固定され、快適とは程ほど遠とおい作りになっている。

「「「「「？？？？？」」」」」

　ブレアだけでなく、ミソラたちも理解できぬ中、アリアはその不快そうなパンツをブレアへと差しだす。さらに桐の箱から取り出した、ショーツと同じ要領で作られたブラらしきものも差しだした。

「はい、お姉ちゃん。これを受け取って」

「な、なんだこれは……っ!?」

「もう、勝負下着って言ってるじゃないの」

「「「「……（い、いったいなんだ？）」」」」

　理解できず首を傾げるミソラたちがいる一方で、じーっと『それ』を観察したブレアは、はっと閃ひらめいたかのようにぽんっ！　と手を叩き、

「なるほどっ!?　これが勝負下着か……っ!?」

　きらっと八や重え歯ばを覗かせ、興奮した面おも持もちでそれを手にしてみせた。それからブレアは、公園にある大きな滑すべり台の陰かげに隠れ、やがて──

「あ、主よっ!?　ど、どうでしょうか……っ!?」

　大量のナイフがたくさんついた鎖帷子のような下着姿で、ブレアが滑り台の陰から登場した。

　その姿はまあ……エロくはあった。裸はだかに鎖帷子のような下着姿で、銀光するチェーンが露ろ出しゆつ度どの高さを際きわ立だたせている。

　だが、それ以上に大量に括りつけられたバタフライナイフが異様さを際立たせ、はっきり言って──関かかわり合いになりたくなかった……っ！

「ま、お前らしくていいんじゃねーか」

　事前に、それが何であるか知っていたカナタが答えた。

　う……っ！　と貌を引き攣つらせるミソラたちに、アリアが嬉うれしそうに説明する。

「じつは……女子力──すなわち女子の戦せん闘とう力を高めるための勝負下着の試作品を作ってみたんです。シルバーのチェーンを連結させてつくることで防ぼう御ぎよ力を、さらには大量のバタフライナイフを括りつけることで攻こう撃げき力を追求してみました。もちろん、バタフライナイフはデザイン性も追求し、おしゃれさも欠かしていません」

　やっぱりアイゼナッハの人間だ、と居合わせたミソラたちはドン引きした。


（初出：ドラゴンマガジン２０１７年１月号）









　　　第九章　決意したブラックトレイター







　これは全ての始まりに至る物語だ。




　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。病びよう棟とう。

　その個人用の入院部屋には、《ミストガン》中から届けられた、たくさんのお見み舞まいの花やフルーツが置かれていた。

「来週末に昇しよう格かくをかけたランキング戦があるから、体調を整えておいてね」

　黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニーが声をかけた先には、ベッドに背を預けた長身瘦そう軀くで黒髪の少年──カナタ・エイジの姿があった。

　先日遭そう遇ぐうした強力な魔ま甲こう蟲ちゆうの群れとの戦せん闘とうで、カナタは殿しんがりとして戦闘空域に残った。その翌日、生せい還かんは絶望的と思われたカナタは単独で《ミストガン》に帰き還かんし、奇き跡せきの生還を遂とげたのだ。Ａ１２８小隊のエースであるカナタが帰還した報しらせは、たちまち《ミストガン》中を駆かけ巡めぐった。

　帰還と同時に入院したカナタのもとへ、同じ隊の仲間たちが、お見舞いに来てくれているのだ。クロエの隣となりには、濃のう紺こん色のさらっとした髪かみの少女──ユーリ・フロストルが控ひかえている。

「ランキング戦？　それって、今週末じゃなかったのか？」

　過労と検査で入院していたカナタが、思わず訊きき返した。

　Ａ１２８小隊は順調に勝利を重ね、すでにマジックナンバーを点灯させていた。マジックナンバーとは、他の小隊の勝敗にかかわらず、その小隊が自力であと何勝すれば優勝が決定するというものだ。

　ちなみにＡ１２８小隊は、マジック１が点灯中。つまり、あと一勝すればＳランク昇格が決定するのだ。

　そんな大事な試合を控えたときに、Ａ１２８小隊は有力な魔甲蟲の群れと遭遇。殿として残ったカナタの生死が危ぶまれたが、翌日には自力帰還した。九死に一生を得たのだ。深刻な外傷はなかったが、カナタは精神衰すい弱じやくと診しん断だんされ、入院を余よ儀ぎなくされていた。

　そのような経けい緯いがあったため、ランキング戦のことなど、思いもよらなかった

「カナタが負傷したって聞いて、特別に延期してくれたんだよ。『注目度が高い試合を中止にしたら、《ミストガン》で暴動が起きかねない』って、本科二年のフロン・フラメル先せん輩ぱいが空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに進言してくれたらしいよ」

「ふーん、もの好きな先輩がいるもんだな」

「こらこら、そんな言い方しないの。フロン先輩だけじゃなくて、《ミストガン》中が心配したんだよ」

　クロエに窘たしなめられても、カナタは飄ひよう々ひようとした表情を崩くずさない。気を取り直して、カナタは戦闘経過を報告した。殿戦の最中のことは殆ほとんど記き憶おくにないことを伝え、幾いくつかの聞きとりも終える。そんなとき、傍かたわらにいるユーリが口を開く。

「あ、あのカナタ先輩っ!?　これ、お見舞いです……っ!?」

　差し出されたのは、赤いリボンと透とう明めいなフィルムのラッピングが施ほどこされたお菓か子しだ。

「ふふっ、ユーリ特製のチョコチップクッキーだよ。今朝は早起きして、一枚一枚愛情を込めて焼きあげたんだって」

「ク、クロエ先輩っ!?　そ、それは内ない緒しよだって言ったじゃないですか……っ!?」

　抗こう議ぎしたあと、ユーリは貌かおを真っ赤にして俯うつむく。もじもじとしていて、カナタと視線を合わせられなくなったようだ。当然、ユーリの手に握にぎられているチョコチップクッキーを口にできず、お預けを喰くらったカナタが、恨うらみがましそうにクロエを見た。

「ほらユーリ。カナタはまだ調子がよくないみたいだから、食べさせてあげたら」

「えっ!?　あ、あのっ!?　わ、わたしが食べさせるんですか……っ!?」

　声をかけられたユーリが、思わず貌をあげた。その表情は、うれしさ半分、恥はずかしさ半分といったところか。

「カナタは病人だよ。それくらいしてあげてもいいじゃないの」

「そ、そういうことでしたら……し、仕方ないですね……っ!?」

　クロエから水を向けられ、ユーリは貌を真っ赤に染めながら、

「あ、あの……カナタ先輩っ!?　お、おおお、お口を開けてください……っ!?」

　そう言って、カナタにチョコチップクッキーを食べさせようとする。

　カナタとしては、これでようやく食べられると安あん堵どした。降って湧わいたような事態に緊きん張ちようしたユーリは動どう揺ようしまくり、チョコチップクッキーを持つ指先が震ふるえ出す。そしてあろうことか。カナタの口に近づけた矢先、チョコチップクッキーはぽろっと指を離はなれ、ベッドの上に落ちてしまう。

「す、すみませんカナタ先輩っ!?　すぐに代わりのものを……っ!?」

「……いいよ。そのくらいならまだ食べられるし」

　カナタはベッドの上に落ちたチョコチップクッキーを拾い、自分で咀そ嚼しやくする。思わずユーリが「あ……っ!?」と残念そうな声を漏もらすが、カナタに気づく素そ振ぶりはない。

「どうしたんだよユーリ？」

「な、なんでもないです……っ!?」

　カナタが「旨うまいじゃんかこれ」と声をかけても、ユーリは落らく胆たんしたままだ。代わりにクロエが「はあー」とため息をつき、頑がん張ばれとでもいうかのようにユーリの肩かたを叩たたいていた。

「カナタはまだ疲つかれてそうだし、今日はこれぐらいにするよ」

「そうですね。カナタ先輩、またお見舞いに来ます」

「じゃあカナタ、お大事にね」

　そう言って、お見舞いに来た二人が病室を去っていく。個室の病室に残されたカナタに、静せい寂じやくが訪れた。開放された窓から微そよ風かぜが吹ふき、白いレースのカーテンがふんわりと揺ゆれる。

　病びよう床しように伏ふしたカナタは、無言で左手を掲かかげる。意識を集中すると、その手には、正体不明の黒いチカラが宿っていた。

　誰だれもいない病室で、カナタは胸中でつぶやく。

　さて。こいつがある以上、下手な真ま似ねはできねーな。







　カナタが帰還してから三日後。

　昼休み。本棟。食堂。

　午前中の座学が終わり、大勢の学生たちでごった返す食堂には、退院したカナタが姿を現した。そのとたん、食堂に居合わせた誰もが振ふり向むく。

「がはははっ！　元気にしてたかカナタ……っ！」

「お前は《ミストガン》のエースだから、やすやすと墜おちてくれるなよ」

「今日から登校するって聞いて、お前に会えるのを愉たのしみにしてたよ。英えい雄ゆう」

　二、三十人ばかりの学生から好意の眼を向けられ、カナタも思わず笑みを返す。カナタを中心とした人ひと垣がきが、瞬またたく間まにできあがっていた。本科生や予科生を問わず、カナタ・エイジという存在は、賞賛の的なのだ。病院にも幾つものお見舞いが届けられたため、学内での贈ぞう答とうはなるべく自じ粛しゆくするようにお願いしてある。それでも、

「あ、あのっ！　英雄であるカナタさんにお会いできて光栄です。それとこれ、復帰祝いにどうぞ。ゲーセンで獲とったんですが」

「ああ、頂くよ。サンキュな」

　ファンの学生から、駄だ菓が子しの詰つめ合あわせを貰もらい、これくらいならいいか、と慣れたようにカナタが受け取った。

　これで今日は何度お礼を言っただろうか？　ふとカナタは振り返る。

　今朝登校したときなど、本棟にでかでかとカナタの復帰を祝う横断幕が掲げられており、大げさだなー、とカナタは軽く呆あきれていた。だが校舎内に入った瞬しゆん間かん、その認識は一転。知り合いであるか否かを問わず、会う人会う人から、案じるように声をかけられまくっていたのだ。その都度お礼も口にしていたため、本当に何度言ったか見当がつかなかった。

「さてと、俺はそろそろご飯だから。……みんな、また今度な」

　まるで今こん生じようの別れを惜おしむような学生たちのもとを離れ、カナタは食券を買おうとする。そんなとき、隣から声がかかった。

「おやおや、復帰祝いにご馳ち走そうしてもらって悪いですね？」

「おいおい……。ってかご馳走するのって、ふつーお前じゃね？」

　カナタの視線の先には、短く刈かり込まれた金きん髪ぱつの少年──ロイド・オールウィンの姿があった。

「誰かさんがなかなか還かえって来なかったお陰かげで、僕がどれだけ苦労したかわかりますか？　これでもいちおう、けっこうな数の未帰還者の捜そう索さく具申書を、認めたんですよ。他にも誰かさんの為ために、戦災給付金の申しん請せい書しよを書いたり、要望書を提出したり……」

「仕方ねーなー。そこまで言うなら奢おごってやるよ」

　相変わらずのロイドと話をしながら、カナタは食券と引ひき換かえに食事を貰い、席に着く。するとそこへ、クロエとユーリもやってきた。皆みんなで揃そろって昼食を食べる。

「みなさん、カナタ先輩にお会いできてうれしかったみたいですね」

　先程のやり取りを見ていたのか、ユーリがサンドイッチを齧かじりながら言った。

「ねえ。そのチョコレートのお菓子、わたしも食べちゃダメ？」

　クロエの視線には、袋ふくろ詰づめされたウィスキーのボトルを象かたどったお菓子がある。どうやら彼女は、カナタの復帰祝いに眼をつけたらしい。クロエは細身の女性ながら、山盛りのミートスパゲッティーを綺き麗れいに平らげており、デザートを欲ほつしているようだ。

「やめといたほうがいいと思うけど」

「微かすかでも酒精が入っているお菓子は、訓練前に摂とるべきではないですね」

　クロエの悪あく癖へきを知っているカナタとロイドが、それとなく示し唆さする。

「ダ、ダメですっ!?　クロエ先輩、それはカナタ先輩へのお祝いの品ですよ……っ!?」

　同じく悪癖を恐おそれるユーリが、額に脂あぶら汗あせを浮うかべて告げた。普ふ段だんは天使のような笑みを零こぼすクロエだが、お酒が入ると悪あく魔まになるのだ。

「うーん。じゃあ、今日は遠えん慮りよしておこうかな」

　残念そうにウィスキーボンボンを見やるクロエ。カナタはユーリを見やり、グッジョブと心からエールを贈おくった。そんなとき、

「よお、カナタ氏。久しぶりだな。未帰き還かん扱あつかいだったから、心配していたぞ」

「ああ、アーネスト。心配させちまって悪かったな」

　食堂でまた知り合いに声をかけられ、カナタは尋たずねる。

「そういやお前らとは、最近は一いつ緒しよに訓練してないけど、調子はどう？」

「調子、か。まあ悪くはないが、よくもないといったあたりだ」

　アーネストが、神しん妙みような貌で答えた。

「どうも俺たちの小隊は、もうＡ１２８小隊と合同訓練するつもりはないらしい」

「どうして？」

「あー、なんというか、そのだな……お前らに追いつけないと腐くされているのだ。Ａ１２８小隊は四人構成の小隊にもかかわらず、快かい進しん撃げきを続け、隊員の成長も留まることを知らない。それに対して、うちはプライドばかり肥大して、訓練をしようという気き概がいがなくてな」

「まあ、Ａ１２８小隊は別格だから仕方ないさ」

「そうそう。追いつこうっていうのに無理があるんだよ」

　アーネストの傍らにいる仲間たちが言った。

　一いつ瞬しゆんだけ、カナタは眼を細めるが、すぐにおどけた声を出す。

「おいおい、お前ら一人一人が《ミストガン》を護まもる空士だろ」

　捉とらえようによっては、この言葉は注意を意味する。だが、アーネストの周りにいる仲間は冗じよう談だんと捉え、はははと笑い飛ばし、

「お前たちさえいれば、大たい抵ていのことは何とかなるだろ。当分は安あん泰たいだよ」

　そう言い残して、アーネストと連れ立って、どこかへ行ってしまった。どこか寂さびしそうなアーネストと気楽な仲間たちの背中を、カナタはじっと見つめていた。

「カナタ、どうかしたの？」

「……わりー。少し考えごとしてた」

　気づくと、クロエだけでなく、ユーリもロイドも怪け訝げんそうにこちらを見ていた。

　気分直しに、カナタはお手洗いに行くと言って、席を外す。しかし、生あい憎にくと食堂のトイレは使用不能だった。というのも──

「おい、なんでまだ修理が終わってないんだよ」

「後方支援科ロジステイクスなんて、人を護れねえ人間の集まりが、足を引っ張るんじゃねーよ」

「す、すみません。ですが、水みず漏もれはいま発生したばかりで……」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの制服を纏まとう学生たちが咎とがめているのは、スパナを片手にツナギを着た学生だ。水みず浸びたしの床ゆかで、漏ろう水すいするパイプと格かく闘とうしている。

「なにしてんの？」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの制服を纏う学生が、こちらに気づく。

「一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだから、少しくらい待ってあげたらいいじゃん」

「誰だよお前、いまは俺が──」

「ば、馬ば鹿かっ!?　あの人はカナタさんだよ……っ!?」

「えっ!?　その……あははは……。そ、そうですよね……っ!?」

　後ろめたさと、カナタに眼をつけられることを恐れたのだろう。愛想笑いを浮かべ、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの制服を纏った学生たちが去って行った。いまだ漏水するパイプにぼろきれを嚙かませ、ツナギ姿の学生がお礼を述べる。

「ロ、後方支援科ロジステイクス予科二年のハリー・アナスタシアです。その……助けてもらって、ありがとうございます」

　ハリーと名乗る少年は、カナタへ深々と頭をさげてきた。

「べつにお礼を言われることじゃねーよ。トイレを修理してただけだろ。……そんなことより空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの中にはさ、後方支援科ロジステイクスを軽んじる連中ってけっこういるの？」

「その……そんなには……。でも、僕たちが戦せん闘とう面で貢こう献けんできないのは事実ですし……」

「あんま気にしてなかったけどさ、後方支援科ロジステイクスっていつも陰から支えてくれてたんだな」

　魔ま力りよくがなくても頑張るハリーを見て、カナタが口くちの端はしをつりあげた。







　カナタが帰き還かんしてから五日後。

　昼休み。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年Ｃ組教室。

「クロエ先せん輩ぱい。今日は展望中庭ガーデンテラスで、チョコパフェだったはずです……！」

「えー、今日は学食でピーチパイを食べようよ」

「まあまあ、そんなものどっちでもいいじゃないですか？」

「どっちでもよくない……っ！」「どっちでもよくありません……っ！」

「だそうですよカナタ？」

　昼食をどこで摂るか、ユーリがクロエと揉もめる。間に入ったロイドは、火に油を注いだ上で、対応をカナタへ振った。

「確信犯だろ、お前」

　毒づいたカナタが、ふてくされたように窓の外を見る。

「どうしたの？　まだあのポスターが気に入らないの？」

「ああいう宣伝は、カナタ先輩はお嫌きらいなんですか？」

「嫌いとかじゃなくてさ、どうも好きになれないんだよ」

　カナタが気にしているのは、今朝から《ミストガン》中に貼はりだされたＡ１２８小隊のランキング戦の告知ポスターだ。登校途と中ちゆうに、学内掲けい示じ板ばんで見かけた。

　そのポスターには『《ミストガン》の英雄再び!!』という恰かつ好こういい謳うたい文もん句くのもと、魔ま砲ほう剣けんを構えたカナタの姿が印刷されていた。ちょうどポスターを貼っている学生を見かけ、詳くわしく聞いたところ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの指示のもと、今日から《ミストガン》中に貼りだされることになっているらしい。

「そのさ、みんなが俺のことを英えい雄ゆう扱あつかいするけど、俺って──」

　カナタが何か言いかけたとき、

「カナタ・エイジ君はいるかい？」

　教室の中に、顔立ちの整った、茶ちや髪ぱつの少年が入ってきた。

「俺だけど、あんたは？」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのアーサー・ブルージュだ。一度ぐらいは、見たことがあるだろ」

「でも、直接話をするのはこれが初めてじゃんか」

「こらこらカナタ、抑おさえて抑えて。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは、ランキング戦の延期を認めてくれたんだよ」

「そうですよカナタ先輩。ここは、お礼を言っておかないと」

　気づいたクロエがフォローし、ユーリが口くち添ぞえした。

「ああ。そんな話もあったな。助かるよ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー。しかも勝手に『英えい雄ゆう再び!!』なんて宣伝してくれてありがとう」

「ははは。礼には及およばないよ」

　カナタの皮肉をさっと聞き流し、アーサーが尋ねる。

「そんなことより、キミがまだ訓練に参加してないって聞いたから、様子を見に来たんだ。体調はどうだい？」

「まあ、ぼちぼちってとこかな」

「ランキング戦までには、完全復活してほしいところだね。最高学生が本科一年生のＳランク小隊が誕生すれば、史上初の快挙になる。僕の任期中の実績としては、申し分ないよ」

『実績』という言葉を、のうのうと言ってのけるアーサーに、カナタは眼を細めた。

《ミストガン》の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは、卒業後の進路選せん択たくにおいて、大きな影えい響きよう力を有する。いわゆるエリートコースも選ぶことができ、ゆくゆくは実績をもとに浮ふ遊ゆう都市の市長になる道も見えてくる。

　任期中に大きな実績を挙げていれば、将来高い地位に就きやすくなるのだ。

　アーサーは、カナタたちの頑がん張ばりを、自分の手て柄がらと捉えているらしい。

「それとだ。キミの完全復活をアピールするために、ランキング戦開始前に、マイクパフォーマンスをしてほしいんだ」

「マイクパフォーマンス……？」

「そうだ。キミが還かえって来れなかったときは、《ミストガン》に衝しよう撃げきが奔はしったからね。大事なランキング戦前に、キミが無事であることをアピールしておきたいんだよ。なんでもいいから、キミが市民に伝えたいことを言ってくれ」

「断るよ。そういうの性に合わないし」

「えっ!?　ど、どうしてそんな話を断っちゃうんですかカナタ先輩……っ!?」

「ユーリ君の言う通りだよ。これはすごく名めい誉よなことなんだよ？」

　クロエとロイドが怪訝そうに、カナタを見ていた。

　訳がわからないといった貌をするアーサーに、カナタが投げかける。

「あのさ、《ミストガン》において俺ってどういう存在？」

「変わったことを訊きくね」

　カナタをうまい具合に乗せて、マイクパフォーマンスをさせようという魂こん胆たんだろう。アーネストは気持ちいい言葉を浴びせてくる。

「キミは《ミストガン》でもトップクラスの実力者で、戦果も眼を瞠みはるものがある。だからこそ、憧どう憬けいの眼差しを浴びる存在だと思うよ」

「憧憬の眼差し、ね」

　カナタが眼を細める。

「みんなが俺のことを、《ミストガン》のヒーローみたいに讃たたえてくれるけどさ。でも、俺ってそんなすごい働きしている？」

「しています。カナタ先輩のことを悪く言う人なんていません」

　盲もう信しんするユーリの言げんを軽く聞き流し、カナタはアーサーに問う。

「でも、憧憬の眼差しを向けられるべきなのは、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのみんななんじゃないの？」

「どういう意味だい？」

「俺が戦闘で幾いくつか実績を挙げてるだけで、やってることはその辺の空士と変わらないよ。仲間を護る、市民を護る。ただそれだけ。だけど、みんな妙みように俺を持ちあげるんだよね」

「キミの働きが抜ぬきんでているという理由じゃ、不満かい？」

「でもさ、みんな同じ空士じゃんか。自分にできることを最大限にやってるってのは変らないでしょ。それならさ俺一人が評価されるべきじゃなくてさ、みんながみんな評価されるべきなんじゃないの？」

「組織を運営していくうえで、英雄は必要だよ。みんなの象しよう徴ちよう的な希望がなければ、組織は纏まらないからね。……それにそういうことは、キミが気にすることじゃない。現行の制度で、《ミストガン》の運営は上手くいっている。僕の任期中は何のトラブルなく、完かん璧ぺきに統治しきれるよ」

「いまは上手くいってるやり方でも、いつまでも上手くいくとは限らないじゃん。そこんとこは、どう考えてるわけ？」

　執しつ拗ように食い下がるカナタに、穏おだやかだったアーサーが苛いら立だちを露あらわにする。

「いちいち煩うるさいな。キミは余計なことを考えず、自分のことだけを考えていればいいんだ」

　鼻を鳴らして、アーサーが教室の外へと出ていく。

　嵐あらしが去ったような静せい寂じやくを宿す教室で、ロイドが緊きん張ちよう感かんのない声で問う。

「妙に焦あせったもの言いですね。ひょっとして不治の病でも抱かかえてるんですか？」

「もーうカナタ。いったい何考えてるの？」

「んっ。別に」

　背もたれに寄りかかり、カナタは素っ気なく答えた。そんなとき、ユーリが口を開く。

「カ、カナタ先輩っ!?　今日の午後なんですが、わたしに魔ま槍そう術じゆつの指導をしていただけないでしょうか？　ご静養中で、訓練できないのはわかっています。ですから傍そばでご覧になって、気づいたところを指し摘てきしてくださるだけでいいんです……っ!?」

「うーん。お前には、俺の指導なんてもう必要ないと思うけどな」

「ダ、ダメでしょうか……っ!?」

「仕方ねーなー。今日は、後方支援科ロジステイクスを手伝うから無理だけど、明日あしたは貌を出すよ」







　午後の実技訓練時間。四番区。

　この日。地区清せい掃そう活動の一いつ環かんで、ハリーは仲間とともに、市街地のゴミ拾いをしていた。普ふ段だん通り、散らかっているゴミを拾い、分別して捨てる。たったそれだけの作業をしているのに、ハリーの貌色は冴さえない。というのも、

「で、ですから、カナタさんにお手伝いさせるわけにはいきません……っ!?」

「えー。いいじゃんかべつに。悪いことをしようっていうわけじゃないだろ」

「悪いことですよ。充じゆう分ぶんに悪いことです。カナタさんに、ゴミ拾いを手伝わせたなんて知られたら、僕が《ミストガン》中の人から怒おこられます。とにかくダメです」

　あまりにも必死にハリーが抵てい抗こうするので、迷めい惑わくだったかなー、とカナタも反省する。そしてカナタが見守る中、淡あわいグリーンの清せい掃そう員いん服を纏まとったハリーが清掃活動を開始する。ゴミ鋏ばさみを使い、路面にくっついたガムを剝はがしたり、黙もく々もくと空あき缶かんを拾ったりしていた。

　そんな中ハリーの瞳ひとみには、道行く学生が植え込みの中に空き缶を捨てる光景が映った。その学生が纏まとうのは、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの制服だ。

「あの、すみませんっ！　ここはゴミ箱じゃないです。ゴミはゴミ箱にお願いします」

「いいだろ、ゴミ拾ってんだからさ。変わらないじゃん」

　慌あわてて駆かけ寄より、ハリーが注意を促うながす。だが、どうも要領を得ない。やれ「捨てたのは俺じゃない」とか「俺が捨てたってなら、証しよう拠こを出せ」とか、正気を疑う反論を耳にした。

「ゴミはゴミ箱にお願いします」

　そう言いながらも、この人に付き合うのはもう嫌いやだなー、と内心でハリーが挫くじけそうになる。なにしろ取っ組み合いになれば、戦闘訓練を受けてないハリーに勝ち目はないのだ。

　そんなとき、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生にごんっ！　拳げん骨こつが入る。

「痛っ！　てめぇ、なにするんだ……っ！」

　頭を押さえた学生が振ふり向むくと、そこにはカナタの姿があった。相手がカナタだとわかり、さきほどまでふざけた態度を取っていた学生の貌色が変わる。

「いまは実技訓練中のはずだろ。なんで訓練してないわけ？」

「そ、その……今日は小隊の仲間たちの集まりが悪くて、すみません……っ！」

「ったく、最近は口先だけの奴が増えたな」

　走り去っていく学生の背中を見送り、呆あきれたようにカナタがつぶやいた。

「助かりました。カナタさん」

　気を取り直して、カナタが尋たずねる。

「なあハリー、この時間って空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生よく見たりする？」

「そんなに数は多くないですけど。まあ、ちらほらいますね。あんまり態度が酷ひどい人は、後方支援科ロジステイクスで顔写真付きのリストをつくって、注意を促しています」

「ふーん。もう後方支援科ロジステイクスとして、対応が始まっているのか」

　思った以上に、大事になってるんだな、とカナタが眉まゆを顰ひそめた。







　翌日。小隊室。Ａ１２８小隊室。

「どうしてわたしが、こんな恰かつ好こうを……」

　慣れないナース服に、ロイドから受けとった聴ちよう診しん器きをかけたユーリが、一人っきりの室内で嘆なげく。医師なのか看護師なのか、区分が曖あい昧まいな恰好だ。

　だが、この恰好をやめるわけにはいかない。というのも、ロイド曰いわく『カナタはこういう恰好が好き』らしい。じつは先程までクロエとロイドも小隊室にいたのだ。ナース服を纏ったクロエと、白衣を纏ったロイドは、ユーリにもコスプレを要求してきた。嫌がるユーリに、先せん輩ぱい二人はカナタを元気づけるためと称しようし、無理矢理に着き替がえさせた。ユーリとしては、カナタはランキング戦になれば元気になると問題視していないが、先輩二人はなにやら危き惧ぐしているらしい。

　それにしても、とユーリはふと思う。

　もしかしてこの恰好なら、カナタ先輩を誘ゆう惑わくなんてことが、できたりするんでしょうか？　いえ、誘惑じゃなくてもいいんですけど……も、もう少し親密な仲になれたら……。でもこの恰好ですと、痴ち女じよ扱あつかいされかねないですよね。もうすぐ一時ですし、早く先輩方が戻もどってきてくれないでしょうか。

　そんなことをユーリが思っていると、小隊室のドアが開いた。

「もう遅おそいですよ……」

　クロエ先輩、ロイド先輩と言いかけて、ユーリが凍こおりついた。それも当然の反応だろう。なぜなら、入室して来たのは、久しぶりに小隊室に貌を出したカナタだったのだ。

「なにやってんだ、お前……？」

「～～～～～っ!?　カ、カナタ先輩っ!?　ど、どうしてこのタイミングで……っ!?」

「もうすぐ一時だろ。今日はお前の指導をするって約束してたし。……にしても、その恰好なに？」

　訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けられ、ユーリが明らかに動どう揺ようする。

「えっ!?　あ、あのっ!?　こ、これはですねっ!?　クロエ先輩に頼たのまれて、カナタ先輩を頑張ってお迎むかえするために……」

「クロエが？　その恰好で？」

「は、はいっ!?　す、すぐにクロエ先輩も来るので、証明できると思います……っ!?」

　クロエとロイドもコスプレしているのだ。お手洗いから戻って来さえすれば、自分が噓うそを言っていないことを証明できる。

　ちょうどそのとき、小隊室のドアが開く。これで無実が証明された、とほっと安あん堵どしたユーリが、先輩二人を見やる。だが、

「あれ？　どうしたのユーリ？」

「なんでそんなコスプレしてるんです？」

　トイレから戻ってきたクロエとロイドは、本科生の制服を着込んでいた。ナースや医者の服など微み塵じんも見当たらず、まるで作戦成功とでもいうかのように二人で微笑ほほえみあっている。当然カナタは、まるで腫はれ物を見るような眼差しを向けてきた。

　な、なんでこんなことに……っ!?　現状を看過しかねたユーリは貌を真っ赤にして、肺いっぱいに空気を吸う。

「クロエ先輩っ!?　ロイド先輩っ!?　だ、騙だましましたね……っ!?」

　小隊室に、ユーリの糾きゆう弾だんする声が響ひびき渡わたった。







　午後の実技訓練時間。訓練グラウンド。

「ほら、もっと腰こしにチカラを入れろ」

　後ろに立ったカナタがユーリの手を取り、チカラ一いつ杯ぱい突つき出だすように指示する。それでもユーリの動きが改善しなかった。

「そうじゃなくて、こうだよ。こう」

　カナタは魔ま槍そうを握にぎるユーリの手に自分の手を添そえ、しっかり腰の入った動きを指導する。

　貌を赤らめたユーリが、思わずつぶやく。

「カ、カナタ先輩と手を触ふれあうことができるなんて……」

「んっ、なんか言ったか？」

「な、なんでもありませんっ!?　ですがその……い、いきなりのことでうれしかったというか恥はずかしかったというか……」

「こらこら、集中が乱れてるぞ。わけわかんねーこと言ってないで、真ま面じ目めにやれ」

　一いつ喝かつしたカナタは、周囲を見み渡わたす。上空には大勢の空士が飛び交い、グラウンドでは型稽げい古こに励はげむ空士たちの姿がある。

　そんな中、グラウンドを横切る知り合いたちが眼についた。

「なんだよ、今日はもう訓練上がるのか？」

「まあ、俺たちは本科二年でＡランクまで来れてるしな」

「多少羽を伸ばしたところで、弱くなるもんでもないだろ」

「どうせなにをやっても、お前らには勝てないしな」

　カナタが声をかけたのは、早々に訓練を切り上げた、アーネストの小隊の仲間たちだった。本科二年で、Ａランクに到とう達たつしているのは、誇ほこれる実績だ。優ゆう秀しゆうである彼らなら、多少訓練をサボっても、Ａランク小隊で居続けられるだろう。

　だが。談笑しながら、更こう衣い棟とうに向かうアーネストの小隊の隊員たちの背を、カナタは無言で見み据すえていた。

「どうしたんですか、カナタ先輩？」

　やけに険しい眼差しのカナタへ、ユーリが怪け訝げんそうに声をかけてきた。おもむろにカナタが口を開こうとすると、

「せっかくですから、カナタも一いつ緒しよにどうですか？」

　上空から声がしたと思ったら、ロイドとクロエが、ちょうど降下して来たところだった。

「ああ。俺はいいよ。まだ調子がよくないんだ」

「なら体を慣らす意味で、軽く飛んできたら？　久しぶりだから気持ちいいと思うよ」

「うーん。ならまずは〈ホウキ〉で飛ぶとこから始めようかな。久しぶりだから」

　飄ひよう々ひようと、だが僅わずかに曇くもった表情を覗のぞかせたカナタに、クロエとロイドが眼を細めていた。







　カナタが帰き還かんしてから九日後。

　休日。喫きつ茶さ店てん。

「ロイド、どう思う？」

「明らかに様子がおかしいですね」

「うん。ユーリは気づいてないみたいだけど、カナタは何か隠かくしてるみたい」

　ドリンクバーコーナーから見守る二人の視線の先には、テーブルに頰ほお杖づえをつくカナタの姿があった。

　明日あしたが、件くだんのランキング戦だ。大事な一戦であることは、わかりきっている。ユーリに至っては、仲間たちの誘さそいを断り、自じ主しゆ錬れんに励んでいるくらいだ。

　にもかかわらず、カナタは一度も訓練をしていなかった。しかも、訓練しようという素そ振ぶりすら感じられないのだから、クロエたちが不安になるのも無理はない。

「嫌なことでもあったんでしょうか？　たとえば、《ミストガン》に帰ってきたら、お気に入りのにゃんこたん人形がなくなってしまったとか」

「こらこら。そういう幼年学生的なことじゃないよ」

　そんなことを言っている間に、カナタのテーブルに、丁てい寧ねいに結わえられた紫むらさき色いろの髪かみの少女──クリスティーナ・バルクホルンが訪れた。

「お久しぶりですね、カナタさん」

「んっ、ああ。学園統とう括かつ長か」

「そのような堅かた苦くるしい呼び方などはなさらず、クリスとお呼びください」

　そう言って、恭うやうやしくお辞じ儀ぎするクリスに、カナタは席を勧すすめた。

　まだ予科三年生ながら、《ミストガン》の学園統括長に任命された実力者だ。噂うわさによると、浮ふ遊ゆう都市連合の長おさである《ベベル》の意向も関係しているらしい。

　だが、そんなことは、カナタの知ったことではない。

　簡単な世間話のあと、クリスが用件を切り出してきた。

「先日、哨しよう戒かい任務中に激戦を潜くぐり抜ぬけたそうですね。そのときの出来事について、伺うかがわせて頂いてもよろしいですか？」

「あんたも報告書に眼を通したと思うけど、それ以上のことは覚えてないよ」

　同じ内容でかまわないと言われ、カナタは戦せん闘とうの経けい緯いについて説明する。

　Ａ１２８小隊が、哨戒任務中に、窮きゆう地ちに陥おちいったこと。自分が殿しんがりとして残ったこと。そして共食いする魔ま甲こう蟲ちゆうと……正体不明の強敵に遭そう遇ぐうしたはずのこと。

　一連の話を聞いたあと、クリスがゆっくりと口を開く。

「なるほど。噓をついているようには、見えませんね」

　カナタの説明は、どこからどう聞いても、突とつ拍ぴよう子しのない内容だ。疑われるのも当然だろう。

　これで用件は済んだな、とカナタが思っていると、思わぬ質問を投げかけられる。

「ときにカナタさん、静養をなさっていると伺っていますが、精神面での不安はございませんか？」

「具体的には？」

「悪夢や幻まぼろしが見えるなどです。他には……幻げん聴ちようが聞こえるとか」

「……いいや。特にそういうことはないよ」

　応答に僅かな間があったカナタを、クリスが凝ぎよう視ししてきた。だが、次の瞬しゆん間かん──

「そうですか。お話を伺わせて頂き、ありがとうございました」

　クリスは納得したように頷うなずき、お礼を告げて、喫茶店をあとにする。

　入いれ違ちがいに、クロエたちが近づいてきた。

「なんの話だったの？」

「さーな。体調不良になってねーか、っていう確認だよ」

　何も問題がなかったかのように、カナタが答える。

「らしくないですね。なにか悩なやみごとがあるんですか？」

　口調は軽かったが、その言葉にはカナタへの気き遣づかいが込められていた。

「どうしてそう思うんだ？」

「《ミストガン》に還かえってきてから、カナタは遠い眼をすることあるよね」

　心配そうな眼差しを向ける二人へ、カナタが観念したかのように言う。

「……わかる？」

「あははは。それはまあ、幼おさな馴な染じみだからね」

「幼馴染じゃない、僕でもわかりますよ。どうせ昔振ふられた彼女のことでも考えてるんですよね」

「まあ、そんなところだよ」

　快く受け入れてくれた二人へ、悩みごとがあることだけは伝えておく。

　そのあと三人で揃そろって店を出ると、大通りを見知った学生が歩いてくるのに気づいた。

「よお、アーネスト。しけた面つらしてどうしたんだ？」

　まるでそのときになって、カナタの存在に気づいたようにアーネストがゆっくりとこちらを振り向く。だが、彼は酷ひどく憔しよう悴すいしていたらしい。まるで死人のような表情をカナタへ向け、そのあとは何も言わず、幽ゆう鬼きのような足取りで人ひと混ごみの中へと消えて行った。

「……どうしたんだ？　あいつ？」

「いまはそっとしておくのがいいと思います」

　カナタの問いに答えたのは、神しん妙みような表情のロイドだ。普ふ段だんはやたらと軽口を叩たたく彼だが、このときは眼つきがやけに険しい。

「アーネストの小隊は、哨戒任務中に有力な魔甲蟲の群れと遭遇。彼を除いて、小隊は全ぜん滅めつしました。どうも付近に強力な魔甲蟲の群れがいるらしいですね」

「……………………」

　ロイドの言を聞き、カナタの脳裏に電流が奔はしった。自分の見通しの甘さ、そこを鋭するどい刃は物もので抉えぐられたような気になる。

　しばしの黙もつ考こう。そしてカナタは深刻そうに眼を細めたあと、決意したように口を開く。

「わりー。俺ちょっと空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室に行ってくるよ。アーサーと話してくる」

「どうしたの？」

「ちょっとした野暮用だよ。なんだか急にさ、マイクパフォーマンスしたくなったんだよね。ランキング戦前に、そんな話をするってあったじゃん」

「「……………………」」

　急なカナタの変わりように、クロエもロイドも怪訝そうな態度だった。

「それとクロエ、ロイド。俺、二人に話したいことがあるんだ。悪いけど、一緒に学園まで戻もどってくれる？」

　そう声をかけ、カナタは学園へと向かい、アーサーと話をつける。マイクパフォーマンをしたいと伝え、予定通り物事が進み満足したアーサーと素早く段取りをつけた。そのあとかカナタは、クロエとロイドをある場所へ誘い出した。







　夕刻。本棟。屋上。

「小隊を創設したときは、この三人だったよな」

「うん。三人だったね」

「ユーリが入ってからも色々あって大変でしたが、結成当初も大変でしたね」

　クロエとロイドも、夕焼け空を見上げていた。

　この場所は、Ｅ１２８小隊創設が決定した場所だ。

　協調性にかけるカナタと、予科一年生ながら小隊長になりたがったクロエ、毒舌のせいでどこの小隊にも馴な染じめずにいたロイド。この三人が、小隊創設を決意した特別な場所だ。

　この場所に、カナタが二人を誘ったのは、本当に大事な話があるからなのだろう。これからカナタがする話が、よくないものであることは察しがついている。

　だがクロエもロイドも、とても和なごやかな雰ふん囲い気きだ。和わ気き藹あい藹あいといっても過言ではない。

　そこに信しん頼らいという絆きずながあるからこそ、彼らは揺ゆらがなかった。

　最期を覚かく悟ごした遭そう遇ぐう戦せんでも、結果として合理的な選せん択たくをできたのと、同じ理り屈くつだ。

「三馬ば鹿かトリオって言われたこともあったよねー」

「ありゃクロエが悪いんだよ。小隊の設立届け出し忘れたからな」

「えー。ちゃんと出したはずだよ。絶対に事務方のミスだよ」

「ええ。そうですね。お陰かげでそれ以来、事務仕事は僕の担当になりましたからね。面めん倒どう事を押しつけてくれてありがとうございました」

「えっ!?　ロイド、ひょっとしてわたしを疑ってる……っ!?」

「ええ。クロエの書類には漏もれが多いですから。ちなみに小隊の設立届については、後日僕が確認したところ、記き載さい漏れがあって不受理扱あつかいになったそうです」

「……………………」

「へえー、出し忘れてはなかったな。噓うそ言ってごめんな」

「……………………」

「まさか記載漏れとは知らなかったよ」

「……カナタの馬鹿」

「残念ですね。そこは『んっ、言わなかったのか？』ともっとウィットに富んだ返しをしないと」

「たまに使うよねー。それ」

　クロエが言った直後、カナタたちは声に出して笑いあった。お互たがいに心の底から笑っている、幸せそうな笑みだった。

　そのあとカナタは、仲間二人に向き直る。

「そんでさ。ここに集まってもらった件なんだけど。あのさ、もしかしたら俺、お前らに迷めい惑わくをかけるんだけ──」

「仕方ないなー。もう」

「かまいませんよ」

「はえーなおい。最後まで聞かなくていいのかよ？」

「どうせ断っても、何かするつもりなんでしょ」

「なら断るだけ無む駄だじゃないですか」

「どんなことをしても、わたしはカナタを信じるよ」

「僕も同じです」

「ユーリだけは空回りするかもしれないけどね」

「まあ、いつかはなんとかなるでしょう」

　気楽に答える仲間たちの声を聞き、カナタはふっと口くちの端はしをつりあげた。

「あっ、いま笑った」

「いやなに。小さなことで悩んでたってな」

　覚悟は固まった。もう思い悩む必要はない。

　カナタは己の仲間たちに心から感謝しながら、こう述べる。

「じゃあさ。今度のランキング戦なんだけど──俺がいまできる最大限のことをするからさ、あとのことはお前らに任せるよ」

　そして……彼は《ミストガン》の市民との、決別の一日を迎むかえることになる。







　学内ランキング戦当日。

　闘とう技ぎ場。出場選手控ひかえ室しつ。

「どうしたんでしょうカナタ先せん輩ぱいは？」

　怪け訝げんな貌をするユーリの前には、防護服プロテクターを纏まとったクロエとロイドの姿があった。この日は延期されていたランキング戦だというのに、控室にカナタが姿をみせない。

「今日がランキング戦なのはわかってるはずだけど。ロイドはなにか知ってる？」

「いいえ。ですが、マイクパフォーマンスがありますから。みんなをあっと驚おどろかせる原げん稿こうでも、考えているんじゃないでしょうか？」

　予想もつかないことをするカナタゆえに、誰だれもが測りかねていた。やがてランキング戦の運営スタッフが、そろそろ試合が始まることを告げに来た。

　誰もが彼の身を案じる中、控室のドアが開く。そこにいたのは、黒い〈ホウキ〉を脇わきに抱かかえた、カナタ・エイジだった。

「わりー。遅おくれた」

「し、心配しましたよカナタ先輩……っ!?」

「ああ。心配させて悪かったな」

「カナタ先輩、それは？」

「ああ。俺の〈ホウキ〉だけど」

「そうではなくて、なぜ〈ホウキ〉を使うんですか？」

「さあね。それは内ない緒しよ」

　なにかやる気だ、と勘かん付づくクロエとロイド。カナタのことを盲もう目もくなまでに信じ切っていたユーリは、彼が秘める覚悟の片へん鱗りんに気づけなかった。

「さて。入場の開始だ」







　この日にＡ１２８小隊が、Ｓランク昇しよう格かくを決めるかもしれない。もし最上級生が本科一年生の小隊がＳランク昇格を決定すれば、それは《ミストガン》創立以来の快挙である。

　その歴史的な瞬しゆん間かんを一目見ようと、観戦席には多くの学生が押し寄せていた。その数は闘技場の収容人数を超こえ、学内施し設せつのあちこちに観戦モニターが特設されるほどだ。

　Ａ１２８小隊を応おう援えんする幾いくつもの横断幕が掲かかげられた会場には、彼の登場を心待ちにして、眼を輝かがやかす多くの観戦者たちの姿。

　そして、その人物が姿を現したとき、闘技場を、一際大きな歓かん声せいが包み込んだ。

　中ちゆう継けい用ドローンの望遠レンズも、一人の少年の姿を捉とらえていた。黒い〈ホウキ〉に乗った、クロエ・セヴェニーすら及およばぬ機転と粘ねばり強づよさで勝利を得続ける、《ミストガン》の英えい雄ゆう──《黒クのロ剣ノ聖ス》の姿を。

「マイク、貸してくれる？」

　審しん判ぱん役の学生が、マイクをカナタに手て渡わたした。これから、カナタの復活を宣言するための、マイクパフォーマンスが始まるのだ。

　観戦席の最前列には、アーサーに加え、グラマラスで泣きぼくろを持つ少女──フロン・フラメルの姿があった。

　大一番の舞ぶ台たいを前に、彼は例の如ごとく飄ひよう々ひようと言い放つ。

「今日は忙いそがしい中、わざわざランキング戦をご覧になる為ためにお集まりいただき、ありがとうございます。いやーお陰さまで、俺たちＡ１２８小隊は、Ｓランク昇格に王手をかけることができました。じゃあ、ここで重大発表があります」

　当たり前の挨あい拶さつのあとに続いた、『重大発表』という単語に、誰もが胸を弾はずませた。

　ここで勝利すれば、歴史的快挙となるのだ。当然のことながら、予告勝利宣言だろう。

　会場の誰もが、いや、《ミストガン》中の人間全てが、彼の、壮そう大だいな、だが興奮を最高潮へと盛り上げる、その宣言を待ち構える。

　だが、態度と口調が一転。カナタはため口で、しかも飄々としつつも、ふてぶてしく聞こえるように言い放つ。

「事前連れん絡らくし忘れたんだけど、じつは俺……かったるいんで、今日は戦わずに帰ります。まあタイミングが試合開始直前だし、無断欠席ってことでよろしく」

　一気にどよめく会場。観戦席に居合わせた学生たちが、お互いに貌を見合わせ話し出す。

　当然の反応だろう。カナタを参戦させるために、試合開かい催さいを延期していたほどなのだ。

「それと念のために断わっとくけど、俺は当面戦せん闘とうに参加するつもりはねーよ。魔ま甲こう蟲ちゆう戦なんてもってのほかだ。でもこれ、引退宣言とかじゃないから」

　闘技場に居合わせた全員が凍こおりつく。

　最前列では、アーサーが口をぽかんとさせて呆あつ気けにとられていたが、はっと我に返った彼が言う。

「カナタ君。キミは、自分がなにを言ってるかわかってるのか？　キミは《ミストガン》の象しよう徴ちようなんだっ！　みんなの期待を一身に背負うべき立場じゃないかっ！　言動には気を遣え……っ！」

　ああ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの立場なら、そう言うだろうな。想定の範はん囲い内だ、と思ったカナタは意外そうな声で言う。

「えっ!?　俺って象徴なの……っ!?」

　まるで恍とぼけたような声を出したあと、飄々とだが、挑ちよう発はつ的な声で、

「でも俺なんかが象徴だったら、みんな腰こし抜ぬけとかって呼ばれることになるけど、それでもいいの？」

　アーサーの隣となりにいた、フロンがきつく奥歯を嚙かみしめたあと、チカラいっぱい叫さけぶ。

「この裏切り者が……っ！」

　当然の侮ぶ辱じよくを前に、カナタがとった行動は──

「ははは。裏切り者ね。俺にぴったりの呼び方じゃんか」

　故意に冷笑を浮うかべ、カナタは敵意を集める。会場のいたるところから注がれる敵意の視線が、見えない刃やいばとなって肌はだへ突つき刺ささってきた。

　当然の反応だ。みんなの期待を背負う立場でありながら、期待を背負う身であることを知りながら、それらを無下にしたのだから。

　だが、ここで中断するわけにはいかない。

「なんか《ミストガン》では俺のことを象徴って呼ぶ人もいるらしいけど、そういうのは無理。俺さ、みんなの希望を一身に背負うとか向いてないんだよね」

　なるべくふてぶてしく聞こえるように、カナタが言い放つ。

「じゃあ、その裏切り者からのお願いなんだけど、誰かさ俺の代わりに魔甲蟲と戦ってくんない？　俺さ、もう戦うのに疲つかれちゃったんだよね」

「な、なにが疲れたよっ！　あなたね、空戦魔導士を舐なめてるの……っ!?」

　フロンから咎とがめられるが、

「ああ。舐めてる」

　カナタは平然と言い放った。

「だってさ、みんな弱いじゃんか。俺みたいなやつにいいようにあしらわれて、負けてるでしょ。その結果、俺はＳランクまであと一歩のところまで辿たどりついてる。正直、弱い空士って存在価値ないんだよね。《ミストガン》の空士って、口では偉えらそうなこと言いながら、結局はやる気ない人間の集まりでしょ。なんつーんだっけ、ヘタレの集まりっていうの？　だから俺みたいにみんなの期待を背負えないような奴が育つんだよ。つーわけだから、裏切り者ことは否定しないよ」

　言いながらカナタは、観戦席の学生たちの反応を窺うかがう。

　怒いかりに貌を真っ赤にする奴もいる。開いた口が塞ふさがらない奴もいる。貌を蒼あおくしている奴もいる。誰もが、カナタの行動に、変化に、戸と惑まどいを覚えている。

　ここからが……正念場だな。

　みんなから集めた敵意を、向上心へと繫つなげること。それに失敗してしまえば、彼が裏切り者扱あつかいされる意味がなくなってしまう。顰ひん蹙しゆくを買いながらも、こいつにだけは負けないように頑がん張ばろう、と奮起に繫がることを言わなければならない。

「そんで、今日はみんなに伝えたいことがあったから、マイクを握にぎったんだった。ええーっと、つまり俺が言いたいのはさ──」

　それから、彼は思いの丈たけをぶちまけた。

　長々と語られたかのように思える演説は、時間にしては比ひ較かく的てき短いものだった。

　だが、会場はもはやカナタの思いのままだった。

　なぜなら彼は会場の反応に対し、観戦席の学生たちの反応に対し、その気持ちをいちいち逆さか撫なでる言い方を駆く使しし、全てを欺あざむいてみせたのだ。

　そんなカナタの突とつ然ぜんの行動を、ユーリは呆ぼう然ぜんとする他なかった。生まれて初めて、頭が真っ白になっていた。クロエとロイドは、ただ黙だまって見守っていた。カナタの行動に意味があると信じて。

　やがて会場は、いや《ミストガン》中の人々が、カナタ・エイジを『悪』だと認識したとき、それは起こる。

「じゃあ、つーことで……」

　言いかけ、カナタは後ろからどんっと弾はじかれる衝しよう撃げきを覚えた。

「痛ってーな。何するんだよユーリ？」

「『何するんだよ』じゃありませんカナタ先輩っ!?　いますぐみんなに謝ってください……っ!?」

　カナタが振ふり向むくとそこには、眼に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべたユーリの姿があった。カナタを突き飛ばした彼女は、いまにも泣なき崩くずれそうな貌をしている。

「この場で冗じよう談だんを言って申し訳ないと心から謝ってくださいっ！　そうすれば、いまならまだ赦ゆるしてもらえるはずです……っ！」

　カナタが内心でつぶやく。

　……ユーリ。

　その名を唱えることにどれほどの価値があるのか。それは、ユーリが新入生だった頃ころから、同じポジションの先輩として接してきたカナタにしかわからない。

　だがカナタには、この立場を捨ててでも、変えたいものがあったのだ。どんな犠ぎ牲せいを払はらってでも、成し遂とげたいことがある。

　それが《ミストガン》の象徴がすべき使命と心得ている。だからこそ──

「へっ、冗談なんかでこんなことは言わねーよ。俺は任務中の負傷が原因で、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれた。だから、もう空士として任務に就くつもりはねーよ」

「カ、カナタ先輩……っ!?」

　後こう輩はいから敵意を浴びようとも、カナタは《ミストガン》の礎いしずえとなる道を選んだ。そこに明あ日すがあると信じて。

　飛び出したユーリを宥なだめようと、クロエとロイドがやってくる。

「落ち着いくださいユーリ。もうすぐ試合が始まります」

「カナタ、念のために確認するけど。このランキング戦は無断欠場っていうことでいいんだよね？」

「ああ」

　確認され、カナタは頷うなずいた。

　悪を貫つらぬくことで、生まれる可能性がある。『敵』に必要なのは、恨うらまれることなのだ。なら、汚お点てんは多ければ多いほどいい。

　呆あきれたようにロイドが言う。

「やれやれ、クロエも苦労が絶えませんね」

「お前はなにも言わないのか？」

「いまはとりあえずランキング戦に勝つことが優先ですね。ただでさえ相手より一人少ないのに、さらにもう一人減って大変ですよ。ですけど幸か不幸か、相手に付け入る隙すきもないことはありません」

　相手は、巨きよ大だいな戦せん斧ぷを持つミーナ・パープルトンという学生が率いる小隊だ。彼女もまたカナタに期待していた一人なのだろう。ミーナも動どう揺ようの色を隠かくせないようだった。

　この日、《ミストガン》中の人々が彼に憤いきどおっていた。憤ふん怒ぬが熱となり、会場全体を異様に加熱させていく。もし眼前にいる男が犯罪者であるなら、会場に居合わせた学生たちが一いつ斉せいに襲おそい掛かかり、拘こう束そくしていたことだろう。

　だが、彼は何か罪を犯しているわけではない。ただ、誰だれにも気づかれることなく、罪以上に重い十じゆう字じ架かを背負おうとしているのである。

　裏切り者となり、《ミストガン》の人々の敵意を煽あおることで。

「カナタ……。わたしはいつでもカナタが還かえってくるのを待ってるよ。どうしてこんなことをしたのか納得いかない部分が多いけど、いちおう病気ってことで、誤ご魔ま化かしてみる」

「ああ。サンキュなクロエ」

　あくまで自分を信じてくれる幼おさな馴な染じみに、カナタは一言だけ言いい添そえる。

「よくわかんないと思うけどさ、これがいまの俺にできる全力だったんだよ」

　そう言って背後に手をあげ、カナタは波乱に溢あふれる闘とう技ぎ場を後にした。

　ちょうどその頃。会場に設けられた巨大なパネルモニターで、カナタの発言が再生されていた。




「つまり俺が言いたいのはさ──お前らが空士の誇ほこりとか空士の矜きよう持じとか、そういったもんを持ってるならさ、お前ら自身で、俺に存在を証明してみろってことだよ。俺は今日限り、戦わない。世界の命運なんて知ったこっちゃないね。

　……………………。

　引退宣言？　──いいや、そうじゃない。あくまで空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのトップで居続けるよ。その証明にＡ１２８小隊は、このランキング戦を俺抜ぬきで勝利して、来年度からは特務小隊になる。そして特務小隊に優ゆう遇ぐうされるあらゆる特権を利用して、俺は華はなやかな学園生活ってのを送らせてもらう。お前らが必死に訓練や実戦に励はげむ中、俺が代わりに平和ってやつを満まん喫きつしといてやるよ。

　……………………。

　えっ？　なんで退学にならず、そんなことができるのかって……。じつは俺さ、心を病んじゃったんだよね。精神衰すい弱じやく──戦争神しん経けい症しようとか鬱うつ病びようとか、まあそのあたり。詳くわしい病名とかはついてねーけどさ、任務中に負傷とかもしたし、とりあえず病気っつーことでいいじゃん。そんで病気療りよう養ようって名目でＡ１２８小隊には所属し続けるわけ。これなら除隊処分にされることはねーよ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの小隊規約についても確認済みだしな。

　……………………。

　この中にさ、俺の一連の発言を聞いて、文句がある奴いる？　……ああ、べつに声をあげなくてもいいよ。お前らの言葉はさ、軽いんだ。最近訓練中に弛たるんでたりする奴とかいるだろ。いまのお前らの言葉なんかにさ、俺の心を変えることはできやしないよ。

　でもさ、もし本当に文句があるなら……俺より強くなってから言えよ。

　弱いお前らじゃ、誰も護れやしない。大事な家族や恋こい人びと、戦うチカラを持たない無む辜この市民だって、護れたりなんかしないよ。ま、俺に頭をさげて助けてくださいって頼たのめば護ってあげないこともねーよ。でも、そんなことしたら、お前らの誇りプライドは飾かざりだってことになるけどな。最は初なっから勝つことを諦あきらめてる奴なんて、空士じゃない。……最後に大事なことを言うぜ」




　ふっと不敵な笑みを浮かべたあと、カナタが言い放つ。




「文句がある奴は、口じゃなくて実力で示せよ。口だけ立派でも、実力が伴ともなってなきゃ、超ちようカッコわりーぜ。お前ら……っ！」


（初出：空戦魔導士候補生の教官０．５）









　　　あとがき







　最後までご覧いただきありがとうございました！　諸もろ星ぼしです！　電子書籍までついてきてくださって本当に恐きよう縮しゆくです。今回はせっかくですから、「空戦」と僕の考え方について触ふれられればと思います。

　思えば「空戦」という作品はファンタジア大賞の受賞作を改かい稿こうしたものでして、初期とは大きくテイストが異なっています。当時ファンタジア大賞金賞受賞作には、明るいギャグものが強いという傾けい向こうにあり（超ちよう絶ぜつ偏へん見けんの諸星分ぶん析せき）、「空戦」は応おう募ぼ当時はやる気のない学生が教官になり、適当な判断で教え子が急成長、最後は教官の読みと教え子たちの協力で敵を撃げき破はするという、いまの読者さんはご存じないかもしれませんが「無む責せき任にん艦かん長ちようタイラー」みたいなノリをイメージしてました。もっとナウくいうと「銀ぎん魂たま」や「この素す晴ば」みたいなテイストな作品です。

　そこから受賞作を改稿するにあたり、わりと真ま面じ目めな教官ものへと路線変へん更こうし、読者の皆みなさんのもとにお届けすることになったのです。

　出版するとなると自分の好きなように描えがくのではなく、ビジネスとしてどうしても直さなくてはならない箇か所しよが出てしまいます。

　商業作品としての成功を追求する以上、個人として自分が描きたいものを描くことなんてできはしないのです。

　では、自分が本当に描きたいものを描くにはどうすればいいか？　──その答えは至し極ごく簡単で、与えられた条件の中で結果を出し続け、我儘わがままを通せる評価を身につければいいのです。

　いまはまだ準備期間ですが、いつか我儘な作品を作りたいです。僕の中で本当に描いてみたいというものは漠ばく然ぜんと渦巻いていますが、存在しています。それを本として出版し、さらに理想を言えば我儘なメディアミックスにまで辿たどり着ければと思います。

　たぶん、それが僕の作家としての目標なのだと思います。ひとつの目標をこなせば、また新しい目標が出てくるのですが、僕はこの目標を30歳さいまでにこなしたいんですが、いま26歳なので望のぞみ薄うすですね。でも、40歳までには絶対に我儘な本を書き上げてみせます。それが僕の当面の目標です。

「空戦」という作品を終え、これから次のステップに進むにつれ、僕はもっと我儘を言う作家になって、自分が納得できる作品を作れる作家になりたいです。アニメ版「プラネテス」でいうウェルナー・ロックスミスのように「エゴイスト結構。わたしもエゴイストだ」と言えるくらいの我儘な作家が目標です。いまの僕の性格からだと大だい分ぶかけ離れていますけど……まあ今後に期待ということで。

　最後までついてきていただき、ありがとうございました。「空戦」は終わりましたが、作家としての諸星はまだまだ続きますので、またどこかでお会いしましょう！








諸星悠

●もろぼしゆう



ここまでついてきて頂いてありがとうございましたと14巻の著者紹介で書いたのですが、こちらをご覧になられているということは神降臨しゅぱーーーーーーーーーん[image: かお]　→ご愛読ありがとうございました[image: ほし]！
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